
日本がアメリカから実質的な独立をするために

１．はじめに

　日本とアメリカの関係において、日米安全保障条約は重要な条約だ。この条約は第二次世界大戦後に
締結されたため、日本が敗戦国、アメリカが戦勝国という意識があった。そのため、この条約を軸として考

える日米関係はアメリカ優位の関係である。この関係下の日本を、私はアメリカの属国的状態にあると呼

ぶことにする。例としては、日米地位協定や同盟強靭化予算の存在がそのような上下関係を表している。

そして、このような上下関係、日米安全保障条約により大きな問題となっているのは、集団的自衛権の問

題だ。新日米安全保障条約と呼ばれる1960年発効の条約の内容によって度々問題となっている。条約

の批准を国会で強行採決した際のデモ、いわゆる安保闘争。2014年に当時の安倍政権が憲法の解釈を

変更し、一定の条件のもとで集団的自衛権の行使を認めた時にもデモが起きた。その翌年に安全保障関

連法が成立したことにより、集団的自衛権の行使がいつ起きてもおかしくなくなった。近年、ロシア連邦に

よるウクライナへの侵攻やパレスチナのガザ地区とイスラエルの問題など、武力の行使が世界中で起きて

いる。日本の集団的自衛権の行使が現実となる日がいつ来るのかはわからない。そういった事態を避け

るために、この問題の根本的な解決策の1つとして、この属国的状態からの脱却を考えた。これを成し遂

げるために、日本は何が必要なのか。日本はどういった行動を取ればいいのかを検討していく。

２．経済力に関して

　クラインの示した国力に関する方程式で重要な要素となっている経済力について検討する。日米間で

の経済力の差が近かった時代を考える。宮崎・田谷は「日本および欧州が経済的な力をつけてくる一方、

アメリカ経済は“黄金の六〇年代”以降やや勢いを失い、ベトナム戦争で苦しい立場に立ち、日･米･欧の

力関係に相対的変化が起こった」と述べている。この「相対的変化」について考える。1970年代初頭のア

メリカでは経済的に不況であった。一方、日本では高度経済成長期の末期にあった。当時の景気を表す

指標であったGNP（国民総生産）でも、資本主義国の中でアメリカに次ぐ世界第二位を西ドイツと争うよう

になるなど、経済力が豊かであった。これらのことから、この「相対的変化」というのは結果として日米間の

経済力の接近と考えることができる。また、中野は「このブレトンウッズ体制を瓦解せしめた一連の経緯

は、内外にアメリカの経済力の低下を強く印象付けよう。」と述べている。この「一連の経緯」については以

下のとおりだ。1971年8月に当時のアメリカ大統領リチャード・ニクソンはドルと金の兌換を停止するなどの

宣言を発表した。いわゆるニクソン・ショックのことである。その後もドルの下落が続いた。そして、1973年3

月に世界の為替取引が変動相場制になった。これがこの「一連の経緯」だ。これらのことから1970年代初

頭でもアメリカの経済力に対し、日本の経済力はかなり接近していたことがわかる。さらに時代が進むと、

1978年にはGNPがアメリカの半分弱、一人あたりのGNPがアメリカの8割弱まで到達した。（図1）しかし、こ

れほどの経済力を誇った時代を経ても、日本は未だにアメリカの属国的状態にある。このことから、実質

的に独立するためには、アメリカと同等以上の経済力が必要ということが言える。
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（昭和55年 年次世界経済報告石油危機への対応と1980年代の課題 昭和55年12月9日 経済企画庁より

引用）

３．軍事力に関して

　前述のクラインの国力に関する方程式で経済力と同様に重要な要素となっている軍事力について検討

する。地理的に見ると、日本は中華人民共和国（以下、中国）、朝鮮民主主義人民共和国（以下、北朝

鮮）と近い位置にある。近年、中国では軍備拡張、北朝鮮では核開発といったように、東アジアでの軍事

的な動きが活発化している。日本は国家の最高法規である日本国憲法で平和主義を基本原理とし、非

核三原則を国会で決議するなど非武装、核非保持の国家である。そのような状況で日本が中国、北朝鮮

などに攻められないのは日米安全保障条約の存在がある。もし日本が他国に攻められた場合、アメリカが

共同防衛を行う。すなわち、日本を攻撃することでアメリカとの戦争が始まってしまうことになる。アメリカは

核保有国であり、世界第二位の中国の軍備予算の三倍ほどの軍備予算を誇る。すなわち、圧倒的な世

界第一位の軍事大国だ。それゆえに、中国や北朝鮮といった核保有国であっても、迂闊に日本を攻撃す

ることはできない。このような力関係や地理的な要因のために、日本にアメリカ軍が日本に駐在せざるを

得ないという側面もある。だがしかし、日本がアメリカから実質的に独立をすることで、アメリカが共同防衛

をしないことを決めた場合はどうなるのであろうか。アメリカは日本に軍や防衛装備をおいておく必要がな

いためアメリカ軍の駐在に関する問題はなくなるであろう。しかし先述のように、日本は非武装、核非保持

の国家である。核抑止論の考えに基づくと、日本は核兵器を抑止するための力がない。そのため、核兵

器の使用を含め、日本への攻撃の可能性は大きく高まる。日本がこのような事態に陥らないために、何が

必要かを考える。自衛隊の存在に関する問題など、憲法9条に関する問題もあるが、自衛のための軍備

拡張は必要であろう。アメリカ軍の駐在がなくなると、同盟強靭化予算も必然となくなるため軍備予算に費

やすことができる。核兵器に関しては、日本は唯一の被爆国であり、非核三原則を掲げている。核兵器を

保持するということは考えられず、非現実的だ。しかし、抑止力としての核兵器を必要とするならば、他の

核保有国と軍事同盟を結ぶ以外に方法はない。日本や東アジアに地理的に近い国であれば、日本国内

に駐在基地を作る必要はない。日本の周辺国を考えてみる。日本は未だに北朝鮮を国家として承認して

いない。そのことを考えると、中国と軍事同盟を結ぶ。もしくは、インドと軍事同盟を結ぶ。これらが、日本

にとって好都合である。いずれにせよ、必要なのはこれまでアメリカが持っていた、軍事力による抑止力を

補うことだ。

４．現代の問題



　近年の国際情勢を見ると、アメリカの求心力が弱まっているように見える。最近だと、パレスチナの国際

連合（以下、国連）加盟を支持する総会の決議でその傾向が見られた。パレスチナの国連加盟に反対を

示したのはアメリカを含め9カ国。棄権したのはイギリスなど25カ国。賛成したのは日本など143カ国。世界

の3分の2以上がアメリカと反対の意見を示している。これは世界の多極化が進んだことを示している。そし

てそれと同時に、かつてのようなアメリカ中心主義、いわゆる「パックス・アメリカーナ」が衰退しているという

ことだ。このように多極化が進む状況の中で、日本も従来のアメリカへの依存を見直すべきである。

　もう一つ大きな問題となっているのが、デジタル赤字に関する問題だ。現代では、スマートフォンやパー

ソナルコンピュータの普及など、デジタル社会と呼ばれる社会となっている。そんな中でIT産業や半導体

産業といった、デジタル社会において基幹となる産業では、世界のトップ企業のほとんどがアメリカの企業

だ。それゆえに、日本はアメリカに対し貿易収支では黒字であるが、デジタルの分野では約5.5兆（2023

年）の赤字を計上した。これがいわゆるデジタル赤字である。この赤字がアメリカへの依存を示している。

アメリカから実質的に独立するためには、こういった依存を軽減しなければならない。依存の軽減のため

に何をすべきかを考える。アメリカのIT企業の代表格である、GAFAMと呼ばれる5つの会社（Google、

Amazon、Facebook(Meta)、Apple、Microsoft）を例として考える。Googleは主に検索エンジン、Amazonは

ショッピングモール型ECサイト、Facebook(Meta)はSNS、Appleはモバイル機器、MicrosoftはOSといった

分野でそれぞれ世界最大級のシェアを誇る。アメリカや日本以外の国でも、これらの企業は大きなシェア

を誇る。しかし、中国ではBATHと呼ばれる4つの企業（Baidu、Alibaba、Tencent、HUAWEI）が国内で大

きなシェアを誇る。Baiduは検索エンジン、Alibabaはショッピングモール型ECサイト、TencentはSNSやゲー

ミング、HUAWEIはモバイル機器などといった分野で活躍する企業だ。これらの企業の存在が示すのは、

世界的にはGAFAMが占めていた地位を中国では占めているということだ。つまり、中国には国産の

GAFAMがあるということだ。国産という選択肢はアメリカへの依存を軽減するために有効であろう。宮崎・

田谷は「今後、これらの企業がどうなるかを予想することは難しい。」（「これらの企業」とは、GAFA（

GAFAMからMicrosoftを除いた4企業の総称）やBAT（BATHからHUAWEIを除いた3企業の総称）のこと

を指す）と述べている。このような業界である頃を踏まえて、日本はこういった分野で活躍する企業を生み

出すことに取り組むべきである。今後もデジタル社会が拡大していくことが予想される。そんな中で、この

業界で世界的に活躍する国内企業の存在は、日本にとっても大きな資産のような企業になるであろう。ま

た半導体の分野に関しては、アメリカのIntelやNVIDIAが有名である。しかし、半導体生産に関しては大

韓民国（以下、韓国）も世界トップクラスであり、SamsungやSKなどの世界的大企業も抱えている。そのた

め、韓国に依存するのも一つの手段だ。過去には世界シェアの約半分を占めるなど、半導体生産が盛ん

であった。当時は企業単位で見ても、半導体分野での売上の世界ランキングで、10位までに6社の日本

企業が入るなど、世界的な半導体企業が数多く存在していた（1992年）。しかし現在では、キオクシアが

唯一、世界ランキングの10位以内に入るなど苦境に立たされている。（図2）そのような状況においても、日

本は半導体の製造装置や素材の面では世界トップクラスである。すなわち、半導体生産のポテンシャル

は十分あるのだ。東芝やNECなど、かつて半導体分野で活躍した企業を復活させることも良い選択肢で

あろう。政府も企業もそのポテンシャルを活かし、かつてのような半導体大国になることができたときには、

アメリカへの依存を緩和できるだろう。
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（半導体戦略（概略）2021年6月 経済産業省より引用）

５．結論

　これらの考察から日本がアメリカから実質的に独立するために必要なものは以下のものだと考える。

　1．アメリカと同等以上の経済力

　2．憲法9条や非核三原則がある中で、他国に対する軍事的な抑止力

　3．国内でのIT産業や半導体産業の活性化

　4．上記の1から3までの事項が日本一国で達成できない場合に、他国と対等な関係を結べるようにする

こと

　こういったことを成し遂げることは難しいことだが、アメリカから実質的に独立するために、努力すべきで

ある。

　私自身もこの研究において、完全な結論を見つけたわけではない。現段階では、歴史上の日米関係か

ら考察をしているだけである。今後は、アメリカと日本以外の国との関係や日本のアメリカ以外の国との関

係にも注目していきたい。そして、それらの関係と日米関係を比較することで、この問題に関する結論を

導き出したい。
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‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭に‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭音‬‭楽‬‭の‬‭効‬‭果‬

‭１‬‭．‬‭問‬‭題‬‭意‬‭識‬
‭　‬‭現‬‭在、‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭に‬‭は‬‭テー‬‭マ‬‭曲‬‭や‬‭主‬‭題‬‭歌、‬‭BGM‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭様々‬‭な‬‭形‬‭で‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭使‬‭わ‬‭れ‬
‭て‬‭い‬‭る。‬‭嬉‬‭し‬‭い‬‭シー‬‭ン、‬‭悲‬‭し‬‭い‬‭シー‬‭ン‬‭な‬‭ど‬‭使‬‭う‬‭場‬‭面‬‭も‬‭様々‬‭だ。‬‭ま‬‭た‬‭2012‬‭〜‬‭2021‬‭年‬‭放‬‭映‬‭の‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬
‭朝‬‭日‬‭系‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭『‬‭Doctor-X‬‭〜‬‭外‬‭科‬‭医・‬‭大‬‭門‬‭未‬‭知‬‭子〜』‬‭の‬‭『ド‬‭ク‬‭ター‬‭X‬‭の‬‭テー‬‭マ』‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭現‬‭在、‬
‭こ‬‭の‬‭音‬‭楽‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭あ‬‭の‬‭作‬‭品、‬‭と‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭で‬‭き‬‭る‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭あ‬‭ふ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭私‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭映‬‭像‬‭と‬‭音‬‭楽‬
‭が‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭は、‬‭な‬‭に‬‭か‬‭理‬‭由‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬

‭２‬‭．‬‭問‬‭い‬
‭　‬‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭に‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭音‬‭楽‬‭は、‬‭特‬‭定‬‭の‬‭効‬‭果‬‭を‬‭も‬‭つ‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か。‬‭今‬‭回‬‭は、‬‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭を‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬
‭に‬‭限‬‭定‬‭し‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬

‭３‬‭．‬‭論‬‭証‬
‭・‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭感‬‭情‬‭を‬‭生‬‭み‬‭出‬‭す‬‭心‬‭理‬‭的‬‭メ‬‭カ‬‭ニ‬‭ズ‬‭ム‬
‭　‬‭ジョ‬‭ン・‬‭パ‬‭ウ‬‭エ‬‭ル‬‭著‬‭（‬‭2017‬‭）‬‭『ド‬‭ビュッ‬‭シー‬‭は‬‭ワ‬‭イ‬‭ン‬‭を‬‭美‬‭味‬‭に‬‭す‬‭る‬‭か？‬‭音‬‭楽‬‭の‬‭心‬‭理‬‭学』‬‭に、‬
‭「音‬‭楽‬‭心‬‭理‬‭学‬‭者‬‭の‬‭パ‬‭ト‬‭リッ‬‭ク・‬‭ジュ‬‭ス‬‭リ‬‭ン‬‭と‬‭同‬‭僚‬‭た‬‭ち‬‭は、‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭感‬‭情‬‭を‬‭生‬‭み‬‭出‬‭す‬‭心‬‭理‬‭的‬‭メ‬‭カ‬‭ニ‬‭ズ‬
‭ム‬‭を‬‭大‬‭き‬‭く‬‭七‬‭つ‬‭に‬‭分‬‭類‬‭し‬‭た。」‬‭と‬‭あ‬‭る。‬‭そ‬‭れ‬‭が、‬‭脳‬‭幹‬‭反‬‭射、‬‭リ‬‭ズ‬‭ム‬‭同‬‭調、‬‭評‬‭価‬‭的‬‭条‬‭件‬‭付‬‭づ‬‭け、‬‭情‬
‭動‬‭感‬‭染、‬‭視‬‭覚‬‭イ‬‭メー‬‭ジ、‬‭エ‬‭ピ‬‭ソー‬‭ド‬‭記‬‭憶、‬‭音‬‭楽‬‭的‬‭期‬‭待‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭今‬‭回‬‭論‬‭証‬‭す‬‭る‬‭に‬‭あ‬‭たっ‬‭て、‬‭視‬‭覚‬‭イ‬
‭メー‬‭ジ‬‭と‬‭エ‬‭ピ‬‭ソー‬‭ド‬‭記‬‭憶‬‭に‬‭焦‬‭点‬‭を‬‭当‬‭て‬‭る。‬
‭　‬‭同‬‭著‬‭書‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭視‬‭覚‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭と‬‭は‬‭「人‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭程‬‭度‬‭の‬‭差‬‭は‬‭あ‬‭れ‬‭ど、‬‭音‬‭楽‬‭は‬‭視‬‭覚‬‭的‬‭な‬‭空‬‭想‬‭を‬‭抱‬‭く‬
‭た‬‭め‬‭の‬‭大‬‭き‬‭な‬‭手‬‭助‬‭け‬‭と‬‭な‬‭る。‬‭音‬‭楽‬‭を‬‭聴‬‭く‬‭と‬‭き、‬‭多‬‭く‬‭の‬‭人‬‭が‬‭風‬‭景‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭さ‬‭ま‬‭ざ‬‭ま‬‭な‬‭視‬‭覚‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬
‭頭‬‭の‬‭な‬‭か‬‭に‬‭描‬‭き‬‭出‬‭そ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る。‬‭す‬‭る‬‭と‬‭音‬‭楽‬‭と‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭が‬‭強‬‭ま‬‭り、‬‭よ‬‭り‬‭深‬‭い‬‭感‬‭情‬‭的‬‭な‬‭反‬‭応‬‭が‬‭引‬‭き‬
‭出‬‭さ‬‭れ‬‭る。」‬‭と‬‭あ‬‭る。‬‭2012‬‭年‬‭放‬‭映‬‭の‬‭フ‬‭ジ‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭系‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭『リー‬‭ガ‬‭ル‬‭ハ‬‭イ』‬‭の‬‭テー‬‭マ‬‭曲‬‭は、‬‭ト‬‭ラ‬‭ン‬
‭ペッ‬‭ト‬‭が‬‭はっ‬‭き‬‭り‬‭聞‬‭こ‬‭え‬‭る‬‭曲‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭を‬‭視‬‭聴‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭な‬‭い‬‭人‬‭も‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭と‬‭同‬‭様‬‭の‬‭ス‬‭カッ‬‭と‬
‭す‬‭る‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬‭描‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬‭一‬‭方、‬‭エ‬‭ピ‬‭ソー‬‭ド‬‭記‬‭憶‬‭と‬‭は、‬‭「あ‬‭る‬‭楽‬‭曲‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭特‬‭定‬
‭の‬‭記‬‭憶‬‭が‬‭よ‬‭み‬‭が‬‭え‬‭り、‬‭そ‬‭の‬‭記‬‭憶‬‭が‬‭作‬‭ら‬‭れ‬‭た‬‭と‬‭き‬‭の‬‭感‬‭情‬‭に‬‭引‬‭き‬‭戻‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭も‬‭の。」‬‭と‬‭あ‬‭る。‬‭先‬
‭述‬‭し‬‭た‬‭『ド‬‭ク‬‭ター‬‭X‬‭の‬‭テー‬‭マ』‬‭は、‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭CM‬‭の‬‭際‬‭に‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭の‬‭ス‬‭ク‬‭リー‬‭ン‬‭を‬‭実‬‭際‬
‭に‬‭見‬‭て‬‭い‬‭る‬‭見‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭に‬‭か‬‭か‬‭わ‬‭ら‬‭ず、‬‭こ‬‭の‬‭音‬‭楽‬‭を‬‭聞‬‭い‬‭た‬‭視‬‭聴‬‭者‬‭の‬‭頭‬‭の‬‭中‬‭に‬‭は、‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭内‬‭で‬‭主‬‭人‬‭公‬
‭の‬‭大‬‭門‬‭未‬‭知‬‭子‬‭が‬‭ヒー‬‭ル‬‭の‬‭音‬‭を‬‭鳴‬‭ら‬‭し‬‭な‬‭が‬‭ら‬‭颯‬‭爽‬‭と‬‭歩‬‭く‬‭姿‬‭が‬‭思‬‭い‬‭出‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬
‭・‬‭強‬‭合‬‭的‬‭な‬‭相‬‭互‬‭作‬‭用‬
‭　‬‭岩‬‭宮‬‭眞‬‭一‬‭郎‬‭著‬‭（‬‭2011‬‭）‬‭『音‬‭楽‬‭と‬‭映‬‭像‬‭の‬‭マ‬‭ル‬‭チ‬‭モー‬‭ダ‬‭ル・‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン』‬‭に‬‭は、‬‭「音‬‭も‬‭映‬
‭像‬‭の‬‭印‬‭象‬‭も‬‭お‬‭お‬‭む‬‭ね、‬‭音‬‭と‬‭映‬‭像‬‭が‬‭重‬‭畳‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭印‬‭象‬‭が‬‭良‬‭く‬‭な‬‭る‬‭方‬‭向‬‭へ‬‭変‬‭化‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬
‭う‬‭な‬‭相‬‭互‬‭作‬‭用‬‭は、‬‭音‬‭と‬‭映‬‭像‬‭を‬‭組‬‭み‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭て、‬‭作‬‭品‬‭を‬‭よ‬‭り‬‭印‬‭象‬‭的‬‭な‬‭も‬‭の‬‭に‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う、‬‭協‬‭合‬‭的‬‭な‬‭相‬
‭互‬‭作‬‭用‬‭で‬‭あ‬‭る。」‬‭と‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭映‬‭像‬‭に‬‭加‬‭え‬‭て、‬‭BGM‬‭や‬‭効‬‭果‬‭音‬‭な‬‭ど‬‭様々‬‭な‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭重‬‭な‬‭る‬‭こ‬‭と‬
‭で、‬‭シー‬‭ン‬‭を‬‭印‬‭象‬‭づ‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭だ。‬‭例‬‭え‬‭ば、‬‭2020‬‭年‬‭放‬‭映‬‭の‬‭TBS‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭『‬
‭MIU404‬‭』‬‭を‬‭み‬‭る‬‭と、‬‭サ‬‭ウ‬‭ン‬‭ド‬‭ト‬‭ラッ‬‭ク‬‭に‬‭『伊‬‭吹‬‭藍』‬‭と‬‭い‬‭う‬‭曲‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭曲‬‭は、‬‭伊‬‭吹‬‭藍‬‭と‬‭い‬‭う‬
‭足‬‭の‬‭早‬‭い‬‭警‬‭察‬‭官‬‭が、‬‭走っ‬‭て‬‭犯‬‭人‬‭を‬‭追‬‭い‬‭か‬‭け‬‭る‬‭際‬‭に‬‭流‬‭れ‬‭る‬‭曲‬‭だ。‬‭曲‬‭の‬‭テ‬‭ン‬‭ポ‬‭は‬‭軽‬‭快‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で、‬‭こ‬
‭の‬‭曲‬‭が‬‭流‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭シー‬‭ン‬‭に‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭ス‬‭ピー‬‭ド‬‭感‬‭が‬‭う‬‭ま‬‭れ、‬‭『‬‭MIU404‬‭』‬‭の‬‭中‬‭で‬‭も‬‭印‬‭象‬‭的‬‭な‬‭シー‬‭ン‬
‭に‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭相‬‭互‬‭作‬‭用‬‭が‬‭お‬‭こ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭考‬‭え‬‭て‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭だ‬‭ろ‬‭う‬
‭か。‬



‭・‬‭映‬‭像‬‭へ‬‭の‬‭没‬‭入‬‭感‬
‭　‬‭前‬‭述‬‭の‬‭ジョ‬‭ン・‬‭パ‬‭ウ‬‭エ‬‭ル‬‭の‬‭著‬‭書‬‭（‬‭2017‬‭）‬‭に‬‭は、‬‭「人‬‭は‬‭音‬‭を‬‭自‬‭分‬‭か‬‭ら‬‭遠‬‭ざ‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭よ‬‭り‬‭も、‬‭視‬‭覚‬
‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬‭遠‬‭ざ‬‭け‬‭る‬‭ほ‬‭う‬‭が‬‭ずっ‬‭と‬‭簡‬‭単‬‭だ‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と。‬‭音‬‭楽‬‭は‬‭ス‬‭ク‬‭リー‬‭ン‬‭の‬‭存‬‭在‬‭を‬‭忘‬‭れ‬‭さ‬‭せ、‬‭観‬‭客‬
‭が‬‭映‬‭画‬‭の‬‭世‬‭界‬‭に‬‭没‬‭頭‬‭す‬‭る‬‭手‬‭助‬‭け‬‭を‬‭し‬‭て‬‭く‬‭れ‬‭る。」‬‭と‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭い‬‭う‬‭視‬‭覚‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭は、‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭を‬
‭見‬‭る‬‭と‬‭き‬‭に‬‭必‬‭ず‬‭存‬‭在‬‭す‬‭る‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭や‬‭ス‬‭マー‬‭ト‬‭フォ‬‭ン‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭ス‬‭ク‬‭リー‬‭ン‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭例‬‭え‬‭ば‬‭2023‬‭年‬
‭放‬‭送‬‭の‬‭TBS‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭『‬‭VIVANT‬‭』‬‭で‬‭は、‬‭緊‬‭迫‬‭し‬‭た‬‭シー‬‭ン‬‭に‬‭『‬‭VIVANT‬‭＜‬‭Main‬‭theme‬‭＞』‬‭を‬‭ア‬‭レ‬‭ン‬
‭ジ‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭が‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭壮‬‭大‬‭な‬‭事‬‭件‬‭に‬‭巻‬‭き‬‭込‬‭ま‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭く‬‭主‬‭人‬‭公‬‭た‬‭ち‬‭や‬‭ス‬‭トー‬‭リー‬‭に‬‭夢‬‭中‬‭に‬
‭なっ‬‭て‬‭い‬‭く。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭も‬‭映‬‭画‬‭と‬‭同‬‭様‬‭に‬‭音‬‭楽‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭ス‬‭トー‬‭リー‬‭に‬‭没‬‭頭‬‭し、‬‭一‬‭話‬‭を‬
‭チャ‬‭ン‬‭ネ‬‭ル‬‭を‬‭回‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭な‬‭く‬‭見‬‭て‬‭も‬‭ら‬‭え‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭だ‬‭ろ‬‭う‬‭か。‬

‭４‬‭．‬‭結‬‭論‬
‭　‬‭以‬‭上‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭に‬‭使‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭音‬‭楽‬‭に‬‭は‬‭映‬‭像‬‭作‬‭品‬‭内‬‭の‬‭シー‬‭ン‬‭の‬‭印‬‭象‬‭を‬‭強‬‭め‬‭る‬‭効‬‭果‬‭が‬
‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭は、‬‭映‬‭画‬‭館‬‭で‬‭み‬‭る‬‭作‬‭品‬‭と‬‭は‬‭違‬‭い、‬‭一‬‭度‬‭見‬‭始‬‭め‬‭た‬‭ら‬‭最‬‭終‬‭話‬‭ま‬‭で‬‭確‬‭実‬‭に‬‭見‬‭て‬‭も‬
‭ら‬‭え‬‭る‬‭と‬‭は‬‭限‬‭ら‬‭な‬‭い。‬‭面‬‭白‬‭く‬‭な‬‭い‬‭と‬‭飽‬‭き‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭え‬‭ば、‬‭す‬‭ぐ‬‭に‬‭チャ‬‭ン‬‭ネ‬‭ル‬‭を‬‭変‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭し‬‭ま‬
‭う。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め、‬‭音‬‭楽‬‭で‬‭シー‬‭ン‬‭の‬‭印‬‭象‬‭を‬‭強‬‭め、‬‭視‬‭聴‬‭者‬‭が‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭に‬‭没‬‭入‬‭し‬‭放‬‭送‬‭時‬‭間‬‭中‬‭ずっ‬‭と‬‭楽‬‭し‬‭ん‬‭で‬
‭も‬‭ら‬‭え‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭工‬‭夫‬‭を‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭意‬‭図‬‭を‬‭もっ‬‭て‬‭音‬‭楽‬‭は‬‭使‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬
‭る‬‭の‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬

‭５‬‭．‬‭参‬‭考‬‭文‬‭献‬‭等‬
‭岩‬‭宮‬‭眞‬‭一‬‭郎‬‭（‬‭2011‬‭）‬‭『音‬‭楽‬‭と‬‭映‬‭像‬‭の‬‭マ‬‭ル‬‭チ‬‭モー‬‭ダ‬‭ル・‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン』‬‭[改‬‭訂‬‭版]‬‭九‬‭州‬‭大‬‭学‬‭出‬
‭版‬‭会‬
‭ジョ‬‭ン・‬‭パ‬‭ウ‬‭エ‬‭ル‬‭（‬‭2017‬‭）‬‭『ド‬‭ビュッ‬‭シー‬‭は‬‭ワ‬‭イ‬‭ン‬‭を‬‭美‬‭味‬‭に‬‭す‬‭る‬‭か？‬‭音‬‭楽‬‭の‬‭心‬‭理‬‭学』‬‭早‬‭川‬‭書‬‭房‬
‭塚‬‭原‬‭あ‬‭ゆ‬‭子‬‭/‬‭野‬‭木‬‭亜‬‭紀‬‭子‬‭/2020‬‭『‬‭MIU404‬‭』‬‭TBS‬‭系‬
‭得‬‭田‬‭真‬‭裕‬‭『‬‭TBS‬‭系‬‭金‬‭曜‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭「‬‭MIU404‬‭」‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル・‬‭サ‬‭ウ‬‭ン‬‭ド‬‭ト‬‭ラッ‬‭ク』‬
‭内‬‭山‬‭聖‬‭子‬‭/‬‭中‬‭園‬‭ミ‬‭ホ‬‭/2012‬‭〜‬‭2021‬‭『‬‭Doctor-X‬‭〜‬‭外‬‭科‬‭医・‬‭大‬‭門‬‭未‬‭知‬‭子〜』‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭朝‬‭日‬‭系‬
‭沢‬‭田‬‭完‬‭『テ‬‭レ‬‭ビ‬‭朝‬‭日‬‭系‬‭木‬‭曜‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭「‬‭Doctor-X‬‭〜‬‭外‬‭科‬‭医・‬‭大‬‭門‬‭未‬‭知‬‭子〜」‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭サ‬‭ウ‬‭ン‬‭ド‬‭ト‬
‭ラッ‬‭ク』‬
‭石‬‭川‬‭淳‬‭一‬‭/‬‭古‬‭沢‬‭良‬‭太‬‭/2012‬‭〜‬‭2013‬‭『リー‬‭ガ‬‭ル‬‭ハ‬‭イ』‬‭フ‬‭ジ‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭系‬
‭林‬‭ゆ‬‭う‬‭き‬‭『フ‬‭ジ‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭系‬‭ド‬‭ラ‬‭マ‬‭「リー‬‭ガ‬‭ル・‬‭ハ‬‭イ」‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル‬‭サ‬‭ウ‬‭ン‬‭ド‬‭ト‬‭ラッ‬‭ク』‬
‭福‬‭澤‬‭克‬‭雄‬‭/‬‭八‬‭津‬‭弘‬‭幸,‬‭李‬‭正‬‭美,‬‭宮‬‭本‬‭勇‬‭人,‬‭山‬‭本‬‭奈‬‭奈‬‭/2023‬‭『‬‭VIVANT‬‭』‬‭TBS‬‭系‬
‭千‬‭住‬‭明‬‭/‬‭斎‬‭木‬‭達‬‭彦‬‭/‬‭兼‬‭松‬‭衆‬‭『‬‭TBS‬‭系‬‭日‬‭曜‬‭劇‬‭場‬‭「‬‭VIVANT‬‭」‬‭ORIGINAL‬‭SOUNDTRACK‬‭』‬



‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭緩‬‭和‬

‭１‬‭．‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭に‬
‭今‬‭の‬‭日‬‭本‬‭は‬‭東‬‭京‬‭に‬‭人、‬‭物、‬‭中‬‭枢‬‭機‬‭能、‬‭お‬‭金、‬‭文‬‭化‬‭な‬‭ど‬‭様々‬‭な‬‭も‬‭の‬‭が‬‭集‬‭まっ‬‭て‬‭お‬‭り‬‭日‬‭本‬‭国‬‭民、‬‭特‬‭に‬
‭首‬‭都‬‭圏‬‭の‬‭人‬‭の‬‭生‬‭活‬‭が‬‭便‬‭利‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭き‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭現‬‭在‬‭東‬‭京‬‭都‬‭の‬‭人‬‭口‬‭は‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭禍‬‭で‬‭少‬‭し‬‭減‬‭少‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬
‭の、‬‭年々‬‭増‬‭加‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あ‬‭る。‬‭(表‬‭1)‬‭ま‬‭た、‬‭総‬‭務‬‭省‬‭統‬‭計‬‭局‬‭の‬‭調‬‭査‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭東‬‭京‬‭圏‬‭は‬‭28‬‭年‬‭連‬‭続‬‭の‬‭転‬‭入‬‭超‬
‭過‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭(表‬‭2)‬

‭（表‬‭1‬‭）‬

‭（表‬‭2‬‭）‬
‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭年々‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭の‬‭流‬‭れ‬‭が‬‭加‬‭速‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭東‬‭京‬‭に‬‭は‬‭メ‬‭リッ‬‭ト‬‭が‬‭大‬‭い‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬
‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭は‬‭メ‬‭リッ‬‭ト‬‭だ‬‭け‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い。‬‭例‬‭え‬‭ば‬‭2011‬‭年‬‭に‬‭お‬‭き‬‭た‬‭東‬‭日‬‭本‬‭大‬‭震‬‭災‬‭発‬‭生‬
‭時、‬‭東‬‭京‬‭で‬‭は‬‭公‬‭共‬‭交‬‭通‬‭機‬‭関‬‭運‬‭行‬‭停‬‭止‬‭の‬‭た‬‭め‬‭そ‬‭の‬‭日‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭に‬‭帰‬‭れ‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭人‬‭が‬‭350‬‭万‬‭人‬‭以‬‭上‬‭い‬‭た‬‭と‬
‭推‬‭計‬‭さ‬‭れ、‬‭タ‬‭ク‬‭シー‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭代‬‭替‬‭交‬‭通‬‭手‬‭段‬‭の‬‭使‬‭用‬‭や、‬‭待‬‭機‬‭施‬‭設‬‭の‬‭用‬‭意‬‭が‬‭不‬‭十‬‭分‬‭だっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭道‬
‭路‬‭が‬‭渋‬‭滞‬‭し‬‭緊‬‭急‬‭車‬‭両‬‭が‬‭通‬‭れ‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭り、‬‭救‬‭援‬‭物‬‭資‬‭が‬‭迅‬‭速‬‭に‬‭届‬‭か‬‭な‬‭い‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭様々‬‭な‬‭問‬‭題‬‭が‬‭起‬‭こっ‬
‭た。‬‭ま‬‭た、‬‭新‬‭型‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭ウ‬‭イ‬‭ル‬‭ス‬‭感‬‭染‬‭症‬‭発‬‭生‬‭時、‬‭都‬‭内‬‭で‬‭は‬‭感‬‭染‬‭者‬‭が‬‭爆‬‭発‬‭的‬‭に‬‭広‬‭が‬‭り‬‭一‬‭日‬‭に‬‭4‬‭万‬‭人‬‭以‬
‭上‬‭感‬‭染‬‭者‬‭が‬‭増‬‭え‬‭た‬‭日‬‭も‬‭あっ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭よ‬‭る‬‭被‬‭害‬‭は‬‭年々‬‭露‬‭呈‬‭し、‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭び‬‭に‬‭東‬‭京‬
‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭緩‬‭和‬‭の‬‭必‬‭要‬‭性‬‭の‬‭声‬‭は‬‭上‬‭がっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は、‬‭こ‬‭れ‬‭ま‬‭で‬‭出‬‭た‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭緩‬‭和‬‭案‬‭や‬‭現‬
‭在‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭案‬‭を‬‭参‬‭考‬‭に‬‭し‬‭な‬‭が‬‭ら‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭緩‬‭和‬‭案‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬‭て‬‭い‬‭く。‬



‭２‬‭．‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭移‬‭転‬
‭　‬‭日‬‭本‬‭で‬‭は‬‭1990‬‭年‬‭代‬‭に‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭移‬‭転‬‭と‬‭い‬‭う‬‭案‬‭が‬‭で‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭東‬‭京‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭国‬‭会、‬‭行‬‭政、‬‭司‬‭法‬‭の‬‭中‬‭枢‬
‭機‬‭関‬‭を‬‭東‬‭京‬‭以‬‭外‬‭の‬‭他‬‭の‬‭地‬‭域‬‭に‬‭移‬‭転‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭首‬‭都‬‭を‬‭中‬‭央‬‭政‬‭府‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭都‬‭市‬‭と‬‭定‬‭義‬‭す‬‭る‬‭な‬‭ら‬
‭ば‬‭事‬‭実‬‭上‬‭の‬‭首‬‭都‬‭移‬‭転‬‭と‬‭な‬‭る。‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭移‬‭転‬‭の‬‭議‬‭論‬‭は‬‭1990‬‭年‬‭に‬‭決‬‭議‬‭さ‬‭れ、‬‭そ‬‭の‬‭後‬‭16‬‭の‬‭評‬‭価‬‭項‬‭目‬‭¹‬‭に‬
‭よっ‬‭て‬‭移‬‭転‬‭候‬‭補‬‭地‬‭を‬‭「‬‭栃‬‭木・‬‭福‬‭島‬‭地‬‭域」‬‭「岐‬‭阜・‬‭愛‬‭知‬‭地‬‭域」、‬‭交‬‭通‬‭網‬‭の‬‭整‬‭備‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭候‬‭補‬‭地‬‭と‬‭な‬‭る‬
‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭「三‬‭重・‬‭畿‬‭央‬‭地‬‭域」‬‭の‬‭3‬‭つ‬‭に‬‭ま‬‭で‬‭選‬‭定‬‭し‬‭ま‬‭し‬‭た‬‭が、‬‭こ‬‭の‬‭3‬‭つ‬‭の‬‭候‬‭補‬‭地‬‭の‬‭中‬‭で‬‭ど‬‭の‬‭候‬‭補‬
‭地‬‭が‬‭最‬‭適‬‭な‬‭の‬‭か‬‭絞‬‭り‬‭込‬‭め‬‭な‬‭い‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭事‬‭実‬‭上‬‭の‬‭凍‬‭結‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬
‭　‬‭世‬‭界‬‭に‬‭も‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭移‬‭転‬‭を‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭国‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭韓‬‭国‬‭で‬‭は‬‭ソ‬‭ウ‬‭ル‬‭の‬‭人‬‭口‬‭と‬‭産‬‭業‬‭の‬‭過‬‭度‬‭な‬‭集‬‭中‬‭の‬‭解‬‭消‬
‭の‬‭た‬‭め‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭を‬‭ソ‬‭ウ‬‭ル‬‭か‬‭ら‬‭約‬‭120km‬‭の‬‭距‬‭離‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭世‬‭宗‬‭特‬‭別‬‭自‬‭治‬‭市‬‭に‬‭移‬‭す‬‭計‬‭画‬‭が‬‭進‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬
‭る。‬‭世‬‭宗‬‭特‬‭別‬‭自‬‭治‬‭市‬‭に‬‭は‬‭中‬‭央‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭の‬‭ほ‬‭か、‬‭文‬‭化・‬‭国‬‭際‬‭交‬‭流、‬‭先‬‭端‬‭知‬‭識‬‭基‬‭盤、‬‭大‬‭学・‬‭研‬‭究、‬
‭医‬‭療・‬‭福‬‭祉、‬‭都‬‭市‬‭行‬‭政‬‭の‬‭計‬‭6‬‭つ‬‭の‬‭機‬‭能‬‭が‬‭配‬‭置‬‭さ‬‭れ、‬‭ま‬‭た‬‭住‬‭宅‬‭地、‬‭公‬‭園‬‭な‬‭ど‬‭も‬‭整‬‭備‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭移‬
‭転‬‭対‬‭象‬‭の‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭は‬‭中‬‭央‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭15‬‭部‬‭2‬‭処‬‭18‬‭庁‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭9‬‭部‬‭2‬‭処‬‭2‬‭庁、‬‭目‬‭標‬‭人‬‭口‬‭は‬‭2030‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭に‬‭50‬‭万‬
‭人‬‭と‬‭設‬‭定‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭人‬‭口‬‭は‬‭世‬‭宗‬‭特‬‭別‬‭自‬‭治‬‭市‬‭が‬‭発‬‭足‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭2012‬‭年‬‭は‬‭約‬‭11‬‭万‬‭人‬‭程‬‭で‬‭し‬‭た‬‭が、‬‭2023‬
‭年‬‭に‬‭は‬‭約‬‭3‬‭倍‬‭の‬‭38‬‭万‬‭人‬‭に‬‭ま‬‭で‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭（表‬‭３）‬

‭（表‬‭３）‬
‭し‬‭か‬‭し、‬‭公‬‭務‬‭員‬‭は‬‭仕‬‭事‬‭の‬‭た‬‭め‬‭世‬‭宗‬‭に‬‭い‬‭か‬‭ざ‬‭る‬‭を‬‭得‬‭な‬‭い‬‭が、‬‭そ‬‭の‬‭家‬‭族‬‭の‬‭多‬‭く‬‭は‬‭ソ‬‭ウ‬‭ル‬‭に‬‭残っ‬‭て‬‭い‬
‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭こ‬‭の‬‭人‬‭口‬‭増‬‭加‬‭の‬‭多‬‭く‬‭の‬‭要‬‭因‬‭は‬‭ス‬‭ト‬‭ロー‬‭現‬‭象‬‭²‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭周‬‭辺‬‭地‬‭域‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭転‬‭入‬‭者‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭も‬
‭の‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭日‬‭本‬‭で‬‭3‬‭機‬‭関‬‭を‬‭移‬‭転‬‭さ‬‭せ‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も、‬‭世‬‭宗‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭職‬‭員‬‭の‬‭家‬‭族‬‭は‬‭首‬‭都‬‭に‬‭残‬‭る‬‭と‬
‭い‬‭う‬‭場‬‭合‬‭や、‬‭東‬‭京‬‭を‬‭出‬‭る‬‭デ‬‭メ‬‭リッ‬‭ト‬‭を‬‭補‬‭え‬‭る‬‭移‬‭転‬‭先‬‭の‬‭メ‬‭リッ‬‭ト‬‭が‬‭な‬‭け‬‭れ‬‭ば‬‭多‬‭く‬‭の‬‭流‬‭入‬‭者‬‭は‬‭見‬‭込‬‭め‬
‭な‬‭い。‬‭ま‬‭た‬‭仮‬‭に、‬‭各‬‭機‬‭関‬‭の‬‭職‬‭員‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭そ‬‭の‬‭家‬‭族、‬‭ま‬‭た‬‭関‬‭連‬‭企‬‭業‬‭な‬‭ど‬‭が‬‭移‬‭動‬‭し‬‭た‬‭場‬‭合、‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬
‭中‬‭の‬‭緩‬‭和‬‭に‬‭は‬‭十‬‭分‬‭な‬‭効‬‭果‬‭が‬‭み‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭ス‬‭ト‬‭ロー‬‭現‬‭象‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭人‬‭口‬‭増‬‭加‬‭に‬‭加‬‭え、‬‭東‬‭京‬‭か‬‭ら‬‭の‬
‭流‬‭入‬‭者‬‭が‬‭い‬‭る‬‭た‬‭め‬‭世‬‭宗‬‭の‬‭人‬‭口‬‭増‬‭加‬‭の‬‭度‬‭合‬‭い‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭強‬‭く‬‭な‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭人‬‭口‬‭増‬‭加‬‭に‬‭よ‬
‭る‬‭移‬‭転‬‭先‬‭で‬‭の‬‭人‬‭口‬‭集‬‭中‬‭を‬‭招‬‭く‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る。‬
‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬
‭¹①‬‭国‬‭土‬‭構‬‭造‬‭改‬‭編‬‭の‬‭方‬‭向‬‭（国‬‭土‬‭構‬‭造‬‭改‬‭変‬‭の‬‭方‬‭向、‬‭企‬‭業‬‭立‬‭地‬‭の‬‭観‬‭点‬‭か‬‭ら‬‭東‬‭京‬‭の‬‭過‬‭密‬‭の‬‭緩‬‭和）、‬‭②‬‭文‬
‭化‬‭形‬‭成‬‭の‬‭方‬‭向、‬‭③‬‭新‬‭し‬‭い‬‭情‬‭報‬‭ネッ‬‭ト‬‭ワー‬‭ク‬‭へ‬‭の‬‭対‬‭応‬‭容‬‭易‬‭性、‬‭④‬‭大‬‭規‬‭模‬‭災‬‭害‬‭時‬‭の‬‭新‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭都‬‭市‬‭と‬
‭主‬‭要‬‭都‬‭市‬‭間‬‭の‬‭情‬‭報・‬‭交‬‭通‬‭の‬‭確‬‭保、‬‭⑤‬‭外‬‭国‬‭と‬‭の‬‭ア‬‭ク‬‭セ‬‭ス‬‭容‬‭易‬‭性、‬‭⑥‬‭東‬‭京‬‭と‬‭の‬‭ア‬‭ク‬‭セ‬‭ス‬‭容‬‭易‬‭性、‬‭⑦‬‭全‬
‭国‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭ア‬‭ク‬‭セ‬‭ス‬‭容‬‭易‬‭性、‬‭⑧‬‭景‬‭観‬‭の‬‭魅‬‭力、‬‭⑨‬‭移‬‭転‬‭候‬‭補‬‭地‬‭の‬‭地‬‭震‬‭災‬‭害‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭安‬‭全‬‭性、‬‭⑩‬‭移‬‭転‬‭候‬‭補‬
‭地‬‭の‬‭火‬‭山‬‭災‬‭害‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭安‬‭全‬‭性、‬‭⑪‬‭土‬‭地‬‭の‬‭円‬‭滑‬‭な‬‭取‬‭得‬‭の‬‭可‬‭能‬‭性、‬‭⑫‬‭土‬‭地‬‭の‬‭良‬‭好‬‭性、‬‭⑬‬‭水‬‭害・‬‭土‬‭地‬‭災‬
‭害‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭安‬‭全‬‭性、‬‭⑭‬‭水‬‭供‬‭給‬‭の‬‭安‬‭定‬‭性、‬‭⑮‬‭既‬‭存‬‭都‬‭市‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬‭の‬‭適‬‭切‬‭性‬‭（市‬‭街‬‭地‬‭連‬‭坦‬‭の‬‭回‬‭避‬‭の‬‭可‬‭能‬
‭性‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭母‬‭都‬‭市‬‭と‬‭の‬‭連‬‭携‬‭の‬‭容‬‭易‬‭制）、‬‭⑯‬‭環‬‭境‬‭と‬‭の‬‭共‬‭生‬‭（自‬‭然‬‭環‬‭境‬‭と‬‭の‬‭共‬‭生‬‭の‬‭可‬‭能‬‭性、‬‭環‬‭境‬‭負‬‭荷‬‭の‬
‭低‬‭減‬‭の‬‭可‬‭能‬‭性）‬
‭²‬‭交‬‭通‬‭網‬‭の‬‭整‬‭備‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭地‬‭方‬‭都‬‭市‬‭の‬‭人‬‭口‬‭や‬‭産‬‭業‬‭が‬‭大‬‭都‬‭市‬‭へ‬‭吸‬‭い‬‭取‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭現‬‭象‬



‭３‬‭．‬‭中‬‭央‬‭省‬‭庁‬‭の‬‭地‬‭方‬‭分‬‭散‬‭　‬
‭　‬‭政‬‭府‬‭関‬‭係‬‭機‬‭関‬‭移‬‭転‬‭基‬‭本‬‭方‬‭針‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭い‬‭て‬‭2023‬‭年‬‭に‬‭文‬‭化‬‭庁‬‭が‬‭全‬‭面‬‭的‬‭に‬‭京‬‭都‬‭に‬‭移‬‭転‬‭し‬‭た。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭実‬
‭際‬‭移‬‭転‬‭し‬‭た‬‭の‬‭は‬‭13‬‭部‬‭署‬‭中‬‭の‬‭6‬‭部‬‭署‬‭³‬‭、‬‭職‬‭員‬‭は‬‭全‬‭体‬‭の‬‭7‬‭割‬‭程‬‭度‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭本‬‭庁‬‭が‬‭京‬‭都‬‭に‬‭移っ‬‭て‬
‭は‬‭い‬‭る‬‭が‬‭全‬‭面‬‭的‬‭な‬‭移‬‭転‬‭と‬‭は‬‭言‬‭え‬‭な‬‭い。‬‭ま‬‭た、‬‭文‬‭化‬‭庁‬‭移‬‭転‬‭協‬‭議‬‭会‬‭第‬‭4‬‭回‬‭の‬‭「新・‬‭文‬‭化‬‭庁‬‭の‬‭組‬‭織‬‭体‬‭制‬
‭の‬‭整‬‭備‬‭と‬‭本‬‭格‬‭移‬‭転‬‭に‬‭向‬‭け‬‭て」‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭「本‬‭庁‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭国‬‭会‬‭対‬‭応、‬‭外‬‭交‬‭関‬‭係、‬‭関‬‭係‬‭府‬‭省‬‭庁‬‭と‬‭の‬
‭連‬‭携‬‭調‬‭整‬‭等‬‭に‬‭係‬‭る‬‭政‬‭策‬‭の‬‭企‬‭画‬‭立‬‭案‬‭業‬‭務‬‭及‬‭び‬‭東‬‭京‬‭で‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭必‬‭要‬‭な‬‭団‬‭体‬‭対‬‭応‬‭等‬‭の‬‭執‬‭行‬‭業‬‭務‬‭を‬‭除‬
‭く‬‭す‬‭べ‬‭て‬‭の‬‭業‬‭務‬‭を‬‭行‬‭う。」‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭効‬‭率‬‭面‬‭や‬‭必‬‭要‬‭性‬‭の‬‭面‬‭か‬‭ら‬‭東‬‭京‬‭で‬‭お‬‭こ‬‭な‬
‭わ‬‭ざ‬‭る‬‭お‬‭え‬‭な‬‭い‬‭業‬‭務‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭思‬‭わ‬‭れ、‬‭中‬‭央‬‭省‬‭庁‬‭を‬‭全‬‭面‬‭的‬‭に‬‭地‬‭方‬‭に‬‭移‬‭転‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭と‬‭言‬‭え‬
‭る。‬
‭　‬‭ま‬‭た、‬‭マ‬‭レー‬‭シ‬‭ア‬‭で‬‭は‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭の‬‭点‬‭在‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭行‬‭政‬‭機‬‭能‬‭の‬‭非‬‭効‬‭率‬‭の‬‭た‬‭め、‬‭1990‬‭年‬‭代‬‭か‬‭ら‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬
‭移‬‭転‬‭を‬‭開‬‭始‬‭し、‬‭現‬‭在‬‭プ‬‭ト‬‭ラ‬‭ジャ‬‭ヤ‬‭は‬‭行‬‭政‬‭首‬‭都‬‭と‬‭し‬‭て‬‭機‬‭能‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭中‬‭央‬‭省‬‭庁‬‭を‬‭地‬‭方‬‭分‬‭散‬‭さ‬‭せ‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭全‬‭面‬‭的‬‭な‬‭移‬‭転‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭あ‬‭る‬‭程‬‭度‬‭の‬‭機‬‭関‬
‭は‬‭東‬‭京‬‭に‬‭残っ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭い‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭緩‬‭和‬‭に‬‭は‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭中‬‭央‬‭省‬‭庁‬‭の‬‭点‬‭在‬‭に‬
‭よ‬‭り‬‭行‬‭政‬‭機‬‭能‬‭が‬‭非‬‭効‬‭率‬‭と‬‭な‬‭り‬‭新‬‭た‬‭な‬‭問‬‭題‬‭が‬‭生‬‭じ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭４‬‭．‬‭地‬‭方‬‭拠‬‭点‬‭強‬‭化‬‭税‬‭制‬
‭　‬‭地‬‭方‬‭拠‬‭点‬‭強‬‭化‬‭税‬‭制‬‭⁴‬‭で‬‭は‬‭特‬‭定‬‭業‬‭務‬‭施‬‭設‬‭⁵‬‭や‬‭本‬‭社‬‭機‬‭能‬‭の‬‭す‬‭べ‬‭て‬‭を‬‭東‬‭京‬‭23‬‭区‬‭か‬‭ら‬‭地‬‭方‬‭に‬‭移‬‭転‬‭す‬‭る‬‭場‬
‭合、‬‭雇‬‭用‬‭促‬‭進‬‭税‬‭制‬‭や‬‭オ‬‭フィ‬‭ス‬‭減‬‭税‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭課‬‭税‬‭の‬‭特‬‭例‬‭等‬‭の‬‭措‬‭置‬‭が‬‭講‬‭じ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭課‬‭税‬‭の‬‭特‬‭例‬‭措‬‭置‬‭の‬‭適‬
‭用‬‭期‬‭間‬‭は‬‭3‬‭年‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭て、‬‭認‬‭定‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭後‬‭に‬‭認‬‭定‬‭基‬‭準‬‭を‬‭満‬‭た‬‭さ‬‭な‬‭く‬‭なっ‬‭た‬‭場‬‭合‬‭認‬‭定‬‭を‬‭取‬‭り‬‭消‬‭さ‬‭れ‬
‭る。‬‭認‬‭定‬‭数‬‭は‬‭2015‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭3‬‭月‬‭31‬‭日‬‭ま‬‭で‬‭に‬‭70‬‭件‬‭程‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭て、‬‭目‬‭標‬‭の‬‭約‬‭7‬‭分‬‭の‬‭1‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬
‭る。‬
‭　‬‭10‬‭年‬‭で‬‭70‬‭件‬‭程‬‭移‬‭転‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭こ‬‭の‬‭政‬‭策‬‭は‬‭あ‬‭る‬‭程‬‭度‬‭の‬‭効‬‭果‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭思‬‭わ‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬
‭東‬‭京‬‭都‬‭内‬‭に‬‭本‬‭社‬‭機‬‭能‬‭を‬‭置‬‭く‬‭理‬‭由‬‭で‬‭最‬‭も‬‭多‬‭い‬‭「取‬‭引‬‭先‬‭が‬‭多‬‭い」‬‭(表‬‭４)‬‭や‬‭東‬‭京‬‭都‬‭内‬‭に‬‭本‬‭社‬‭を‬‭置‬‭く‬‭企‬‭業‬
‭の‬‭本‬‭社‬‭を‬‭地‬‭方‬‭へ‬‭移‬‭転‬‭す‬‭る‬‭条‬‭件‬‭で‬‭最‬‭も‬‭多‬‭い‬‭「関‬‭連‬‭会‬‭社‬‭や‬‭取‬‭引‬‭先‬‭へ‬‭の‬‭移‬‭動‬‭時‬‭間・‬‭コ‬‭ス‬‭ト‬‭の‬‭削‬‭減」‬‭(表‬
‭５)‬‭を‬‭考‬‭慮‬‭す‬‭る‬‭と、‬‭移‬‭転‬‭先‬‭に‬‭取‬‭引‬‭先‬‭が‬‭少‬‭な‬‭け‬‭れ‬‭ば‬‭ま‬‭ず‬‭移‬‭転‬‭し‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭は‬‭な‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭の‬‭で、‬‭こ‬‭の‬‭制‬‭度‬
‭あっ‬‭て‬‭も‬‭活‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭と‬‭思‬‭わ‬‭れ‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭表‬‭4‬‭か‬‭ら‬‭東‬‭京‬‭に‬‭本‬‭社‬‭を‬‭置‬‭き‬‭続‬‭け‬‭る‬‭理‬‭由‬‭と‬‭し‬‭て‬‭コ‬‭ス‬‭ト‬‭の‬
‭問‬‭題‬‭が‬‭上‬‭位‬‭に‬‭入っ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭移‬‭転‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭の‬‭地‬‭方‬‭強‬‭化‬‭税‬‭制‬‭は‬‭活‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭に‬‭く‬‭い‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬
‭れ‬‭る。‬

‭(表‬‭４)‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭(表‬‭５)‬
‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬‭＿‬
‭³‬‭政‬‭策‬‭課、‬‭文‬‭化‬‭資‬‭源‬‭活‬‭用‬‭課、‬‭文‬‭化‬‭財‬‭第‬‭1‬‭課、‬‭文‬‭化‬‭財‬‭第‬‭2‬‭課、‬‭宗‬‭務‬‭課、‬‭参‬‭事‬‭官‬
‭⁴‬‭移‬‭転‬‭型‬‭事‬‭業‬‭と‬‭拡‬‭充‬‭型‬‭事‬‭業‬
‭⁵‬‭事‬‭業‬‭所・‬‭研‬‭究‬‭所・‬‭研‬‭修‬‭所‬



‭５‬‭．‬‭結‬‭論‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭3‬‭つ‬‭の‬‭案‬‭で‬‭は‬‭弊‬‭害‬‭な‬‭く‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭を‬‭緩‬‭和‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭難‬‭し‬‭い。‬‭ま‬‭た‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭を‬‭緩‬‭和‬‭で‬
‭き‬‭て‬‭も‬‭他‬‭の‬‭地‬‭域‬‭で‬‭集‬‭中‬‭が‬‭起‬‭き‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭し‬‭な‬‭け‬‭れ‬‭ば‬‭意‬‭味‬‭が‬‭な‬‭い。‬‭ま‬‭た、‬‭(１)‬‭(２)‬‭よ‬‭り‬‭中‬‭枢‬‭機‬‭能‬‭を‬
‭ど‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭形‬‭で‬‭あ‬‭れ‬‭東‬‭京‬‭か‬‭ら‬‭移‬‭転‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭企‬‭業‬‭や‬‭学‬‭校‬‭を‬‭移‬‭転‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭も‬‭し‬‭く‬‭は‬‭流‬
‭入‬‭を‬‭防‬‭ぐ‬‭方‬‭法‬‭を‬‭考‬‭え‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭し‬‭た‬‭が‬‭現‬‭段‬‭階‬‭で‬‭は‬‭難‬‭し‬‭く、‬‭結‬‭論‬‭づ‬‭け‬‭る‬‭事‬‭が‬‭で‬‭き‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬
‭　‬‭今‬‭後、‬‭現‬‭在‬‭の‬‭政‬‭策‬‭は‬‭企‬‭業‬‭や‬‭学‬‭校‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭政‬‭策‬‭が‬‭多‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭個‬‭人‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭政‬‭策‬‭の‬‭効‬‭果‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭検‬
‭討‬‭し‬‭て‬‭い‬‭き‬‭た‬‭い。‬

‭６‬‭．‬‭参‬‭考‬‭文‬‭献‬
‭・‬‭戸‬‭所‬‭隆‬‭（‬‭2014‬‭）‬‭「東‬‭京‬‭の‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭問‬‭題‬‭と‬‭首‬‭都‬‭機‬‭能‬‭の‬‭分‬‭散」‬‭『地‬‭学‬‭雑‬‭誌』‬
‭・‬‭山‬‭本‬‭和‬‭博‬‭（‬‭2022‬‭）‬‭『大‬‭都‬‭市‬‭は‬‭ど‬‭う‬‭やっ‬‭て‬‭で‬‭き‬‭る‬‭の‬‭か』‬‭ち‬‭く‬‭ま‬‭プ‬‭リ‬‭マー‬‭新‬‭書‬
‭・‬‭文‬‭化‬‭庁‬‭移‬‭転‬‭協‬‭議‬‭会‬‭（‬‭2017‬‭）‬‭「新・‬‭文‬‭化‬‭庁‬‭の‬‭組‬‭織‬‭体‬‭制‬‭の‬‭整‬‭備‬‭と‬‭本‬‭格‬‭移‬‭転‬‭に‬‭向‬‭け‬‭て」‬‭p‬‭５‬
‭・‬‭内‬‭閣‬‭府‬‭首‬‭都‬‭直‬‭下‬‭地‬‭震‬‭帰‬‭宅‬‭困‬‭難‬‭者‬‭等‬‭対‬‭策‬‭協‬‭議‬‭会‬‭事‬‭務‬‭局‬‭「帰‬‭宅‬‭困‬‭難‬‭者‬‭対‬‭策‬‭の‬‭実‬‭態‬‭調‬‭査‬‭結‬‭果‬‭に‬‭つ‬‭い‬
‭て」‬
‭・‬‭総‬‭務‬‭省‬‭統‬‭計‬‭局‬‭（‬‭2023‬‭）‬‭「住‬‭民‬‭基‬‭本‬‭台‬‭帳‬‭人‬‭口‬‭移‬‭動‬‭報‬‭告」‬
‭・‬‭東‬‭京‬‭都‬‭総‬‭務‬‭局‬‭統‬‭計‬‭部‬‭　‬‭（‬‭1995~2023‬‭）‬‭「‬‭住‬‭民‬‭基‬‭本‬‭台‬‭帳‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭東‬‭京‬‭都‬‭の‬‭世‬‭帯‬‭と‬‭人‬‭口」‬
‭・‬‭国‬‭土‬‭交‬‭通‬‭省‬‭　‬‭企‬‭業‬‭等‬‭の‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭懇‬‭談‬‭会‬‭と‬‭り‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭参‬‭考‬‭資‬‭料‬
‭・‬‭国‬‭土‬‭交‬‭通‬‭省‬‭　‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭の‬‭是‬‭正‬‭方‬‭策‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭・‬‭国‬‭土‬‭交‬‭通‬‭省‬‭　‬‭東‬‭京‬‭一‬‭極‬‭集‬‭中‬‭の‬‭変‬‭化‬‭要‬‭因‬‭と‬‭な‬‭り‬‭う‬‭る‬‭要‬‭素‬
‭・‬‭国‬‭土‬‭交‬‭通‬‭省‬‭（‬‭2011‬‭）‬‭ニュー‬‭ズ‬‭レ‬‭ター‬‭「新‬‭時‬‭代」‬‭第‬‭72‬‭号‬
‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭（‬‭2016‬‭）‬‭ニュー‬‭ズ‬‭レ‬‭ター‬‭「新‬‭時‬‭代」‬‭第‬‭81‬‭号‬
‭・‬‭地‬‭方‬‭創‬‭生‬‭　‬‭https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/sakusei.html‬
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‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭減‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭１.‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭に‬
‭　‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭減‬‭要‬‭因‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭ま‬‭ず、‬‭な‬‭ぜ‬‭こ‬‭の‬‭研‬‭究‬‭を‬‭行‬‭う‬‭の‬‭か、‬‭こ‬‭の‬‭研‬‭究‬‭の‬‭意‬‭義‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭説‬‭明‬‭す‬‭る。‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭時、‬‭日‬‭本‬
‭は‬‭ド‬‭イ‬‭ツ、‬‭イ‬‭タ‬‭リ‬‭ア‬‭と‬‭日‬‭独‬‭伊‬‭三‬‭国‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ。‬‭こ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭寺‬‭崎‬‭修‬‭氏‬‭の‬‭説‬‭明‬‭を‬‭参‬‭考‬‭に‬
‭す‬‭る。‬‭「‬‭1940‬‭年‬‭（昭‬‭和‬‭15‬‭）‬‭9‬‭月‬‭27‬‭日、‬‭ベ‬‭ル‬‭リ‬‭ン‬‭で‬‭調‬‭印‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭日‬‭本、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ、‬‭イ‬‭タ‬‭リ‬‭ア‬‭の‬‭間‬‭の‬‭軍‬‭事‬
‭同‬‭盟。‬‭三‬‭国‬‭同‬‭盟‬‭締‬‭結‬‭交‬‭渉‬‭は、‬‭最‬‭初、‬‭1937‬‭年‬‭に‬‭結‬‭ば‬‭れ‬‭た‬‭日‬‭独‬‭伊‬‭三‬‭国‬‭防‬‭共‬‭協‬‭定‬‭を‬‭強‬‭化‬‭し‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭い‬‭う‬‭目‬
‭的‬‭で、‬‭第‬‭一‬‭次‬‭近‬‭衛‬‭文‬‭麿‬‭（こ‬‭の‬‭え‬‭ふ‬‭み‬‭ま‬‭ろ）‬‭内‬‭閣‬‭の‬‭末‬‭期‬‭に‬‭始‬‭まっ‬‭た‬‭が、‬‭1939‬‭年‬‭8‬‭月‬‭に‬‭突‬‭然‬‭独‬‭ソ‬‭不‬‭可‬
‭侵‬‭条‬‭約‬‭が‬‭締‬‭結‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭一‬‭時‬‭中‬‭断‬‭し‬‭た。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭そ‬‭の‬‭後、‬‭対‬‭米‬‭英‬‭関‬‭係‬‭の‬‭悪‬‭化、‬‭ヨー‬‭ロッ‬‭パ‬
‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭軍‬‭の‬‭圧‬‭倒‬‭的‬‭な‬‭優‬‭勢‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭背‬‭景‬‭に、‬‭交‬‭渉‬‭再‬‭開‬‭の‬‭機‬‭運‬‭が‬‭台‬‭頭、‬‭1940‬‭年‬‭9‬‭月‬‭6‬‭日、‬‭ド‬‭イ‬
‭ツ‬‭の‬‭ス‬‭ター‬‭マー‬‭H.‬‭Stamer‬‭特‬‭使‬‭の‬‭来‬‭日‬‭を‬‭機‬‭会‬‭に、‬‭交‬‭渉‬‭は‬‭正‬‭式‬‭に‬‭再‬‭開‬‭さ‬‭れ、‬‭9‬‭月‬‭24‬‭日‬‭に‬‭至‬‭り、‬‭ス‬
‭ター‬‭マー‬‭と‬‭第‬‭二‬‭次‬‭近‬‭衛‬‭内‬‭閣‬‭の‬‭外‬‭相‬‭松‬‭岡‬‭洋‬‭右‬‭（ま‬‭つ‬‭お‬‭か‬‭よ‬‭う‬‭す‬‭け）‬‭と‬‭の‬‭間‬‭で‬‭全‬‭面‬‭的‬‭な‬‭合‬‭意‬‭を‬‭み‬‭る‬
‭こ‬‭と‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬‭三‬‭国‬‭同‬‭盟‬‭条‬‭約‬‭は、‬‭前‬‭文‬‭と‬‭本‬‭文‬‭6‬‭条‬‭か‬‭ら‬‭成‬‭り‬‭立‬‭ち、‬‭そ‬‭の‬‭内‬‭容‬‭は、‬‭ヨー‬‭ロッ‬‭パ‬‭お‬‭よ‬‭び‬
‭ア‬‭ジ‬‭ア‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭「新‬‭秩‬‭序‬‭建‬‭設」‬‭に‬‭関‬‭し、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ、‬‭イ‬‭タ‬‭リ‬‭ア‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭日‬‭本‬‭は、‬‭そ‬‭の‬‭「指‬‭導‬‭的‬‭地‬‭位」‬‭を‬
‭認‬‭め‬‭合‬‭う‬‭こ‬‭と、‬‭ま‬‭た‬‭日‬‭中‬‭戦‬‭争‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭ヨー‬‭ロッ‬‭パ‬‭戦‬‭争‬‭に‬‭参‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭第‬‭三‬‭国‬‭の‬‭攻‬‭撃‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭あ‬‭ら‬
‭ゆ‬‭る‬‭「政‬‭治‬‭的、‬‭経‬‭済‬‭的‬‭及‬‭軍‬‭事‬‭的‬‭方‬‭法‬‭ニ‬‭依‬‭（よ）‬‭リ‬‭相‬‭互‬‭ニ‬‭援‬‭助‬‭ス‬‭ヘ‬‭キ‬‭コ‬‭ト」‬‭を‬‭誓‬‭約‬‭す‬‭る‬‭純‬‭然‬‭た‬‭る‬
‭軍‬‭事‬‭同‬‭盟‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭三‬‭国‬‭同‬‭盟‬‭の‬‭推‬‭進‬‭者‬‭の‬‭松‬‭岡‬‭は、‬‭日‬‭独‬‭伊‬‭三‬‭国‬‭軍‬‭事‬‭同‬‭盟‬‭に‬‭加‬‭え‬‭て、‬‭ソ‬‭連‬‭を‬‭中‬‭立‬‭化‬‭さ‬
‭せ‬‭る、‬‭で‬‭き‬‭れ‬‭ば‬‭日・‬‭独・‬‭伊・‬‭ソ‬‭の‬‭四‬‭国‬‭協‬‭商‬‭の‬‭実‬‭現‬‭を‬‭図‬‭り、‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭軍‬‭事‬‭的‬‭圧‬‭力‬‭を‬‭背‬‭景‬‭に‬‭対‬‭米‬‭調‬‭整‬
‭を‬‭有‬‭利‬‭に‬‭進‬‭め‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭構‬‭想‬‭を‬‭抱‬‭い‬‭て‬‭い‬‭た‬‭が、‬‭同‬‭盟‬‭の‬‭成‬‭立‬‭は‬‭米・‬‭英‬‭を‬‭強‬‭く‬‭刺‬‭激‬‭し、‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭戦‬‭争‬‭突‬‭入‬
‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬‭1943‬‭年‬‭9‬‭月‬‭イ‬‭タ‬‭リ‬‭ア‬‭の‬‭無‬‭条‬‭件‬‭降‬‭伏、‬‭1945‬‭年‬‭5‬‭月‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭の‬‭完‬‭全‬‭敗‬‭北‬‭に‬‭よ‬‭り、‬‭無‬‭謀‬
‭な‬‭瀬‬‭戸‬‭際‬‭政‬‭策‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭日‬‭独‬‭伊‬‭三‬‭国‬‭同‬‭盟‬‭は‬‭完‬‭全‬‭に‬‭崩‬‭壊‬‭し‬‭た。」‬‭（出‬‭典‬‭　‬‭ジャ‬‭パ‬‭ン‬‭ナ‬‭レッ‬‭ジ）‬‭こ‬‭の‬‭説‬
‭明‬‭か‬‭ら、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭日‬‭本‬‭は‬‭ヨー‬‭ロッ‬‭パ‬‭の‬‭強‬‭国‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭国々‬‭と‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ‬‭が、‬‭そ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭は‬‭あ‬‭ま‬‭り‬‭日‬‭本‬‭の‬
‭メ‬‭リッ‬‭ト‬‭が‬‭な‬‭い‬‭も‬‭の‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭わ‬‭か‬‭る。‬‭実‬‭際‬‭に、‬‭こ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ‬‭と‬‭き‬‭の‬‭外‬
‭務‬‭大‬‭臣‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭松‬‭岡‬‭洋‬‭右‬‭は‬‭「こ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭は‬‭私‬‭の‬‭人‬‭生‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭最‬‭大‬‭の‬‭失‬‭敗」‬‭と‬‭記‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭日‬
‭本‬‭は‬‭戦‬‭時‬‭中‬‭に、‬‭ソ‬‭ビ‬‭エ‬‭ト‬‭社‬‭会‬‭主‬‭義‬‭共‬‭和‬‭国‬‭連‬‭邦‬‭（以‬‭下‬‭ソ‬‭連‬‭と‬‭す‬‭る）‬‭と‬‭日‬‭ソ‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ。‬‭こ‬‭の‬
‭日‬‭ソ‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭の‬‭説‬‭明‬‭は‬‭「‬‭1941‬‭年‬‭４‬‭月、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭ソ‬‭連‬‭が‬‭結‬‭ん‬‭だ‬‭領‬‭土‬‭保‬‭全‬‭と‬‭不‬‭侵‬‭略‬‭を‬‭相‬‭互‬‭に‬‭約‬‭束‬‭し‬‭た‬‭条‬
‭約。‬‭1945‬‭年‬‭4‬‭月‬‭に‬‭ソ‬‭連‬‭は‬‭不‬‭延‬‭長‬‭を‬‭通‬‭告、‬‭8‬‭月‬‭8‬‭日‬‭に‬‭破‬‭棄‬‭し‬‭満‬‭州‬‭に‬‭侵‬‭攻‬‭し‬‭た。‬
‭　‬‭1941‬‭年‬‭4‬‭月‬‭13‬‭日、‬‭モ‬‭ス‬‭ク‬‭ワ‬‭で‬‭調‬‭印‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭日‬‭本‬‭と‬‭ソ‬‭連‬‭の‬‭条‬‭約‬‭で、‬‭相‬‭互‬‭に‬‭領‬‭土‬‭の‬‭保‬‭全‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭　‬‭侵‬
‭略‬‭を‬‭約‬‭束‬‭し、‬‭締‬‭約‬‭国‬‭の‬‭一‬‭方‬‭が‬‭第‬‭三‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭攻‬‭撃‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭場‬‭合‬‭は‬‭他‬‭方‬‭は‬‭中‬‭立‬‭を‬‭維‬‭持‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭約‬‭し‬‭た‬
‭も‬‭の。‬‭有‬‭効‬‭期‬‭限‬‭は‬‭5‬‭年‬‭と‬‭さ‬‭れ、‬‭満‬‭期‬‭の‬‭1‬‭年‬‭前‬‭に‬‭締‬‭約‬‭国‬‭の‬‭一‬‭方‬‭か‬‭ら‬‭破‬‭棄‬‭の‬‭通‬‭告‬‭が‬‭な‬‭け‬‭れ‬‭ば、‬‭さ‬‭ら‬‭に‬
‭1‬‭年‬‭間、‬‭自‬‭動‬‭的‬‭に‬‭延‬‭長‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭た。‬
‭　‬‭ま‬‭た‬‭こ‬‭の‬‭日‬‭ソ‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭調‬‭印‬‭に‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭て‬‭ソ‬‭連‬‭と‬‭日‬‭本‬‭が‬‭共‬‭同‬‭声‬‭明‬‭を‬‭発‬‭表、‬‭そ‬‭こ‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て、‬‭「ソ‬‭連‬
‭は‬‭満‬‭州‬‭国‬‭の‬‭領‬‭土‬‭保‬‭全‬‭と‬‭不‬‭可‬‭侵‬‭の‬‭尊‬‭重‬‭を‬‭保‬‭証‬‭し、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭モ‬‭ン‬‭ゴ‬‭ル‬‭人‬‭民‬‭共‬‭和‬‭国‬‭の‬‭領‬‭土‬‭保‬‭全‬‭と‬‭不‬‭可‬‭侵‬
‭の‬‭尊‬‭重‬‭を‬‭保‬‭証‬‭す‬‭る」‬‭と‬‭述‬‭べ‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭互‬‭い‬‭の‬‭領‬‭土‬‭だ‬‭け‬‭で‬‭な‬‭く、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭傀‬‭儡‬‭国‬‭家‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭満‬‭州‬‭国‬
‭と、‬‭ソ‬‭連‬‭の‬‭強‬‭い‬‭影‬‭響‬‭下‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭モ‬‭ン‬‭ゴ‬‭ル‬‭人‬‭民‬‭共‬‭和‬‭国‬‭に‬‭た‬‭い‬‭し‬‭て‬‭も‬‭そ‬‭れ‬‭ぞ‬‭れ‬‭領‬‭土‬‭保‬‭全、‬‭不‬‭可‬‭侵‬‭を‬‭宣‬
‭言‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。」‬‭（「世‬‭界‬‭史‬‭の‬‭窓」‬‭よ‬‭り）‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭大‬‭国‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭ソ‬‭連‬‭と‬‭お‬‭互‬‭い‬
‭に‬‭戦‬‭火‬‭を‬‭交‬‭え‬‭な‬‭い‬‭条‬‭約‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭わ‬‭か‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭こ‬‭の‬‭条‬‭約‬‭は‬‭ソ‬‭連‬‭側‬‭に‬‭一‬‭方‬‭的‬‭に‬‭破‬‭棄‬‭さ‬
‭れ、‬‭最‬‭終‬‭的‬‭に‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭攻‬‭め‬‭て‬‭き‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭笹‬‭川‬‭平‬‭和‬‭財‬‭団‬‭の‬‭海‬‭洋‬‭政‬‭策‬‭研‬‭究‬‭所‬‭の‬‭情‬‭報‬‭を‬‭引‬‭用‬‭す‬
‭る。‬‭「‬‭1945‬‭年‬‭4‬‭月‬‭5‬‭日、‬‭ソ‬‭連‬‭は‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭し‬‭日‬‭ソ‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭（‬‭1941‬‭年‬‭4‬‭月‬‭13‬‭日）‬‭の‬‭破‬‭棄‬‭を‬‭通‬‭告‬‭し‬‭た。‬
‭こ‬‭の‬‭通‬‭告‬‭に‬‭よ‬‭り、‬‭日‬‭ソ‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭は‬‭1946‬‭年‬‭4‬‭月‬‭25‬‭日‬‭に‬‭失‬‭効‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬
‭※‬‭し‬‭か‬‭し‬‭ソ‬‭連‬‭は、‬‭1945‬‭年‬‭8‬‭月‬‭9‬‭日、‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭宣‬‭戦‬‭布‬‭告‬‭を‬‭行‬‭い、‬‭8‬‭月‬‭か‬‭ら‬‭9‬‭月‬‭初‬‭め‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭択‬‭捉‬
‭島、‬‭国‬‭後‬‭島、‬‭色‬‭丹‬‭島‬‭及‬‭び‬‭歯‬‭舞‬‭諸‬‭島‬‭を‬‭占‬‭領‬‭し‬‭た。‬‭ソ‬‭連‬‭は、‬‭1946‬‭年‬‭2‬‭月‬‭2‬‭日‬‭付‬‭け‬‭の‬‭最‬‭高‬‭会‬‭議‬‭幹‬‭部‬‭会‬‭令‬
‭で‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭島々‬‭を‬‭ソ‬‭連‬‭に‬‭編‬‭入‬‭し‬‭た。」‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭ソ‬‭連‬‭は、‬‭中‬‭立‬‭条‬‭約‬‭が‬‭ま‬‭だ‬‭破‬‭棄‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬
‭の‬‭に、‬‭日‬‭本‬‭に‬‭攻‬‭め‬‭て‬‭き‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭日‬‭本‬‭が‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭時‬‭に‬‭他‬‭の‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭賛‬‭同‬‭や‬‭協‬‭力‬‭を‬‭得‬‭ら‬‭れ‬
‭な‬‭かっ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭は‬‭何‬‭な‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭ろ‬‭う‬‭か。‬‭私‬‭達‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭を、‬‭当‬‭時‬‭の‬‭日‬‭本‬‭は、‬‭名‬‭前‬‭だ‬‭け‬‭の‬‭「同‬‭盟」‬‭や‬
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‭「条‬‭約」‬‭を‬‭結‬‭ぶ‬‭だ‬‭け‬‭で、‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭民‬‭に、‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭し‬‭信‬‭頼‬‭感‬‭や‬‭親‬‭近‬‭感‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭も‬‭ら‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭て‬‭い‬
‭な‬‭かっ‬‭た‬‭か‬‭ら‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は、‬‭現‬‭在‬‭の‬‭日‬‭本‬‭の‬‭外‬‭交‬‭方‬‭針、‬‭外‬‭交‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭の‬‭達‬
‭成‬‭目‬‭標‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭がっ‬‭て‬‭く‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か、‬‭と‬‭私‬‭達‬‭は‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り、‬‭今‬‭の‬‭日‬‭本‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭歴‬‭史‬‭か‬‭ら‬‭学‬
‭び、‬‭親‬‭日‬‭国‬‭を‬‭増‬‭や‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭目‬‭標‬‭と‬‭す‬‭る‬‭べ‬‭き‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭の‬‭だ‬‭ろ‬‭う‬‭か‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭理‬‭想‬‭論‬‭で‬‭は‬‭あ‬‭る‬‭が、‬
‭例‬‭え‬‭ば、‬‭す‬‭べ‬‭て‬‭の‬‭国‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭以‬‭上‬‭に‬‭な‬‭れ‬‭ば、‬‭日‬‭本‬‭を‬‭攻‬‭撃‬‭し‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る‬‭国‬‭が‬‭現‬‭れ‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も、‬
‭そ‬‭の‬‭国‬‭の‬‭国‬‭民‬‭の‬‭過‬‭半‬‭数‬‭が‬‭親‬‭日‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で、‬‭日‬‭本‬‭が‬‭攻‬‭撃‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭は‬‭低‬‭く‬‭な‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬
‭こ‬‭で‬‭私‬‭達‬‭は‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭以‬‭上‬‭の‬‭国‬‭を‬‭「親‬‭日‬‭国」、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭未‬‭満‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭国‬‭を‬‭｢‬‭反‬‭日‬‭国‬‭｣‬‭と‬‭し、‬‭親‬‭日‬‭国‬
‭を‬‭増‬‭や‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭日‬‭本‬‭を‬‭守‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬
‭　‬‭こ‬‭こ‬‭で、‬‭現‬‭在‬‭日‬‭本‬‭が‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭親‬‭日‬‭度‬‭獲‬‭得‬‭の‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭え‬‭た‬‭い。‬‭現‬‭在‬‭日‬‭本‬‭が‬‭行っ‬‭て‬‭い‬
‭る‬‭親‬‭日‬‭度‬‭獲‬‭得‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭行‬‭為‬‭と‬‭し‬‭て‬‭は‬‭「‬‭ODA‬‭」‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭草‬‭野‬‭厚‬‭氏‬‭は‬‭「‬‭ODA‬‭の‬‭現‬‭場‬‭で‬‭考‬‭え‬‭た‬
‭こ‬‭と‬‭　‬‭日‬‭本‬‭の‬‭外‬‭交‬‭の‬‭現‬‭在‬‭と‬‭未‬‭来」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭書‬‭籍‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭「‬‭ODA‬‭の‬‭基‬‭本‬‭は‬‭親‬‭日‬‭家‬‭を‬‭い‬‭か‬‭に‬‭作‬‭る‬‭か‬‭だ」‬
‭と‬‭指‬‭摘‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ODA‬‭は‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭な‬‭り‬‭う‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が、‬‭こ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬
‭こ‬‭の‬‭ODA‬‭は、‬‭パ‬‭キ‬‭ス‬‭タ‬‭ン‬‭で‬‭の‬‭コ‬‭ハッ‬‭ト・‬‭ト‬‭ン‬‭ネ‬‭ル‬‭建‬‭設‬‭事‬‭業‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭の‬‭政‬‭府‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭の‬‭政‬‭府‬
‭や‬‭住‬‭民‬‭に‬‭感‬‭謝‬‭さ‬‭れ、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭獲‬‭得‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭ケー‬‭ス‬‭も‬‭多‬‭く‬‭あ‬‭る‬‭が、‬‭イ‬‭ン‬‭ド‬‭ネ‬‭シ‬‭ア‬‭で‬‭の‬‭コ‬‭ト‬‭パ‬‭ン‬‭ジャ‬
‭ン・‬‭ダ‬‭ム‬‭建‬‭設‬‭事‬‭業‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る、‬‭保‬‭証‬‭の‬‭不‬‭十‬‭分‬‭や‬‭環‬‭境‬‭破‬‭壊‬‭が‬‭進‬‭ん‬‭だ‬‭と‬‭い‬‭う‬‭理‬‭由‬‭で、‬‭援‬‭助‬‭し‬‭た‬‭つ‬‭も‬‭り‬‭が‬
‭結‬‭果‬‭と‬‭し‬‭て‬‭住‬‭民‬‭の‬‭反‬‭感‬‭を‬‭買‬‭い、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭低‬‭下‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭がっ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭う‬‭ケー‬‭ス‬‭も‬‭有‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭理‬‭由‬
‭で、‬‭ODA‬‭は‬‭「お‬‭せっ‬‭か‬‭い」‬‭や‬‭　‬‭「世‬‭話‬‭を‬‭焼‬‭き‬‭す‬‭ぎ‬‭て‬‭い‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭意‬‭見‬‭を、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭国‬‭民‬‭が‬‭持‬‭ち、‬
‭ODA‬‭の‬‭資‬‭金‬‭増‬‭額‬‭に‬‭否‬‭定‬‭的‬‭で、‬‭自‬‭国‬‭の‬‭産‬‭業‬‭を‬‭重‬‭視‬‭す‬‭べ‬‭き‬‭だ‬‭と‬‭い‬‭う‬‭意‬‭見‬‭が‬‭多‬‭く‬‭な‬‭り、‬‭実‬‭際‬‭に‬‭2010‬‭年‬
‭か‬‭ら‬‭2015‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭ODA‬‭拠‬‭出‬‭額‬‭は‬‭年‬‭ご‬‭と‬‭に‬‭減‬‭少‬‭傾‬‭向‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭後‬‭日‬‭本‬‭で‬‭起‬
‭こっ‬‭た‬‭災‬‭害‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭外‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭支‬‭援‬‭の‬‭情‬‭報‬‭が‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭で‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭「恩‬‭返‬
‭し」‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭機‬‭運‬‭が‬‭高‬‭ま‬‭り、‬‭2021‬‭年‬‭に‬‭は‬‭拠‬‭出‬‭金‬‭額‬‭は‬‭過‬‭去‬‭最‬‭大‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭だ‬‭が、‬‭支‬‭援‬‭の‬‭分‬‭野‬‭に‬‭お‬‭い‬
‭て‬‭は、‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ、‬‭中‬‭国、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭遅‬‭れ‬‭を‬‭とっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭に‬‭は、‬‭2022‬‭年‬‭度‬‭の‬‭ア‬‭フ‬‭リ‬‭カ‬‭の‬‭三‬
‭カ‬‭国‬‭（ケ‬‭ニ‬‭ア、‬‭南‬‭ア‬‭フ‬‭リ‬‭カ、‬‭コー‬‭ト‬‭ジ‬‭ボ‬‭ワー‬‭ル）‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭こ‬‭そ‬
‭高‬‭水‬‭準‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭ケ‬‭ニ‬‭ア‬‭96‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭47‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭49%‬‭）、‬‭南‬‭ア‬
‭フ‬‭リ‬‭カ‬‭78‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭30%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭48%‬‭、‬‭コー‬‭ト‬‭ジ‬‭ボ‬‭ワー‬‭ル‬‭86‬
‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭34%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭52%‬‭）‬‭が、‬‭こ‬‭の‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭の‬‭項‬‭目‬‭に‬
‭あ‬‭る、‬‭「あ‬‭な‬‭た‬‭の‬‭国‬‭に‬‭とっ‬‭て、‬‭現‬‭在‬‭重‬‭要‬‭な‬‭パー‬‭ト‬‭ナー‬‭は‬‭次‬‭の‬‭国、‬‭機‬‭関‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭ど‬‭の‬‭国、‬‭機‬‭関‬‭で‬‭す‬
‭か。‬‭（複‬‭数‬‭回‬‭答‬‭可）」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭問‬‭い‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭「日‬‭本」‬‭と‬‭答‬‭え‬‭た‬‭人‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は‬‭ケ‬‭ニ‬‭ア‬‭で‬‭34%‬‭、‬‭南‬‭ア‬‭フ‬‭リ‬
‭カ‬‭で‬‭16%‬‭、‬‭コー‬‭ト‬‭ジ‬‭ボ‬‭ワー‬‭ル‬‭で‬‭26%‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ‬‭（ケ‬‭ニ‬‭ア‬‭72%‬‭、‬‭南‬‭ア‬‭フ‬‭リ‬‭カ‬‭50%‬‭、‬
‭コー‬‭ト‬‭ジ‬‭ボ‬‭ワー‬‭ル‬‭33%‬‭）‬‭や‬‭中‬‭国‬‭（ケ‬‭ニ‬‭ア‬‭78%‬‭、‬‭南‬‭ア‬‭フ‬‭リ‬‭カ‬‭59%‬‭、‬‭コー‬‭ト‬‭ジ‬‭ボ‬‭ワー‬‭ル‬‭52%‬‭）‬‭の‬‭値‬
‭を‬‭下‬‭回っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭日‬‭本‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭３‬‭カ‬‭国‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭ODA‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が、‬‭こ‬‭の‬‭値‬‭か‬‭ら‬‭わ‬‭か‬‭る‬
‭通‬‭り、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ‬‭や‬‭中‬‭国‬‭に‬‭遅‬‭れ‬‭を‬‭取っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭し‬‭た‬‭がっ‬‭て、‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭は、‬‭グ‬‭ロー‬‭バ‬
‭ル‬‭サ‬‭ウ‬‭ス‬‭の‬‭国々‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭日‬‭本‬‭の‬‭影‬‭響‬‭力‬‭が‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ、‬‭中‬‭国、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭と‬‭いっ‬‭た‬‭国々‬‭に‬‭遅‬‭れ‬‭を‬‭とっ‬‭て‬‭い‬
‭る‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭現‬‭在、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭親‬‭日‬‭国‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭き‬‭た‬‭多‬‭く‬‭の‬‭国‬‭で‬‭低‬‭下‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭に‬‭は‬‭過‬‭去‬‭に‬‭エ‬‭ル‬
‭トゥー‬‭ル‬‭ル‬‭号‬‭遭‬‭難‬‭事‬‭件‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭日‬‭本‬‭人‬‭が‬‭ト‬‭ル‬‭コ‬‭人‬‭を‬‭助‬‭け‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭や‬‭イ‬‭ラ‬‭ン・‬‭イ‬‭ラ‬‭ク‬‭戦‬‭争‬‭の‬‭際‬‭の‬‭ト‬‭ル‬
‭コ‬‭の‬‭航‬‭空‬‭会‬‭社‬‭が‬‭日‬‭本‬‭人‬‭を‬‭救‬‭助‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭な‬‭ど‬‭で‬‭親‬‭日‬‭国‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭ト‬‭ル‬‭コ‬‭（‬‭2011‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬
‭81‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭45‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭36‬‭％）‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭の‬‭に‬‭対‬‭し、‬‭2021‬‭年‬
‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭70‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭19‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭57‬‭％）‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬
‭る。）‬‭や、‬‭戦‬‭時‬‭中‬‭に‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭て、‬‭親‬‭日‬‭国‬‭と‬‭し‬‭て‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭で‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭多‬‭い‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭（‬
‭2003‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭90‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭48‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭42‬‭％）‬‭で‬‭あっ‬
‭た‬‭の‬‭に‬‭対‬‭し、‬‭2022‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭64‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭27‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬
‭37‬‭％）‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る）‬‭な‬‭ど‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭下‬‭がっ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭は、‬‭2020‬‭年‬‭に、‬‭ド‬‭イ‬
‭ツ‬‭首‬‭都‬‭ベ‬‭ル‬‭リ‬‭ン‬‭の‬‭公‬‭的‬‭な‬‭場‬‭所‬‭に‬‭韓‬‭国‬‭系‬‭反‬‭日‬‭団‬‭体‬‭が‬‭旧‬‭日‬‭本‬‭軍‬‭の‬‭慰‬‭安‬‭婦‬‭を‬‭象‬‭徴‬‭す‬‭る‬‭「少‬‭女‬‭像」‬‭を‬‭設‬‭置‬



‭し、‬‭日‬‭独‬‭外‬‭相‬‭レ‬‭ベ‬‭ル‬‭で‬‭の‬‭問‬‭題‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と。‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭「過‬‭去‬‭を‬‭反‬‭省‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭ド‬‭イ‬‭ツ」‬‭と‬‭い‬
‭う‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭信‬‭じ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭国‬‭民‬‭が、‬‭か‬‭つ‬‭て‬‭の‬‭国‬‭防‬‭軍‬‭や、‬‭ナ‬‭チ‬‭ス‬‭組‬‭織‬‭が‬‭占‬‭領‬‭地‬‭な‬‭ど‬‭で‬‭女‬‭性‬‭を‬‭強‬‭制‬‭連‬
‭行‬‭し‬‭て、‬‭女‬‭性‬‭た‬‭ち‬‭の‬‭尊‬‭厳‬‭を‬‭奪っ‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭事‬‭実‬‭に‬‭目‬‭を‬‭背‬‭け‬‭て、‬‭「過‬‭去‬‭を‬‭反‬‭省‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭日‬‭本」‬‭に‬‭対‬
‭し‬‭て‬‭目‬‭を‬‭向‬‭け‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る‬‭機‬‭運‬‭が‬‭高‬‭ま‬‭り、‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭国‬‭内‬‭で‬‭「過‬‭去‬‭を‬‭反‬‭省‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭日‬‭本」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭イ‬
‭メー‬‭ジ‬‭が‬‭広‬‭がっ‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭大‬‭き‬‭な‬‭要‬‭因‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と、‬‭木‬‭佐‬‭芳‬‭雄‬‭氏‬‭が‬‭「「反‬‭日」‬‭化‬‭す‬‭る‬‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭の‬
‭正‬‭体」‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭指‬‭摘‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭ト‬‭ル‬‭コ‬‭に‬‭関‬‭し‬‭て‬‭は、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭減‬‭少‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭大‬‭き‬
‭な‬‭要‬‭因‬‭は‬‭見‬‭つ‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭は、‬‭過‬‭去‬‭の‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭行‬‭い‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭作‬‭り‬‭上‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭き‬
‭た‬‭親‬‭日‬‭感‬‭情‬‭が‬‭ト‬‭ル‬‭コ‬‭国‬‭内‬‭で‬‭失‬‭わ‬‭れ‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭か‬‭ら‬‭な‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬
‭　‬‭現‬‭在、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭は、‬‭「日‬‭本」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭国‬‭を、‬‭「世‬‭界‬‭か‬‭ら‬‭愛‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る」‬‭や‬‭「世‬‭界‬‭か‬‭ら‬‭感‬‭謝‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬
‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭認‬‭識‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭認‬‭識‬‭の‬‭根‬‭底‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭が‬‭こ‬‭れ‬‭ま‬‭で‬‭し‬‭て‬‭き‬‭た‬‭感‬‭謝‬‭さ‬‭れ‬
‭る‬‭行‬‭い‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭に‬‭は、‬‭ト‬‭ル‬‭コ‬‭の‬‭エ‬‭ル‬‭トゥー‬‭ル‬‭ル‬‭号‬‭遭‬‭難‬‭事‬‭件‬‭の‬‭際‬‭の‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭献‬‭身‬‭的‬‭な‬‭救‬‭護‬‭活‬
‭動‬‭や、‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭時‬‭に‬‭杉‬‭原‬‭千‬‭畝‬‭氏‬‭が‬‭多‬‭く‬‭の‬‭ユ‬‭ダ‬‭ヤ‬‭人‬‭の‬‭命‬‭を‬‭救っ‬‭た‬‭こ‬‭と、‬‭日‬‭本‬‭軍‬‭が‬‭シ‬‭ベ‬‭リ‬‭ア‬‭出‬
‭兵‬‭の‬‭時‬‭に‬‭ポー‬‭ラ‬‭ン‬‭ド‬‭孤‬‭児‬‭を‬‭救‬‭助‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭な‬‭ど‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭そ‬‭う‬‭し‬‭た‬‭親‬‭日‬‭感‬‭情‬‭は、‬‭東‬‭南‬
‭ア‬‭ジ‬‭ア‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭一‬‭部‬‭地‬‭域‬‭を‬‭除‬‭い‬‭て‬‭失‬‭わ‬‭れ‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る。‬‭私‬‭達‬‭は‬‭「日‬‭本」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭国‬‭が、‬‭国‬‭際‬‭社‬‭会‬‭の‬‭中‬‭で‬‭か‬
‭つ‬‭て‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭影‬‭響‬‭力‬‭を‬‭失‬‭い、‬‭世‬‭界‬‭か‬‭ら‬‭そ‬‭こ‬‭ま‬‭で‬‭好‬‭意‬‭的‬‭に‬‭思‬‭わ‬‭れ‬‭な‬‭く‬‭なっ‬‭て‬‭き‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭事‬‭実‬‭に‬‭目‬‭を‬
‭向‬‭け‬‭る‬‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬
‭　‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭事‬‭実‬‭か‬‭ら‬‭私‬‭達‬‭は‬‭親‬‭日‬‭国‬‭の‬‭増‬‭減‬‭が‬‭ど‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭し‬‭て‬‭起‬‭こ‬‭る‬‭の‬‭か‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭大‬‭切‬‭で‬‭あ‬
‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭そ‬‭こ‬‭で、‬‭私‬‭達‬‭は、‬‭現‬‭在、‬‭親‬‭日‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭反‬‭日‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭国‬‭が、‬‭な‬‭ぜ‬‭そ‬‭う‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭か‬‭の‬‭要‬‭因‬‭を‬
‭考‬‭察‬‭し、‬‭そ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭上‬‭が‬‭る‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭下‬‭が‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭の‬‭共‬‭通‬‭点‬‭を‬‭見‬‭つ‬‭け、‬‭一‬‭般‬‭化‬‭に‬‭つ‬‭な‬
‭げ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭目‬‭指‬‭す。‬‭こ‬‭れ‬‭が‬‭私‬‭達‬‭が‬‭研‬‭究‬‭を‬‭始‬‭め‬‭た‬‭動‬‭機‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭問‬‭い‬‭を‬‭立‬‭て‬‭る。‬‭外‬‭務‬‭省‬‭の‬‭海‬‭外‬‭広‬‭報‬‭課‬‭が‬‭隔‬‭年‬‭で‬‭各‬‭国‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭「対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査」‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬
‭る。‬‭そ‬‭の‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て、‬‭外‬‭国‬‭の‬‭国‬‭民‬‭を‬‭無‬‭作‬‭為‬‭に‬‭500‬‭人‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭1000‬‭人‬‭選‬‭び、‬‭日‬‭本‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬
‭質‬‭問‬‭に‬‭答‬‭え‬‭て‬‭も‬‭らっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が、‬‭「日‬‭本‬‭は‬‭信‬‭頼‬‭で‬‭き‬‭る‬‭か」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭質‬‭問‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭の‬‭回‬‭答‬‭で‬‭「そ‬‭う‬‭思‬
‭う」、‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭と‬‭回‬‭答‬‭し‬‭た‬‭人‬‭の‬‭割‬‭合‬‭の‬‭合‬‭計‬‭を‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭の‬‭「親‬‭日‬‭度」‬‭と‬
‭定‬‭義‬‭し‬‭た。‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭そ‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭以‬‭上‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭国‬‭を‬‭「親‬‭日‬‭国」‬‭と‬‭し、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭未‬‭満‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭国‬‭を‬
‭「反‬‭日‬‭国」‬‭と‬‭分‬‭類‬‭す‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭「親‬‭日‬‭国」‬‭が‬‭な‬‭ぜ‬‭親‬‭日‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭ま‬‭た‬‭年‬‭度‬‭ご‬‭と‬‭の‬‭親‬‭日‬
‭度‬‭の‬‭増‬‭減‬‭を‬‭見‬‭て、‬‭な‬‭ぜ‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭増‬‭加‬‭し、‬‭親‬‭日‬‭国‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭反‬‭日‬‭国‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭か‬‭に‬‭つ‬
‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭要‬‭因‬‭か‬‭ら‬‭今‬‭年‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭値‬‭を‬‭こ‬‭の‬‭３‬‭カ‬‭国‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬

‭２‬‭．‬‭考‬‭察‬‭（論‬‭証）‬
‭（‬‭1‬‭）‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭※‬‭赤‬‭線‬‭は‬‭「親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭」‬‭の‬‭線‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り、‬‭こ‬‭の‬‭線‬‭よ‬‭り‬‭値‬‭が‬‭下‬‭の‬‭と‬‭き‬‭は‬‭反‬‭日‬‭国、‬‭こ‬‭の‬‭線‬‭よ‬‭り‬‭も‬
‭値‬‭が‬‭上‬‭の‬‭と‬‭き‬‭は‬‭親‬‭日‬‭国、‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭な‬‭る。‬‭　‬



‭　‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭は、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭が‬‭な‬‭ぜ‬‭1993‬‭年‬‭時‬‭点‬‭で‬‭は‬‭親‬‭日‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭ま‬‭た‬‭そ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭1996‬‭年‬‭時‬‭点‬‭で‬‭は‬
‭な‬‭ぜ‬‭や‬‭や‬‭反‬‭日‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭そ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭2003‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭上‬‭昇‬‭し‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭ま‬‭た‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭そ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬
‭2007‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭減‬‭少‬‭し‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭2020‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭回‬‭復‬‭し‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭現‬‭状‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は、‬‭1993‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は、‬‭こ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭か‬‭つ‬‭て‬‭の‬‭日‬‭英‬‭同‬
‭盟、‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭王‬‭室‬‭の‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭が‬‭主‬‭な‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭ま‬‭ず‬‭日‬‭英‬‭同‬‭盟‬‭に‬
‭つ‬‭い‬‭て‬‭だ‬‭が、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は、‬‭1902‬‭年‬‭に‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭だ。‬‭日‬‭英‬‭同‬‭盟‬‭の‬‭前‬‭文‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭「‬‭日‬‭本‬‭国‬‭政‬
‭府‬‭及‬‭び‬‭大‬‭不‬‭列‬‭顛‬‭（大‬‭ブ‬‭リ‬‭テ‬‭ン）‬‭政‬‭府‬‭は‬‭偏‬‭（ひ‬‭と‬‭え）‬‭に‬‭極‬‭東‬‭に‬‭於‬‭い‬‭て‬‭現‬‭状‬‭及‬‭び‬‭全‬‭局‬‭の‬‭平‬‭和‬‭を‬‭維‬‭持‬‭す‬
‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭希‬‭望‬‭し、‬‭且‬‭つ‬‭清‬‭帝‬‭国‬‭及‬‭び‬‭韓‬‭帝‬‭国‬‭の‬‭独‬‭立‬‭と‬‭領‬‭土‬‭保‬‭全‬‭と‬‭を‬‭維‬‭持‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭及‬‭び‬‭該‬‭二‬‭国‬‭に‬‭於‬‭い‬
‭て‬‭各‬‭国‬‭の‬‭商‬‭工‬‭業‬‭を‬‭し‬‭て‬‭均‬‭等‬‭の‬‭機‬‭会‬‭を‬‭得‬‭せ‬‭し‬‭む‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭関‬‭し、‬‭特‬‭に‬‭利‬‭益‬‭関‬‭係‬‭を‬‭有‬‭す‬‭る‬‭を‬‭以っ‬‭て‬‭茲‬
‭（こ‬‭こ）‬‭に‬‭左‬‭の‬‭如‬‭く‬‭約‬‭定‬‭せ‬‭り。‬‭」‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭は‬
‭非‬‭常‬‭に‬‭強‬‭固‬‭な‬‭も‬‭の‬‭で、‬‭規‬‭約‬‭第‬‭2‬‭条‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭「若‬‭し‬‭日‬‭本‬‭国‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭大‬‭不‬‭列‬‭顛‬‭国‬‭の‬‭一‬‭方‬‭が‬‭上‬‭記‬‭各‬‭自‬‭の‬
‭利‬‭益‬‭を‬‭防‬‭護‬‭す‬‭る‬‭上‬‭に‬‭於‬‭い‬‭て‬‭別‬‭国‬‭と‬‭戦‬‭端‬‭を‬‭開‬‭く‬‭に‬‭至‬‭り‬‭た‬‭る‬‭時‬‭は、‬‭他‬‭の‬‭一‬‭方‬‭の‬‭締‬‭約‬‭国‬‭は‬‭厳‬‭正‬‭中‬‭立‬‭を‬
‭守‬‭り‬‭併‬‭せ‬‭て‬‭其‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭国‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭他‬‭国‬‭が‬‭交‬‭戦‬‭に‬‭加‬‭わ‬‭る‬‭を‬‭妨‬‭ぐ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭努‬‭む‬‭べ‬‭し。」‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭ど‬
‭ち‬‭ら‬‭か‬‭の‬‭国‬‭が‬‭他‬‭の‬‭国‬‭と‬‭交‬‭戦‬‭状‬‭態‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭と‬‭き、‬‭同‬‭盟‬‭国‬‭は‬‭中‬‭立‬‭を‬‭守‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭そ‬‭れ‬‭以‬‭上‬‭の‬‭他‬‭国‬‭の‬‭参‬
‭戦‬‭を‬‭防‬‭止‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭約‬‭束‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭第‬‭3‬‭条‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭「上‬‭記‬‭の‬‭場‬‭合‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭若‬‭し‬‭他‬‭の‬
‭一‬‭国‬‭又‬‭は‬‭数‬‭国‬‭が‬‭該‬‭同‬‭盟‬‭国‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭交‬‭戦‬‭に‬‭加‬‭わ‬‭る‬‭と‬‭き‬‭は、‬‭締‬‭約‬‭国‬‭は‬‭来‬‭た‬‭り‬‭て‬‭援‬‭助‬‭を‬‭与‬‭え‬‭協‬‭同‬‭戦‬‭闘‬
‭に‬‭当‬‭る‬‭べ‬‭し。‬‭講‬‭和‬‭も‬‭又‬‭該‬‭同‬‭盟‬‭国‬‭と‬‭相‬‭互‬‭合‬‭意‬‭の‬‭上‬‭に‬‭於‬‭い‬‭て‬‭之‬‭を‬‭為‬‭す‬‭べ‬‭し。」‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭ど‬‭ち‬‭ら‬
‭か‬‭の‬‭国‬‭が‬‭2‬‭国‬‭以‬‭上‬‭と‬‭の‬‭交‬‭戦‬‭状‬‭態‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭場‬‭合‬‭に‬‭は、‬‭同‬‭盟‬‭国‬‭も‬‭締‬‭結‬‭国‬‭を‬‭助‬‭け‬‭て‬‭参‬‭戦‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭義‬‭務‬
‭付‬‭け‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭は‬‭実‬‭際‬‭に‬‭効‬‭果‬‭を‬‭発‬‭揮‬‭し、‬‭第‬‭1‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭時、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭日‬‭英‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭理‬
‭由‬‭に‬‭連‬‭合‬‭国‬‭側‬‭と‬‭し‬‭て‬‭参‬‭戦‬‭し‬‭地‬‭中‬‭海‬‭や‬‭イ‬‭ン‬‭ド‬‭洋、‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭海‬‭軍‬‭を‬‭派‬‭遣‬‭し‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭日‬‭本‬‭軍‬
‭の‬‭作‬‭戦‬‭で、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭民‬‭に‬‭特‬‭に‬‭親‬‭日‬‭感‬‭情‬‭を‬‭与‬‭え‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭地‬‭中‬‭海‬‭で‬‭の‬‭ト‬‭ラ‬‭ン‬‭シ‬‭ル‬‭ヴァ‬
‭ニ‬‭ア‬‭号‬‭の‬‭救‬‭助‬‭活‬‭動‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭日‬‭本‬‭軍‬‭の‬‭決‬‭死‬‭の‬‭救‬‭助‬‭活‬‭動‬‭に‬‭よ‬‭り、‬‭3000‬‭人‬‭の‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭の‬‭命‬
‭が‬‭救‬‭わ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭働‬‭き‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭駆‬‭逐‬‭艦‬‭の‬‭日‬‭本‬‭人‬‭士‬‭官‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭王‬‭ジョー‬‭ジ‬‭5‬‭世‬‭か‬‭ら‬‭叙‬‭勲‬‭さ‬‭れ‬
‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭地‬‭中‬‭海‬‭派‬‭兵‬‭時‬‭に‬‭戦‬‭死‬‭し‬‭た‬‭日‬‭本‬‭海‬‭軍‬‭兵‬‭士‬‭の‬‭慰‬‭霊‬‭碑‬‭が‬‭建‬‭て‬‭ら‬‭れ、‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭時‬‭の‬
‭ド‬‭イ‬‭ツ‬‭軍‬‭の‬‭攻‬‭撃‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭破‬‭損‬‭し‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭が、‬‭1974‬‭年‬‭に‬‭新‬‭し‬‭い‬‭慰‬‭霊‬‭碑‬‭が‬‭建‬‭て‬‭ら‬‭れ、‬‭日‬‭本‬‭軍‬‭へ‬‭の‬



‭感‬‭謝‬‭を‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭は‬‭忘‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。‬‭以‬‭上‬‭よ‬‭り、‬‭1902‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭1923‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭日‬‭英‬‭同‬‭盟‬‭が、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬
‭人‬‭の‬‭親‬‭日‬‭感‬‭情‬‭を‬‭高‬‭め‬‭て‬‭い‬‭た‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭王‬‭室‬‭の‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭だ‬
‭が、‬‭岡‬‭部‬‭伸‬‭氏‬‭の‬‭記‬‭事‬‭（‬‭nippon.com‬‭記‬‭載）‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭「日‬‭英‬‭は‬‭立‬‭憲‬‭君‬‭主‬‭制‬‭の‬‭島‬‭国‬‭で、‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭英‬‭王‬
‭室‬‭の‬‭交‬‭流‬‭は‬‭約‬‭150‬‭年‬‭の‬‭長‬‭き‬‭に‬‭わ‬‭たっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭特‬‭別‬‭の‬‭友‬‭好‬‭関‬‭係‬‭を‬‭証‬‭明‬‭す‬‭る‬‭資‬‭料‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て、‬‭ウ‬‭イ‬‭ン‬
‭ザー‬‭城‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭英‬‭王‬‭室‬‭文‬‭書‬‭館‬‭に‬‭問‬‭い‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭た。‬‭同‬‭館‬‭所‬‭蔵‬‭の‬‭国‬‭王‬‭ジョー‬‭ジ‬‭6‬‭世‬‭の‬‭個‬‭人‬‭秘‬‭書‬‭の‬‭ファ‬‭イ‬‭ル‬
‭の‬‭う‬‭ち、‬‭1940‬‭－‬‭41‬‭年‬‭に‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭か‬‭ら‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭に‬‭送っ‬‭た、‬‭神‬‭武‬‭天‬‭皇‬‭即‬‭位‬‭か‬‭ら‬‭2600‬‭年‬‭に‬‭あ‬‭た‬‭る‬
‭「皇‬‭紀‬‭2600‬‭年」‬‭や‬‭三‬‭笠‬‭宮‬‭結‬‭婚‬‭へ‬‭の‬‭祝‬‭電‬‭と、‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭の‬‭叔‬‭母‬‭で‬‭恒‬‭久‬‭王‬‭妃‬‭昌‬‭子‬‭内‬‭親‬‭王‬‭（つ‬‭ね‬‭ひ‬‭さ‬‭お‬‭う‬
‭ひ‬‭ま‬‭さ‬‭こ‬‭な‬‭い‬‭し‬‭ん‬‭の‬‭う）‬‭の‬‭逝‬‭去‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭弔‬‭電、‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭そ‬‭れ‬‭ぞ‬‭れ‬‭に‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭か‬‭ら‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬
‭へ‬‭打‬‭た‬‭れ‬‭た‬‭返‬‭電‬‭が‬‭開‬‭示‬‭さ‬‭れ、‬‭親‬‭密‬‭な‬‭関‬‭係‬‭に‬‭あっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭裏‬‭付‬‭け‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬

‭英‬‭王‬‭室‬‭文‬‭書‬‭館‬‭か‬‭ら‬‭新‬‭た‬‭に‬‭開‬‭示‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭の‬‭は‬‭以‬‭下‬‭の‬‭通‬‭り。‬

‭①‬‭1940‬‭年‬‭2‬‭月‬‭11‬‭日、‬‭皇‬‭紀‬‭2600‬‭年‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭か‬‭ら‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭に‬‭打‬‭た‬‭れ‬‭た‬‭祝‬‭電‬‭（ド‬‭ラ‬‭フ‬‭ト）‬
‭と‬‭同‬‭12‬‭日‬‭の‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭か‬‭ら‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭へ‬‭の‬‭お‬‭礼‬‭の‬‭返‬‭電‬

‭②‬‭1940‬‭年‬‭3‬‭月‬‭9‬‭日、‬‭明‬‭治‬‭天‬‭皇‬‭の‬‭第‬‭六‬‭皇‬‭女‬‭で、‬‭竹‬‭田‬‭宮‬‭恒‬‭久‬‭王‬‭の‬‭妃‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭恒‬‭久‬‭王‬‭妃‬‭昌‬‭子‬‭内‬‭親‬‭王‬‭の‬‭逝‬‭去‬
‭に‬‭あ‬‭た‬‭り、‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭か‬‭ら‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭あ‬‭て‬‭の‬‭弔‬‭電‬‭（ド‬‭ラ‬‭フ‬‭ト）‬‭と‬‭同‬‭11‬‭日、‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭お‬‭礼‬‭の‬
‭返‬‭電‬

‭③‬‭1941‬‭年‬‭10‬‭月‬‭22‬‭日‬‭の‬‭三‬‭笠‬‭宮‬‭の‬‭結‬‭婚‬‭に‬‭あ‬‭た‬‭り、‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭祝‬‭電‬‭（ド‬‭ラ‬‭フ‬‭ト）‬‭と‬‭同‬‭日、‬‭昭‬
‭和‬‭天‬‭皇‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭お‬‭礼‬‭の‬‭返‬‭電‬

‭こ‬‭の‬‭中‬‭で‬‭③‬‭の‬‭三‬‭笠‬‭宮‬‭の‬‭結‬‭婚‬‭の‬‭祝‬‭電‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭が‬‭真‬‭珠‬‭湾‬‭攻‬‭撃‬‭と‬‭マ‬‭レー‬‭作‬‭戦‬‭を‬‭敢‬‭行‬‭し‬‭て‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭戦‬‭争‬‭が‬‭勃‬
‭発‬‭す‬‭る‬‭わ‬‭ず‬‭か‬‭2‬‭カ‬‭月‬‭前‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭注‬‭目‬‭に‬‭値‬‭す‬‭る。‬‭干‬‭戈‬‭を‬‭交‬‭え‬‭る‬‭直‬‭前‬‭ま‬‭で‬‭王‬‭室‬‭と‬‭皇‬‭室‬‭が‬‭「親‬‭戚」‬



‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭親‬‭し‬‭く‬‭交‬‭流‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭示‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。」‬

‭1941‬‭年‬‭10‬‭月‬‭22‬‭日‬‭の‬‭三‬‭笠‬‭宮‬‭殿‬‭下‬‭の‬‭結‬‭婚‬‭に‬‭あ‬‭た‬‭り、‬‭ジョー‬‭ジ‬‭国‬‭王‬‭か‬‭ら‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭に‬‭あ‬‭て‬‭た‬‭祝‬‭電‬‭の‬‭ド‬‭ラ‬
‭フ‬‭ト‬‭　‬‭Royal‬‭Archives/©‬‭Her‬‭Majesty‬‭Queen‬‭Elizabeth‬‭II‬‭2021‬

‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭王‬‭室‬‭は‬‭戦‬‭争‬‭直‬‭前‬‭で‬‭両‬‭国‬‭間‬‭が‬‭緊‬‭迫‬‭し‬‭た‬‭状‬‭況‬‭で‬‭あっ‬‭て‬‭も、‬‭交‬‭流‬‭が‬‭続‬
‭い‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭わ‬‭か‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭戦‬‭後‬‭も‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭外‬‭交‬‭は‬‭続‬‭く。‬‭1952‬‭年‬‭に‬‭は‬‭当‬‭時‬‭の‬‭皇‬‭太‬‭子‬‭陛‬‭下‬
‭（現‬‭上‬‭皇‬‭陛‬‭下）‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭エ‬‭リ‬‭ザ‬‭ベ‬‭ス‬‭女‬‭王‬‭の‬‭戴‬‭冠‬‭式‬‭に‬‭出‬‭席‬‭さ‬‭れ‬‭て、‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬
‭戦‬‭以‬‭降‬‭悪‬‭化‬‭し‬‭た‬‭ま‬‭ま‬‭だっ‬‭た‬‭日‬‭英‬‭関‬‭係‬‭は、‬‭こ‬‭れ‬‭を‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭に‬‭日‬‭英‬‭関‬‭係‬‭は‬‭改‬‭善‬‭に‬‭向‬‭かっ‬‭た。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬
‭1971‬‭年‬‭に‬‭は、‬‭昭‬‭和‬‭天‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭も‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭あ‬‭と‬‭の‬‭1975‬‭年‬‭に‬‭は‬‭エ‬‭リ‬‭ザ‬‭ベ‬‭ス‬‭女‬‭王‬‭が‬
‭日‬‭本‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭さ‬‭れ、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭王‬‭室‬‭の‬‭親‬‭密‬‭な‬‭関‬‭わ‬‭り‬‭が‬‭見‬‭て‬‭取‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭1986‬‭年‬‭に‬
‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭皇‬‭太‬‭子‬‭夫‬‭妻‬‭が‬‭日‬‭本‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭さ‬‭れ、‬‭日‬‭本‬‭で‬‭は‬‭「ダ‬‭イ‬‭ア‬‭ナ‬‭フィー‬‭バー」‬‭が‬‭起‬‭こっ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬
‭よ‬‭う‬‭な‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭王‬‭室‬‭の‬‭関‬‭わ‬‭り‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭日‬‭英‬‭関‬‭係‬‭は‬‭間‬‭違‬‭い‬‭な‬‭く‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭が‬‭親‬‭日‬‭国‬‭で‬
‭あっ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭　‬‭次‬‭に、‬‭1996‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭48‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭18‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭30‬
‭％）‬‭と‬‭な‬‭り、‬‭親‬‭日‬‭国‬‭で‬‭は‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭ま‬‭ず‬‭初‬‭め‬‭に、‬‭第‬‭二‬
‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭の‬‭と‬‭き‬‭に‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭が‬‭戦‬‭火‬‭を‬‭交‬‭え‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭日‬‭本‬‭と‬‭戦‬‭争‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬



‭で、‬‭戦‬‭争‬‭の‬‭犠‬‭牲‬‭者‬‭を‬‭中‬‭心‬‭に‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭低‬‭下‬‭し‬‭た‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭は、‬‭戦‬‭時‬‭中‬‭の‬‭日‬‭本‬
‭人‬‭の‬‭残‬‭虐‬‭な‬‭行‬‭い‬‭に‬‭よ‬‭る、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭へ‬‭の‬‭悪‬‭印‬‭象‬‭な‬‭ど‬‭も、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭が‬‭や‬‭や‬‭反‬‭日‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬
‭る。‬‭日‬‭本‬‭人‬‭は‬‭残‬‭酷‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭固‬‭定‬‭観‬‭念‬‭が、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭根‬‭強‬‭く‬‭受‬‭け‬‭継‬‭が‬‭れ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭特‬
‭に‬‭1995‬‭年‬‭は、‬‭終‬‭戦‬‭終‬‭戦‬‭50‬‭周‬‭年‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭あ‬‭り、‬‭戦‬‭時‬‭中‬‭の‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭捕‬‭虜‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭残‬
‭酷‬‭な‬‭行‬‭い‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭盛‬‭ん‬‭に‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭戦‬‭時‬‭中‬‭の‬‭残‬‭酷‬‭な‬‭行‬‭い‬‭や、‬‭戦‬‭争‬‭に‬‭関‬
‭連‬‭し‬‭た‬‭日‬‭本‬‭へ‬‭マ‬‭イ‬‭ナ‬‭ス‬‭な‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬‭も‬‭た‬‭せ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭報‬‭道‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭盛‬‭ん‬‭に‬‭行‬‭わ‬
‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭が‬‭悪‬‭く‬‭な‬‭り、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭低‬‭く‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭と‬
‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭次‬‭に、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭1996‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2003‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭の‬‭大‬‭幅‬‭な‬‭上‬‭昇‬‭の‬‭要‬‭因‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬
‭る。‬‭2003‬‭年‬‭度‬‭で‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭92(‬‭「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭24%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬
‭68%)‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭上‬‭昇‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は、‬‭1996‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2003‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭の‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬
‭外‬‭交‬‭が‬‭主‬‭な‬‭要‬‭因‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭の‬‭中‬‭に‬‭は、‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭戦‬‭争‬‭中‬‭に‬‭日‬‭本‬‭の‬‭捕‬‭虜‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬
‭ス‬‭軍‬‭元‬‭兵‬‭士‬‭た‬‭ち‬‭を‬‭中‬‭心‬‭に、‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭不‬‭信‬‭感‬‭を‬‭もっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭人‬‭も‬‭い‬‭た。‬‭実‬‭際‬‭に、‬‭1998‬‭年‬‭に‬‭上‬‭皇‬‭陛‬
‭下、‬‭上‬‭皇‬‭后‬‭陛‬‭下‬‭（当‬‭時‬‭は‬‭天‬‭皇‬‭陛‬‭下、‬‭皇‬‭后‬‭陛‬‭下）‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭な‬‭さっ‬‭た‬‭際、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭元‬‭戦‬‭争‬
‭捕‬‭虜‬‭が‬‭謝‬‭罪‬‭を‬‭求‬‭め‬‭る‬‭抗‬‭議‬‭活‬‭動‬‭を‬‭歓‬‭迎‬‭パ‬‭レー‬‭ド‬‭の‬‭沿‬‭道‬‭で‬‭行‬‭い、‬‭当‬‭時‬‭の‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭首‬‭相‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭ブ‬‭レ‬‭ア‬
‭氏‬‭が‬‭「遺‬‭恨‬‭が‬‭日‬‭英‬‭関‬‭係‬‭を‬‭支‬‭配‬‭し‬‭て‬‭は‬‭な‬‭ら‬‭な‬‭い」‬‭と‬‭呼‬‭び‬‭か‬‭け‬‭る‬‭事‬‭態‬‭と‬‭なっ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭自‬‭体‬‭を‬‭重‬‭く‬‭見‬‭た‬
‭日‬‭本、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭両‬‭政‬‭府‬‭は、‬‭当‬‭時‬‭の‬‭日‬‭本‬‭の‬‭内‬‭閣‬‭総‬‭理‬‭大‬‭臣‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭橋‬‭本‬‭龍‬‭太‬‭郎‬‭氏‬‭が、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭大‬‭衆‬‭紙‬‭サ‬
‭ン‬‭で‬‭元‬‭捕‬‭虜‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭「反‬‭省‬‭と‬‭お‬‭わ‬‭び」‬‭を‬‭表‬‭明‬‭し、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭政‬‭府‬‭が‬‭元‬‭捕‬‭虜‬‭た‬‭ち‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭特‬‭別‬‭慰‬‭労‬‭金‬
‭の‬‭支‬‭給‬‭を‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭き‬‭め‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭1998‬‭年‬‭の‬‭上‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭な‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬
‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭元‬‭捕‬‭虜‬‭の‬‭遺‬‭恨‬‭解‬‭消‬‭に‬‭向‬‭け‬‭て‬‭大‬‭き‬‭く‬‭前‬‭進‬‭す‬‭る‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭を、‬‭元‬‭駐‬‭日‬‭英‬‭国‬‭大‬
‭使‬‭の‬‭デー‬‭ビッ‬‭ド・‬‭ウォー‬‭レ‬‭ン‬‭氏‬‭が‬‭指‬‭摘‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭(nippon.com‬‭の‬‭岡‬‭部‬‭伸‬‭氏‬‭の‬‭記‬‭事‬‭に‬‭よ‬‭る)。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬
‭と‬‭か‬‭ら、‬‭こ‬‭の‬‭大‬‭幅‬‭な‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭上‬‭昇‬‭に‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭外‬‭交‬‭が‬‭深‬‭く‬‭関‬‭わっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭次‬‭に‬‭2003‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2007‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭の‬‭大‬‭幅‬‭な‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭減‬‭少‬‭の‬‭要‬‭因‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭2003‬‭年‬‭度‬‭の‬
‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭92‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭の‬‭に‬‭対‬‭し、‬‭2007‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は、‬‭72‬‭（「そ‬‭う‬
‭思‬‭う」‬‭が‬‭12%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭60%‬‭）‬‭で‬‭20‬‭も‬‭減‬‭少‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は、‬‭二‬‭度‬‭も‬‭起‬
‭こっ‬‭た‬‭日‬‭本‬‭で‬‭の‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭女‬‭性‬‭殺‬‭害‬‭事‬‭件、‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭日‬‭本‬‭の‬‭捕‬‭鯨‬‭文‬‭化‬‭が‬‭大‬‭き‬‭な‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭考‬
‭察‬‭し‬‭た。‬‭事‬‭件‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭詳‬‭し‬‭く‬‭説‬‭明‬‭す‬‭る‬‭と、‬‭1‬‭つ‬‭目‬‭の‬‭事‬‭件‬‭は、‬‭「ルー‬‭シー・‬‭ブ‬‭ラッ‬‭ク‬‭マ‬‭ン‬‭事‬‭件」‬
‭で、‬‭2000‬‭年‬‭7‬‭月‬‭に‬‭神‬‭奈‬‭川‬‭県‬‭三‬‭浦‬‭市‬‭で‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭女‬‭性‬‭が‬‭殺‬‭害‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭事‬‭件‬‭で、‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭の‬‭犯‬‭人‬‭は‬‭第‬‭一‬
‭審‬‭で‬‭無‬‭罪‬‭判‬‭決‬‭を‬‭う‬‭け‬‭て‬‭お‬‭り‬‭（他‬‭の‬‭事‬‭件‬‭で‬‭有‬‭罪、‬‭無‬‭期‬‭懲‬‭役‬‭の‬‭判‬‭決）、‬‭有‬‭力‬‭な‬‭証‬‭拠‬‭が‬‭多‬‭く‬‭揃っ‬‭て‬‭い‬‭る‬
‭中‬‭で‬‭無‬‭罪‬‭判‬‭決‬‭が‬‭出‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭は、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭も‬‭多‬‭く‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭の‬‭被‬‭害‬‭者‬‭の‬‭遺‬‭族‬‭も‬
‭「ま‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭遺‬‭憾‬‭で‬‭あ‬‭る。」‬‭と‬‭英‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭で‬‭発‬‭言‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭次‬‭に、‬‭2‬‭つ‬‭目‬‭の‬‭事‬‭件‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て。‬‭こ‬‭の‬‭事‬
‭件‬‭は‬‭「リ‬‭ン‬‭ゼ‬‭イ・‬‭ア‬‭ン・‬‭ホー‬‭カー‬‭さ‬‭ん‬‭殺‬‭害‬‭事‬‭件」‬‭で、‬‭2007‬‭年‬‭に‬‭千‬‭葉‬‭県‬‭市‬‭川‬‭市‬‭で‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭女‬‭性‬‭が‬
‭殺‬‭害‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭事‬‭件‬‭で、‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭の‬‭犯‬‭人‬‭を、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭警‬‭察‬‭は‬‭二‬‭度‬‭眼‬‭の‬‭前‬‭で‬‭取‬‭り‬‭逃‬‭が‬‭し、‬‭2‬‭年‬‭半‬‭も‬‭の‬‭間‬‭捕‬
‭ま‬‭え‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬‭被‬‭害‬‭者‬‭遺‬‭族‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭も‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭を‬‭広‬‭め‬‭知っ‬‭て‬‭も‬‭ら‬‭う‬‭活‬‭動‬‭を‬
‭行っ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭同‬‭時‬‭に‬‭日‬‭本‬‭の‬‭警‬‭察‬‭の‬‭失‬‭態‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭多‬‭く‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭2‬‭つ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭に‬‭よっ‬
‭て‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭民‬‭は‬‭日‬‭本‬‭の‬‭警‬‭察‬‭や‬‭法‬‭制‬‭度‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭不‬‭信‬‭感‬‭を‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭民‬‭が‬‭持‬‭つ‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭の‬‭で‬‭は‬
‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭日‬‭本‬‭の‬‭捕‬‭鯨‬‭文‬‭化‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭言‬‭及‬‭す‬‭る‬‭と、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は‬‭日‬‭本‬‭の‬‭捕‬‭鯨‬‭文‬‭化‬‭に‬‭理‬
‭解‬‭は‬‭な‬‭く、‬‭あ‬‭り‬‭え‬‭な‬‭い‬‭と‬‭い‬‭う‬‭意‬‭見‬‭が‬‭多‬‭数‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭2005‬‭年‬‭に‬‭書‬‭か‬‭れ‬‭た‬‭日‬‭本‬‭の‬‭捕‬‭鯨‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭The‬
‭Times‬‭の‬‭記‬‭事‬‭で‬‭は、‬‭捕‬‭鯨‬‭を‬‭「‬‭slaughter‬‭」‬‭と‬‭表‬‭現‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭日‬‭本‬‭語‬‭に‬‭訳‬‭す‬‭と‬‭す‬‭る‬‭な‬‭ら‬‭「虐‬
‭殺」‬‭に‬‭当‬‭た‬‭る‬‭単‬‭語‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り‬‭日‬‭本‬‭人‬‭が‬‭ク‬‭ジ‬‭ラ‬‭を‬‭捕‬‭獲‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭「捕‬‭鯨」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭中‬‭立‬‭的‬‭な‬
‭言‬‭葉‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く、‬‭「虐‬‭殺」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭否‬‭定‬‭的‬‭な‬‭意‬‭味‬‭合‬‭い‬‭を‬‭も‬‭た‬‭せ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭こ‬‭の‬‭記‬‭事‬‭を‬‭読‬‭ん‬‭だ‬‭イ‬
‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭人‬‭に‬‭日‬‭本‬‭人‬‭は‬‭残‬‭酷‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭偏‬‭見‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た、‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が、‬‭花‬‭井‬‭晶‬‭子‬‭氏‬‭の‬‭論‬
‭文‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭指‬‭摘‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭よっ‬‭て、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭行‬‭い‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭民‬‭が‬‭日‬‭本‬‭人‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬



‭「残‬‭酷‬‭で‬‭あ‬‭る」‬‭と‬‭いっ‬‭た‬‭悪‬‭い‬‭印‬‭象‬‭を‬‭持っ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が、‬‭こ‬‭の‬‭期‬‭間‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭急‬‭降‬‭下‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬
‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭そ‬‭の‬‭後、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭継‬‭続‬‭的‬‭に‬‭減‬‭少‬‭す‬‭る‬‭（グ‬‭ラ‬‭フ‬‭よ‬‭り）。‬‭こ‬‭こ‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭親‬‭日‬
‭度‬‭の‬‭減‬‭少‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭出‬‭来‬‭事‬‭を‬‭見‬‭つ‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭2020‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2022‬‭年‬
‭の‬‭間‬‭に‬‭回‬‭復‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭転‬‭じ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭に‬‭は、‬‭2022‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭60‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭17‬‭％、‬
‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭43‬‭％）‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭の‬‭に‬‭対‬‭し、‬‭2022‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は、‬‭70‬‭（「そ‬‭う‬
‭思‬‭う」‬‭が‬‭27‬‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭43‬‭％）‬‭と‬‭な‬‭り、‬‭10‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬
‭リ‬‭ス‬‭が‬‭2021‬‭年‬‭に‬‭EU‬‭を‬‭離‬‭脱‬‭し‬‭て、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬‭を‬‭重‬‭視‬‭す‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭か‬‭ら‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭2020‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は‬‭CEPA‬‭（日‬‭英‬‭包‬‭括‬‭的‬‭経‬‭済‬‭連‬‭携‬‭協‬‭定）‬‭を‬‭締‬‭結‬‭し、‬‭日‬‭英‬‭間‬‭の‬‭輸‬‭出‬‭入‬‭に‬‭関‬
‭す‬‭る‬‭関‬‭税‬‭が‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭削‬‭減‬‭さ‬‭れ、‬‭経‬‭済‬‭的‬‭な‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭が‬‭強‬‭まっ‬‭た。‬‭実‬‭際‬‭に‬‭こ‬‭の‬‭期‬‭間‬‭の‬‭日‬‭英‬‭間‬‭の‬‭貿‬‭易‬‭額‬
‭は、‬‭「‬‭ABC‬‭レ‬‭ポー‬‭ト‬‭　‬‭英‬‭国」‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭2020‬‭年‬‭度‬‭は、‬‭新‬‭型‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭ウ‬‭イ‬‭ル‬‭ス‬‭感‬‭染‬‭症‬‭の‬‭流‬‭行‬‭の‬‭影‬‭響‬
‭も‬‭あ‬‭り、‬‭輸‬‭出‬‭入‬‭合‬‭計‬‭1.8‬‭兆‬‭円‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭が、‬‭2022‬‭年‬‭に‬‭は‬‭3.0‬‭兆‬‭円‬‭と‬‭な‬‭り、‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬
‭に、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は‬‭お‬‭互‬‭い‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭「同‬‭盟‬‭国」‬‭と‬‭呼‬‭び‬‭合‬‭う‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬
‭が‬‭EU‬‭を‬‭離‬‭脱‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭政‬‭府‬‭が‬‭ア‬‭ジ‬‭ア‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭地‬‭域‬‭と‬‭の‬‭関‬‭わ‬‭り‬‭を‬‭重‬‭要‬‭視‬‭す‬‭る‬‭政‬‭策‬‭方‬‭針‬‭を‬
‭打‬‭ち‬‭出‬‭し、‬‭そ‬‭の‬‭地‬‭域‬‭の‬‭新‬‭た‬‭な‬‭パー‬‭ト‬‭ナー‬‭と‬‭し‬‭て‬‭日‬‭本‬‭を‬‭選‬‭び、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭の‬‭関‬‭わ‬‭り‬‭方‬‭を‬‭よ‬‭り‬‭強‬‭く‬‭す‬‭る‬‭狙‬
‭い‬‭が‬‭あっ‬‭た‬‭か‬‭ら‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭前‬‭述‬‭の‬‭通‬‭り、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭と‬‭日‬‭本‬‭は‬‭1902‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭1923‬‭年‬‭ま‬‭で、‬
‭日‬‭英‬‭同‬‭盟‬‭を‬‭結‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭時‬‭の‬‭同‬‭盟‬‭は‬‭良‬‭好‬‭に‬‭機‬‭能‬‭し、‬‭こ‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭記‬‭憶‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭に‬‭日‬‭本‬‭を‬‭パー‬
‭ト‬‭ナー‬‭に‬‭選‬‭ば‬‭せ‬‭た‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭ろ‬‭う。‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭外‬‭交‬‭関‬‭係‬‭の‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭が‬‭深‬
‭まっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭い‬‭た‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭2021‬‭年‬‭と‬‭2022‬‭年‬‭の‬‭二‬
‭年‬‭連‬‭続‬‭で‬‭日‬‭本‬‭の‬‭岸‬‭田‬‭首‬‭相‬‭は‬‭訪‬‭英‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭そ‬‭の‬‭前‬‭に‬‭日‬‭本‬‭の‬‭首‬‭相‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭菅‬‭義‬‭偉‬‭氏‬‭は、‬‭新‬‭型‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬
‭の‬‭影‬‭響‬‭も‬‭あっ‬‭て‬‭な‬‭の‬‭か、‬‭在‬‭任‬‭中‬‭に‬‭一‬‭度‬‭も‬‭訪‬‭英‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。‬‭こ‬‭の‬‭二‬‭人‬‭の‬‭首‬‭相‬‭の‬‭在‬‭任‬‭期‬‭間‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭親‬
‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭減‬‭を‬‭見‬‭て‬‭み‬‭る‬‭と、‬‭菅‬‭氏‬‭の‬‭在‬‭任‬‭期‬‭間‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭明‬‭ら‬‭か‬‭に‬‭低‬‭下‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り、‬
‭岸‬‭田‬‭氏‬‭が‬‭首‬‭相‬‭と‬‭なっ‬‭て、‬‭積‬‭極‬‭的‬‭に‬‭訪‬‭英‬‭す‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭か‬‭ら、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭回‬‭復‬‭が‬‭起‬‭こっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬
‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭首‬‭相‬‭の‬‭積‬‭極‬‭的‬‭な‬‭訪‬‭英‬‭が‬‭英‬‭国‬‭民‬‭の‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭信‬‭頼、‬‭親‬‭日‬‭感‬‭を‬‭獲‬‭得‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬
‭結‬‭び‬‭つ‬‭い‬‭た‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭る‬‭と、‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭外‬‭交‬‭政‬‭策‬‭に‬
‭よ‬‭る‬‭日‬‭英‬‭感‬‭の‬‭政‬‭治‬‭的‬‭な‬‭出‬‭来‬‭事‬‭や‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭が‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ、‬‭減‬‭少‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬
‭残‬‭虐‬‭な‬‭行‬‭い‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭民‬‭が‬‭日‬‭本‬‭人‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭悪‬‭い‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭（‬‭2‬‭）‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭　‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は‬‭外‬‭務‬‭省‬‭の‬‭調‬‭査‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭た‬‭め、‬‭言‬‭論‬‭NPO‬‭が‬‭2013‬‭年‬‭か‬‭ら‬
‭隔‬‭年‬‭実‬‭施‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭を‬‭参‬‭考‬‭に‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭「‬‭日‬‭本‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭印‬‭象‬‭が‬‭良‬‭い‬‭か、‬‭悪‬‭い‬‭か」‬‭と‬
‭い‬‭う‬‭質‬‭問‬‭事‬‭項‬‭に‬‭対‬‭し、‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭は‬‭「‬‭悪‬‭い」‬‭と‬‭答‬‭え‬‭た‬‭人‬‭の‬‭割‬‭合‬‭を‬‭参‬‭考‬‭に‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭割‬‭合‬‭の‬‭増‬‭減‬
‭か‬‭ら‬‭反‬‭日‬‭度‬‭の‬‭推‬‭移‬‭を‬‭見‬‭て‬‭い‬‭く。‬
‭※‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭の‬‭赤‬‭線‬‭は‬‭「反‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭」‬‭の‬‭線‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り、‬‭値‬‭が‬‭こ‬‭の‬‭線‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭下‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭き‬‭は、‬‭親‬‭日‬
‭国、‬‭こ‬‭の‬‭線‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭上‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭き‬‭は、‬‭反‬‭日‬‭国、‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬



‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬ ‭（‬‭1‬‭）‬‭言‬‭論‬‭NPO‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭よ‬‭り‬
‭調‬‭査‬‭実‬‭施‬‭初‬‭年‬‭度‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭は‬‭76.6%‬‭で‬‭反‬‭日‬‭国‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭後‬‭6‬‭年‬‭間‬‭反‬‭日‬‭度‬‭は‬‭低‬‭下‬‭し、‬‭2019‬‭年‬‭の‬‭調‬
‭査‬‭で‬‭は‬‭49.9%‬‭と‬‭反‬‭日‬‭国‬‭の‬‭気‬‭運‬‭が‬‭下‬‭がっ‬‭た。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭2020‬‭年‬‭に‬‭は‬‭反‬‭日‬‭度‬‭の‬‭急‬‭激‬‭な‬‭上‬‭昇‬‭が‬‭起‬‭き‬‭た。‬‭続‬
‭く‬‭2021‬‭、‬‭22‬‭年‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭低‬‭下‬‭が‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬‭ま‬‭ず‬‭前‬‭述‬‭の‬‭通‬‭り‬‭調‬‭査‬‭初‬‭年‬‭度‬‭の‬‭値‬‭が‬‭75%‬‭を‬‭超‬‭え‬‭て‬‭い‬‭た‬
‭要‬‭因‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭は‬‭日‬‭韓‬‭の‬‭歴‬‭史‬‭的‬‭な‬‭対‬‭立‬‭に‬‭あ‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭に‬‭は‬‭竹‬‭島‬‭問‬‭題‬‭や‬‭慰‬‭安‬‭婦‬‭問‬
‭題‬‭な‬‭ど‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭次‬‭に、‬‭調‬‭査‬‭初‬‭年‬‭度‬‭か‬‭ら‬‭2018‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭の‬‭緩‬‭や‬‭か‬‭な‬‭低‬‭下‬‭が‬‭起‬‭き‬‭た‬‭要‬‭因‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬
‭る。‬‭こ‬‭の‬‭期‬‭間‬‭に‬‭は‬‭新‬‭た‬‭に、‬‭目‬‭立っ‬‭た‬‭政‬‭治‬‭的‬‭問‬‭題‬‭が‬‭起‬‭こっ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭反‬‭日‬‭度‬‭が‬‭上‬‭昇‬‭す‬‭る‬‭要‬‭因‬‭が‬
‭な‬‭かっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭こ‬‭で、‬‭こ‬‭の‬‭期‬‭間‬‭の‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭数‬‭の‬‭推‬‭移‬‭に‬‭目‬‭を‬‭向‬‭け‬‭て‬‭み‬‭る。‬



‭　‬

‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭（‬‭2‬‭）‬‭日‬‭本‬‭政‬‭府‬‭観‬‭光‬‭局‬‭（‬‭JNTO‬‭）‬‭の‬‭訪‬‭日‬‭外‬‭客‬‭統‬‭計‬
‭よ‬‭り‬
‭2014‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2018‬‭年‬‭に‬‭統‬‭計‬‭上‬‭最‬‭多‬‭の‬‭年‬‭間‬‭753‬‭万‬‭人‬‭を‬‭更‬‭新‬‭す‬‭る‬‭ま‬‭で‬‭増‬‭加‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あっ‬‭た。‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭が‬‭日‬‭本‬
‭に‬‭訪‬‭れ‬‭る‬‭理‬‭由‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭治‬‭安‬‭の‬‭良‬‭さ、‬‭韓‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭ア‬‭ク‬‭セ‬‭ス‬‭の‬‭良‬‭さ‬‭が‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭(参‬‭考‬‭：‬‭JNTO‬‭資‬
‭料)‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭の‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭（‬‭1‬‭）‬‭と‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭の‬‭変‬‭動‬‭（‬‭2‬‭）‬‭を‬‭比‬‭較‬‭す‬‭る‬‭と、‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭数‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭伴‬‭い、‬‭反‬
‭日‬‭度‬‭は‬‭減‬‭少‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭よっ‬‭て、‬‭2‬‭つ‬‭の‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭に‬‭相‬‭関‬‭関‬‭係‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭の‬
‭増‬‭加‬‭は‬‭「人‬‭的‬‭交‬‭流‬‭量」‬‭の‬‭増‬‭加‬‭を‬‭も‬‭た‬‭ら‬‭し、‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭の‬‭向‬‭上‬‭に‬‭繋‬‭がっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭人‬‭的‬‭交‬‭流‬‭量‬‭の‬
‭増‬‭加‬‭と‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭の‬‭向‬‭上‬‭は‬‭単‬‭純‬‭比‬‭例‬‭の‬‭関‬‭係‬‭で‬‭も‬‭な‬‭い‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭だ‬‭が、‬‭交‬‭流‬‭頻‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭伴っ‬‭て‬‭自‬‭国‬
‭の‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭を‬‭介‬‭し‬‭て‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く、‬‭自‬‭分‬‭の‬‭目‬‭で‬‭そ‬‭の‬‭国‬‭を‬‭見‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭相‬‭手‬‭国‬‭へ‬‭の‬‭誤‬‭解‬‭の‬‭抑‬‭制‬‭に‬‭繋‬‭が‬
‭る‬‭た‬‭め、‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭の‬‭悪‬‭化‬‭を‬‭防‬‭ぐ‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭繋‬‭がっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬
‭　‬‭上‬‭記‬‭の‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭⑴‬‭の‬‭通‬‭り、‬‭2019‬‭年‬‭に‬‭50%‬‭を‬‭下‬‭回っ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭反‬‭日‬‭度‬‭が‬‭2020‬‭年‬‭に‬‭71.6%‬‭ま‬‭で‬‭上‬‭昇‬‭し‬‭た‬
‭要‬‭因‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭上‬‭昇‬‭に‬‭は‬‭政‬‭治‬‭的‬‭要‬‭因‬‭が‬‭大‬‭き‬‭く‬‭関‬‭わっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭日‬‭本‬‭政‬‭府‬‭は‬‭2018‬‭年、‬‭兵‬‭器‬‭等‬‭に‬
‭使‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭物‬‭質‬‭が‬‭韓‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭輸‬‭出‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭の‬‭発‬‭覚‬‭を‬‭受‬‭け、‬‭2019‬‭年‬‭7‬‭月、‬‭半‬‭導‬‭体‬‭材‬‭料‬‭な‬‭ど‬‭三‬‭品‬
‭目‬‭の‬‭輸‬‭出‬‭管‬‭理‬‭を‬‭厳‬‭格‬‭化‬‭し‬‭た。‬‭翌‬‭月‬‭に‬‭は‬‭唯‬‭一‬‭ア‬‭ジ‬‭ア‬‭諸‬‭国‬‭で‬‭対‬‭象‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭輸‬‭出‬‭優‬‭遇‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭韓‬‭国‬‭を‬‭除‬
‭外‬‭し‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭一‬‭連‬‭の‬‭日‬‭本‬‭の‬‭動‬‭き‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭韓‬‭国‬‭政‬‭府‬‭は‬‭GSOMIA‬‭破‬‭棄‬‭を‬‭通‬‭告‬‭し‬‭た。‬‭同‬‭年‬‭9‬‭月‬‭に‬‭は‬‭WTO‬
‭へ‬‭提‬‭訴、‬‭戦‬‭略‬‭物‬‭資‬‭の‬‭輸‬‭出‬‭管‬‭理‬‭の‬‭優‬‭遇‬‭対‬‭象‬‭国‬‭か‬‭ら‬‭日‬‭本‬‭を‬‭除‬‭外‬‭し‬‭た。‬‭韓‬‭国‬‭内‬‭で‬‭は‬‭日‬‭本‬‭産‬‭ビー‬‭ル‬‭や‬‭ユ‬‭ニ‬
‭ク‬‭ロ‬‭の‬‭商‬‭品‬‭等‬‭の‬‭安‬‭く‬‭て‬‭代‬‭替‬‭し‬‭や‬‭す‬‭い‬‭日‬‭本‬‭製‬‭品‬‭不‬‭買‬‭運‬‭動‬‭が‬‭発‬‭生‬‭し、‬‭反‬‭日‬‭の‬‭気‬‭運‬‭が‬‭高‬‭まっ‬‭た。‬
‭　‬‭次‬‭に、‬‭そ‬‭の‬‭後‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭の‬‭低‬‭下‬‭が‬‭起‬‭き‬‭た‬‭要‬‭因‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭2020‬‭、‬‭2021‬‭年‬‭の‬‭2‬‭年‬‭間‬‭で‬‭は‬‭新‬‭た‬‭に‬‭政‬‭治‬
‭的‬‭問‬‭題‬‭は‬‭起‬‭き‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭2021‬‭、‬‭2022‬‭年‬‭は‬‭反‬‭日‬‭度‬‭が‬‭次‬‭第‬‭に‬‭低‬‭下‬‭し‬‭て‬‭いっ‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭見‬‭方‬‭が‬
‭で‬‭き‬‭る。‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭客‬‭数‬‭の‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭（‬‭2‬‭）‬‭で‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭ウ‬‭イ‬‭ル‬‭ス‬‭の‬‭影‬‭響‬‭と‬‭前‬‭年‬‭の‬‭政‬‭治‬‭的‬
‭対‬‭立‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭日‬‭韓‬‭関‬‭係‬‭の‬‭冷‬‭え‬‭込‬‭み‬‭を‬‭受‬‭け、‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭数‬‭は‬‭2020‬‭年‬‭に‬‭約‬‭50‬‭万‬‭人、‬‭2021‬‭年‬‭に‬‭約‬‭2‬‭万‬‭人‬‭と‬
‭急‬‭激‬‭に‬‭減‬‭少‬‭し‬‭た。‬‭人‬‭的‬‭交‬‭流‬‭量‬‭が‬‭減‬‭少‬‭し‬‭た‬‭中‬‭で‬‭反‬‭日‬‭度‬‭が‬‭減‬‭少‬‭の‬‭方‬‭向‬‭に‬‭進‬‭ん‬‭だ‬‭の‬‭は、‬‭や‬‭は‬‭り‬‭反‬‭日‬‭度‬‭が‬
‭増‬‭加‬‭す‬‭る‬‭要‬‭因‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭目‬‭立っ‬‭た‬‭政‬‭治‬‭的‬‭対‬‭立‬‭が‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭か‬‭ら‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬

https://honichi.com/words/%E6%94%BF%E5%BA%9C%E8%A6%B3%E5%85%89%E5%B1%80/
https://honichi.com/words/JNTO/


‭（‬‭3‬‭）‬‭タ‬‭イ‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬
‭※‬‭タ‬‭イ‬‭は‬‭調‬‭査‬‭年‬‭度‬‭全‬‭て‬‭で‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭50‬‭を‬‭上‬‭回っ‬‭て‬‭い‬‭た、‬‭つ‬‭ま‬‭り‬‭親‬‭日‬‭国‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭の‬‭で、‬‭赤‬‭線‬‭は‬‭引‬‭い‬‭て‬
‭い‬‭な‬‭い。‬

‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭外‬‭務‬‭省‬‭海‬‭外‬‭広‬‭報‬‭課‬‭｢‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭｣‬‭よ‬‭り‬

‭　‬‭タ‬‭イ‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は、‬‭2002‬‭年‬‭の‬‭初‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭67‬‭（「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭22%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬
‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭45%)‬‭と‬‭親‬‭日‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭親‬‭日‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭日‬‭本‬‭と‬‭直‬‭接‬‭戦‬‭火‬‭を‬‭交‬‭え‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭な‬
‭い‬‭こ‬‭と、‬‭皇‬‭室‬‭外‬‭交‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭タ‬‭イ‬‭は‬‭王‬‭室、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭皇‬‭室‬‭を‬‭戴‬‭い‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭当‬
‭時‬‭の‬‭国‬‭王‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭プ‬‭ミ‬‭ポ‬‭ン‬‭･‬‭ア‬‭ドゥ‬‭ン‬‭ヤ‬‭デー‬‭ト‬‭前‬‭国‬‭王‬‭は‬‭1902‬‭年‬‭に‬‭ラー‬‭マ‬‭6‬‭世‬‭が‬‭訪‬‭日‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭タ‬
‭イ‬‭王‬‭室‬‭と‬‭皇‬‭室‬‭の‬‭交‬‭流‬‭が‬‭始‬‭まっ‬‭た。‬‭上‬‭皇‬‭と‬‭ラー‬‭マ‬‭9‬‭世、‬‭プ‬‭ミ‬‭ポ‬‭ン‬‭前‬‭国‬‭王‬‭は‬‭農‬‭村‬‭の‬‭貧‬‭困‬‭か‬‭ら‬‭国‬‭民‬‭を‬‭救‬
‭う‬‭プ‬‭ロ‬‭ジェ‬‭ク‬‭ト‬‭等‬‭の‬‭行‬‭い‬‭も‬‭あっ‬‭て‬‭街‬‭中‬‭の‬‭至‬‭る‬‭と‬‭こ‬‭ろ‬‭に‬‭前‬‭国‬‭王‬‭の‬‭写‬‭真‬‭が‬‭飾‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭国‬‭民‬‭か‬‭ら‬‭敬‬
‭愛‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭前‬‭国‬‭王‬‭と‬‭上‬‭皇‬‭の‬‭交‬‭流‬‭が‬‭始‬‭まっ‬‭た‬‭の‬‭は、‬‭前‬‭国‬‭王‬‭が‬‭来‬‭日‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭1963‬‭年‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬
‭1991‬‭年‬‭に‬‭は、‬‭上‬‭皇‬‭御‬‭即‬‭位‬‭後‬‭初‬‭の‬‭海‬‭外‬‭訪‬‭問‬‭先‬‭と‬‭し‬‭て‬‭タ‬‭イ‬‭を‬‭お‬‭選‬‭び‬‭に‬‭なっ‬‭た。‬‭そ‬‭れ‬‭ほ‬‭ど‬‭タ‬‭イ‬‭王‬‭室‬‭と‬‭日‬
‭本‬‭の‬‭皇‬‭室‬‭は‬‭親‬‭し‬‭い‬‭関‬‭係‬‭に‬‭あっ‬‭た‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭敬‬‭愛‬‭す‬‭る‬‭国‬‭王‬‭と‬‭の‬‭交‬‭流‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭タ‬‭イ‬‭国‬‭内‬‭の‬‭皇‬‭室、‬‭日‬‭本‬‭に‬
‭対‬‭す‬‭る‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭は‬‭上‬‭がっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭が‬‭タ‬‭イ‬‭へ‬‭旅‬‭行‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭日‬‭本‬‭人‬‭が‬‭現‬‭地‬‭で‬‭お‬
‭金‬‭を‬‭使‬‭い、‬‭そ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭「日‬‭本‬‭人‬‭は‬‭豊‬‭か‬‭だ」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭が‬‭タ‬‭イ‬‭国‬‭内‬‭で‬‭も‬‭広‬‭がっ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭こ‬
‭と‬‭は、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭高‬‭く‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭要‬‭因‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭次‬‭の‬‭2008‬‭年‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭90(‬‭「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬‭21%‬‭、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭が‬
‭68%)‬‭ま‬‭で‬‭急‬‭上‬‭昇‬‭し‬‭た。‬‭ま‬‭た‬‭2014‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2021‬‭年‬‭の‬‭7‬‭年‬‭間‬‭で‬‭2020‬‭年‬‭を‬‭除‬‭い‬‭て‬‭6‬‭回‬‭調‬‭査‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ、‬‭約‬
‭90%‬‭の‬‭高‬‭水‬‭準‬‭を‬‭維‬‭持‬‭し‬‭続‬‭け‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭初‬‭め‬‭に‬‭急‬‭上‬‭昇‬‭の‬‭要‬‭因‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭2004‬‭年‬‭に‬‭イ‬‭ン‬‭ド‬‭シ‬‭ナ‬‭沖‬‭を‬‭震‬
‭源‬‭と‬‭す‬‭る‬‭m.9‬‭の‬‭ス‬‭マ‬‭ト‬‭ラ‬‭沖‬‭地‬‭震‬‭が‬‭起‬‭き‬‭た。‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭伴‬‭い‬‭タ‬‭イ‬‭南‬‭部‬‭に‬‭津‬‭波‬‭が‬‭到‬‭達‬‭し、‬‭5000‬‭名‬‭を‬‭超‬‭え‬‭る‬
‭死‬‭者‬‭が‬‭出‬‭る‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭甚‬‭大‬‭な‬‭被‬‭害‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭日‬‭本‬‭は‬‭医‬‭療‬‭チー‬‭ム‬‭を‬‭12‬‭チー‬‭ム、‬‭自‬‭衛‬‭隊‬‭を‬‭1600‬
‭名‬‭派‬‭遣‬‭す‬‭る‬‭等‬‭の‬‭人‬‭的‬‭支‬‭援‬‭を‬‭行っ‬‭た。‬‭資‬‭金‬‭援‬‭助‬‭の‬‭面‬‭で‬‭は‬‭中‬‭国‬‭の‬‭66‬‭億‬‭円、‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ‬‭の‬‭360‬‭億‬‭円‬‭を‬‭凌‬‭ぐ‬
‭525‬‭億‬‭円‬‭も‬‭の‬‭無‬‭償‬‭資‬‭金‬‭援‬‭助‬‭を‬‭し‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭で‬‭タ‬‭イ‬‭人‬‭に‬‭日‬‭本‬‭が‬‭信‬‭頼‬‭で‬‭き‬‭る‬‭国‬‭だ‬‭と‬‭印‬‭象‬‭づ‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬



‭き、‬‭親‬‭日‬‭国‬‭の‬‭急‬‭上‬‭昇‬‭に‬‭繋‬‭がっ‬‭た‬‭の‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭次‬‭に、‬‭高‬‭水‬‭準‬‭を‬‭維‬‭持‬‭で‬‭き‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭に‬‭は‬‭2‬‭つ‬‭の‬‭要‬
‭因‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬‭1‬‭つ‬‭は‬‭タ‬‭イ‬‭と‬‭日‬‭本‬‭の‬‭強‬‭固‬‭な‬‭経‬‭済‬‭的‬‭な‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭結‬‭び‬‭付‬
‭き‬‭は‬‭輸‬‭出‬‭入‬‭額‬‭で‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭タ‬‭イ‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭日‬‭本‬‭は‬‭2022‬‭年‬‭に‬‭タ‬‭イ‬‭の‬‭輸‬‭出‬‭額‬‭全‬‭体‬‭の‬‭9‬‭％‬‭を‬‭占‬‭め、‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬
‭カ、‬‭中‬‭国‬‭に‬‭次‬‭ぐ‬‭輸‬‭出‬‭先‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭輸‬‭入‬‭の‬‭方‬‭は‬‭輸‬‭入‬‭額‬‭全‬‭体‬‭で‬‭11%‬‭を‬‭占‬‭め、‬‭日‬‭本‬‭と‬‭の‬‭交‬‭易‬‭が‬‭中‬‭国‬‭に‬‭次‬‭ぐ‬
‭割‬‭合‬‭を‬‭占‬‭め‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭（参‬‭考‬‭：‬‭タ‬‭イ‬‭商‬‭務‬‭省）‬

‭対‬‭日‬‭貿‬‭易‬‭額‬‭の‬‭推‬‭移‬ ‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬

‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭　‬‭JBIC‬‭国‬‭際‬‭銀‬‭行‬‭よ‬‭り‬
‭貿‬‭易‬‭額‬‭の‬‭推‬‭移‬‭の‬‭グ‬‭ラ‬‭フ‬‭で‬‭見‬‭て‬‭も、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭上‬‭が‬‭り‬‭始‬‭め‬‭た‬‭の‬‭と‬‭同‬‭時‬‭期‬‭く‬‭ら‬‭い‬‭か‬‭ら‬‭増‬‭加‬‭し、‬‭そ‬‭の‬‭高‬‭水‬
‭準‬‭を‬‭維‬‭持‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬ ‭タ‬‭イ‬‭が‬‭受‬‭け‬‭る‬‭直‬‭接‬‭投‬‭資‬‭も‬‭日‬‭本‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭も‬‭の‬‭が‬‭世‬‭界‬‭の‬‭国々‬‭の‬‭中‬‭で‬‭最‬‭も‬‭割‬‭合‬‭を‬‭占‬
‭め‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭直‬‭接‬‭投‬‭資‬‭は‬‭企‬‭業‬‭が‬‭海‬‭外‬‭に‬‭進‬‭出‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭そ‬‭の‬‭準‬‭備‬‭と‬‭し‬‭て‬‭施‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭も‬‭の‬‭も‬‭あ‬‭る‬‭た‬‭め、‬‭直‬
‭接‬‭投‬‭資‬‭額‬‭が‬‭多‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭日‬‭系‬‭企‬‭業‬‭数‬‭の‬‭多‬‭さ‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭企‬‭業‬‭数‬‭だ‬‭が‬‭1998‬‭年‬‭に‬‭2230‬‭社‬‭だっ‬‭た‬‭の‬
‭が、‬‭2021‬‭年‬‭に‬‭は‬‭5856‬‭社‬‭に‬‭な‬‭り、‬‭2‬‭倍‬‭以‬‭上‬‭も‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭5856‬‭社‬‭と‬‭い‬‭う‬‭の‬‭は‬‭枚‬‭方‬‭市‬‭の‬‭株‬‭式‬‭会‬
‭社‬‭の‬‭数‬‭と‬‭同‬‭じ‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭以‬‭上‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭タ‬‭イ‬‭と‬‭日‬‭本‬‭は‬‭よ‬‭り‬‭経‬‭済‬‭の‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭を‬‭強‬‭め‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬
‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬‭る。‬‭維‬‭持‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭要‬‭因‬‭の‬‭2‬‭つ‬‭目‬‭は、‬‭継‬‭続‬‭的‬‭な‬‭支‬‭援‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭対‬‭日‬‭信‬‭頼‬‭度‬‭を‬‭急‬‭上‬
‭昇‬‭さ‬‭せ‬‭た‬‭要‬‭因‬‭は、‬‭地‬‭震‬‭等‬‭の‬‭突‬‭発‬‭的‬‭な‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭支‬‭援‬‭だっ‬‭た。‬‭し‬‭か‬‭し‬‭継‬‭続‬‭的‬‭な‬‭支‬‭援‬‭で‬‭は‬‭日‬‭本‬‭政‬‭府‬
‭が‬‭政‬‭策‬‭を‬‭練‬‭り、‬‭鉄‬‭道‬‭の‬‭整‬‭備‬‭や‬‭バ‬‭ン‬‭コ‬‭ク‬‭の‬‭上‬‭水‬‭道‬‭の‬‭整‬‭備、‬‭タ‬‭イ‬‭を‬‭代‬‭表‬‭す‬‭る‬‭ス‬‭ワ‬‭ン‬‭ナ‬‭プー‬‭ム‬‭空‬‭港‬‭建‬‭設‬
‭の‬‭資‬‭金‬‭的、‬‭技‬‭術‬‭的‬‭支‬‭援‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭イ‬‭ン‬‭フ‬‭ラ‬‭整‬‭備‬‭は‬‭現‬‭地‬‭法‬‭人‬‭設‬‭立‬‭を‬‭円‬‭滑‬‭に‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭有‬
‭効‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭た‬‭め、‬‭イ‬‭ン‬‭フ‬‭ラ‬‭整‬‭備‬‭は‬‭直‬‭接‬‭投‬‭資‬‭と‬‭関‬‭係‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭言‬‭え‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り‬‭日‬‭本‬‭は‬‭直‬‭接‬‭投‬‭資‬‭を‬‭有‬‭効‬‭に‬
‭し‬‭た‬‭い‬‭と‬‭い‬‭う‬‭狙‬‭い‬‭も‬‭あっ‬‭て‬‭イ‬‭ン‬‭フ‬‭ラ‬‭整‬‭備‬‭等‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬‭タ‬‭イ‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬
‭上‬‭昇‬‭と‬‭そ‬‭の‬‭維‬‭持‬‭に‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭の‬‭政‬‭策‬‭が‬‭大‬‭き‬‭く‬‭関‬‭わっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭　‬
‭（‬‭4‬‭）‬‭今‬‭年‬‭度‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭を‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る‬
‭　‬‭最‬‭後‬‭に、‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭３‬‭カ‬‭国‬‭の‬‭今‬‭年‬‭度‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭値‬‭を‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭ず‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭し‬‭て‬‭い‬
‭く。‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭要‬‭因‬‭と‬‭し‬‭て‬‭今‬‭回‬‭は‬‭2002‬‭年‬‭の‬‭上‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭の‬‭訪‬‭英‬‭を‬‭挙‬‭げ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬
‭ら、‬‭天‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭の‬‭訪‬‭英‬‭は‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭強‬‭く‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭く‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭し‬‭て、‬‭今‬‭年‬‭(2024‬‭年)‬‭天‬‭皇‬‭陛‬
‭下‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭今‬‭年‬‭も‬‭皇‬‭室‬‭外‬‭交‬‭は‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭陛‬‭下‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭で‬‭国‬‭賓‬‭待‬
‭遇‬‭で‬‭歓‬‭迎‬‭さ‬‭れ、‬‭大‬‭規‬‭模‬‭な‬‭パ‬‭レー‬‭ド‬‭が‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭た。‬‭ま‬‭た、‬‭貿‬‭易‬‭額‬‭は‬‭2022‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭変‬‭わ‬
‭ら‬‭ず‬‭3‬‭兆‬‭円‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭日‬‭本‬‭は‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭重‬‭要‬‭な‬‭貿‬‭易‬‭相‬‭手‬‭国‬‭と‬‭な‬‭り‬‭続‬‭け‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭訪‬‭日‬‭英‬‭国‬‭人‬‭の‬‭数‬‭も、‬
‭2022‬‭年‬‭の‬‭5‬‭万‬‭人‬‭か‬‭ら‬‭2023‬‭年‬‭に‬‭は‬‭30‬‭万‬‭人‬‭以‬‭上‬‭に‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭岸‬‭田‬‭首‬‭相‬‭は‬‭2023‬‭年‬‭も‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭を‬‭訪‬‭問‬‭し‬
‭て‬‭い‬‭て、‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭く‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭大‬‭き‬‭な‬‭減‬‭少‬‭に‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭く‬‭よ‬‭う‬



‭な‬‭事‬‭件‬‭も‬‭起‬‭こっ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭の‬‭で、‬‭今‬‭年‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭増‬‭加‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭で‬‭は‬‭具‬‭体‬‭的‬‭な‬‭値‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭だ‬
‭が、‬‭2022‬‭年‬‭度‬‭は‬‭70‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭こ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭ど‬‭の‬‭く‬‭ら‬‭い‬‭上‬‭昇‬‭す‬‭る‬‭の‬‭だ‬‭ろ‬‭う‬‭か。‬‭2002‬‭年‬‭の‬‭上‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭の‬‭訪‬
‭英‬‭の‬‭際‬‭に‬‭あっ‬‭た‬‭日‬‭本‬‭と‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭第‬‭二‬‭次‬‭世‬‭界‬‭大‬‭戦‬‭の‬‭と‬‭き‬‭の‬‭わ‬‭だ‬‭か‬‭ま‬‭り‬‭は‬‭現‬‭在‬‭解‬‭消‬‭さ‬‭れ‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る。‬
‭ま‬‭た‬‭2002‬‭年‬‭の‬‭訪‬‭英‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭決‬‭まっ‬‭た‬‭元‬‭捕‬‭虜‬‭へ‬‭の‬‭特‬‭別‬‭慰‬‭労‬‭金‬‭の‬‭給‬‭付‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭措‬‭置‬‭も、‬‭今‬‭回‬‭の‬‭天‬‭皇‬‭陛‬
‭下‬‭の‬‭訪‬‭英‬‭の‬‭際‬‭に‬‭は‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭の‬‭で、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭上‬‭が‬‭り‬‭は‬‭す‬‭る‬‭が、‬‭2003‬‭年‬‭度‬‭ほ‬‭ど‬‭上‬‭が‬‭り‬‭は‬‭し‬‭な‬‭い‬
‭と‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭2024‬‭年‬‭7‬‭月‬‭に‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭国‬‭内‬‭で‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭た‬‭選‬‭挙‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て、‬‭労‬‭働‬‭党‬‭が‬‭大‬‭勝‬‭し、‬‭14‬
‭年‬‭ぶ‬‭り‬‭に‬‭政‬‭権‬‭交‬‭代‬‭が‬‭起‬‭こっ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭影‬‭響‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭は、‬‭従‬‭来‬‭の‬‭ア‬‭ジ‬‭ア‬‭太‬‭平‬‭洋‬‭地‬‭域‬‭と‬‭の‬‭関‬‭わ‬
‭り‬‭を‬‭重‬‭視‬‭す‬‭る‬‭方‬‭針‬‭か‬‭ら、‬‭EU‬‭と‬‭の‬‭対‬‭話‬‭を‬‭重‬‭視‬‭す‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭な‬‭る‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭の‬‭日‬‭本‬‭の‬
‭重‬‭要‬‭性‬‭が、‬‭こ‬‭れ‬‭ま‬‭で‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭小‬‭さ‬‭く‬‭な‬‭り、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭天‬‭皇‬‭陛‬‭下‬‭の‬‭訪‬‭英‬‭や、‬‭岸‬‭田‬‭首‬‭相‬‭の‬‭積‬‭極‬‭的‬‭な‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬
‭ス‬‭と‬‭の‬‭外‬‭交‬‭が‬‭あっ‬‭て‬‭も、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭そ‬‭こ‬‭ま‬‭で‬‭回‬‭復‬‭し‬‭な‬‭い‬‭と‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬‭よっ‬‭て‬‭今‬‭年‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭は‬‭75‬‭に‬‭な‬
‭る‬‭と‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭次‬‭に‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭し‬‭て‬‭い‬‭く。‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭反‬‭日‬‭度‬‭は‬‭前‬‭年‬‭よ‬‭り‬‭低‬‭下‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭イ‬
‭ギ‬‭リ‬‭ス‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭例‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭首‬‭脳‬‭間‬‭の‬‭交‬‭流‬‭は‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭の‬‭改‬‭善‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭かっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬
‭の‬‭た‬‭め、‬‭2023‬‭年‬‭3‬‭月‬‭に‬‭尹‬‭大‬‭統‬‭領‬‭が‬‭訪‬‭日、‬‭5‬‭月‬‭に‬‭は‬‭岸‬‭田‬‭総‬‭理‬‭が‬‭訪‬‭韓‬‭し‬‭た‬‭シャ‬‭ト‬‭ル‬‭外‬‭交‬‭が‬‭12‬‭年‬‭ぶ‬‭り‬‭に‬
‭行‬‭わ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭対‬‭日‬‭感‬‭情‬‭改‬‭善‬‭の‬‭一‬‭つ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭と‬‭な‬‭り‬‭得‬‭る‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬‭ま‬‭た‬‭3‬‭月‬‭の‬‭首‬‭脳‬‭会‬‭談‬‭と‬‭同‬‭期‬‭間‬‭中‬‭に‬
‭日‬‭本‬‭の‬‭経‬‭済‬‭産‬‭業‬‭省‬‭と‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭産‬‭業‬‭通‬‭商‬‭資‬‭源‬‭省‬‭の‬‭協‬‭議‬‭で、‬‭韓‬‭国‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭半‬‭導‬‭体‬‭輸‬‭出‬‭規‬‭制‬‭が‬‭解‬‭除‬‭さ‬‭れ‬
‭た。‬‭こ‬‭の‬‭規‬‭制‬‭は、‬‭韓‬‭国‬‭の‬‭不‬‭買‬‭運‬‭動‬‭に‬‭ま‬‭で‬‭発‬‭展‬‭し‬‭た‬‭反‬‭日‬‭度‬‭上‬‭昇‬‭の‬‭要‬‭因‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭よっ‬‭て‬‭政‬‭治‬‭的‬‭な‬‭関‬
‭係‬‭は‬‭改‬‭善‬‭さ‬‭れ‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭昨‬‭今‬‭の‬‭円‬‭安‬‭ウォ‬‭ン‬‭高‬‭の‬‭促‬‭進、‬‭コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭前‬‭の‬‭社‬‭会‬‭に‬‭戻っ‬‭て‬‭き‬
‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭訪‬‭日‬‭韓‬‭国‬‭人‬‭の‬‭増‬‭加‬‭が‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭た‬‭め、‬‭人‬‭的‬‭交‬‭流‬‭量‬‭の‬‭増‬‭加‬‭が‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭以‬‭上‬‭よ‬‭り‬‭反‬‭日‬‭度‬‭の‬‭低‬‭下‬‭が‬‭見‬‭込‬‭ま‬‭れ‬‭る。‬‭具‬‭体‬‭的‬‭な‬‭数‬‭値‬‭を‬‭上‬‭げ‬‭る‬‭と‬‭す‬‭る‬‭な‬‭ら‬‭ば、‬‭2022‬‭年‬‭の‬‭値‬‭が‬‭53‬‭で‬
‭あっ‬‭た‬‭た‬‭め、‬‭50‬‭を‬‭下‬‭回‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭予‬‭想‬‭す‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り、‬‭「‬‭親‬‭日‬‭国」‬‭に‬‭な‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬
‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬
‭タ‬‭イ‬‭の‬‭次‬‭回‬‭調‬‭査‬‭で‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭直‬‭近‬‭の‬‭タ‬‭イ‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭が‬‭98(‬‭「そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭61‬

‭％、‬‭「ど‬‭ち‬‭ら‬‭か‬‭と‬‭い‬‭え‬‭ば‬‭そ‬‭う‬‭思‬‭う」‬‭37‬‭％)‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭前‬‭年‬‭度‬‭に‬‭調‬‭査‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭た‬‭め、‬‭タ‬‭イ‬‭は‬
‭統‬‭計‬‭的‬‭に‬‭今‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭は‬‭行‬‭わ‬‭な‬‭い。‬‭対‬‭日‬‭世‬‭論‬‭調‬‭査‬‭に‬‭は‬‭前‬‭年‬‭度‬‭の‬‭日‬‭本‬‭と‬‭の‬‭政‬‭治‬‭的‬‭交‬‭流‬‭が‬‭大‬‭き‬‭く‬‭関‬‭わ‬
‭る‬‭た‬‭め‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭は‬‭予‬‭測‬‭し‬‭な‬‭い‬‭も‬‭の‬‭と‬‭す‬‭る。‬

‭３‬‭．‬‭結‬‭論‬
‭　‬‭イ‬‭ギ‬‭リ‬‭ス、‬‭韓‬‭国、‬‭タ‬‭イ‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭の‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭減‬‭の‬‭要‬‭因‬‭の‬‭考‬‭察‬‭か‬‭ら、‬‭親‬‭日‬‭度‬‭の‬‭増‬‭加‬‭に‬‭は‬‭日‬‭本‬‭と‬‭そ‬
‭の‬‭国‬‭の‬‭相‬‭互‬‭の‬‭政‬‭治‬‭的‬‭な‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き‬‭が‬‭主‬‭な‬‭要‬‭因‬‭と‬‭な‬‭り、‬‭減‬‭少‬‭の‬‭要‬‭因‬‭は‬‭多‬‭岐‬‭に‬‭わ‬‭た‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭考‬‭察‬
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髪色が統一される意義は何か

１．はじめに

　 今日の社会では、従業員の髪色について黒髪であることを規定する企業が多く存在する。2023年に

行われた全国750人を対象とした、『あなたの勤務先には髪色に関する規定がありますか』のアンケートで

は28%の人が「明確に規定がある」と回答した（楽天インサイト株式会社)。また2021年2月、大阪府立高校

の地毛が茶色である生徒が教員に黒染めを繰り返し強要されたとして、大阪府教育庁を大阪地裁に訴

えたという事例がある。本研究では、これらの髪色を統一しようとする動きにはどのような意味があるのか

を、主に社会的・文化的な側面から考察していく。

２．考察

（１）日本人は生来黒髪の人が大部分を占める。多くの日本人の髪には黒褐色のユーメラニンが多く含ま

れているからだ。『異常の構造』では、「異常とは規則性、法則性からの逸脱」であり、「多数者の常態と異

なった状態にあるものも異常とみなされる」とある（注¹）。黒髪でない者や黒以外に染色・脱色している者

がそれに当たるだろう。

（２）明治維新以降、機能的合理性の追求による、人工的に構成される秩序の形成が進んだ。健康を脅

かす「ヨゴレ」は秩序の外部に排除され、人工的に構成された空間の秩序がその秩序に属する人々の健

康を維持するものとなる。また、不特定多数の人々の行動・言語は標準化され、均質化され、互いの理性

によって理解しやすく、数量的に操作、管理しやすいものとなる。その結果、ヒトとモノの品質管理が高度

化し、合理化・工業化・市場経済化が進んだ（注²）。つまり、この人工的秩序は人々に安楽と快適を提供

する秩序である。そしてこの秩序において、1%でも混乱や混沌をまねく可能性のある存在は排除または

秩序化される。すなわち秩序の外に出されるか、何らかの形で秩序の中に組み込まれることとなる。この

ように、この秩序は絶えず完成度を高める方向に動く。ところが人工的に構成される秩序は限定された空

間でのみ成り立つ。その結果「秩序の過剰性」が発現する。ここで、秩序の過剰性とは、1%でも混乱や混

沌をまねく可能性のある存在を排除または秩序化する動きが過剰に行われることをいう。

（３）E.フロム（1900〜1980）は「権威主義的パーソナリティ」という人間の性格について考察している。権

威主義的パーソナリティとは、自分の価値判断によって行動を導くのではなく、外的な権威を判断や行

動の基準として権威に無批判に服従する性格のことをいう。E.フロムはナチス政権の全体主義に下級中

産階級の人々が服従した背景にこの心理的要素があると考察している（注³）。上記のように人工的秩序

は安楽と快適を提供するものであり、その秩序に属する人々、秩序そのものの生存・成長にとって極めて

重要なものだといえる。この人工的秩序によって確約される安楽で快適な社会においても権威主義的

パーソナリティという人間の性格が発現し、「秩序の過剰性」を増加させているという側面もあるのではな

いかと考える。更に、E.フロムは、「人間は想像上の危険や脅威に反応することができる」と言及してい

る。（注⁴）

（４）集団での協力関係の維持においては、協力行動をとらない「裏切り者」を探しだすことが重要である

とされており、そのような裏切り者の検出を担う「裏切り者検知モジュール」の能力が注目されている（注⁵

）。これは言い換えれば、集団内における将来的な不安やリスクを感知する能力のことである。この「裏切

り者検知モジュール」にはドーパミンとノンアドレナリンのバランスを調整して、落ち着きや満足感をもたら

すセロトニンという神経伝達物質が関わっている。セロトニンを分解する際に回収されるものをセロトニント



ランスポーターと言い、セロトニントランスポーターには遺伝子量の多いL型と遺伝子量の少ないS型の2

種類がある。L型はセロトニンを多く作り、逆にS型は少なく作る。遺伝子の型はSS型、SL型、LL型の３種

類の組み合わせで作られるが、国別調査において一般的に日本人ではSS型が最も多く、全体の65.1%を

占めている。SS型が多い人は、一般的に心配性で不安傾向が高いとされている。それに対してアメリカ人

のSS型は全体の18.8%で、LL型が多く、安心感が強かったり楽観的になる傾向が見られる（注⁶）。つまり

日本人の多くは不安傾向が高く、それによって「裏切り者検知モジュール」の強度が非常に高くなるのだ

と言える。

（５）秩序を乱す者に対して何らかのペナルティや制裁を加える行動は、学術用語でサンクションという。

多数派でない「異常」な者によって秩序が適切に保たれない、理想的な姿にならないと多くの人が感じた

ときに、サンクションは正義とみなされる。人工的な秩序の中では、社会的な制裁が比較的簡単に発動

する仕組みが備わっている。さらにそれは大きな快感を生じさせるという、脳生理学的考察もある（注⁷）。

排除行動がエスカレートして集団のために攻撃を始めると「暗黙の了解に従わない」「まわりから浮いてい

る」という要素によって、過剰な制裁行為であるオーバーサンクションが行われるのである。

３．結論

　以上より、黒髪でない者は、人工的秩序、すなわち社会秩序を乱す可能性がある存在とみなされ、秩

序の維持のために統一されるという側面があると考える。
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人が色から連想するイメージ

１．はじめに

　「色彩心理学入門」を読んで、人が色から連想するイメージは世界共通となる色があることを知り、人種

や地域が違うのになぜそうなるのか気になって調べてみても見つけられなかったので研究のテーマをこ

れに決めた。

２．考察

　今回私は人が色から連想するイメージが同じになる理由として、「人体の構造」、「色そのものの仕組

み」、「歴史的・国際的背景」の３つに分類して考察した。

３．考察①　

　はじめに、「人体の構造」である。私達人間は、個人差はあるものの人種、地域などに関係なく、基本的

には同じ構造をしている。よって、人間がものを見るときに使う目の網膜の錐体細胞や、色を認識するとき

に使う大脳も基本的に同じであると言える。よって、同じ構造の目で見て同じ構造で認識した同じ色から

は、同じイメージを連想すると考えることができる。

　

４．考察➁

　次に、色そのものの仕組みである。色の仕組みには様々あるが、『進出色と後退色』というものがある。こ

れは赤色、黄色などは近くにあるように見え、青色、紫色などは遠くにあるように見えるというものである。

赤色や黄色は代表的な進出色であり、目で認識したものに対して飛び出しているような印象を与え、人

が無意識に目につきやすい。しかし、目立つ色でも赤色と黄色のような進出色同士だとその性質は打ち

消し合う。黄色と黒色のような進出色と後退色を組み合わせることによって、進出色をより目立たせること

ができる。この黄色と黒色の組み合わせは警告色とされており、この二色は、世界中で禁止行為を周囲

に知らせるときや、看板などの目立たせたいものに使用されている。さらに『東京ディズニーランド』でも、

『進出色と後退色』の仕組みが使われている。入口から入ってすぐの『ワールドバザール』というエリアは、

赤色、茶色、黄色など進出色が使われているのに対して、入口から遠くにある『シンデレラ城』には青色

や白色などの後退色が使われている。近くをより近く、遠くをより遠く見せることによって、限られた土地で

あるディズニーランドがより広く見えるように工夫されている。『進出色と後退色』の原因は、進出色は長波

長色であるため近くにあるように見え、後退色は短波長色であるため遠くにあるように見えるからである。

これは人種や地域によって変わるものではないため、そこから連想されるイメージは同じになると考えられ

る。

　また、人は黄色や赤色に対して温かい、暑い、青色などに対して冷たい、寒いというイメージを持ってい

る。これは色の『暖色と寒色』という性質で、その原因は私達が日常の経験を通じて脳内に蓄積されてき

た情報が無意識のうちに参照され色から温度感を連想しているからではないかと言われている。私たち

が普段目にしているのは赤い炎、オレンジの太陽、青い川などであり、これは物理的なものであるため人

種や地域によって変わらないので、その色から連想するイメージも変わらないと考えられる。

　

５．考察③

　さらに、歴史的・国際的背景である。例えば紫は、ローマ帝国の最盛期、貝紫という一つの貝からほん

の少量しか染料が取れないアクキガイから取る染料を使った染め物の色があり、貝紫はとても希少価値

が高かったために帝王や貴族の式服にのみ使用が許されていた。そこから人々に紫色は高貴というイ

メージが付いたと考えられる。また中国では、『准南子』天文訓に、『紫宮は太一の居なり』と書かれてお



り、紫宮とは天子、神や仙人のいるところで、太一とは紀元前300年頃の墓から発見された楚簡『太一生

水』の前半で、すべての根源を生み出す礎と考えられていたものと言われている。また『山海経』には、

『延維との髪が紫の衣をまとっている』、『延木の木の幹が紫』と記されており、延木とは、その木から皇帝

などが登り降りし、天地の中央であると言われている木のことである。ここから、中国では紫を神や仙人な

どと結びつけていたことがわかる。また、中国では前漢の武帝が紫を天帝の色として禁色にした。このよう

に、神と結び付けられたり、帝のみが身につけられる色となっていたため、紫に高貴なイメージが付いたと

考えられる。『そしてその中国の影響を受けた日本では、聖徳太子が設定した『冠位十二階』の中で一番

位の高い『徳』の帽子を紫色にし、紫を徳以上の身分の人間しか身につけることのできない色としたた

め、人々に高貴なイメージが付いたと考えられる。さらにイギリスでも王室を象徴する色に紫を用いていた

ため、高貴なイメージが付いていると考えられる。他にも、貝紫が使われた染め物は世界中で貴重なもの

だったため、世界中で紫色が高貴なものとして考えられるようになったと考えられる。このように昔にでき

た紫の高貴なイメージは現在まで続き、今も世界共通して紫には高貴なイメージがついていると考えられ

る。次に青色については、国際平和と安全維持を目的とする普遍的平和機構である国際連合の旗に自

由と平和を意味するものとして使われている。ここから、世界の共通認識として青色に自由と平和のイメー

ジがあると考えられる。また、ヨーロッパには『something blue』といって、花嫁が挙式の日になにか青いも

のを身につけると幸せになるという言い伝えもあり、ここからも青色に平和や幸福のイメージがあると考え

られる。さらにイギリス発祥で日本を含め世界に広がっている『オーラソーマ』というカラーセラピーの世界

では、青色は『大いなる意識の海』、『内なる静寂』、『平安の色』として捉えられており、青色に平和という

イメージがあると考えられる。ここから、青色は世界共通で自由や平和というイメージがあると考えられる。

６．結論

　「人体の構造」から見ると、人体の構造は人種や地域に関係しないため、そこから連想されるイメージも

同じになると考えられる。また「色そのものの仕組み」から見ると、色そのものの仕組みは物理的な現象で

あるため人種や地域によって変わることはないので、そこから連想されるイメージも同じになると考えられ

る。さらに「歴史的・国際的背景」から見ると、昔に各国でついたイメージが現代にも引き継がれていたり、

支配や貿易の関係によって共通のイメージが付いたり、国際的機関などが特定の色にイメージを付けて

用いることで世界共通となると考えられる。

　これらの考察から、色から連想するイメージが世界共通となる色がある理由は、「人体の構造」、「色その

ものの仕組み」、「歴史的・国際的背景」の３つすべてが理由となっていると考えられる。

　また、それぞれに関連性があるのか、他の観点は考えられないか今後考察したい。
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‭少‬‭年‬‭の‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭く‬‭家‬‭出‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬
‭――‬‭課‬‭題‬‭と‬‭実‬‭施‬‭す‬‭べ‬‭き‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭の‬‭提‬‭案‬‭――‬

‭1‬‭．‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭に‬
‭　‬‭本‬‭研‬‭究‬‭は‬‭，‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭背‬‭景‬‭と‬‭社‬‭会‬‭の‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭の‬‭特‬‭徴‬‭と‬‭課‬‭題‬‭を‬‭，‬
‭統‬‭計‬‭資‬‭料‬‭と‬‭先‬‭行‬‭資‬‭料‬‭を‬‭用‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭は‬‭，‬‭「犯‬‭人‬‭が‬‭電‬‭話‬‭や‬‭ハ‬‭ガ‬‭キ‬‭（封‬‭書）‬‭等‬‭で‬‭親‬‭族‬‭や‬‭公‬‭共‬‭機‬‭関‬‭の‬‭職‬‭員‬‭等‬‭を‬‭名‬‭乗っ‬‭て‬‭被‬‭害‬‭者‬
‭を‬‭信‬‭じ‬‭込‬‭ま‬‭せ、‬‭現‬‭金‬‭や‬‭キャッ‬‭シュ‬‭カー‬‭ド‬‭を‬‭だ‬‭ま‬‭し‬‭取っ‬‭た‬‭り、‬‭医‬‭療‬‭費‬‭の‬‭還‬‭付‬‭金‬‭が‬‭受‬‭け‬‭取‬‭れ‬‭る‬‭な‬‭ど‬‭と‬
‭言っ‬‭て‬‭ATM‬‭を‬‭操‬‭作‬‭さ‬‭せ、‬‭犯‬‭人‬‭の‬‭口‬‭座‬‭に‬‭送‬‭金‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭犯‬‭罪‬‭（現‬‭金‬‭等‬‭を‬‭脅‬‭し‬‭取‬‭る‬‭恐‬‭喝‬‭や‬‭隙‬‭を‬‭見‬‭て‬
‭キャッ‬‭シュ‬‭カー‬‭ド‬‭等‬‭を‬‭す‬‭り‬‭替‬‭え‬‭て‬‭盗‬‭み‬‭取‬‭る‬‭詐‬‭欺‬‭盗‬‭（窃‬‭盗）‬‭を‬‭含‬‭む。）‬‭の‬‭こ‬‭と」‬‭1‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬
‭少‬‭年‬‭と‬‭は‬‭，‬‭20‬‭歳‬‭に‬‭満‬‭た‬‭な‬‭い‬‭者‬‭を‬‭い‬‭う‬‭2‬‭。‬
‭　‬‭近‬‭年‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭で‬‭は‬‭，‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭の‬‭約‬‭2‬‭割‬‭を‬‭少‬‭年‬‭が‬‭占‬‭め‬‭て‬‭い‬‭る‬‭3‬‭。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭，‬‭全‬‭刑‬‭法‬‭犯‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬
‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭4‬‭よ‬‭り‬‭多‬‭い。‬‭そ‬‭れ‬‭を‬‭踏‬‭ま‬‭え‬‭本‬‭研‬‭究‬‭は‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭数‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭目‬‭的‬
‭と‬‭し‬‭た。‬‭現‬‭在‬‭の‬‭主‬‭な‬‭公‬‭的‬‭機‬‭関‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭対‬‭策‬‭は‬‭サ‬‭イ‬‭バー‬‭空‬‭間‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭も‬‭の‬‭が‬‭ほ‬‭と‬‭ん‬‭ど‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭対‬‭面‬‭で‬
‭の‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭へ‬‭の‬‭対‬‭策‬‭が‬‭不‬‭十‬‭分‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭5‬‭。‬‭よっ‬‭て‬‭，‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭，‬‭サ‬‭イ‬‭バー‬
‭空‬‭間‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭に‬‭着‬‭目‬‭し‬
‭て‬‭研‬‭究‬‭を‬‭行っ‬‭た。‬
‭　‬‭少‬‭年‬‭の‬‭非‬‭行‬‭に‬‭は‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭が‬‭関‬‭係‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭示‬‭し‬‭た‬‭資‬‭料‬‭や‬‭，‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭心‬‭境‬‭に‬‭関‬
‭す‬‭る‬‭考‬‭察‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭へ‬‭と‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭家‬‭出‬‭の‬‭要‬‭因‬‭の‬‭1‬‭つ‬‭に‬‭虐‬‭待‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬‭し‬
‭か‬‭し‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭を‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭は‬‭課‬‭題‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭起‬‭因‬‭と‬‭す‬‭る‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭へ‬
‭と‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭す‬‭る‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭を‬‭，‬‭社‬‭会‬‭の‬‭様々‬‭な‬‭場‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭実‬‭施‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬
‭た。‬‭そ‬‭の‬‭例‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭を‬‭対‬‭象‬‭と‬‭し‬‭た‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭の‬‭創‬‭設‬‭，‬‭学‬‭校‬‭等‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭非‬
‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭背‬‭景‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭理‬‭解‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭講‬‭演‬‭会‬‭の‬‭開‬‭催‬‭を‬‭提‬‭案‬‭し‬‭た。‬‭現‬‭在‬‭，‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭が‬
‭年々‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭踏‬‭ま‬‭え‬‭る‬‭と‬‭，‬‭こ‬‭の‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭は‬‭よ‬‭り‬‭一‬‭層‬‭必‬‭要‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬
‭　‬‭本‬‭稿‬‭の‬‭流‬‭れ‬‭は‬‭以‬‭下‬‭の‬‭通‬‭り‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭「‬‭2‬‭．‬‭少‬‭年‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭現‬‭状」‬‭で‬‭は‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭現‬‭状‬‭お‬‭よ‬
‭び‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭と‬‭少‬‭年‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬‭の‬‭現‬‭状‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭す‬
‭る‬‭対‬‭策‬‭の‬‭必‬‭要‬‭性‬‭を‬‭述‬‭べ‬‭た。‬‭「‬‭3‬‭．‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭と‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭経‬‭験‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係」‬‭で‬‭は‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭少‬‭年‬‭の‬‭心‬
‭理‬‭状‬‭態‬‭を‬‭考‬‭察‬‭し‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭約‬‭7‬‭割‬‭が‬‭虐‬‭待‬‭被‬‭害‬‭に‬‭遭っ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭デー‬‭タ‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭危‬‭険‬‭回‬‭避‬‭の‬‭た‬‭め‬
‭に‬‭家‬‭出‬‭を‬‭行‬‭う‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭「‬‭4‬‭．‬‭家‬‭出‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭小‬‭集‬‭団‬‭と‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係」‬‭で‬‭は‬‭，‬‭特‬‭殊‬
‭詐‬‭欺‬‭と‬‭い‬‭う‬‭犯‬‭罪‬‭の‬‭性‬‭質‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭小‬‭集‬‭団‬‭と‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬‭　‬‭　‬
‭「‬‭5‬‭．‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭現‬‭状‬‭と‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ」‬‭で‬‭は‬‭，‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭現‬‭状‬‭か‬‭ら‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭の‬‭解‬‭決‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭こ‬‭と‬
‭を‬‭示‬‭し‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭数‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭た‬‭め‬‭に‬‭は‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭家‬‭出‬‭に‬‭至っ‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭少‬
‭年‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭適‬‭切‬‭な‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭を‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭重‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬‭「‬‭6‬‭．‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭課‬‭題」‬‭で‬
‭は‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭に‬‭は‬‭時‬‭間‬‭が‬‭か‬‭か‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭に‬‭も‬‭課‬‭題‬‭が‬‭残‬‭る‬‭が‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭対‬‭応‬‭を‬‭支‬‭援‬
‭団‬‭体‬‭の‬‭み‬‭に‬‭依‬‭存‬‭す‬‭べ‬‭き‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭述‬‭べ‬‭た。‬‭そ‬‭の‬‭上‬‭で‬‭，‬‭「‬‭7‬‭．‬‭結‬‭論」‬‭で‬‭は‬‭，‬‭対‬‭応‬‭を‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭の‬
‭み‬‭に‬‭依‬‭存‬‭し‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め‬‭，‬‭社‬‭会‬‭の‬‭様々‬‭な‬‭場‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭の‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭結‬‭論‬‭づ‬‭け‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭例‬‭を‬‭提‬
‭案‬‭し‬‭た。‬

‭5‬ ‭警‬‭視‬‭庁‬‭ホー‬‭ム‬‭ペー‬‭ジ.‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭根‬‭絶‬‭ア‬‭ク‬‭ショ‬‭ン‬‭プ‬‭ロ‬‭グ‬‭ラ‬‭ム・‬‭東‬‭京.‬‭；‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭（振‬‭り‬‭込‬‭め‬‭詐‬‭欺）‬‭に‬‭つ‬‭い‬
‭て.‬‭；‬‭警‬‭視‬‭庁.‬‭SNS‬‭で‬‭実‬‭行‬‭犯‬‭を‬‭募‬‭集‬‭す‬‭る‬‭手‬‭口‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭強‬‭盗‬‭や‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭事‬‭案‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭緊‬‭急‬‭対‬‭策‬‭プ‬‭ラ‬‭ン.‬‭　‬‭　‬‭　‬
‭（‬‭2024−7−16‬‭閲‬‭覧）‬

‭4‬ ‭警‬‭視‬‭庁‬‭生‬‭活‬‭安‬‭全‬‭部‬‭少‬‭年‬‭育‬‭成‬‭課.‬‭令‬‭和‬‭5‬‭年‬‭中‬‭少‬‭年‬‭育‬‭成‬‭活‬‭動‬‭の‬‭概‬‭況.‬‭2024,p.10‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭2020‬‭年‬‭以‬‭降‬‭は‬‭微‬‭増‬
‭傾‬‭向‬‭で‬‭約‬‭13‬‭％〜‬‭14.5‬‭％‬‭で‬‭推‬‭移‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭も‬‭の‬‭の‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭よ‬‭り‬‭少‬‭な‬
‭い。‬

‭3‬ ‭警‬‭察‬‭庁.‬‭2019‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭認‬‭知・‬‭検‬‭挙‬‭状‬‭況‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て.‬
‭2‬ ‭e-Gov‬‭法‬‭令‬‭検‬‭索.‬‭昭‬‭和‬‭二‬‭十‬‭三‬‭年‬‭法‬‭律‬‭第‬‭百‬‭六‬‭十‬‭八‬‭号‬‭少‬‭年‬‭法.‬‭（‬‭2024−7−16‬‭閲‬‭覧）‬
‭1‬ ‭警‬‭視‬‭庁‬‭ホー‬‭ム‬‭ペー‬‭ジ.‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭は.‬‭（‬‭2024−7−16‬‭閲‬‭覧）‬



‭2‬‭．‬‭少‬‭年‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭現‬‭状‬
‭2−1.‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬
‭　‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭，‬‭2023‬‭年‬‭で‬‭は‬‭431‬‭人‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭割‬‭合‬‭は‬‭17.6‬‭％‬
‭に‬‭の‬‭ぼ‬‭る。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭受‬‭け‬‭子‬‭の‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は‬‭19.6‬‭％‬‭と‬‭，‬‭受‬‭け‬‭子‬‭の‬‭5‬‭人‬‭に‬‭1‬‭人‬‭が‬‭少‬
‭年‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭6‬‭。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭首‬‭謀‬‭者‬‭に‬‭末‬‭端‬‭役‬‭と‬‭し‬‭て‬‭使‬‭い‬‭捨‬‭て‬‭に‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭人‬‭員‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭　‬
‭が‬‭，‬‭最‬‭終‬‭的‬‭に‬‭首‬‭謀‬‭者‬‭が‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭を‬‭起‬‭こ‬‭し‬‭に‬‭く‬‭く‬‭な‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬
‭　‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭は‬‭緩‬‭や‬‭か‬‭に‬‭減‬‭少‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬‭る‬‭（図‬‭1‬‭）‬‭7‬‭。‬‭し‬‭か‬‭し‬‭，‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬
‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は‬‭わ‬‭ず‬‭か‬‭に‬‭減‬‭少‬‭し‬‭て‬‭は‬‭い‬‭る‬‭も‬‭の‬‭の‬‭17‬‭〜‬‭21‬‭％‬‭で‬‭推‬‭移‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭ほ‬‭ぼ‬‭横‬‭ば‬‭い‬‭で‬‭あ‬
‭る‬‭（図‬‭2‬‭）‬‭8‬‭。‬
‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭刑‬‭法‬‭犯‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙・‬‭補‬‭導‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭で‬‭の‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は‬‭，‬‭2023‬‭年‬
‭に‬‭は‬‭減‬‭少‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭の‬‭，‬‭2014‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2018‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭は‬‭増‬‭加‬‭，‬‭そ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭2022‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭は‬‭横‬‭ば‬‭い‬‭の‬‭傾‬‭向‬
‭が‬‭続‬‭い‬‭て‬‭い‬‭た‬‭（図‬‭3‬‭）‬‭9‬‭。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭が‬‭減‬‭少‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭は‬‭いっ‬‭て‬‭も‬‭，‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭や‬
‭刑‬‭法‬‭犯‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙・‬‭補‬‭導‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭自‬‭体‬‭が‬‭減っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭わ‬‭け‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭依‬‭然‬‭と‬‭し‬‭て‬‭状‬
‭況‬‭改‬‭善‬‭に‬‭は‬‭至っ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬‭る。‬

‭（図‬‭1‬‭）‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭と‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭の‬‭推‬‭移‬

‭9‬ ‭警‬‭察‬‭庁.‬‭2019‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭認‬‭知・‬‭検‬‭挙‬‭状‬‭況‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て.‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭警‬‭視‬‭庁‬‭生‬‭活‬‭安‬‭全‬‭部‬‭少‬‭年‬
‭育‬‭成‬‭課.‬‭令‬‭和‬‭5‬‭年‬‭中‬‭少‬‭年‬‭育‬‭成‬‭活‬‭動‬‭の‬‭概‬‭況.‬‭2024,p.4‬‭よ‬‭り‬‭筆‬‭者‬‭作‬‭成。‬

‭8‬ ‭脚‬‭注‬‭7‬‭参‬‭照。‬

‭7‬ ‭警‬‭察‬‭庁.‬‭2019‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭認‬‭知・‬‭検‬‭挙‬‭状‬‭況‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て.‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭警‬‭察‬‭庁‬‭生‬‭活‬‭安‬‭全‬‭局‬‭人‬‭身‬
‭安‬‭全・‬‭少‬‭年‬‭課.‬‭令‬‭和‬‭４‬‭年‬‭中‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭補‬‭導‬‭及‬‭び‬‭保‬‭護‬‭の‬‭概‬‭況.‬‭2023,p.8‬‭よ‬‭り‬‭筆‬‭者‬‭作‬‭成。‬

‭6‬ ‭警‬‭察‬‭庁.‬‭令‬‭和‬‭5‬‭年‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭認‬‭知・‬‭検‬‭挙‬‭状‬‭況‬‭等‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭（暫‬‭定‬‭値‬‭版）.‬‭2024,pp.5−6‬



‭（図‬‭2‬‭）‬‭総‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭の‬‭推‬‭移‬

‭（図‬‭3‬‭）‬‭刑‬‭法‬‭犯‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙・‬‭補‬‭導‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭で‬‭の‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭の‬‭割‬‭合‬‭の‬‭推‬‭移‬



‭2−2.‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭加‬‭担‬‭の‬‭端‬‭緒‬‭と‬‭現‬‭行‬‭の‬‭対‬‭策‬
‭　‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭関‬‭与‬‭し‬‭た‬‭少‬‭年‬‭の‬‭事‬‭件‬‭関‬‭与‬‭の‬‭端‬‭緒‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭，‬‭2020‬‭年‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭，‬‭「友‬‭人・‬‭知‬‭人‬‭か‬‭ら‬‭の‬
‭勧‬‭誘」‬‭が‬‭約‬‭4‬‭割‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭「不‬‭良‬‭集‬‭団‬‭関‬‭係‬‭者‬‭や‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭勧‬‭誘」‬‭は‬‭22‬‭％‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭不‬‭良‬
‭集‬‭団‬‭や‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬‭が‬‭以‬‭前‬‭よ‬‭り‬‭強‬‭まっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭傾‬‭向‬‭も‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭10‬‭。‬
‭　‬‭実‬‭際‬‭に‬‭，‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭朝‬‭日‬‭社‬‭会‬‭部‬‭の‬‭阿‬‭部‬‭佳‬‭南‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭トー‬‭横‬‭11‬‭に‬‭以‬‭前‬‭よ‬‭り‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭の‬‭姿‬‭が‬‭増‬‭え‬‭て‬
‭い‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭変‬‭化‬‭が‬‭み‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬‭組‬‭員‬‭は‬‭警‬‭察‬‭の‬‭未‬‭成‬‭年‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭一‬‭斉‬‭補‬‭導‬‭の‬‭際‬‭に‬‭未‬‭成‬‭年‬‭へ‬‭の‬‭庇‬‭護‬‭や‬‭逃‬‭亡‬
‭の‬‭手‬‭助‬‭け‬‭を‬‭行‬‭う‬‭な‬‭ど‬‭，‬‭未‬‭成‬‭年‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭恩‬‭を‬‭売‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭行‬‭為‬‭が‬‭み‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭目‬‭的‬‭は‬‭「トー‬‭横‬‭キッ‬
‭ズ」‬‭12‬‭と‬‭呼‬‭ば‬‭れ‬‭る‬‭未‬‭成‬‭年‬‭の‬‭中‬‭で‬‭の‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭の‬‭存‬‭在‬‭感‬‭を‬‭高‬‭め‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭トー‬‭横‬‭キッ‬‭ズ‬‭と‬‭の‬‭「緩‬‭い‬‭繋‬
‭が‬‭り」‬‭や‬‭匿‬‭名・‬‭流‬‭動‬‭型‬‭犯‬‭罪‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭を‬‭形‬‭成‬‭し‬‭，‬‭最‬‭終‬‭的‬‭に‬‭彼‬‭ら‬‭を‬‭金‬‭儲‬‭け‬‭や‬‭犯‬‭罪‬‭に‬‭利‬‭用‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬
‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭は‬‭関‬‭係‬‭性‬‭が‬‭希‬‭薄‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬‭1‬‭人‬‭を‬‭逮‬‭捕‬
‭し‬‭て‬‭も‬‭全‬‭容‬‭解‬‭明‬‭が‬‭困‬‭難‬‭と‬‭な‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭犯‬‭罪‬‭組‬‭織‬‭は‬‭犯‬‭行‬‭に‬‭及‬‭ぶ‬‭た‬‭び‬‭に‬‭トー‬‭横‬‭キッ‬‭ズ‬‭を‬‭招‬‭集‬‭し‬‭，‬
‭利‬‭用‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭現‬‭時‬‭点‬‭で‬‭は‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭が‬‭少‬‭年‬‭を‬‭巻‬‭き‬‭込‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭る‬‭具‬‭体‬‭的‬‭事‬‭例‬
‭は‬‭み‬‭ら‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭が‬‭，‬‭風‬‭俗‬‭店‬‭勤‬‭務‬‭や‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭末‬‭端‬‭役‬‭を‬‭担‬‭わ‬‭せ‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭は‬‭十‬‭分‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬
‭る。‬‭対‬‭策‬‭と‬‭し‬‭て‬‭トー‬‭横‬‭に‬‭は‬‭新‬‭宿‬‭区‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭柵‬‭が‬‭設‬‭置‬‭さ‬‭れ‬‭居‬‭座‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が‬‭，‬‭トー‬‭横‬
‭キッ‬‭ズ‬‭ら‬‭は‬‭規‬‭制‬‭の‬‭緩‬‭い‬‭場‬‭所‬‭に‬‭散‬‭ら‬‭ばっ‬‭て‬‭お‬‭り‬‭封‬‭鎖‬‭は‬‭成‬‭功‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭13‬‭。‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭，‬‭現‬‭在‬‭既‬‭に‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭と‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭の‬‭間‬‭で‬‭の‬‭関‬‭係‬‭性‬‭が‬‭で‬‭き‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭状‬‭況‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬‭早‬
‭急‬‭な‬‭対‬‭策‬‭が‬‭求‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭現‬‭行‬‭の‬‭警‬‭視‬‭庁‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭対‬‭策‬‭と‬‭し‬‭て‬‭は‬‭，‬‭被‬‭害‬‭者‬‭と‬‭な‬‭る‬‭高‬‭齢‬‭者‬‭へ‬‭の‬‭注‬‭意‬‭喚‬‭起‬‭，‬‭SNS‬‭等‬‭の‬‭サ‬
‭イ‬‭バー‬‭空‬‭間‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭闇‬‭バ‬‭イ‬‭ト‬‭等‬‭の‬‭情‬‭報‬‭の‬‭削‬‭除‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭14‬‭。‬
‭　‬‭少‬‭年‬‭の‬‭友‬‭人・‬‭知‬‭人‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭勧‬‭誘‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭へ‬‭の‬‭加‬‭担‬‭も‬‭端‬‭緒‬‭の‬‭4‬‭割‬‭を‬‭占‬‭め‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭不‬‭良‬‭集‬‭団‬‭関‬
‭係‬‭者‬‭や‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭と‬‭の‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭加‬‭担‬‭も‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭に‬‭も‬‭関‬‭わ‬‭ら‬‭ず‬‭，‬‭少‬‭年‬‭と‬‭そ‬‭れ‬‭ら‬‭と‬‭の‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭を‬‭断‬
‭ち‬‭切‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭特‬‭化‬‭し‬‭た‬‭対‬‭策‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭現‬‭状‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭そ‬‭れ‬‭を‬‭踏‬‭ま‬‭え‬‭筆‬‭者‬‭は‬‭，‬‭SNS‬‭以‬‭外‬‭の‬‭入‬‭口‬
‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬
‭　‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭以‬‭下‬‭に‬‭示‬‭す‬‭理‬‭由‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭少‬‭年‬‭が‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭防‬‭ぐ‬‭に‬‭は‬‭，‬‭社‬‭会‬‭全‬‭体‬‭と‬‭し‬
‭て‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭起‬‭因‬‭と‬‭す‬‭る‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭す‬‭る‬‭対‬‭策‬‭を‬‭実‬‭施‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬
‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬

‭3‬‭．‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭と‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭経‬‭験‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬
‭3−1.‬‭マ‬‭ズ‬‭ロー‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭の‬‭階‬‭層‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭く‬‭家‬‭出‬‭を‬‭す‬‭る‬‭心‬‭理‬
‭　‬‭ま‬‭ず‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭の‬‭背‬‭景‬‭に‬‭は‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭経‬‭験‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭　‬‭ア‬‭メ‬‭リ‬‭カ‬‭の‬‭心‬‭理‬‭学‬‭者‬‭マ‬‭ズ‬‭ロー‬‭は‬‭，‬‭人‬‭間‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭を‬‭，‬‭欲‬‭求‬‭の‬‭階‬‭層‬‭を‬‭用‬‭い‬‭て‬‭理‬‭論‬‭化‬‭し‬‭た‬‭（図‬‭4‬‭）‬‭15‬‭。‬‭そ‬
‭の‬‭う‬‭ち‬‭第‬‭2‬‭階‬‭層‬‭の‬‭安‬‭全‬‭欲‬‭求‬‭と‬‭は‬‭，‬‭不‬‭安・‬‭恐‬‭怖‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭自‬‭由‬‭を‬‭求‬‭め‬‭る‬‭欲‬‭求‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭一‬‭般‬‭的‬‭に‬‭大‬‭人‬‭は‬‭こ‬
‭の‬‭反‬‭応‬‭を‬‭抑‬‭制‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭理‬‭解‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が‬‭，‬‭幼‬‭児‬‭は‬‭脅‬‭威‬‭や‬‭危‬‭険‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭反‬‭応‬‭を‬‭抑‬‭制‬‭し‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め‬‭，‬‭こ‬
‭の‬‭欲‬‭求‬‭が‬‭はっ‬‭き‬‭り‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭16‬‭。‬‭こ‬‭れ‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭低‬‭次‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭ほ‬‭ど‬‭優‬‭先‬‭順‬‭位‬‭が‬‭高‬‭い‬‭た‬‭め‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭受‬‭け‬‭て‬‭い‬
‭る‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭を‬‭満‬‭た‬‭そ‬‭う‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭し‬‭て‬‭家‬‭庭‬‭以‬‭外‬‭に‬‭居‬‭場‬‭所‬‭を‬‭求‬‭め‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬
‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬

‭16‬ ‭松‬‭井‬‭剛.‬‭マ‬‭ズ‬‭ロー‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭階‬‭層‬‭理‬‭論‬‭と‬‭マー‬‭ケ‬‭ティ‬‭ン‬‭グ・‬‭コ‬‭ン‬‭セ‬‭プ‬‭ト.‬‭1987,p.3‬

‭15‬ ‭浜‬‭島‬‭書‬‭店‬‭編‬‭集‬‭部.‬‭最‬‭新‬‭図‬‭説‬‭公‬‭共.‬‭株‬‭式‬‭会‬‭社‬‭浜‬‭島‬‭書‬‭店‬‭　‬‭代‬‭表‬‭者‬‭　‬‭浜‬‭島‬‭晃,‬‭2022,p.23‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭図‬‭は‬‭筆‬‭者‬‭作‬
‭成。‬

‭14‬ ‭脚‬‭注‬‭5‬‭参‬‭照。‬

‭13‬ ‭ABEMA‬‭TIMES.‬‭な‬‭ぜ‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭は‬‭トー‬‭横‬‭キッ‬‭ズ‬‭を‬‭庇‬‭う‬‭の‬‭か？‬‭「ハ‬‭ウ‬‭ル」‬‭「トー‬‭横‬‭の‬‭帝‬‭王」‬‭に‬‭な‬‭り‬‭変‬‭わ‬
‭る‬‭た‬‭め？‬‭…‬‭記‬‭者‬‭が‬‭た‬‭ど‬‭り‬‭着‬‭い‬‭た‬‭“真‬‭相”.‬‭2024.‬

‭12‬ ‭「トー‬‭横‬‭キッ‬‭ズ」‬‭と‬‭は‬‭，‬‭トー‬‭横‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭若‬‭者‬‭を‬‭指‬‭す。‬
‭11‬ ‭「トー‬‭横」‬‭と‬‭は‬‭，‬‭新‬‭宿‬‭歌‬‭舞‬‭伎‬‭町‬‭の‬‭複‬‭合‬‭商‬‭業‬‭施‬‭設‬‭「新‬‭宿‬‭東‬‭宝‬‭ビ‬‭ル」‬‭周‬‭辺‬‭の‬‭広‬‭場‬‭を‬‭指‬‭す。‬

‭10‬ ‭法‬‭務‬‭省‬‭法‬‭務‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所.‬‭研‬‭究‬‭部‬‭報‬‭告‬‭64‬‭　‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭事‬‭犯‬‭者‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭研‬‭究.‬‭2023,p.34‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬
‭関‬‭与‬‭し‬‭た‬‭全‬‭国‬‭の‬‭少‬‭年‬‭院‬‭在‬‭院‬‭者‬‭を‬‭対‬‭象‬‭に‬‭2017‬‭年‬‭に‬‭東‬‭京‬‭矯‬‭正‬‭管‬‭区‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭実‬‭施‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭調‬‭査‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭く‬‭形‬‭で‬‭，‬
‭2020‬‭年‬‭に‬‭も‬‭調‬‭査‬‭が‬‭実‬‭施‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭17‬‭年‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭，‬‭「友‬‭人・‬‭知‬‭人‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭勧‬‭誘」‬‭が‬‭6‬‭割‬‭で‬‭，‬‭「不‬‭良‬‭集‬‭団‬‭関‬‭係‬
‭者‬‭や‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭勧‬‭誘」‬‭は‬‭14‬‭％‬‭で‬‭あっ‬‭た。‬



‭（図‬‭4‬‭）‬‭マ‬‭ズ‬‭ロー‬‭の‬‭欲‬‭求‬‭の‬‭階‬‭層‬‭理‬‭論‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭く‬‭ピ‬‭ラ‬‭ミッ‬‭ド‬

‭　‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭か‬‭ら‬‭同‬‭じ‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭境‬‭遇‬‭の‬‭者‬‭が‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭小‬‭集‬‭団‬‭が‬‭形‬‭成‬‭さ‬‭れ‬‭，‬‭非‬‭行‬‭や‬‭犯‬‭罪‬‭に‬‭至っ‬‭て‬‭い‬‭た‬
‭ケー‬‭ス‬‭が‬‭散‬‭見‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭17‬‭。‬‭虐‬‭待‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭危‬‭険‬‭を‬‭回‬‭避‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭，‬‭マ‬‭ズ‬‭ロー‬‭が‬‭理‬
‭論‬‭化‬‭し‬‭た‬‭欲‬‭求‬‭の‬‭階‬‭層‬‭を‬‭具‬‭現‬‭化‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭と‬‭し‬‭て‬‭説‬‭明‬‭で‬‭き‬‭る。‬

‭3−2.‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬
‭　‬‭全‬‭国‬‭の‬‭少‬‭年‬‭院‬‭中‬‭間‬‭期‬‭教‬‭育‬‭課‬‭程‬‭に‬‭在‬‭籍‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭全‬‭少‬‭年‬‭の‬‭70.5‬‭％‬‭の‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭は‬‭家‬‭庭‬‭内‬‭と‬‭家‬‭庭‬‭外‬‭の‬‭両‬
‭方‬‭で‬‭被‬‭害‬‭を‬‭受‬‭け‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭9‬‭歳‬‭以‬‭上‬‭で‬‭は‬‭被‬‭虐‬‭待‬‭児‬‭の‬‭2‬‭割‬‭近‬‭く‬‭に‬‭非‬‭行‬‭が‬‭み‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭示‬‭さ‬
‭れ‬‭た‬‭と‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭，‬‭「出‬‭て‬‭い‬‭け」‬‭等‬‭の‬‭暴‬‭言‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭そ‬‭れ‬‭が‬‭家‬‭出‬‭に‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭く‬‭可‬‭能‬‭性‬
‭が‬‭指‬‭摘‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭18‬‭。‬‭こ‬‭こ‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭背‬‭景‬‭に‬‭は‬‭，‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭を‬‭有‬‭す‬‭る‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬
‭る。‬
‭　‬‭家‬‭出‬‭は‬‭，‬‭被‬‭虐‬‭経‬‭験‬‭か‬‭ら‬‭同‬‭じ‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭境‬‭遇‬‭の‬‭者‬‭が‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭小‬‭集‬‭団‬‭を‬‭形‬‭成‬‭す‬‭る‬‭一‬‭因‬‭に‬‭な‬‭る。‬‭実‬‭際‬‭に‬‭，‬‭困‬
‭難‬‭な‬‭状‬‭態‬‭に‬‭陥っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭10‬‭代‬‭の‬‭若‬‭者‬‭の‬‭支‬‭援‬‭に‬‭取‬‭り‬‭組‬‭む‬‭認‬‭定‬‭NPO‬‭法‬‭人‬‭D×P‬‭が‬‭2024‬‭年‬‭に‬‭開‬‭い‬‭た‬‭記‬‭者‬‭会‬
‭見‬‭で‬‭，‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭19‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭若‬‭者‬‭ら‬‭を‬‭同‬‭法‬‭人‬‭が‬‭調‬‭査‬‭し‬‭た‬‭と‬‭こ‬‭ろ‬‭，‬‭全‬‭体‬‭の‬‭6‬‭割‬‭が‬‭「家‬‭庭‬‭内‬‭で‬‭の‬‭暴‬‭力‬‭や‬
‭虐‬‭待‬‭が‬‭あっ‬‭た」‬‭と‬‭供‬‭述‬‭し‬‭た‬‭と‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭20‬‭。‬

‭4‬‭．‬‭家‬‭出‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭小‬‭集‬‭団‬‭と‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬
‭4−1.‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭首‬‭謀‬‭者‬‭が‬‭集‬‭団‬‭を‬‭標‬‭的‬‭と‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭理‬‭由‬
‭　‬‭「特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭は、‬‭そ‬‭の‬‭他‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭比‬‭べ‬‭て‬‭共‬‭犯‬‭者‬‭率‬‭に‬‭有‬‭意‬‭な‬‭差‬‭が‬‭あ‬‭り、‬‭多‬‭人‬‭数‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭共‬‭犯‬‭事‬‭件‬‭の‬‭構‬‭成‬
‭比‬‭が‬‭高‬‭い‬‭傾‬‭向‬‭が‬‭認‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬‭……‬‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭令‬‭和‬‭3‬‭年‬‭の‬‭刑‬‭法‬‭犯・‬‭特‬‭別‬‭法‬‭犯‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭暴‬‭力‬
‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭の‬‭割‬‭合‬‭が‬‭5.0‬‭％‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭一‬‭方、‬‭同‬‭年‬‭の‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭の‬‭割‬
‭合‬‭は‬‭13.6‬‭％‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭こ‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭主‬‭犯‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭に‬‭占‬‭め‬‭る‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭の‬‭割‬‭合‬‭が‬‭39.5‬‭％‬‭で‬‭あ‬‭る」‬‭こ‬
‭と‬‭が‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭21‬‭。‬
‭　‬‭し‬‭た‬‭がっ‬‭て‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭首‬‭謀‬‭者‬‭は‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭集‬‭団‬‭で‬‭い‬‭る‬‭人々‬‭を‬‭標‬‭的‬‭に‬‭し‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭犯‬‭罪‬‭者‬‭グ‬
‭ルー‬‭プ‬‭の‬‭一‬‭員‬‭と‬‭し‬‭て‬‭利‬‭用‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬‭複‬‭数‬‭人‬‭を‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭さ‬‭せ‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭よっ‬
‭て‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭家‬‭出‬‭を‬‭行‬‭い‬‭集‬‭団‬‭を‬‭形‬‭成‬‭す‬‭る‬‭と‬‭，‬‭他‬‭の‬‭犯‬‭罪‬‭と‬‭比‬‭べ‬‭，‬‭よ‬‭り‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭さ‬‭せ‬‭ら‬‭れ‬‭や‬‭す‬
‭く‬‭な‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬
‭　‬

‭21‬ ‭法‬‭務‬‭省‬‭法‬‭務‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所.‬‭研‬‭究‬‭部‬‭報‬‭告‬‭64‬‭　‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭事‬‭犯‬‭者‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭研‬‭究.‬‭2023,p.110‬

‭20‬ ‭読‬‭売‬‭新‬‭聞‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン.‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭に‬‭若‬‭者‬‭な‬‭ぜ‬‭集‬‭う‬‭…‬‭家‬‭庭‬‭内‬‭で‬‭暴‬‭力‬‭や‬‭虐‬‭待‬‭「家‬‭が‬‭安‬‭心‬‭安‬‭全‬‭な‬‭場‬‭所‬‭で‬‭は‬‭な‬
‭い」.‬‭2024.‬

‭19‬ ‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭と‬‭は‬‭，‬‭大‬‭阪‬‭の‬‭繁‬‭華‬‭街‬‭の‬‭1‬‭つ‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭ミ‬‭ナ‬‭ミ‬‭の‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭コ‬‭看‬‭板‬‭下‬‭の‬‭通‬‭称‬‭を‬‭指‬‭す。‬
‭18‬ ‭安‬‭部‬‭計‬‭彦.‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭虐‬‭待‬‭と‬‭非‬‭行‬‭の‬‭関‬‭係.‬‭2018,28p.‬
‭17‬ ‭廣‬‭末‬‭登.‬‭闇‬‭バ‬‭イ‬‭ト‬‭――‬‭凶‬‭悪‬‭化‬‭す‬‭る‬‭若‬‭者‬‭の‬‭リ‬‭ア‬‭ル.‬‭祥‬‭伝‬‭社,‬‭2023,p.190‬



‭4−2.‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭と‬‭少‬‭年‬‭と‬‭の‬‭関‬‭係‬
‭　‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭誘‬‭い‬‭が‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭加‬‭担‬‭の‬‭端‬‭緒‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭答‬‭え‬‭た‬‭少‬‭年‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭　‬
‭が‬‭，‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭は‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭少‬‭年‬‭の‬‭方‬‭が‬‭多‬‭い‬‭と‬‭い‬‭う‬‭結‬‭果‬‭か‬‭ら‬‭は‬‭，‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭は‬‭あ‬‭く‬
‭ま‬‭で‬‭組‬‭織‬‭の‬‭中‬‭枢‬‭部‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭に‬‭声‬‭を‬‭か‬‭け‬‭て‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭末‬‭端‬‭役‬‭を‬‭担‬‭わ‬‭せ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬
‭（図‬‭5‬‭）‬‭22‬‭。‬

‭（図‬‭5‬‭）‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭と‬‭少‬‭年‬‭の‬‭検‬‭挙‬‭人‬‭員‬‭の‬‭推‬‭移‬

‭　‬‭廣‬‭末‬‭（‬‭2023‬‭）‬‭が‬‭10‬‭年‬‭程‬‭度‬‭半‬‭グ‬‭レ‬‭を‬‭経‬‭験‬‭し‬‭た‬‭人‬‭物‬‭へ‬‭取‬‭材‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭と‬‭こ‬‭ろ‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭等‬‭を‬‭行‬‭う‬‭半‬
‭グ‬‭レ‬‭は‬‭地‬‭縁‬‭的‬‭な‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭の‬‭延‬‭長‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭かっ‬‭た‬‭23‬‭。‬‭つ‬‭ま‬‭り‬‭，‬‭地‬‭縁‬‭的‬‭な‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭の‬‭延‬‭長‬‭と‬
‭い‬‭う‬‭の‬‭は‬‭，‬‭非‬‭行‬‭の‬‭頃‬‭の‬‭先‬‭輩・‬‭後‬‭輩‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭犯‬‭罪‬‭者‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭の‬‭一‬‭員‬‭と‬‭な‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭意‬‭味‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭察‬
‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭廣‬‭末‬‭（‬‭2023‬‭）‬‭は‬‭薬‬‭物‬‭を‬‭扱‬‭う‬‭売‬‭人‬‭の‬‭元‬‭締‬‭め‬‭や‬‭先‬‭輩‬‭か‬‭ら‬‭闇‬‭バ‬‭イ‬‭ト‬‭へ‬‭勧‬‭誘‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭ら‬‭，‬
‭少‬‭年‬‭は‬‭無‬‭下‬‭に‬‭断‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭と‬‭思‬‭う‬‭と‬‭述‬‭べ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭24‬‭。‬
‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭2007‬‭年‬‭9‬‭月‬‭か‬‭ら‬‭2009‬‭年‬‭9‬‭月‬‭の‬‭間‬‭に‬‭実‬‭施‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭深‬‭夜‬‭の‬‭街‬‭頭・‬‭公‬‭園‬‭に‬‭い‬‭る‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭へ‬‭の‬‭調‬‭査‬
‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭マ‬‭リ‬‭ファ‬‭ナ‬‭等‬‭の‬‭薬‬‭物‬‭の‬‭使‬‭用‬‭経‬‭験‬‭が‬‭認‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭少‬‭年‬‭や‬‭，‬‭大‬‭手‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭と‬‭の‬‭関‬‭わ‬‭り‬‭を‬‭もっ‬‭て‬
‭い‬‭る‬‭少‬‭年‬‭が‬‭お‬‭り‬‭，‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭は‬‭組‬‭織‬‭の‬‭維‬‭持・‬‭拡‬‭大‬‭と‬‭構‬‭成‬‭員‬‭確‬‭保‬‭の‬‭た‬‭め‬‭に‬‭，‬‭深‬‭夜‬‭徘‬‭徊‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭虞‬‭犯‬‭傾‬‭向‬‭を‬
‭示‬‭す‬‭少‬‭年‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭真っ‬‭先‬‭に‬‭加‬‭担‬‭さ‬‭せ‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭25‬‭。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭が‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬
‭員‬‭等‬‭と‬‭関‬‭係‬‭が‬‭深‬‭い‬‭と‬‭す‬‭る‬‭法‬‭務‬‭省‬‭法‬‭務‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所‬‭（‬‭2023‬‭）‬‭の‬‭研‬‭究‬‭と‬‭も‬‭合‬‭致‬‭す‬‭る。‬

‭25‬ ‭田‬‭中‬‭勤.‬‭深‬‭夜‬‭の‬‭繁‬‭華‬‭街‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭虞‬‭犯‬‭少‬‭年‬‭の‬‭社‬‭会‬‭医‬‭学‬‭的‬‭研‬‭究.‬‭2010,10p.‬

‭24‬ ‭廣‬‭末‬‭登.‬‭闇‬‭バ‬‭イ‬‭ト‬‭――‬‭凶‬‭悪‬‭化‬‭す‬‭る‬‭若‬‭者‬‭の‬‭リ‬‭ア‬‭ル.‬‭祥‬‭伝‬‭社,‬‭2023,p.191‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭読‬‭売‬‭新‬‭聞‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン.‬
‭「トー‬‭横」‬‭の‬‭少‬‭年‬‭連‬‭れ‬‭去っ‬‭た‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員、‬‭自‬‭宅‬‭に‬‭押‬‭し‬‭か‬‭け‬‭親‬‭に‬‭「金‬‭を‬‭払‬‭わ‬‭な‬‭い‬‭と‬‭命‬‭の‬‭保‬‭証‬‭は‬‭な‬‭い」.‬
‭2023.‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭少‬‭年‬‭と‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭と‬‭の‬‭間‬‭の‬‭違‬‭法‬‭薬‬‭物‬‭を‬‭巡‬‭る‬‭ト‬‭ラ‬‭ブ‬‭ル‬‭の‬‭一‬‭例‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭歌‬‭舞‬‭伎‬‭町‬‭の‬
‭路‬‭上‬‭で‬‭男‬‭子‬‭高‬‭校‬‭生‬‭を‬‭連‬‭れ‬‭去‬‭り‬‭ス‬‭パ‬‭ナ‬‭で‬‭頭‬‭を‬‭殴‬‭る‬‭な‬‭ど‬‭し‬‭て‬‭重‬‭傷‬‭を‬‭負‬‭わ‬‭せ‬‭た‬‭上‬‭，‬‭母‬‭親‬‭を‬‭脅‬‭し‬‭現‬‭金‬‭20‬‭万‬‭円‬‭を‬
‭受‬‭け‬‭取‬‭る‬‭な‬‭ど‬‭し‬‭た‬‭疑‬‭い‬‭で‬‭，‬‭住‬‭吉‬‭会‬‭系‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭の‬‭男‬‭ら‬‭4‬‭人‬‭が‬‭逮‬‭捕‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭事‬‭件‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭23‬ ‭廣‬‭末‬‭登.‬‭闇‬‭バ‬‭イ‬‭ト‬‭――‬‭凶‬‭悪‬‭化‬‭す‬‭る‬‭若‬‭者‬‭の‬‭リ‬‭ア‬‭ル.‬‭祥‬‭伝‬‭社,‬‭2023,p.32‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭p.95‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭廣‬‭末‬‭は‬‭「半‬‭グ‬
‭レ」‬‭を‬‭，‬‭「コ‬‭ロ‬‭ナ‬‭禍‬‭を‬‭経‬‭験‬‭し‬‭た‬‭昨‬‭今‬‭で‬‭は、‬‭暴‬‭走‬‭族‬‭や‬‭グ‬‭レ‬‭ン‬‭隊‬‭上‬‭が‬‭り‬‭の‬‭非‬‭行‬‭青‬‭少‬‭年‬‭に‬‭加‬‭え‬‭て、‬‭現‬‭役‬‭の‬‭大‬
‭学‬‭生‬‭や‬‭会‬‭社‬‭員、‬‭フ‬‭リー‬‭ター‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭非‬‭行・‬‭犯‬‭罪‬‭経‬‭験‬‭の‬‭な‬‭い‬‭者、‬‭多‬‭重‬‭債‬‭務‬‭者、‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭を‬‭離‬‭脱‬‭し‬‭た‬‭者‬‭で‬‭犯‬‭罪‬
‭に‬‭従‬‭事‬‭す‬‭る‬‭『元‬‭暴‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭ロー』‬‭（社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭に‬‭失‬‭敗‬‭し‬‭た‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭の‬‭『真‬‭正‬‭離‬‭脱‬‭者』‬‭や、‬‭計‬‭画‬‭的‬‭な‬‭『偽‬‭装‬‭離‬
‭脱‬‭者』）‬‭な‬‭ど‬‭も‬‭半‬‭グ‬‭レ‬‭と‬‭呼‬‭ば‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭ま‬‭す。」‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬

‭22‬ ‭警‬‭察‬‭庁.‬‭2019‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭ま‬‭で‬‭の‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭認‬‭知・‬‭検‬‭挙‬‭状‬‭況‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て.‬‭よ‬‭り‬‭筆‬‭者‬‭作‬‭成。‬



‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭「家‬‭庭‬‭が‬‭正‬‭常‬‭に‬‭機‬‭能‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭と、‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭監‬‭護‬‭に‬‭間‬‭隙‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ、‬‭実‬‭質‬‭的‬‭な‬‭ネ‬
‭グ‬‭レ‬‭ク‬‭ト‬‭か‬‭ら‬‭生‬‭じ‬‭る‬‭重‬‭大‬‭な‬‭結‬‭果‬‭を‬‭助‬‭長‬‭す‬‭る」‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭26‬‭。‬

‭4−3.‬‭繁‬‭華‬‭街‬‭等‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭少‬‭年‬‭等‬‭が‬‭金‬‭銭‬‭を‬‭必‬‭要‬‭と‬‭す‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭理‬‭由‬‭　‬
‭　‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭多‬‭額‬‭の‬‭金‬‭銭‬‭を‬‭得‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭違‬‭法‬‭風‬‭俗‬‭店‬‭に‬‭勤‬‭務‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭20‬‭歳‬‭の‬‭女‬‭性‬‭へ‬‭の‬‭取‬‭材‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭違‬
‭法‬‭風‬‭俗‬‭店‬‭勤‬‭務‬‭の‬‭理‬‭由‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭流‬‭行‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭オー‬‭バー‬‭ドー‬‭ズ‬‭27‬‭を‬‭自‬‭身‬‭も‬‭行‬‭い‬‭た‬‭い‬‭が‬‭，‬‭そ‬‭れ‬
‭を‬‭行‬‭う‬‭に‬‭は‬‭多‬‭額‬‭の‬‭金‬‭銭‬‭を‬‭必‬‭要‬‭と‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭挙‬‭げ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭28‬‭。‬
‭　‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬‭省‬‭の‬‭研‬‭究‬‭班‬‭が‬‭2021‬‭〜‬‭22‬‭年‬‭に‬‭か‬‭け‬‭て‬‭調‬‭査‬‭し‬‭た‬‭結‬‭果‬‭，‬‭オー‬‭バー‬‭ドー‬‭ズ‬‭で‬‭搬‬‭送‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭患‬‭者‬
‭の‬‭一‬‭度‬‭に‬‭飲‬‭む‬‭薬‬‭の‬‭数‬‭の‬‭平‬‭均‬‭は‬‭101.8‬‭錠‬‭で‬‭，‬‭特‬‭に‬‭解‬‭熱‬‭鎮‬‭痛‬‭薬‬‭，‬‭せ‬‭き‬‭止‬‭め・‬‭た‬‭ん‬‭切‬‭り‬‭の‬‭薬‬‭，‬‭風‬‭邪‬‭薬‬‭等‬
‭が‬‭多‬‭く‬‭使‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭29‬‭。‬‭そ‬‭こ‬‭で‬‭，‬‭筆‬‭者‬‭が‬‭大‬‭手‬‭製‬‭薬‬‭会‬‭社‬‭3‬‭社‬‭の‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭薬‬‭の‬‭価‬‭格‬‭を‬‭調‬‭べ‬‭た‬‭と‬‭こ‬‭ろ‬‭，‬
‭以‬‭下‬‭の‬‭表‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭（表‬‭1‬‭）‬‭30‬‭。‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭薬‬‭を‬‭実‬‭際‬‭の‬‭患‬‭者‬‭が‬‭飲‬‭ん‬‭だ‬‭平‬‭均‬‭の‬‭量‬‭と‬‭同‬‭様‬‭に‬‭飲‬‭む‬‭と‬‭す‬
‭る‬‭と‬‭，‬‭1‬‭つ‬‭あ‬‭た‬‭り‬‭の‬‭商‬‭品‬‭の‬‭内‬‭容‬‭量‬‭に‬‭比‬‭べ‬‭約‬‭3‬‭〜‬‭5‬‭倍‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭安‬‭く‬‭て‬‭も‬‭3,300‬‭円‬‭ほ‬‭ど‬‭，‬‭高‬‭け‬‭れ‬‭ば‬
‭12,375‬‭円‬‭ほ‬‭ど‬‭金‬‭銭‬‭が‬‭必‬‭要‬‭と‬‭な‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭を‬‭1‬‭週‬‭間‬‭続‬‭け‬‭る‬‭と‬‭す‬‭る‬‭と‬‭，‬‭高‬‭け‬‭れ‬‭ば‬‭87,000‬‭円‬‭ほ‬‭ど‬‭か‬‭か‬‭る‬‭計‬
‭算‬‭に‬‭な‬‭る。‬‭　‬‭　‬
‭　‬‭前‬‭述‬‭の‬‭取‬‭材‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭女‬‭性‬‭は‬‭オー‬‭バー‬‭ドー‬‭ズ‬‭に‬‭必‬‭要‬‭な‬‭金‬‭銭‬‭の‬‭た‬‭め‬‭に‬‭違‬‭法‬‭風‬‭俗‬‭店‬‭に‬‭勤‬‭務‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭　‬
‭が‬‭，‬‭同‬‭様‬‭の‬‭理‬‭由‬‭で‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭も‬‭い‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬

‭市‬‭販‬‭薬‬‭の‬‭名‬‭称‬
‭（ア‬‭リ‬‭ナ‬‭ミ‬‭ン‬‭製‬‭薬）‬

‭ベ‬‭ン‬‭ザ‬‭ブ‬‭ロッ‬‭ク‬‭S‬
‭プ‬‭レ‬‭ミ‬‭ア‬‭ム‬

‭ベ‬‭ン‬‭ザ‬‭ブ‬‭ロッ‬‭ク‬‭L‬
‭プ‬‭レ‬‭ミ‬‭ア‬‭ム‬‭錠‬

‭タ‬‭イ‬‭レ‬‭ノー‬‭ル‬‭A‬ ‭ベ‬‭ン‬‭ザ‬‭ブ‬‭ロッ‬‭ク‬
‭せ‬‭き‬‭止‬‭め‬‭錠‬

‭メー‬‭カー‬‭希‬‭望‬
‭小‬‭売‬‭価‬‭格‬‭（税‬‭込）‬

‭2,197‬‭円‬‭/24‬‭錠‬ ‭1,757‬‭円‬‭/30‬‭錠‬ ‭2,090‬‭円‬‭/30‬‭錠‬ ‭1,650‬‭円‬‭/36‬‭錠‬

‭市‬‭販‬‭薬‬‭の‬‭名‬‭称‬
‭（大‬‭正‬‭製‬‭薬）‬

‭パ‬‭ブ‬‭ロ‬‭ン‬‭S‬
‭ゴー‬‭ル‬‭ド‬‭W‬‭錠‬

‭パ‬‭ブ‬‭ロ‬‭ン‬‭S‬
‭せ‬‭き‬‭止‬‭め‬

‭パ‬‭ブ‬‭ロ‬‭ン‬‭の‬‭ど‬‭錠‬ ‭ナ‬‭ロ‬‭ン‬‭エー‬‭ス‬‭T‬

‭メー‬‭カー‬‭希‬‭望‬
‭小‬‭売‬‭価‬‭格‬‭（税‬‭込）‬

‭1,540‬‭円‬‭/30‬‭錠‬ ‭1,606‬‭円‬‭/24‬‭錠‬ ‭2,420‬‭円‬‭/36‬‭錠‬ ‭902‬‭円‬‭/24‬‭錠‬

‭市‬‭販‬‭薬‬‭の‬‭名‬‭称‬
‭（第‬‭一‬‭三‬‭共‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス‬‭ア）‬

‭ロ‬‭キ‬‭ソ‬‭ニ‬‭ン‬
‭総‬‭合‬‭か‬‭ぜ‬‭薬‬

‭新‬‭ル‬‭ル‬‭A‬‭ゴー‬‭ル‬‭ド‬
‭DXα‬

‭プ‬‭レ‬‭コー‬‭ル‬‭持‬‭続‬‭性‬
‭せ‬‭き‬‭止‬‭め‬‭カ‬‭プ‬‭セ‬‭ル‬

‭カ‬‭ロ‬‭ナー‬‭ル‬‭A‬

‭メー‬‭カー‬‭希‬‭望‬
‭小‬‭売‬‭価‬‭格‬‭（税‬‭込）‬

‭2,178‬‭円‬‭/24‬‭錠‬ ‭1,100‬‭円‬‭/30‬‭錠‬ ‭2,475‬‭円‬‭/20‬‭カ‬‭プ‬‭セ‬‭ル‬ ‭1,078‬‭円‬‭/24‬‭錠‬

‭（表‬‭1‬‭）‬‭市‬‭販‬‭薬‬‭の‬‭名‬‭称‬‭と‬‭価‬‭格‬

‭30‬ ‭ア‬‭リ‬‭ナ‬‭ミ‬‭ン‬‭製‬‭薬‬‭，‬‭大‬‭正‬‭製‬‭薬‬‭，‬‭第‬‭一‬‭三‬‭共‬‭ヘ‬‭ル‬‭ス‬‭ケ‬‭ア‬‭ホー‬‭ム‬‭ペー‬‭ジ.‬‭（‬‭2024−7−21‬‭閲‬‭覧）‬

‭29‬ ‭yomiDr..‬‭オー‬‭バー‬‭ドー‬‭ズ‬‭　‬‭何‬‭が‬‭危‬‭険？‬‭　‬‭一‬‭度‬‭に‬‭飲‬‭む‬‭薬‬‭の‬‭量‬‭は‬‭平‬‭均‬‭101.8‬‭錠‬‭と‬‭の‬‭調‬‭査‬‭結‬‭果‬‭も‬‭…‬‭薬‬‭剤‬‭師‬
‭が‬‭啓‬‭発‬‭活‬‭動.‬‭2023.‬

‭28‬ ‭FRYDAI‬‭DAGITAL.‬‭大‬‭阪‬‭名‬‭物‬‭「グ‬‭リ‬‭コ‬‭の‬‭看‬‭板」‬‭の‬‭下‬‭で‬‭た‬‭む‬‭ろ‬‭す‬‭る‬‭「グ‬‭リ‬‭下‬‭キッ‬‭ズ」‬‭の‬‭間‬‭で‬‭「違‬‭法‬‭風‬
‭俗‬‭店‬‭勤‬‭務」‬‭が‬‭流‬‭行‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭訳.‬

‭27‬ ‭「オー‬‭バー‬‭ドー‬‭ズ」‬‭と‬‭は‬‭，‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬‭省‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭医‬‭薬‬‭品‬‭を‬‭，‬‭決‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭た‬‭量‬‭を‬‭超‬‭え‬‭て‬‭た‬‭く‬‭さ‬‭ん‬‭飲‬‭ん‬
‭で‬‭し‬‭ま‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭指‬‭す。‬

‭26‬ ‭脚‬‭注‬‭25‬‭参‬‭照。‬‭し‬‭か‬‭し‬‭，‬‭田‬‭中‬‭（‬‭2010‬‭）‬‭は‬‭，‬‭「親‬‭権・‬‭監‬‭護‬‭権‬‭者‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭義‬‭務‬‭教‬‭育‬‭期‬‭間‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭教‬‭師‬‭と‬‭の‬‭関‬
‭係‬‭性‬‭が‬‭良‬‭好‬‭な‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭に‬‭も‬‭虞‬‭犯‬‭傾‬‭向‬‭は‬‭認‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る」‬‭と‬‭も‬‭報‬‭告‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭田‬‭中‬‭（‬‭2010‬‭）‬‭は‬
‭Sutherland&Cressy‬‭（‬‭1956‬‭）‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭提‬‭唱‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭文‬‭化‬‭的‬‭接‬‭触‬‭理‬‭論‬‭（‬‭Differential‬‭Association‬‭Theory‬
‭）‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭，‬‭犯‬‭罪‬‭傾‬‭向‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭大‬‭人‬‭や‬‭非‬‭行‬‭傾‬‭向‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭仲‬‭間‬‭と‬‭の‬‭接‬‭触‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭犯‬‭罪・‬‭非‬‭行‬‭行‬‭動‬‭が‬‭招‬‭か‬‭れ‬‭，‬
‭そ‬‭し‬‭て‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭が‬‭形‬‭成‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭指‬‭摘‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭述‬‭べ‬‭て‬‭い‬‭る。‬



‭5‬‭．‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭現‬‭状‬‭と‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭支‬‭援‬
‭5−1.‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭と‬‭問‬‭題‬‭解‬‭決‬‭の‬‭課‬‭題‬
‭　‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭所‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭は‬‭年々‬‭増‬‭加‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭今‬‭後‬‭も‬‭そ‬‭の‬‭傾‬‭向‬‭が‬‭続‬‭く‬‭と‬‭考‬‭え‬
‭ら‬‭れ‬‭る‬‭（図‬‭6‬‭）‬‭31‬‭。‬

‭（図‬‭6‬‭）‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭の‬‭推‬‭移‬‭　‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭家‬‭庭‬‭庁‬‭よ‬‭り‬‭引‬‭用‬

‭　‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭東‬‭京‬‭都・‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭は‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭で‬‭は‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭自‬‭身‬‭が‬‭困っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭あっ‬‭て‬‭も‬‭，‬
‭少‬‭な‬‭く‬‭と‬‭も‬‭親‬‭は‬‭困っ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭所‬‭の‬‭判‬‭断‬‭で‬‭そ‬‭の‬‭家‬‭庭‬‭に‬‭虐‬‭待‬‭に‬‭関‬‭す‬
‭る‬‭調‬‭査‬‭に‬‭入‬‭る‬‭が‬‭，‬‭親‬‭か‬‭ら‬‭す‬‭れ‬‭ば‬‭「な‬‭ぜ‬‭来‬‭た‬‭の‬‭か」‬‭と‬‭抵‬‭抗‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬‭相‬‭談‬‭関‬‭係‬‭を‬‭構‬‭築‬‭し‬‭づ‬‭ら‬‭い‬
‭点‬‭が‬‭難‬‭し‬‭い‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭32‬‭。‬
‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭全‬‭国‬‭の‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭へ‬‭の‬‭調‬‭査‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭人‬‭材‬‭の‬‭充‬‭足‬‭状‬‭況‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭，‬‭人‬‭材‬‭が‬‭「不‬‭足‬‭し‬‭て‬‭い‬
‭る」‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭は‬‭75.2‬‭％‬‭，‬‭「そ‬‭も‬‭そ‬‭も‬‭最‬‭低‬‭基‬‭準‬‭を‬‭満‬‭た‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い」‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭は‬‭4.8‬‭％‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭8‬‭割‬
‭の‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭が‬‭人‬‭材‬‭不‬‭足‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬‭る‬‭（図‬‭7‬‭）‬‭33‬‭。‬

‭（図‬‭7‬‭）‬‭全‬‭国‬‭の‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭人‬‭材‬‭の‬‭充‬‭足‬‭状‬‭況‬‭　‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭家‬‭庭‬‭庁‬‭よ‬‭り‬‭引‬‭用‬

‭33‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭家‬‭庭‬‭庁.‬‭令‬‭和‬‭3‬‭年‬‭度‬‭子‬‭ど‬‭も・‬‭子‬‭育‬‭て‬‭支‬‭援‬‭推‬‭進‬‭調‬‭査‬‭研‬‭究‬‭事‬‭業‬‭　‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭所‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭児‬‭童‬‭福‬‭祉‬‭司‬‭等‬
‭の‬‭勤‬‭務‬‭実‬‭態‬‭等‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭調‬‭査‬‭研‬‭究‬‭事‬‭業‬‭報‬‭告‬‭書.‬‭2022,p.47‬‭に‬‭よ‬‭る。‬‭図‬‭は‬‭報‬‭告‬‭書‬‭よ‬‭り‬‭引‬‭用。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭産‬‭経‬
‭ニュー‬‭ス‬‭に‬‭取‬‭材‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭所‬‭所‬‭長‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭所‬‭長‬‭の‬‭も‬‭と‬‭で‬‭は‬‭緊‬‭急‬‭対‬‭応‬‭の‬‭み‬‭で‬‭7‬‭人‬‭の‬‭担‬‭当‬‭ケー‬‭ス‬
‭ワー‬‭カー‬‭が‬‭計‬‭約‬‭50‬‭件‬‭を‬‭同‬‭時‬‭進‬‭行‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭家‬‭庭‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭の‬‭面‬‭談‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭長‬‭期‬‭的‬‭な‬‭支‬‭援‬‭は‬‭別‬‭の‬‭10‬‭人‬‭超‬‭が‬‭，‬‭6‬
‭自‬‭治‬‭体‬‭分‬‭を‬‭受‬‭け‬‭持っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭家‬‭庭‬‭訪‬‭問‬‭や‬‭面‬‭談‬‭は‬‭1‬‭件‬‭の‬‭み‬‭で‬‭数‬‭時‬‭間‬‭に‬‭及‬‭ぶ‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬
‭所‬‭が‬‭各‬‭家‬‭庭‬‭に‬‭丁‬‭寧‬‭に‬‭向‬‭き‬‭合‬‭い‬‭続‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭（‬‭産‬‭経‬‭ニュー‬‭ス.‬‭家‬‭庭‬‭復‬‭帰‬‭と‬‭親‬‭失‬‭う‬‭リ‬‭ス‬
‭ク‬‭　‬‭児‬‭相、‬‭難‬‭し‬‭い‬‭判‬‭断.‬‭2020.‬‭）‬‭。‬

‭32‬ ‭Yahoo‬‭！‬‭ニュー‬‭ス‬‭オ‬‭リ‬‭ジ‬‭ナ‬‭ル.‬‭「親‬‭子‬‭の‬‭暮‬‭ら‬‭し」‬‭か‬‭「子‬‭供‬‭の‬‭保‬‭護」‬‭か‬‭　‬‭対‬‭応‬‭難‬‭し‬‭い‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭―‬‭児‬‭童‬‭相‬
‭談‬‭所‬‭イ‬‭ン‬‭タ‬‭ビュー.‬‭2014.‬

‭31‬‭こ‬‭ど‬‭も‬‭家‬‭庭‬‭庁.‬‭令‬‭和‬‭４‬‭年‬‭度‬‭　‬‭児‬‭童‬‭相‬‭談‬‭所‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭（速‬‭報‬‭値）.‬‭2023,p.1‬‭に‬‭よ‬‭る。‬
‭図‬‭は‬‭報‬‭告‬‭書‬‭よ‬‭り‬‭引‬‭用。‬‭田‬‭中‬‭理‬‭絵.‬‭社‬‭会‬‭問‬‭題‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭――‬‭子‬‭ど‬‭も‬‭家‬‭族‬‭へ‬‭の‬‭監‬‭視・‬‭管‬‭理‬‭の‬‭強‬‭化‬
‭――.2011,20p.‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭増‬‭加‬‭傾‬‭向‬‭が‬‭続‬‭い‬‭て‬‭い‬‭る‬‭理‬‭由‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭2000‬‭年‬‭に‬‭制‬‭定‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭「児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭防‬‭止‬‭等‬‭に‬
‭関‬‭す‬‭る‬‭法‬‭律」‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭そ‬‭の‬‭改‬‭正‬‭法‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭以‬‭前‬‭よ‬‭り‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭定‬‭義‬‭が‬‭抽‬‭象‬‭的‬‭に‬‭な‬‭り‬‭範‬‭囲‬‭が‬‭拡‬‭大‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬
‭，‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭児‬‭童‬‭福‬‭祉‬‭法‬‭第‬‭25‬‭条‬‭お‬‭よ‬‭び‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭防‬‭止‬‭等‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭法‬‭律‬‭第‬‭6‬‭条‬‭で‬‭，‬‭「虐‬‭待‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭通‬‭告‬‭義‬
‭務」‬‭が‬‭国‬‭民‬‭に‬‭課‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭，‬‭「児‬‭童‬‭虐‬‭待」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭言‬‭葉‬‭の‬‭浸‬‭透‬‭と‬‭と‬‭も‬‭に‬‭自‬‭身‬‭や‬‭他‬‭人‬‭の‬‭養‬‭育‬‭態‬‭度‬‭に‬‭関‬‭心‬‭が‬
‭寄‬‭せ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭，‬‭相‬‭談‬‭が‬‭誤‬‭報‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭取‬‭り‬‭消‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭相‬‭談‬‭対‬‭応‬‭件‬‭数‬‭が‬‭，‬‭必‬‭ず‬‭し‬‭も‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭件‬‭数‬‭と‬‭一‬‭致‬‭す‬‭る‬‭わ‬‭け‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭考‬‭慮‬‭す‬‭べ‬‭き‬‭で‬‭あ‬‭る。‬



‭5−2.‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭へ‬‭の‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬
‭　‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬‭省‬‭は‬‭，‬‭平‬‭成‬‭30‬‭年‬‭度‬‭ひ‬‭と‬‭り‬‭親‬‭家‬‭庭‬‭等‬‭自‬‭立‬‭支‬‭援‬‭関‬‭係‬‭予‬‭算‬‭案‬‭に‬‭若‬‭年‬‭被‬‭害‬‭女‬‭性‬‭等‬‭支‬‭援‬‭モ‬‭デ‬‭ル‬‭事‬
‭業‬‭を‬‭盛‬‭り‬‭込‬‭み‬‭，‬‭モ‬‭デ‬‭ル‬‭事‬‭業‬‭の‬‭創‬‭設‬‭に‬‭あ‬‭た‬‭り‬‭「未‬‭然‬‭防‬‭止」‬‭「夜‬‭間‬‭見‬‭回‬‭り」‬‭「声‬‭か‬‭け」‬‭を‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬
‭チ‬‭支‬‭援‬‭の‬‭枠‬‭組‬‭み‬‭と‬‭し‬‭て‬‭明‬‭記‬‭し‬‭た。‬
‭　‬‭し‬‭か‬‭し‬‭，‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬‭省‬‭で‬‭は‬‭支‬‭援‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭具‬‭体‬‭的‬‭な‬‭方‬‭法‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は‬‭言‬‭及‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭34‬‭。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭　‬
‭め‬‭，‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭の‬‭方‬‭法‬‭は‬‭各‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭に‬‭委‬‭ね‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭実‬‭際‬‭に‬‭，‬‭荒‬‭井‬‭（‬‭2018‬‭）‬‭が‬‭調‬‭査‬‭を‬‭行っ‬‭た‬
‭団‬‭体‬‭は‬‭声‬‭か‬‭け‬‭を‬‭そ‬‭の‬‭時‬‭間‬‭帯‬‭や‬‭適‬‭任‬‭者‬‭を‬‭選‬‭ん‬‭だ‬‭上‬‭で‬‭実‬‭施‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が‬‭，‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬‭省‬‭の‬‭指‬‭示‬‭が‬‭不‬‭明‬‭瞭‬‭な‬
‭た‬‭め‬‭，‬‭荒‬‭井‬‭（‬‭2018‬‭）‬‭が‬‭調‬‭査‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭団‬‭体‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭対‬‭象‬‭者‬‭個‬‭人‬‭の‬‭特‬‭性‬‭に‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭て‬‭対‬‭応‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭ケー‬
‭ス‬‭は‬‭少‬‭な‬‭い‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭荒‬‭井‬‭（‬‭2018‬‭）‬‭が‬‭調‬‭査‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭団‬‭体‬‭で‬‭は‬‭，‬‭主‬‭な‬‭活‬‭動‬‭目‬‭的‬‭を‬‭支‬‭援‬‭機‬‭関‬‭に‬‭繋‬‭げ‬‭る‬
‭こ‬‭と‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭話‬‭を‬‭聞‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭関‬‭係‬‭性‬‭を‬‭構‬‭築‬‭し‬‭，‬‭と‬‭も‬‭に‬‭歩‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭35‬‭。‬
‭　‬‭警‬‭察‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭一‬‭斉‬‭補‬‭導‬‭で‬‭は‬‭少‬‭年‬‭の‬‭保‬‭護‬‭者‬‭へ‬‭の‬‭連‬‭絡‬‭を‬‭取っ‬‭た‬‭り‬‭，‬‭少‬‭年‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭帰‬
‭宅‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭促‬‭し‬‭た‬‭り‬‭す‬‭る‬‭36‬‭。‬‭10‬‭代‬‭を‬‭対‬‭象‬‭に‬‭無‬‭料‬‭相‬‭談‬‭を‬‭行‬‭う‬‭NPO‬‭法‬‭人‬‭若‬‭者‬‭メ‬‭ン‬‭タ‬‭ル‬‭サ‬‭ポー‬‭ト‬‭協‬‭会‬
‭の‬‭岡‬‭田‬‭沙‬‭織‬‭理‬‭事‬‭長‬‭は‬‭「一‬‭方‬‭的‬‭に‬‭家‬‭に‬‭帰‬‭す‬‭だ‬‭け‬‭な‬‭ら、‬‭居‬‭場‬‭所‬‭を‬‭無‬‭く‬‭し、‬‭心‬‭を‬‭追‬‭い‬‭詰‬‭め‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭な‬
‭る」‬‭と‬‭指‬‭摘‬‭す‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭同‬‭協‬‭会‬‭が‬‭支‬‭援‬‭し‬‭た‬‭若‬‭者‬‭の‬‭中‬‭に‬‭は‬‭，‬‭家‬‭族‬‭の‬‭元‬‭に‬‭帰‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭再‬‭び‬‭親‬‭か‬‭ら‬
‭虐‬‭待‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭事‬‭例‬‭も‬‭あ‬‭る‬‭37‬‭。‬‭よっ‬‭て‬‭，‬‭時‬‭間‬‭を‬‭か‬‭け‬‭て‬‭話‬‭を‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭ス‬‭タ‬‭ン‬‭ス‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭，‬‭荒‬‭井‬‭　‬‭　‬‭　‬
‭（‬‭2018‬‭）‬‭が‬‭調‬‭査‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭団‬‭体‬‭の‬‭方‬‭法‬‭は‬‭効‬‭果‬‭的‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭以‬‭上‬‭の‬‭理‬‭由‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭少‬‭年‬‭を‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭を‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭難‬‭し‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭分‬‭か‬‭る。‬‭虐‬‭待‬‭と‬‭非‬‭　‬
‭行‬‭，‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭は‬‭関‬‭係‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭前‬‭述‬‭の‬‭論‬‭証‬‭よ‬‭り‬‭い‬‭え‬‭る‬‭が‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭要‬‭因‬‭の‬‭1‬‭つ‬‭で‬‭あ‬
‭る‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭を‬‭短‬‭期‬‭間‬‭で‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭，‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭の‬‭難‬‭し‬‭さ‬‭か‬‭ら‬‭現‬‭実‬‭的‬‭で‬‭な‬‭い‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭そ‬‭こ‬‭で‬‭特‬
‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭数‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭た‬‭め‬‭に‬‭は‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭と‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭と‬‭の‬‭間‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭の‬‭起‬‭因‬‭と‬‭な‬‭る‬
‭家‬‭出‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭適‬‭切‬‭な‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭を‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭効‬‭果‬‭的‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭6‬‭．‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭課‬‭題‬
‭　‬‭不‬‭良‬‭行‬‭為‬‭を‬‭な‬‭し‬‭，‬‭又‬‭は‬‭な‬‭す‬‭お‬‭そ‬‭れ‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭児‬‭童‬‭等‬‭を‬‭入‬‭所‬‭ま‬‭た‬‭は‬‭通‬‭所‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭施‬‭設‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭児‬‭童‬‭自‬‭立‬‭支‬
‭援‬‭施‬‭設‬‭で‬‭は‬‭，‬‭進‬‭学‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭支‬‭援‬‭や‬‭社‬‭会‬‭生‬‭活‬‭を‬‭送‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭指‬‭導‬‭や‬‭支‬‭援‬‭が‬‭で‬‭き‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭伺‬‭わ‬‭れ‬‭る‬
‭も‬‭の‬‭の‬‭，‬‭退‬‭所‬‭後‬‭に‬‭進‬‭学‬‭し‬‭た‬‭学‬‭校‬‭の‬‭中‬‭途‬‭退‬‭学‬‭率‬‭は‬‭約‬‭3‬‭割‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭退‬‭学‬‭理‬‭由‬‭と‬‭し‬‭て‬‭は‬
‭「学‬‭生‬‭間‬‭，‬‭教‬‭師‬‭等‬‭と‬‭の‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係」‬‭が‬‭約‬‭7‬‭割‬‭と‬‭最‬‭も‬‭高‬‭い‬‭割‬‭合‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭38‬‭。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬
‭ら‬‭，‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭が‬‭改‬‭善‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭限‬‭り‬‭，‬‭退‬‭所‬‭後‬‭の‬‭居‬‭場‬‭所‬‭は‬‭最‬‭終‬‭的‬‭に‬‭，‬‭既‬‭に‬‭付‬‭き‬‭合‬‭い‬‭の‬‭あ‬‭る‬‭入‬‭所‬‭前‬‭の‬‭非‬
‭行‬‭集‬‭団‬‭に‬‭な‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭結‬‭果‬‭，‬‭再‬‭犯‬‭に‬‭至‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭高‬‭く‬‭な‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬
‭る‬‭39‬‭。‬
‭　‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭は‬‭2023‬‭年‬‭8‬‭月‬‭か‬‭ら‬‭大‬‭阪‬‭府・‬‭大‬‭阪‬‭市‬‭と‬‭府‬‭警‬‭，‬‭地‬‭元‬‭商‬‭店‬‭会‬‭，‬‭若‬‭者‬‭を‬‭支‬‭援‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭団‬‭体‬‭が‬
‭「グ‬‭リ‬‭下‬‭会‬‭議」‬‭を‬‭設‬‭置‬‭し‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭ま‬‭で‬‭5‬‭回‬‭会‬‭合‬‭を‬‭開‬‭い‬‭て‬‭課‬‭題‬‭や‬‭対‬‭策‬‭を‬‭共‬‭有‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭若‬
‭者‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭続‬‭け‬‭て‬‭い‬‭る‬‭認‬‭定‬‭NPO‬‭法‬‭人‬‭D×P‬‭は‬‭，‬‭2024‬‭年‬‭秋‬‭か‬‭ら‬‭本‬‭格‬‭調‬‭査‬‭に‬‭乗‬‭り‬‭出‬‭す‬‭予‬‭定‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭40‬‭。‬

‭40‬ ‭読‬‭売‬‭新‬‭聞‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン.‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭に‬‭若‬‭者‬‭な‬‭ぜ‬‭集‬‭う‬‭…‬‭家‬‭庭‬‭内‬‭で‬‭暴‬‭力‬‭や‬‭虐‬‭待‬‭「家‬‭が‬‭安‬‭心‬‭安‬‭全‬‭な‬‭場‬‭所‬‭で‬‭は‬‭な‬
‭い」.‬

‭39‬ ‭ま‬‭た‬‭，‬‭法‬‭務‬‭省‬‭法‬‭務‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所.‬‭令‬‭和‬‭3‬‭年‬‭版‬‭犯‬‭罪‬‭白‬‭書.‬‭2022,449p.‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭，‬‭保‬‭護‬‭観‬‭察‬‭所‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は‬‭，‬‭少‬
‭年‬‭の‬‭場‬‭合‬‭に‬‭は‬‭，‬‭地‬‭元‬‭不‬‭良‬‭集‬‭団‬‭と‬‭の‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭の‬‭加‬‭入‬‭に‬‭至‬‭る‬‭ケー‬‭ス‬‭も‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭，‬
‭交‬‭友‬‭関‬‭係‬‭改‬‭善‬‭を‬‭促‬‭す‬‭指‬‭導‬‭及‬‭び‬‭特‬‭別‬‭遵‬‭守‬‭事‬‭項‬‭や‬‭生‬‭活‬‭行‬‭動‬‭指‬‭針‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭き‬‭，‬‭離‬‭脱‬‭を‬‭実‬‭行‬‭さ‬‭せ‬‭る‬‭指‬‭導‬‭を‬‭行‬‭う‬‭と‬
‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭で‬‭保‬‭護‬‭観‬‭察‬‭所‬‭に‬‭行‬‭く‬‭と‬‭，‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭か‬‭ら‬‭離‬‭脱‬‭す‬‭る‬‭指‬‭導‬‭が‬‭行‬‭わ‬
‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し‬‭，‬‭一‬‭時‬‭的‬‭に‬‭不‬‭良‬‭集‬‭団‬‭等‬‭か‬‭ら‬‭離‬‭脱‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭，‬‭児‬‭童‬‭自‬‭立‬‭支‬‭援‬‭施‬‭設‬‭の‬‭退‬
‭所‬‭後‬‭の‬‭学‬‭校‬‭の‬‭中‬‭退‬‭率‬‭が‬‭高‬‭く‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭理‬‭由‬‭が‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭と‬‭同‬‭様‬‭に‬‭，‬‭学‬‭校‬‭に‬‭復‬‭帰‬‭し‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭そ‬
‭の‬‭中‬‭退‬‭後‬‭に‬‭非‬‭行‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭に‬‭戻っ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭え‬‭ば‬‭，‬‭そ‬‭れ‬‭が‬‭い‬‭ず‬‭れ‬‭ま‬‭た‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭へ‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭う‬‭可‬
‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る。‬

‭38‬ ‭東‬‭京‬‭都‬‭福‬‭祉‬‭局.‬‭東‬‭京‬‭都‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭児‬‭童‬‭養‬‭護‬‭施‬‭設‬‭等‬‭退‬‭所‬‭者‬‭の‬‭実‬‭態‬‭調‬‭査‬‭報‬‭告‬‭書‬‭（全‬‭体‬‭版）.‬‭2017,p.77−78‬
‭37‬ ‭産‬‭経‬‭ニュー‬‭ス.‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭に‬‭「トー‬‭横」‬‭　‬‭た‬‭む‬‭ろ‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭少‬‭女.‬‭2021.‬
‭36‬ ‭NHK‬‭NEWS‬‭WEB.‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭周‬‭辺‬‭で‬‭若‬‭者‬‭ら‬‭一‬‭斉‬‭補‬‭導‬‭　‬‭大‬‭阪・‬‭ミ‬‭ナ‬‭ミ.‬‭2023.‬

‭35‬ ‭荒‬‭井‬‭和‬‭樹.‬‭若‬‭年‬‭被‬‭害‬‭女‬‭性‬‭等‬‭支‬‭援‬‭モ‬‭デ‬‭ル‬‭事‬‭業‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭の‬‭方‬‭法‬‭─‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭（直‬‭接‬‭接‬‭触‬
‭型）‬‭実‬‭践‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭分‬‭析.‬‭2018,p.5‬

‭34‬ ‭荒‬‭井‬‭和‬‭樹.‬‭若‬‭年‬‭被‬‭害‬‭女‬‭性‬‭等‬‭支‬‭援‬‭モ‬‭デ‬‭ル‬‭事‬‭業‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭の‬‭方‬‭法‬‭─‬‭ア‬‭ウ‬‭ト‬‭リー‬‭チ‬‭（直‬‭接‬‭接‬‭触‬
‭型）‬‭実‬‭践‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭分‬‭析.‬‭2018,p.1‬



‭　‬‭同‬‭法‬‭人‬‭は‬‭，‬‭2022‬‭年‬‭8‬‭月‬‭か‬‭ら‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭に‬‭テ‬‭ン‬‭ト‬‭を‬‭立‬‭て‬‭，‬‭菓‬‭子‬‭類‬‭や‬‭飲‬‭料‬‭を‬‭提‬‭供‬‭し‬‭，‬‭若‬‭者‬‭と‬‭話‬‭を‬‭す‬‭る‬‭フ‬
‭リー‬‭カ‬‭フェ‬‭事‬‭業‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭2023‬‭年‬‭6‬‭月‬‭に‬‭は‬‭食‬‭事‬‭や‬‭仮‬‭眠‬‭，‬‭ス‬‭タッ‬‭フ‬‭へ‬‭の‬‭相‬‭談‬‭が‬‭可‬‭能‬‭な‬
‭ユー‬‭ス‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭を‬‭設‬‭立‬‭し‬‭た‬‭41‬‭。‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭な‬‭ど‬‭か‬‭ら‬‭少‬‭年‬‭を‬‭排‬‭除‬‭す‬‭る‬‭の‬‭み‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭対‬‭応‬‭も‬‭取‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が‬‭，‬‭D×P‬‭の‬‭事‬
‭業‬‭や‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭な‬‭ど‬‭で‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭に‬‭集‬‭まっ‬‭た‬‭少‬‭年‬‭を‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭か‬‭ら‬‭守‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭シェ‬‭ル‬‭ター‬‭を‬‭整‬‭備‬‭し‬‭た‬
‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭，‬‭少‬‭年‬‭が‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭を‬‭構‬‭築‬‭し‬‭，‬‭確‬‭実‬‭に‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭ま‬‭で‬‭に‬‭は‬‭時‬‭間‬‭が‬‭か‬‭か‬
‭る。‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭，‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭す‬‭ぐ‬‭に‬‭周‬‭囲‬‭に‬‭受‬‭け‬‭入‬‭れ‬‭ら‬‭れ‬
‭る‬‭わ‬‭け‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭こ‬‭う‬‭し‬‭た‬‭長‬‭期‬‭的‬‭な‬‭支‬‭援‬‭を‬‭行‬‭う‬‭の‬‭が‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭の‬‭み‬‭に‬‭な‬‭る‬
‭と‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭団‬‭体‬‭の‬‭負‬‭担‬‭は‬‭大‬‭き‬‭く‬‭な‬‭る。‬‭す‬‭る‬‭と‬‭，‬‭東‬‭京‬‭都‬‭福‬‭祉‬‭局‬‭（‬‭2017‬‭）‬‭の‬‭デー‬‭タ‬‭と‬‭同‬‭様‬‭に‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬
‭を‬‭し‬‭て‬‭も‬‭以‬‭前‬‭の‬‭居‬‭場‬‭所‬‭に‬‭戻っ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭よっ‬‭て‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭た‬
‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭課‬‭題‬‭が‬‭残‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭前‬‭述‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭を‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭一‬‭時‬‭保‬‭護‬‭所‬‭は‬‭人‬‭員‬‭確‬‭保‬‭が‬‭難‬‭し‬‭く‬‭，‬‭NPO‬‭法‬‭人‬‭だ‬‭け‬‭で‬
‭は‬‭負‬‭担‬‭が‬‭大‬‭き‬‭く‬‭支‬‭援‬‭が‬‭十‬‭分‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭現‬‭状‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭そ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭団‬‭体‬‭に‬‭頼‬‭り‬‭切‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭　‬
‭く‬‭，‬‭社‬‭会‬‭の‬‭様々‬‭な‬‭場‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭こ‬‭の‬‭問‬‭題‬‭に‬‭取‬‭り‬‭組‬‭む‬‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬
‭　‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭は‬‭，‬‭2023‬‭年‬‭3‬‭月‬‭か‬‭ら‬‭大‬‭阪‬‭府‬‭警‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭防‬‭犯‬‭カ‬‭メ‬‭ラ‬‭が‬‭設‬‭置‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭が‬‭，‬‭専‬‭門‬‭家‬‭は‬‭「‬‭（防‬
‭犯‬‭カ‬‭メ‬‭ラ‬‭設‬‭置‬‭で）‬‭“グ‬‭リ‬‭下”‬‭で‬‭の‬‭犯‬‭罪‬‭は‬‭減っ‬‭た‬‭と‬‭思‬‭う‬‭が、‬‭問‬‭題‬‭の‬‭根‬‭本‬‭的‬‭解‬‭決‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い。‬‭根‬‭本‬‭的‬‭解‬‭決‬
‭に‬‭は、‬‭行‬‭政‬‭も‬‭含‬‭め‬‭た‬‭街‬‭ぐ‬‭る‬‭み‬‭で‬‭の‬‭対‬‭策‬‭が‬‭必‬‭要‬‭だ」‬‭と‬‭指‬‭摘‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭42‬‭。‬

‭7‬‭．‬‭結‬‭論‬
‭　‬‭少‬‭年‬‭が‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭防‬‭ぐ‬‭た‬‭め‬‭に‬‭は‬‭，‬‭目‬‭の‬‭前‬‭の‬‭被‬‭害‬‭者‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭だ‬‭け‬‭に‬‭注‬‭力‬‭す‬‭る‬
‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭起‬‭因‬‭と‬‭す‬‭る‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭非‬‭行‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭す‬‭る‬‭対‬‭策‬‭が‬‭求‬
‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭「虐‬‭待‬‭を‬‭起‬‭因‬‭と‬‭す‬‭る‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭非‬‭行‬‭か‬‭ら‬‭，‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭繋‬‭が‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭対‬‭策‬
‭を‬‭す‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭の‬‭は‬‭，‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭の‬‭居‬‭場‬‭所‬‭を‬‭奪‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭荒‬‭井‬‭（‬‭2018‬‭）‬‭が‬‭調‬‭査‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭団‬‭体‬‭の‬
‭よ‬‭う‬‭な‬‭，‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭に‬‭寄‬‭り‬‭添っ‬‭た‬‭対‬‭応‬‭を‬‭し‬‭て‬‭い‬‭く‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭上‬‭で‬‭，‬‭対‬‭応‬‭を‬‭専‬‭門‬‭の‬‭支‬‭援‬‭機‬
‭関‬‭等‬‭に‬‭依‬‭存‬‭す‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く‬‭，‬‭社‬‭会‬‭の‬‭様々‬‭な‬‭場‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭対‬‭応‬‭し‬‭て‬‭い‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭求‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭「‬‭2‬‭．‬‭少‬‭年‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭現‬‭状」‬‭で‬‭述‬‭べ‬‭た‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭，‬‭トー‬‭横‬‭で‬‭は‬‭既‬‭に‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭が‬‭暴‬‭力‬‭団‬‭組‬‭員‬‭と‬‭の‬
‭関‬‭係‬‭を‬‭持‬‭ち‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭現‬‭状‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭は‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭，‬‭名‬‭古‬‭屋‬‭市‬‭中‬‭区‬‭栄‬‭の‬‭ド‬‭ン・‬‭キ‬‭ホー‬‭テ‬‭横‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭通‬‭称‬
‭ド‬‭ン‬‭横‬‭，‬‭福‬‭岡‬‭市‬‭天‬‭神‬‭の‬‭警‬‭固‬‭公‬‭園‬‭等‬‭の‬‭同‬‭様‬‭の‬‭場‬‭所‬‭で‬‭も‬‭起‬‭き‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭十‬‭分‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭暴‬‭力‬
‭団‬‭構‬‭成‬‭員‬‭等‬‭が‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭に‬‭こ‬‭れ‬‭以‬‭上‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭前‬‭に‬‭，‬‭早‬‭急‬‭な‬‭対‬‭応‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭課‬‭題‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭「‬‭6‬‭．‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭課‬‭題」‬‭で‬‭示‬‭し‬‭た‬‭通‬‭り‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭が‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭に‬‭再‬
‭度‬‭以‬‭前‬‭の‬‭居‬‭場‬‭所‬‭に‬‭戻っ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭課‬‭題‬‭を‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭，‬‭同‬‭じ‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭等‬
‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭人‬‭同‬‭士‬‭が‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭を‬‭作‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭提‬‭案‬‭す‬‭る。‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭に‬
‭周‬‭囲‬‭の‬‭人‬‭か‬‭ら‬‭向‬‭け‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭視‬‭線‬‭は‬‭，‬‭当‬‭事‬‭者‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭精‬‭神‬‭的‬‭負‬‭担‬‭に‬‭な‬‭り‬‭う‬‭る‬‭と‬‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭　‬
‭め‬‭，‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭等‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭人‬‭同‬‭士‬‭が‬‭繋‬‭が‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭当‬‭事‬‭者‬‭同‬‭士‬‭の‬‭悩‬‭み‬‭を‬‭相‬‭談‬‭で‬‭き‬‭る‬‭と‬‭考‬
‭え‬‭た‬‭43‬‭。‬
‭　‬‭類‬‭似‬‭の‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭サ‬‭バ‬‭イ‬‭バー‬‭と‬‭呼‬‭ば‬‭れ‬‭る‬‭虐‬‭待‬‭を‬‭経‬‭験‬‭し‬‭た‬‭人‬‭の‬‭た‬‭め‬‭の‬‭自‬‭助‬‭会‬‭や‬‭，‬‭ユー‬
‭ス‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭は‬‭存‬‭在‬‭す‬‭る‬‭が‬‭，‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭は‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭交‬‭流‬‭等‬‭が‬‭主‬‭な‬‭活‬‭動‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬‭こ‬‭で‬‭，‬‭実‬‭際‬‭に‬‭対‬
‭面‬‭で‬‭集‬‭ま‬‭ら‬‭な‬‭く‬‭て‬‭も‬‭，‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭で‬‭，‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭等‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭受‬‭け‬‭て‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭人‬‭同‬‭士‬‭が‬‭よ‬‭り‬‭気‬
‭楽‬‭に‬‭悩‬‭み‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭相‬‭談‬‭し‬‭合‬‭え‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭の‬‭創‬‭設‬‭は‬‭効‬‭果‬‭的‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬

‭43‬ ‭し‬‭か‬‭し‬‭，‬‭こ‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭を‬‭作‬‭る‬‭上‬‭で‬‭も‬‭懸‬‭念‬‭事‬‭項‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭そ‬‭れ‬‭は‬‭，‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭で‬‭あ‬‭り‬
‭気‬‭楽‬‭に‬‭話‬‭し‬‭や‬‭す‬‭い‬‭か‬‭ら‬‭こ‬‭そ‬‭，‬‭上‬‭手‬‭く‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭を‬‭築‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭難‬‭し‬‭い‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭，‬‭悩‬‭み‬‭を‬‭相‬‭談‬‭，‬‭共‬‭有‬
‭で‬‭き‬‭る‬‭場‬‭所‬‭と‬‭な‬‭る‬‭一‬‭方‬‭で‬‭，‬‭思‬‭い‬‭違‬‭い‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭ト‬‭ラ‬‭ブ‬‭ル‬‭の‬‭場‬‭所‬‭と‬‭も‬‭な‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬
‭る。‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭か‬‭ら‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭人‬‭と‬‭し‬‭て‬‭，‬‭同‬‭じ‬‭経‬‭験‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭人‬‭同‬‭士‬‭が‬‭自‬‭由‬‭に‬‭交‬‭流‬‭で‬‭き‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭重‬‭要‬‭で‬
‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭懸‬‭念‬‭事‬‭項‬‭の‬‭解‬‭決‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭そ‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭に‬‭は‬‭同‬‭じ‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭等‬‭の‬‭支‬‭援‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭人‬
‭し‬‭か‬‭加‬‭入‬‭で‬‭き‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭す‬‭る‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭制‬‭限‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭，‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭内‬‭で‬‭の‬‭発‬‭言‬‭は‬
‭最‬‭小‬‭限‬‭に‬‭留‬‭め‬‭る‬‭も‬‭の‬‭の‬‭，‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭の‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭も‬‭加‬‭入‬‭し‬‭，‬‭管‬‭理‬‭人‬‭な‬‭ど‬‭と‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭解‬‭決‬‭策‬‭と‬‭な‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬
‭た。‬

‭42‬ ‭FNN‬‭プ‬‭ラ‬‭イ‬‭ム‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン.‬‭ト‬‭ラ‬‭ブ‬‭ル‬‭多‬‭発‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭防‬‭犯‬‭カ‬‭メ‬‭ラ‬‭設‬‭置‬‭2‬‭カ‬‭月‬‭…“‬‭映‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭場‬‭所”‬
‭で‬‭今‬‭も‬‭ト‬‭ラ‬‭ブ‬‭ル‬‭　‬‭必‬‭要‬‭な‬‭の‬‭は‬‭“若‬‭者‬‭の‬‭自‬‭立”‬‭【大‬‭阪‬‭発】.‬‭2023.‬

‭41‬ ‭認‬‭定‬‭NPO‬‭法‬‭人‬‭D×P‬‭ホー‬‭ム‬‭ペー‬‭ジ.‬‭（‬‭2024−7−21‬‭閲‬‭覧）‬



‭　‬‭実‬‭際‬‭に‬‭，‬‭少‬‭年‬‭院‬‭出‬‭院‬‭者‬‭の‬‭自‬‭助‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭セ‬‭カ‬‭ン‬‭ド‬‭チャ‬‭ン‬‭ス！‬‭は‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭交‬‭流‬‭会‬‭を‬‭開‬‭催‬‭し‬‭て‬
‭い‬‭る‬‭の‬‭に‬‭加‬‭え‬‭，‬‭交‬‭流‬‭会‬‭が‬‭開‬‭催‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭地‬‭域‬‭の‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭が‬‭交‬‭流‬‭で‬‭き‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭，‬‭メッ‬‭セー‬‭ジ‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭や‬‭イ‬
‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト‬‭で‬‭も‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭を‬‭作‬‭り‬‭交‬‭流‬‭を‬‭深‬‭め‬‭て‬‭い‬‭る‬‭44‬‭。‬
‭　‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭は‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭の‬‭支‬‭援‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭有‬‭効‬‭で‬
‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭学‬‭校‬‭や‬‭地‬‭域‬‭住‬‭民‬‭の‬‭理‬‭解‬‭も‬‭不‬‭可‬‭欠‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭や‬‭そ‬‭の‬‭家‬‭族‬‭を‬‭「悪」‬‭と‬‭し‬‭て‬‭排‬‭除‬‭し‬‭よ‬
‭う‬‭と‬‭す‬‭れ‬‭ば‬‭す‬‭る‬‭ほ‬‭ど‬‭，‬‭立‬‭ち‬‭直‬‭り‬‭は‬‭よ‬‭り‬‭難‬‭し‬‭く‬‭な‬‭る。‬‭あ‬‭り‬‭の‬‭ま‬‭ま‬‭の‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭声‬‭に‬‭耳‬‭を‬‭傾‬‭け‬‭，‬‭同‬
‭じ‬‭社‬‭会‬‭を‬‭生‬‭き‬‭る‬‭1‬‭人‬‭の‬‭人‬‭間‬‭と‬‭し‬‭て‬‭受‬‭け‬‭入‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭，‬‭自‬‭分‬‭ら‬‭し‬‭く‬‭生‬‭き‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭な‬‭　‬
‭り‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭同‬‭士‬‭の‬‭繋‬‭が‬‭り‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭「本‬‭当‬‭の‬‭仲‬‭間」‬‭に‬‭も‬‭出‬‭会‬‭え‬‭る‬‭は‬‭ず‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭45‬‭。‬
‭　‬‭法‬‭務‬‭少‬‭年‬‭支‬‭援‬‭セ‬‭ン‬‭ター‬‭は‬‭，‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭の‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭等‬‭に‬‭向‬‭け‬‭た‬‭講‬‭演‬‭を‬‭行っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭46‬‭。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭講‬
‭演‬‭を‬‭学‬‭校‬‭等‬‭で‬‭も‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭，‬‭生‬‭徒‬‭や‬‭教‬‭員‬‭の‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭差‬‭別‬‭的‬‭な‬‭言‬‭動‬‭を‬‭軽‬‭減‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬
‭き‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭た。‬‭中‬‭川‬‭知‬‭宏‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭非‬‭行‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭の‬‭友‬‭人‬‭以‬‭外‬‭に‬‭付‬‭き‬‭合‬‭え‬‭る‬‭仲‬‭間‬‭が‬‭い‬‭な‬‭い‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭は‬‭，‬
‭同‬‭級‬‭生‬‭や‬‭教‬‭師‬‭，‬‭警‬‭察‬‭か‬‭ら‬‭差‬‭別‬‭的‬‭な‬‭扱‬‭い‬‭を‬‭受‬‭け‬‭た‬‭少‬‭年‬‭の‬‭方‬‭が‬‭受‬‭け‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭少‬‭年‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭非‬‭行‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬
‭の‬‭一‬‭員‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭自‬‭覚‬‭が‬‭強‬‭かっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭報‬‭告‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭47‬‭。‬‭こ‬‭れ‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭後‬‭の‬‭周‬‭囲‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭視‬‭線‬
‭が‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭し‬‭た‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭に‬‭影‬‭響‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭示‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭講‬‭演‬‭会‬‭等‬‭を‬‭開‬‭催‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭　‬
‭は‬‭，‬‭支‬‭援‬‭団‬‭体‬‭に‬‭依‬‭存‬‭し‬‭な‬‭い‬‭取‬‭り‬‭組‬‭み‬‭と‬‭し‬‭て‬‭挙‬‭げ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る。‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭差‬‭別‬‭的‬‭な‬‭言‬
‭動‬‭を‬‭軽‬‭減‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭，‬‭元‬‭非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭が‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭あ‬‭と‬‭に‬‭生‬‭活‬‭を‬‭し‬‭や‬‭す‬‭く‬‭な‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭繋‬‭が‬
‭る。‬
‭　‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭あ‬‭と‬‭の‬‭周‬‭囲‬‭か‬‭ら‬‭の‬‭視‬‭線‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭精‬‭神‬‭的‬‭負‬‭担‬‭の‬‭軽‬‭減‬‭の‬‭た‬‭め‬‭，‬‭「非‬‭行‬‭少‬‭年‬‭に‬‭も‬‭辛‬‭い‬‭背‬
‭景‬‭が‬‭あ‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭，‬‭学‬‭校‬‭等‬‭の‬‭少‬‭年‬‭と‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭施‬‭設‬‭は‬‭講‬‭演‬‭等‬‭を‬‭通‬‭じ‬‭て‬‭改‬‭め‬‭て‬‭認‬‭識‬‭す‬‭る‬‭べ‬‭き‬‭で‬‭あ‬
‭る。‬
‭　‬‭オ‬‭ン‬‭ラ‬‭イ‬‭ン‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ティ‬‭の‬‭創‬‭設‬‭は‬‭，‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭あ‬‭と‬‭に‬‭課‬‭題‬‭を‬‭抱‬‭え‬‭る‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭の‬‭支‬‭援‬
‭で‬‭あ‬‭り‬‭，‬‭講‬‭演‬‭会‬‭の‬‭開‬‭催‬‭は‬‭，‬‭社‬‭会‬‭が‬‭社‬‭会‬‭復‬‭帰‬‭を‬‭し‬‭た‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭を‬‭受‬‭け‬‭入‬‭れ‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭支‬‭援‬‭だ‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬

‭8‬‭．‬‭今‬‭後‬‭の‬‭展‬‭望‬
‭　‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬‭少‬‭年‬‭の‬‭数‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭た‬‭め‬‭，‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭関‬‭係‬‭か‬‭ら‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭に‬‭加‬‭担‬‭す‬‭る‬
‭少‬‭年‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭研‬‭究‬‭を‬‭行っ‬‭た。‬‭今‬‭回‬‭は‬‭家‬‭出‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭至‬‭る‬‭過‬‭程‬‭を‬‭虐‬‭待‬‭に‬‭限‬‭定‬‭し‬‭た‬‭が‬‭，‬‭認‬‭定‬‭NPO‬‭法‬‭人‬
‭D×P‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭で‬‭の‬‭調‬‭査‬‭で‬‭は‬‭，‬‭約‬‭4‬‭割‬‭の‬‭若‬‭者‬‭は‬‭虐‬‭待‬‭が‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭も‬‭の‬‭の‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭に‬‭集‬‭まっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭調‬‭査‬‭の‬‭発‬‭表‬‭で‬‭は‬‭集‬‭まっ‬‭た‬‭若‬‭者‬‭の‬‭中‬‭で‬‭人‬‭数‬‭の‬‭割‬‭合‬‭が‬‭大‬‭き‬‭い‬‭虐‬‭待‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭注‬‭目‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭が‬‭，‬‭虐‬‭待‬‭以‬
‭外‬‭の‬‭理‬‭由‬‭で‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭等‬‭の‬‭繁‬‭華‬‭街‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭少‬‭年‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭も‬‭考‬‭察‬‭を‬‭す‬‭る‬‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭約‬‭4‬‭割‬‭の‬‭若‬‭者‬
‭が‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭理‬‭由‬‭を‬‭詳‬‭し‬‭く‬‭見‬‭て‬‭い‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭，‬‭家‬‭庭‬‭で‬‭の‬‭虐‬‭待‬‭は‬‭な‬‭い‬‭が‬‭，‬‭い‬‭じ‬‭め‬‭な‬‭ど‬‭で‬‭学‬‭校‬‭に‬‭居‬
‭場‬‭所‬‭が‬‭な‬‭い‬‭と‬‭い‬‭う‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭，‬‭今‬‭回‬‭の‬‭研‬‭究‬‭と‬‭類‬‭似‬‭の‬‭例‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭予‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭場‬‭合‬‭，‬‭今‬‭回‬‭提‬
‭案‬‭し‬‭た‬‭支‬‭援‬‭の‬‭方‬‭法‬‭を‬‭活‬‭か‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭可‬‭能‬‭性‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭ま‬‭た‬‭現‬‭在‬‭，‬‭SNS‬‭や‬‭報‬‭道‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬
‭が‬‭観‬‭光‬‭ス‬‭ポッ‬‭ト‬‭化‬‭し‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭等‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭理‬‭由‬‭が‬‭家‬‭庭‬‭の‬‭問‬‭題‬‭な‬‭ど‬‭か‬‭ら‬‭憧‬‭れ‬‭な‬‭ど‬‭に‬‭変‬‭化‬‭し‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭と‬
‭い‬‭う‬‭声‬‭も‬‭あ‬‭る‬‭48‬‭。‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭等‬‭に‬‭近‬‭づ‬‭か‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭啓‬‭発‬‭を‬‭す‬‭る‬‭必‬‭要‬‭も‬‭あ‬‭る‬‭が‬‭，‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭よ‬‭り‬‭そ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬
‭場‬‭所‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭へ‬‭の‬‭差‬‭別‬‭意‬‭識‬‭が‬‭助‬‭長‬‭さ‬‭れ‬‭う‬‭る‬‭懸‬‭念‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭懸‬‭念‬‭を‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬
‭が‬‭，‬‭グ‬‭リ‬‭下‬‭等‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭よ‬‭う‬‭啓‬‭発‬‭は‬‭行‬‭う‬‭も‬‭の‬‭の‬‭，‬‭そ‬‭こ‬‭に‬‭い‬‭る‬‭少‬‭年‬‭ら‬‭を‬‭単‬‭純‬‭に‬‭悪‬‭だ‬‭と‬‭す‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬
‭な‬‭く‬‭，‬‭各‬‭個‬‭人‬‭の‬‭背‬‭景‬‭を‬‭想‬‭像‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭に‬‭は‬‭，‬‭今‬‭回‬‭の‬‭提‬‭案‬‭の‬‭1‬‭つ‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭学‬‭校‬‭等‬‭で‬
‭の‬‭講‬‭演‬‭会‬‭の‬‭開‬‭催‬‭が‬‭効‬‭果‬‭的‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
‭　‬‭ま‬‭た‬‭，‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭特‬‭殊‬‭詐‬‭欺‬‭の‬‭問‬‭題‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た‬‭た‬‭め‬‭，‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭解‬‭決‬‭策‬‭を‬‭提‬
‭示‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬‭児‬‭童‬‭虐‬‭待‬‭問‬‭題‬‭は‬‭，‬‭即‬‭座‬‭に‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭難‬‭し‬‭い‬‭問‬‭題‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭　‬

‭48‬ ‭関‬‭西‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭NEWS.‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭に‬‭集‬‭ま‬‭る‬‭若‬‭者‬‭た‬‭ち‬‭に‬‭“変‬‭化”‬‭　‬‭憧‬‭れ‬‭て‬‭やっ‬‭て‬‭来‬‭る‬‭少‬‭年‬‭少‬‭女‬‭…‬‭市‬‭販‬‭薬‬‭で‬
‭“パ‬‭キ‬‭る”‬‭の‬‭が‬‭流‬‭行‬‭　‬‭「グ‬‭リ‬‭下」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭“沼”‬‭か‬‭ら‬‭立‬‭ち‬‭直‬‭ろ‬‭う‬‭と‬‭す‬‭る‬‭若‬‭者‬‭　‬‭心‬‭あ‬‭る‬‭大‬‭人‬‭た‬‭ち‬‭の‬‭“支‬‭援‬‭の‬‭輪”.‬
‭2023.‬

‭47‬ ‭日‬‭本‬‭心‬‭理‬‭学‬‭会.‬‭誌‬‭上‬‭公‬‭開‬‭講‬‭座‬‭　‬‭な‬‭ぜ‬‭，‬‭少‬‭年‬‭た‬‭ち‬‭は‬‭非‬‭行‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭に‬‭身‬‭を‬‭寄‬‭せ‬‭る‬‭の‬‭か？.‬‭2023.‬
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子供が攻撃的にならないアニメ・特撮の表現

１．はじめに

　日本には多くの子供向けアニメ・特撮があるが、中には主人公たちが敵を攻撃して倒す暴力が含まれる

ものがある。子供向けのテレビ番組は子供に教育的影響を与えると考えられ、多くの子供がアニメ・特撮

の作中の暴力に影響されてむやみに人を攻撃し続け、将来暴力的になり、反社会的行動を起こすことは

社会にとって悪影響となると考える。しかし、戦闘シーンを含むアニメ・特撮を視聴することで、子供が必

ずしも攻撃的になるとは限らない。それは、親による教育や子供自身の経験によって子供が人を傷つける

べきではないと学習するためだと考えられる。しかし、私はそれだけではなく、アニメ・特撮の作中の表現

にも子供が攻撃的にならない要因があるのではないかと考える。それでは日本において戦闘シーンがあ

る子供向けアニメ・特撮を見た子供が攻撃的にならない表現とはどのようなものか。

　子供が攻撃的にならないアニメ・特撮の表現を調べるにあたり、私は戦闘シーン、セリフ、物語の設定・

構成に視聴者の攻撃性を抑制する要素があると考えた。本研究で攻撃性とは、攻撃行動や攻撃反応が

生み出される内的な心理過程を指し、攻撃的な思考や関心、攻撃的な感情、攻撃への意欲や願望がこ

れに当たる(大渕、2000)。私が戦闘シーン、セリフ、物語の設定・構成を取り上げたのには理由がある。戦

闘シーンではキャラクターたちが変身して敵を攻撃をするところが描かれるが、そのように作中で最も攻撃

的なシーンにおいて攻撃性が抑制されるような表現がされているのではないかと考えた。セリフについて

は、そこで使われる言葉に攻撃性を抑制する要素があるのではないかと考えた。そして物語の設定・構成

に注目したのは、キャラクターたちが戦う背景や、物語の戦闘シーン以外の場面に攻撃性を抑制する要

素があると考えたからだ。文献購読をすることで、戦闘シーンを含むアニメ番組の「プリキュアシリーズ」、

特撮ヒーロー番組の「仮面ライダーシリーズ」「スーパー戦隊シリーズ」の戦闘シーン、セリフ、物語の設

定・構成と、暴力映像においてどのようなものが攻撃を促進または抑制するのかを調べ、アニメ・特撮の表

現と攻撃を促進しない表現または抑制する表現が一致しているか考えた。また、人間の自己の発達につ

いてや、物語が人間に及ぼす影響について調べ、それらがアニメ・特撮の表現とつながり、攻撃を抑制す

る要素になるかを考えた。戦闘シーンを含むアニメ・特撮で文献から表現を調べる対象の作品は、東映ア

ニメーション株式会社の「Yes！プリキュア５」(2007〜2008、全49話)「Yes！プリキュア５GoGo！」(2008〜

2009、全48話)、また東映株式会社の「仮面ライダーシリーズ」(2000〜2018、20作品、全960話)、「スー

パー戦隊シリーズ」(2000〜2018、19作品、全939話)とする。「Yes！プリキュア５」「Yes！プリキュア５GoGo

！」は友達同士の女子中学生らがプリキュアという戦士に変身し、邪悪な組織から妖精の大事なアイテム

を守る話のアニメ番組である。「仮面ライダーシリーズ」「スーパー戦隊シリーズ」は主人公たちがそれぞれ

の作品名で呼ばれる戦士に変身し、怪人と戦う特撮テレビドラマシリーズである。

２．考察１　戦闘シーン

　「プリキュアシリーズ」、「仮面ライダーシリーズ」、「スーパー戦隊シリーズ」のいずれも毎回の話の中に

キャラクターが変身して敵と戦う戦闘シーンが含まれる。そこでキャラクターたちはパンチやキック、魔法な

どの技を使って敵を倒す。「仮面ライダーシリーズ」の技の表現について小林(2012)は「平成ライダーでは

CGによる表現の可能性が広がり、必殺技もただのキックではなく映像的に派手になった。よって子供が

真似できるレベルを超越し、『子供が真似をする』という苦情は今ではほとんど聞こえなくなったという。」と

述べている。また「Yes！プリキュア５GoGo！」ではフェンシングで用いられる剣からアイディアを得たキュ

アフルーレというアイテムが登場するが、それについて本作品のプロデューサーである鷲尾はインタ

ビューで「でも、あれは直接相手に突きつけない、と決めていた。決めポーズまではキュアフルーレを使っ

て、そこから光線のような技が出る。アクション自体に使うことはなかった。」(「あれ」はキュアフルーレを指

す)と述べている(加藤、2012)。他にも別作品の「Yes！プリキュア５」でキャラクターたちが使う技を見てみ



るとなにもないところから水や炎、蝶の形をした光を出すエフェクトが使われていることがわかる。これらの

ことから「プリキュアシリーズ」、「仮面ライダーシリーズ」でキャラクターたちが使う技の表現にCGやアニ

メーションによるエフェクトが使われていることがわかる。エフェクトが使われることによって技による攻撃

は、現実ではあり得ることのない、つまり非現実的なものになっており、また映像的に派手で華やかなもの

となっている。このようなエフェクトが使用される戦闘シーンは攻撃性を抑制するのか。クラーエ(2004)は次

のように述べる。

　もし視聴者が提示される暴力から心理的に自分自身を遠ざけることができれば、攻撃促進効果は抑え

られる。映像のもつ芸術的な特色のような、メディア内容の非攻撃的な側面に注目することで、あるいは、

描写される暴力は虚構であり、現実ではないという事実に焦点を当てることで、距離を置くことができる。

エフェクトによる技の派手さや華やかさは映像の芸術的な非攻撃的側面に当たると考えられる。また、攻

撃の非現実性は心理的に暴力と距離を置く事を可能にすると考える。このことからエフェクトによって攻撃

が非現実的で芸術的になっていることで、アニメ・特撮を視聴する子供が心理的に暴力と距離を置くこと

ができれば戦闘シーンにおける攻撃性は抑制されると考えられる。しかし、エフェクトによる技の表現が必

ずしも攻撃性を抑制するとは限らない。クラーエ(2004)は次のようにも述べる。

　しかしながら、3D映画のように、ますます強力になりつつあるメディア内容の表現形態は、視聴者の感覚

によりいっそう直接性で持って影響を与える。それは、外の現実に関する意識をむしばむことで、距離を

置こうとする努力をないものにするように作られている。

このことからCGやアニメーション技術の進歩によって、現実ではありえない攻撃でも、それが実際に可能

であるかのようなに思ってしまうほどリアルに描かれた場合、視聴者が暴力と心理的距離を置くことが難し

くなり、攻撃性は抑制されないと考えられる。リアルなエフェクトを使うことで視聴者に臨場感を与えること

は視聴者を物語に引き込み、夢中にさせると考えられるが、攻撃性を抑制するためには攻撃が虚構のも

のであり、非現実的だと感じる余裕のあるほどにリアリティを抑えた表現にする必要がある。

３．考察２　セリフ

　子供はアニメ・特撮の作中のセリフを模倣し、セリフの内容は子供の発達に影響を与えると考えられる。

フランチェスコ(2022)によると「社会的学習理論とは、人間が他者を観察してその行動を模倣する『モデリ

ング』を通じて様々な社会規範や慣習、行動を学習しているとする理論である。」とされる。また、フラン

チェスコ(2022)は社会的学習理論について「社会的学習理論が興味深いのは、観察対象が生身の人間

には限定されないことにある。ゲームや漫画、そしてアニメなどのフィクションに見られるキャラクターも、観

察学習のモデルになり得るのだ。」と述べている。このことから子供はアニメ・特撮のセリフを模倣し、そこ

から様々なことを学習していると考えられる。次に、発話と自己の発達について岡本(2005)によると、子供

は幼児期に入り対話能力が強まると、自分で自分の発話を聞きながら話し方を調整してゆく「セルフ・モニ

タリング」という働きが現れ、たとえば「弱い者をいじめをするな」と言う場合、それは同時に、自分に対して

も「弱い者はいじめるな」という命令になるといったように、それは自己の発達と関連し合う。このことから、

子供が模倣したセリフを自分で聞くことで、そのセリフの内容が自己の発達に関わると考えられる。アニメ・

特撮の作中で攻撃的思考を連想する言葉をセリフで使うことは、自己の発達において攻撃性を促進する

可能性があるのだ。実際、プリキュアシリーズの「ふたりはプリキュア」から「Yes！プリキュア5GoGO！」ま

で「戦う」「敵」「勝つ」「負ける」という言葉はなるべく使わないようにされていた(加藤、2012)。このことにつ

いてこれらの作品のプロデューサーである鷲尾は「端的に言うとその言葉に含まれる差別的なニュアンス

が嫌だったんですよ。『勝つ』という単語は『負け』をさげすむ気持ちがにじみ出てしまうし、『敵』は自分が

『正義』であることを正当化して主張する意味合いが出てしまう。」と述べる(加藤、2012)。このことから子供



は言葉に含まれるニュアンスから攻撃的思考を連想する可能性があると考えられる。そして、これらのこと

から私は攻撃的思考を連想する言葉をセリフで使わないことは攻撃性を抑制すると考える。

４．考察３　物語の設定・構成

　「プリキュアシリーズ」、「仮面ライダーシリーズ」、「スーパー戦隊シリーズ」は例外もあるが概ね１年毎に

新作が発表される。シリーズや作品ごとに物語の設定・構成は異なるが、共通点も見られる。「仮面ライ

ダーシーリーズ」、「スーパー戦隊シリーズ」を含む特撮ヒーロー番組のキャラクターについて小林(2012)

は「彼らは世界を救うヒーローとしての宿命を負っていたとしても、戦う目的は身近な人間を守るためで

あったり、仲間との友情のためだったり、より視聴者が共感しやすいモチベーションへと変化しつつある。」

と述べる。また「プリキュアシリーズ」についても小林(2012)は「ストーリーの軸になるのは、友達や仲間との

友情である。性格の異なる女の子たちが支え合い、絆を深めて悪に立ち向かう。」と述べる。これらのこと

から、「プリキュアシリーズ」、「仮面ライダーシリーズ」、「スーパー戦隊シリーズ」はいずれも友情がテーマ

として物語に含まれていることがわかる。また、キャラクターたちが自分以外の身近な人や自分たちの住

んでいる世界と違う世界の妖精を守り抜こうとする点からは、キャラクターたちの誠実さを感じ取ることが可

能であると考えられる。このような友情、誠実といった要素を含む物語への感情移入についてフランチェス

コ(2022)は次のように述べる。

　感情移入の体験が引き起こす「信念の変化」とはどのようなものか。グリーンとブロックの実験では暴力、

友情、誠実といったテーマを含んだ物語が用いられ、作品への移入体験の深かった鑑賞者が、その後の

質問に対して作品とより一致する考えを回答した。

　物語作品による感情変化としては、第四章でも説明した向社会的行動が挙げられる。これが高まること

は、社会のルールに準じたり、非行や暴力などの反社会的行動を止めたりすることにつながると思われ

る。

このことから友情、誠実といったテーマを含む物語の設定・構成は、人間が社会の集団の中で生きるため

に必要な他人を思いやる感情を促すと考えられる。しかし、他人に共感して思いやることは、時に攻撃性

を促進する。山竹(2022)は「従来の研究によれば、自分に近しい人間が虐待された場合、被害者に深い

親愛の情を寄せているほど、加害者に対して攻撃的に振る舞うことがわかっている。」と述べる。人間は他

人を思いやるがゆえに他人を攻撃することがあるのだ。よって、友情、誠実といったテーマを含む物語は

必ずしも攻撃性を抑制するとは考えられない。しかし、広く他人を思いやる気持ちは、人をむやみに攻撃

することを止めることができるという点で、攻撃性を抑制すると考える。

５．結論

　子供が攻撃的にならない戦闘シーンを含む子供向けアニメ・特撮の表現には、非現実的で芸術性のあ

る戦闘シーン、攻撃的思考を連想しないセリフ、友情、誠実といったテーマを含む物語の設定・構成があ

ると考えた。非現実的で芸術性のある戦闘シーンは、攻撃時にCGやアニメーションによるエフェクトが使

われる事によって実現され、それによって視聴者の攻撃性は抑制される。しかし、映像が虚構のものという

ことを視聴者が忘れてしまうほどリアリティのあるエフェクトによる表現は、視聴者が暴力と心理的距離を置

くことを妨げ、攻撃性を抑制しない。また、攻撃的思考を連想しないセリフは、子供がセリフを模倣した時

に自己の発達において攻撃性を抑制する。そして、友情、誠実といったテーマを含む物語の設定・構成

の作品に深く共感することは、社会ルールに準じたり、反社会的行動を止めることにつながる向社会的行

動を促す。
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‭日‬‭本‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭は‬‭な‬‭ぜ‬‭人々‬‭に‬‭悪‬‭い‬‭印‬‭象‬‭を‬‭与‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭か‬

‭１‬‭．‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭に‬

‭　‬‭日‬‭本‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭国‬‭憲‬‭法‬‭第‬‭25‬‭条‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭い‬‭て‬‭生‬‭活‬‭困‬‭窮‬‭者‬‭の‬‭生‬‭活‬‭を‬‭保‬‭障‬‭し‬‭そ‬‭の‬‭自‬‭立‬‭を‬‭助‬
‭長‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭目‬‭的‬‭の‬‭も‬‭と‬‭定‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭法‬‭第‬‭一‬‭章‬‭総‬‭則‬‭の‬‭第‬‭二‬‭条‬‭に‬‭は、‬‭『す‬‭べ‬‭て‬‭国‬‭民‬‭は、‬‭こ‬
‭の‬‭法‬‭律‬‭の‬‭定‬‭め‬‭る‬‭要‬‭件‬‭を‬‭満‬‭た‬‭す‬‭限‬‭り、‬‭こ‬‭の‬‭法‬‭律‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭保‬‭護‬‭（以‬‭下‬‭「保‬‭護」‬‭と‬‭い‬‭う。）‬‭を、‬‭無‬‭差‬‭別‬‭平‬
‭等‬‭に‬‭受‬‭け‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る。』‬‭と‬‭書‬‭か‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭し‬‭か‬‭し、‬‭ス‬‭マー‬‭ト‬‭フォ‬‭ン‬‭や‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭の‬‭ニュー‬‭ス‬‭で‬‭市‬
‭の‬‭職‬‭員‬‭が‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭申‬‭請‬‭し‬‭に‬‭来‬‭た‬‭人‬‭に‬‭圧‬‭力‬‭を‬‭か‬‭け‬‭て‬‭い‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭内‬‭容‬‭が‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭う‬‭いっ‬‭た‬‭生‬
‭活‬‭保‬‭護‬‭受‬‭給‬‭者‬‭や‬‭申‬‭請‬‭者‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭危‬‭害‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭へ‬‭の‬‭印‬‭象‬‭が‬‭影‬‭響‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭で‬‭は‬
‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬‭考‬‭え、‬‭そ‬‭の‬‭印‬‭象‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ‬‭る‬‭原‬‭因‬‭を‬‭実‬‭際‬‭に‬‭お‬‭き‬‭た‬‭事‬‭件‬‭や‬‭騒‬‭動‬‭か‬‭ら‬‭考‬‭察‬‭し‬‭て‬‭い‬‭く。‬

‭２‬‭．‬‭考‬‭察‬

‭１）‬‭　‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭問‬‭題‬‭と‬‭し‬‭て‬‭大‬‭き‬‭く‬‭取‬‭り‬‭上‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭も‬‭の‬‭に、‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭不‬‭正‬‭受‬
‭給‬‭と‬‭は、‬‭収‬‭入‬‭や‬‭就‬‭労‬‭の‬‭無‬‭申‬‭告‬‭や‬‭過‬‭少‬‭申‬‭告‬‭を‬‭し‬‭て‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭受‬‭給‬‭し‬‭た‬‭り‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭厚‬‭生‬‭労‬‭働‬
‭省‬‭の‬‭資‬‭料‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭令‬‭和‬‭2‬‭年‬‭度‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭負‬‭担‬‭金‬‭の‬‭う‬‭ち‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭額‬‭は‬‭全‬‭体‬‭の‬‭約‬‭0.36‬‭％‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭わ‬
‭か‬‭る。‬
‭　‬‭で‬‭は、‬‭な‬‭ぜ‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭に‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭の‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭人‬‭が‬‭い‬‭る‬‭の‬‭か‬‭と‬‭い‬‭う‬‭と、‬‭理‬‭由‬‭と‬‭し‬‭て‬‭2012‬
‭年‬‭に‬‭起‬‭き‬‭た‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭親‬‭族‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭受‬‭給‬‭騒‬‭動‬‭が‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭騒‬‭動‬‭が‬‭批‬‭判‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭原‬
‭因‬‭は、‬‭そ‬‭の‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭が‬‭親‬‭族‬‭を‬‭扶‬‭養‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭た‬‭と‬‭判‬‭断‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭か‬‭ら‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭当‬‭時、‬‭こ‬‭の‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭は‬
‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭番‬‭組‬‭に‬‭多‬‭く‬‭出‬‭演‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭ま‬‭た‬‭出‬‭演‬‭し‬‭た‬‭際‬‭に‬‭は、‬‭親‬‭族‬‭に‬‭マ‬‭ン‬‭ショ‬‭ン‬‭を‬‭買‬‭い‬‭与‬‭え‬‭た‬‭と‬‭話‬‭し‬‭て‬
‭い‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭今‬‭回‬‭の‬‭騒‬‭動‬‭に‬‭関‬‭係‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭は‬‭な‬‭ら‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭も‬‭の‬‭の、‬‭こ‬‭の‬‭一‬‭件‬‭に‬‭つ‬
‭い‬‭て‬‭は‬‭謝‬‭罪‬‭会‬‭見‬‭が‬‭開‬‭か‬‭れ‬‭た‬‭が、‬‭そ‬‭の‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭批‬‭判‬‭が‬‭落‬‭ち‬‭着‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭な‬‭かっ‬‭た。‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭は、‬
‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭上‬‭で‬‭の‬‭バッ‬‭シ‬‭ン‬‭グ‬‭は‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭や‬‭そ‬‭の‬‭親‬‭族‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭も‬‭の‬‭だ‬‭け‬‭で‬‭は‬‭な‬‭く、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬
‭か‬‭ら‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭受‬‭給‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭者‬‭に‬‭ま‬‭で‬‭広‬‭まっ‬‭て‬‭いっ‬‭た。‬

‭２）‬‭　‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭法‬‭の‬‭目‬‭的‬‭は‬‭貧‬‭困‬‭に‬‭苦‬‭し‬‭ん‬‭で‬‭い‬‭る‬‭人々‬‭に‬‭生‬‭活‬‭を‬‭保‬‭障‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭自‬‭分‬‭た‬‭ち‬‭の‬‭暮‬
‭ら‬‭し‬‭を‬‭守‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭正‬‭し‬‭く‬‭受‬‭給‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭人々‬‭が‬‭決‬‭し‬‭て‬‭批‬‭判‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭は‬‭い‬‭け‬‭な‬‭い。‬‭過‬‭去‬‭に‬
‭あっ‬‭た‬‭事‬‭例‬‭を‬‭紹‬‭介‬‭す‬‭る。‬
‭　‬‭2007‬‭年‬‭に‬‭発‬‭覚‬‭し‬‭た‬‭小‬‭倉‬‭北‬‭餓‬‭死‬‭事‬‭件‬‭と‬‭は、‬‭北‬‭九‬‭州‬‭に‬‭住‬‭む‬‭男‬‭性‬‭が‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭廃‬‭止‬‭か‬‭ら‬‭2‬‭ヶ‬‭月‬‭後‬‭に‬‭餓‬‭死‬
‭し‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭事‬‭件‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭男‬‭性‬‭は‬‭病‬‭気‬‭で‬‭働‬‭け‬‭な‬‭い‬‭状‬‭態‬‭に‬‭あっ‬‭た‬‭た‬‭め‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭受‬‭給‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭が、‬
‭福‬‭祉‬‭事‬‭務‬‭所‬‭か‬‭ら‬‭働‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭勧‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭辞‬‭退‬‭し、‬‭仕‬‭事‬‭に‬‭就‬‭く‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭ず‬‭餓‬‭死‬‭し‬‭て‬‭し‬‭まっ‬
‭た‬‭と‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭ま‬‭た、‬‭亡‬‭く‬‭なっ‬‭た‬‭本‬‭人‬‭の‬‭日‬‭記‬‭に‬‭は‬‭市‬‭や‬‭ケー‬‭ス‬‭ワー‬‭カー‬‭へ‬‭の‬‭不‬‭満‬‭や‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭辞‬
‭退‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭も‬‭記‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭日‬‭記‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭情‬‭報‬‭か‬‭ら、‬‭男‬‭性‬‭は‬‭辞‬‭退‬‭を‬‭強‬‭要‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭か‬‭と‬
‭推‬‭測‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭例‬‭の‬‭他‬‭に‬‭も‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭受‬‭給‬‭で‬‭き‬‭ず‬‭に、‬‭も‬‭し‬‭く‬‭は‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭が‬‭受‬‭給‬‭で‬‭き‬‭て‬‭も‬‭死‬‭亡‬
‭し‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭事‬‭件‬‭は‬‭起‬‭こっ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭2020‬‭年‬‭の‬‭八‬‭尾‬‭市‬‭母‬‭子‬‭餓‬‭死‬‭事‬‭件‬‭や‬‭2006‬‭年‬‭の‬‭門‬‭司‬‭餓‬‭死‬‭事‬‭件‬‭な‬‭ど‬
‭が‬‭例‬‭と‬‭し‬‭て‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭事‬‭件‬‭を‬‭引‬‭き‬‭起‬‭こ‬‭す‬‭原‬‭因‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭受‬‭給‬‭者‬‭に‬‭対‬
‭す‬‭る‬‭否‬‭定‬‭的‬‭な‬‭感‬‭情‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭感‬‭情‬‭が‬‭受‬‭給‬‭者‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭向‬‭け‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭悪‬‭い‬‭側‬
‭面‬‭を‬‭見‬‭た‬‭り‬‭聞‬‭い‬‭た‬‭り‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭原‬‭因‬‭だ‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭３）‬‭　‬‭現‬‭在、‬‭私‬‭た‬‭ち‬‭が‬‭情‬‭報‬‭を‬‭得‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭利‬‭用‬‭す‬‭る‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭に‬‭は‬‭テ‬‭レ‬‭ビ‬‭や‬‭イ‬‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト、‬‭新‬‭聞、‬
‭書‬‭籍‬‭な‬‭ど‬‭様々‬‭な‬‭も‬‭の‬‭が‬‭存‬‭在‬‭す‬‭る。‬‭総‬‭務‬‭省‬‭の‬‭令‬‭和‬‭4‬‭年‬‭度‬‭の‬‭調‬‭査‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭数‬‭多‬‭く‬‭あ‬‭る‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭の‬‭う‬



‭ち‬‭世‬‭の‬‭中‬‭の‬‭動‬‭向‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭信‬‭頼‬‭で‬‭き‬‭る‬‭情‬‭報‬‭を‬‭得‬‭る‬‭の‬‭に‬‭利‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭は、‬‭全‬‭体‬‭の‬‭半‬‭数‬‭以‬‭上‬‭の‬‭割‬‭合‬‭を‬‭テ‬
‭レ‬‭ビ‬‭が‬‭占‬‭め‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭そ‬‭の‬‭次‬‭に‬‭多‬‭い‬‭割‬‭合‬‭を‬‭占‬‭め‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭が‬‭イ‬‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト‬‭だ‬‭と‬‭わ‬‭か‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭媒‬
‭体‬‭は、‬‭私‬‭た‬‭ち‬‭の‬‭生‬‭活‬‭に‬‭身‬‭近‬‭な‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭書‬‭籍‬‭や‬‭新‬‭聞‬‭な‬‭ど‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭簡‬‭単‬‭に‬‭情‬‭報‬‭を‬‭手‬‭に‬‭入‬‭れ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬
‭ツー‬‭ル‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭そ‬‭の‬‭一‬‭方‬‭で、‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭は‬‭情‬‭報‬‭に‬‭偏‬‭り‬‭が‬‭生‬‭じ‬‭や‬‭す‬‭く、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭情‬‭報‬‭は‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬
‭の‬‭問‬‭題‬‭が‬‭大‬‭き‬‭く‬‭取‬‭り‬‭上‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭が‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭実‬‭態‬‭は‬‭遠‬‭ざ‬‭け‬‭ら‬‭れ‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭実‬‭態‬
‭の‬‭例‬‭と‬‭し‬‭て、‬‭ケー‬‭ス‬‭ワー‬‭カー‬‭や‬‭福‬‭祉‬‭事‬‭務‬‭所、‬‭役‬‭所‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭不‬‭当‬‭な‬‭扱‬‭い‬‭に‬‭は、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭費‬‭を‬‭減‬‭ら‬‭す‬‭た‬
‭め‬‭の‬‭圧‬‭力、‬‭受‬‭給‬‭申‬‭請‬‭者‬‭へ‬‭の‬‭水‬‭際‬‭作‬‭戦‬‭な‬‭ど‬‭が‬‭存‬‭在‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭受‬‭給‬‭者‬‭は‬‭周‬‭囲‬‭か‬‭ら‬‭「生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬
‭受‬‭給‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭人‬‭だ」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭目‬‭で‬‭見‬‭ら‬‭れ、‬‭生‬‭活‬‭し‬‭て‬‭い‬‭く‬‭た‬‭め‬‭に‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭を‬‭受‬‭給‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭に‬‭生‬‭活‬‭を‬
‭し‬‭に‬‭く‬‭く‬‭な‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭状‬‭況‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭う‬‭いっ‬‭た‬‭現‬‭状‬‭が‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭ま‬‭ま‬‭だ‬‭と、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬
‭悪‬‭い‬‭側‬‭面‬‭ば‬‭か‬‭り‬‭を‬‭見‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭い、‬‭人々‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭や‬‭受‬‭給‬‭者‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭不‬‭信‬‭感‬‭が‬‭よ‬‭り‬‭高‬‭ま‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭負‬‭の‬
‭連‬‭鎖‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭負‬‭の‬‭連‬‭鎖‬‭を‬‭生‬‭ま‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め‬‭に‬‭も、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭へ‬‭の‬‭偏‬‭見‬‭が‬‭な‬‭い‬‭情‬‭報‬‭や、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬
‭が‬‭貧‬‭困‬‭に‬‭苦‬‭し‬‭む‬‭人々‬‭へ‬‭の‬‭セー‬‭フ‬‭ティ‬‭ネッ‬‭ト‬‭と‬‭し‬‭て‬‭機‬‭能‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭人々‬‭に‬‭伝‬‭え‬‭る‬‭こ‬‭と‬
‭が‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭の‬‭役‬‭割‬‭と‬‭し‬‭て‬‭必‬‭要‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬

‭４‬‭．‬‭結‬‭論‬

‭　‬‭日‬‭本‬‭で‬‭は、‬‭日‬‭本‬‭国‬‭憲‬‭法‬‭第‬‭25‬‭条‬‭「健‬‭康‬‭で‬‭文‬‭化‬‭的‬‭な‬‭最‬‭低‬‭限‬‭度‬‭の‬‭生‬‭活」‬‭を‬‭国‬‭民‬‭に‬‭保‬‭障‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭の‬‭法‬‭律‬
‭と‬‭し‬‭て‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭法‬‭が‬‭定‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭制‬‭度‬‭が‬‭悪‬‭く‬‭思‬‭わ‬‭れ‬‭る‬‭原‬‭因‬‭の‬‭１‬‭つ‬‭に‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭問‬‭題‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭し‬
‭か‬‭し‬‭実‬‭際‬‭に‬‭は、‬‭現‬‭在‬‭の‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭率‬‭は‬‭約‬‭0.36‬‭％‬‭ほ‬‭ど‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭年々‬‭減‬‭少‬‭の‬‭一‬‭途‬‭を‬‭辿っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭　‬‭そ‬‭こ‬‭で、‬‭「生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭＝‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給」‬‭の‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭が‬‭広‬‭まっ‬‭た‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭を‬‭考‬‭え‬‭る‬‭と、‬‭2012‬‭年‬‭の‬‭芸‬‭能‬‭人‬
‭親‬‭族‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭利‬‭用‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭騒‬‭動‬‭が‬‭関‬‭係‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭推‬‭測‬‭で‬‭き‬‭た。‬‭こ‬‭の‬‭騒‬‭動‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭芸‬‭能‬‭人‬‭や‬‭芸‬‭能‬
‭人‬‭親‬‭族‬‭へ‬‭の‬‭バッ‬‭シ‬‭ン‬‭グ‬‭は、‬‭対‬‭象‬‭を‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭制‬‭度‬‭自‬‭体‬‭や‬‭受‬‭給‬‭者‬‭へ‬‭と‬‭か‬‭え‬‭て‬‭広‬‭まっ‬‭て‬‭いっ‬‭た。‬‭生‬‭活‬‭保‬
‭護‬‭法‬‭の‬‭目‬‭的‬‭は‬‭貧‬‭困‬‭で‬‭苦‬‭し‬‭む‬‭人々‬‭に‬‭生‬‭活‬‭を‬‭保‬‭障‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭だ‬‭が、‬‭2007‬‭年‬‭に‬‭発‬‭覚‬‭し‬‭た‬‭小‬‭倉‬‭北‬‭餓‬‭死‬‭事‬‭件‬‭は‬
‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭が‬‭適‬‭切‬‭に‬‭運‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭原‬‭因‬‭だっ‬‭た。‬‭同‬‭様‬‭の‬‭例‬‭は‬‭他‬‭に‬‭も‬‭存‬‭在‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭こ‬‭れ‬‭ら‬
‭の‬‭事‬‭件‬‭は、‬‭人々‬‭が‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭受‬‭給‬‭者‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭抱‬‭く‬‭否‬‭定‬‭的‬‭な‬‭感‬‭情‬‭が‬‭引‬‭き‬‭起‬‭こ‬‭し‬‭て‬‭し‬‭まっ‬‭た‬‭も‬‭の‬‭だ‬‭と‬‭考‬
‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭私‬‭た‬‭ち‬‭が‬‭用‬‭い‬‭て‬‭い‬‭る‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭は‬‭簡‬‭単‬‭に‬‭情‬‭報‬‭を‬‭手‬‭に‬‭入‬‭れ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭が、‬‭そ‬‭の‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭が‬‭も‬‭つ‬
‭情‬‭報‬‭に‬‭偏‬‭り‬‭が‬‭生‬‭じ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭情‬‭報‬‭に‬‭も‬‭同‬‭じ‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭言‬‭え、‬‭不‬‭正‬‭受‬‭給‬‭問‬‭題‬
‭が‬‭ク‬‭ロー‬‭ズ‬‭アッ‬‭プ‬‭さ‬‭れ‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭実‬‭態‬‭は‬‭大‬‭き‬‭く‬‭報‬‭道‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。‬‭こ‬‭れ‬‭に‬‭よ‬‭り、‬‭人々‬‭の‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬
‭へ‬‭の‬‭不‬‭信‬‭感‬‭は‬‭よ‬‭り‬‭高‬‭まっ‬‭て‬‭し‬‭ま‬‭う。‬‭そ‬‭う‬‭な‬‭ら‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め‬‭に‬‭も、‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭は‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭セー‬‭フ‬‭ティ‬
‭ネッ‬‭ト‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭は‬‭た‬‭ら‬‭き‬‭や‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬‭の‬‭実‬‭態‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭報‬‭道‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭必‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭ま‬‭た、‬‭生‬‭活‬‭保‬‭護‬
‭制‬‭度‬‭は‬‭適‬‭切‬‭な‬‭基‬‭準‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭い‬‭て‬‭受‬‭給‬‭者‬‭を‬‭受‬‭け‬‭入‬‭れ、‬‭受‬‭給‬‭に‬‭携‬‭わ‬‭る‬‭人‬‭は‬‭生‬‭活、‬‭つ‬‭ま‬‭り‬‭そ‬‭の‬‭人‬‭の‬‭命‬‭自‬‭体‬
‭を‬‭扱っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭責‬‭任‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭仕‬‭事‬‭に‬‭取‬‭り‬‭組‬‭む‬‭べ‬‭き‬‭で‬‭あ‬‭る。‬
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‭若‬‭者‬‭言‬‭葉‬‭「蛙‬‭化‬‭現‬‭象」‬‭の‬‭流‬‭行‬‭は‬‭な‬‭ぜ‬‭起‬‭こっ‬‭た‬‭の‬‭か‬

‭１‬‭．‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭に‬
‭　‬‭「蛙‬‭化‬‭現‬‭象」‬‭と‬‭は、‬‭異‬‭性‬‭へ‬‭の‬‭好‬‭意‬‭が‬‭相‬‭手‬‭の‬‭些‬‭細‬‭な‬‭言‬‭動‬‭を‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭に‬‭し‬‭て‬‭冷‬‭め‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭意‬‭味‬‭す‬‭る‬
‭若‬‭者‬‭言‬‭葉‬‭＊‬‭1‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭2023‬‭年‬‭に‬‭は、‬‭ユー‬‭キャ‬‭ン‬‭新‬‭語・‬‭流‬‭行‬‭語‬‭大‬‭賞‬‭の‬‭TOP10‬‭に‬‭ノ‬‭ミ‬‭ネー‬‭ト‬‭さ‬‭れ‬‭た。‬‭蛙‬
‭化‬‭現‬‭象‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭る‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭は、‬‭「食‬‭事‬‭中‬‭の‬‭マ‬‭ナー‬‭が‬‭悪‬‭い」‬‭「店‬‭で‬‭店‬‭員‬‭を‬‭呼‬‭ん‬‭で‬‭も‬‭気‬‭づ‬‭か‬‭れ‬‭な‬‭い」‬‭「‬
‭SNS‬‭の‬‭ア‬‭イ‬‭コ‬‭ン‬‭が‬‭ダ‬‭サ‬‭い」‬‭な‬‭ど‬‭と、‬‭人‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭様々‬‭に‬‭異‬‭な‬‭る‬‭上‬‭に、‬‭一‬‭見‬‭理‬‭不‬‭尽‬‭に‬‭思‬‭え‬‭る‬‭も‬‭の‬‭も‬‭あ‬
‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭言‬‭葉‬‭が、‬‭な‬‭ぜ‬‭今、‬‭多‬‭く‬‭の‬‭若‬‭者‬‭の‬‭共‬‭感‬‭を‬‭集‬‭め‬‭て‬‭流‬‭行‬‭す‬‭る‬‭に‬‭至っ‬‭た‬‭の‬‭か、‬‭疑‬‭問‬‭を‬‭抱‬‭い‬
‭た。‬‭昨‬‭今‬‭の‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行‬‭は、‬‭現‬‭代‬‭の‬‭若‬‭者‬‭を‬‭取‬‭り‬‭巻‬‭く‬‭何‬‭ら‬‭か‬‭の‬‭社‬‭会‬‭的‬‭要‬‭因‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭も‬‭た‬‭ら‬‭さ‬‭れ‬‭た‬
‭の‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭だ‬‭ろ‬‭う‬‭か。‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行‬‭を、‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭と‬‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭の‬‭２‬‭つ‬‭の‬‭側‬‭面‬‭に‬‭分‬‭け‬
‭て‬‭考‬‭え、‬‭そ‬‭れ‬‭ぞ‬‭れ‬‭の‬‭流‬‭行‬‭を‬‭も‬‭た‬‭ら‬‭し‬‭た‬‭社‬‭会‬‭的‬‭な‬‭要‬‭因‬‭を、‬‭現‬‭代‬‭の‬‭若‬‭者‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭手‬‭段‬‭に‬
‭着‬‭目‬‭し‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬

‭＊‬‭1‬‭…‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭の‬‭「若‬‭者」‬‭は‬‭Z‬‭世‬‭代、‬‭す‬‭な‬‭わ‬‭ち‬‭1990‬‭年‬‭代‬‭後‬‭半‬‭か‬‭ら‬‭2000‬‭年‬‭代‬‭に‬‭産‬‭ま‬‭れ‬‭た‬‭世‬‭代‬‭を‬‭指‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭と‬
‭す‬‭る。‬‭2024‬‭年‬‭現‬‭在‬‭で‬‭は、‬‭15‬‭〜‬‭29‬‭歳‬‭に‬‭あ‬‭た‬‭る。‬

‭２‬‭．‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭定‬‭義‬
‭　‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭異‬‭な‬‭る‬‭２‬‭つ‬‭の‬‭定‬‭義‬‭が‬‭混‬‭同‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭現‬‭状‬‭が‬‭あ‬‭る。‬
‭　‬‭ま‬‭ず‬‭１‬‭つ‬‭目‬‭に、‬‭心‬‭理‬‭学‬‭用‬‭語‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭意‬‭味‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭2004‬‭年‬‭に、‬‭心‬‭理‬‭学‬‭者‬‭藤‬‭沢‬‭伸‬‭介‬‭が‬‭初‬‭め‬‭て‬‭定‬‭義‬‭し‬
‭た、‬‭「あ‬‭る‬‭男‬‭性‬‭に‬‭対‬‭し‬‭自‬‭分‬‭が‬‭一‬‭方‬‭的‬‭に‬‭好‬‭意‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭女‬‭性‬‭が‬‭理‬‭解‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭状‬‭況‬‭で、‬‭実‬‭は‬‭そ‬‭の‬
‭男‬‭性‬‭も‬‭自‬‭分‬‭に‬‭対‬‭し‬‭好‬‭意‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭女‬‭性‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭明‬‭ら‬‭か‬‭に‬‭な‬‭る‬‭と、‬‭そ‬‭れ‬‭が‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭と‬‭なっ‬
‭て、‬‭そ‬‭の‬‭女‬‭性‬‭が‬‭そ‬‭の‬‭男‬‭性‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭生‬‭理‬‭的‬‭な‬‭嫌‬‭悪‬‭感‬‭を‬‭も‬‭つ‬‭現‬‭象」‬‭＊‬‭2‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭２‬‭つ‬‭目‬‭に、‬‭元‬‭の‬‭心‬‭理‬‭学‬
‭用‬‭語‬‭か‬‭ら‬‭変‬‭化‬‭し‬‭て、‬‭近‬‭年‬‭若‬‭者‬‭言‬‭葉‬‭と‬‭し‬‭て‬‭新‬‭し‬‭く‬‭誕‬‭生‬‭し‬‭た‬‭概‬‭念‬‭が‬‭あ‬‭る。‬‭意‬‭味‬‭は‬‭「異‬‭性‬‭へ‬‭の‬‭好‬‭意‬‭が‬‭相‬
‭手‬‭の‬‭些‬‭細‬‭な‬‭言‬‭動‬‭を‬‭きっ‬‭か‬‭け‬‭に‬‭し‬‭て‬‭冷‬‭め‬‭る‬‭こ‬‭と」‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭元‬‭の‬‭意‬‭味‬‭の‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭に‬‭関‬‭し‬‭て‬‭は、‬‭後‬‭続‬‭研‬
‭究‬‭で‬‭心‬‭理‬‭学・‬‭社‬‭会‬‭学‬‭的‬‭に‬‭生‬‭起‬‭メ‬‭カ‬‭ニ‬‭ズ‬‭ム‬‭が‬‭研‬‭究‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て、‬‭新‬‭概‬‭念‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は、‬
‭元‬‭の‬‭定‬‭義‬‭と‬‭区‬‭別‬‭し‬‭た‬‭研‬‭究‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。‬
‭　‬‭川‬‭久‬‭保‬‭惇‬‭氏‬‭(埼‬‭玉‬‭学‬‭園‬‭大‬‭学‬‭人‬‭間‬‭学‬‭部‬‭心‬‭理‬‭学‬‭科‬‭准‬‭教‬‭授)‬‭は、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭「少‬‭な‬‭く‬‭と‬‭も‬‭2‬‭年‬‭前‬‭に‬
‭は、‬‭意‬‭味‬‭が‬‭変‬‭化‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭思‬‭う」‬‭＊‬‭3‬‭と‬‭語っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら、‬‭近‬‭年‬‭の‬‭流‬‭行‬‭で‬‭中‬‭核‬‭的‬‭な‬‭意‬‭味‬
‭を‬‭担っ‬‭た‬‭の‬‭は、‬‭流‬‭行‬‭と‬‭同‬‭時‬‭期‬‭に‬‭形‬‭成‬‭さ‬‭れ‬‭た、‬‭新‬‭概‬‭念‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭よっ‬‭て‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は、‬‭新‬
‭し‬‭い‬‭定‬‭義‬‭に‬‭即‬‭し‬‭て‬‭流‬‭行‬‭の‬‭要‬‭因‬‭を‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬

‭＊‬‭2‬‭…‬‭吉‬‭田‬‭光‬‭成、‬‭他‬‭(2020)‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭大‬‭学‬‭生‬‭を‬‭対‬‭象‬‭と‬‭し‬‭た‬‭調‬‭査‬‭で、‬‭女‬‭性‬‭特‬‭有‬‭の‬‭現‬‭象‬‭で‬‭は‬‭な‬‭い‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭報‬‭告‬‭さ‬
‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭＊‬‭3‬‭…‬‭川‬‭久‬‭保‬‭惇‬‭氏‬‭(埼‬‭玉‬‭学‬‭園‬‭大‬‭学‬‭人‬‭間‬‭学‬‭部‬‭心‬‭理‬‭学‬‭科‬‭准‬‭教‬‭授)‬‭は、‬‭「少‬‭な‬‭く‬‭と‬‭も‬‭2‬‭年‬‭前‬‭に‬‭は、‬‭意‬‭味‬‭が‬‭変‬‭化‬
‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭思‬‭う」‬‭と‬‭2023‬‭年‬‭8‬‭月‬‭14‬‭日‬‭発‬‭表‬‭の‬‭「東‬‭京‬‭新‬‭聞‬‭Web‬‭」‬‭内‬‭記‬‭事‬
‭(tokyo-np.co.jp./article/264372)‬‭で‬‭語っ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭本‬‭論‬‭文‬‭で‬‭用‬‭い‬‭る‬‭語‬‭彙‬‭「近‬‭年」‬‭の‬‭指‬‭す‬‭時‬‭期‬‭は、‬‭こ‬‭の‬‭発‬
‭言‬‭に‬‭基‬‭づ‬‭く‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭る。‬

‭３‬‭．‬‭考‬‭察‬
‭　‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行‬‭に‬‭は、‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭と‬‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭の‬‭２‬‭つ‬‭の‬‭側‬‭面‬‭が‬‭あっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭る。‬‭本‬‭研‬
‭究‬‭で‬‭は、‬‭そ‬‭の‬‭双‬‭方‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭と‬‭は、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭そ‬‭れ‬‭自‬‭体‬‭の‬‭発‬‭生‬‭が‬‭増‬‭え‬‭る‬‭こ‬
‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭若‬‭者‬‭社‬‭会‬‭に、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭が‬‭比‬‭較‬‭的‬‭容‬‭易‬‭に‬‭起‬‭こ‬‭り‬‭得‬‭る‬‭環‬‭境‬‭が‬‭成‬‭立‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭一‬‭因‬‭と‬‭なっ‬
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‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭を‬‭要‬‭因‬‭１‬‭と‬‭し‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭と‬‭は、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭を‬‭体‬‭験‬‭し‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭事‬‭例‬‭や、‬‭そ‬
‭れ‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭情‬‭報‬‭が‬‭増‬‭加‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭流‬‭行‬‭の‬‭規‬‭模‬‭が、‬‭SNS‬‭を‬‭介‬‭し‬‭た‬‭言‬‭葉‬‭の‬‭拡‬‭散‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭拡‬‭大‬‭し‬
‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭を、‬‭要‬‭因‬‭２‬‭と‬‭し‬‭て‬‭考‬‭察‬‭す‬‭る。‬

‭３‬‭−‬‭１‬‭．‬‭要‬‭因‬‭１‬‭　‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭出‬‭会‬‭い‬‭方‬‭の‬‭変‬‭化ー‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬
‭　‬‭第‬‭一‬‭に、‬‭近‬‭年‬‭の‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭を‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭と‬‭す‬‭る、‬‭SNS‬‭＊‬‭4‬‭を‬‭介‬‭し‬
‭た‬‭出‬‭会‬‭い‬‭方‬‭が‬‭主‬‭流‬‭と‬‭な‬‭り‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る。‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭と‬‭は、‬‭恋‬‭愛・‬‭結‬‭婚‬‭等‬‭を‬‭目‬‭的‬‭と‬‭し‬‭た‬‭会‬‭員‬‭同‬‭士‬
‭が、‬‭自‬‭身‬‭の‬‭プ‬‭ロ‬‭フィー‬‭ル‬‭や‬‭写‬‭真、‬‭自‬‭己‬‭紹‬‭介‬‭文‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭も‬‭と‬‭に‬‭し‬‭て‬‭知‬‭り‬‭合‬‭う‬‭サー‬‭ビ‬‭ス‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭特‬‭に‬
‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭に‬‭関‬‭し‬‭て‬‭は、‬‭以‬‭下‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭調‬‭査‬‭が‬‭行‬‭わ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬

‭＊‬‭4‬‭…SNS‬‭と‬‭は‬‭「登‬‭録‬‭者‬‭同‬‭士‬‭が‬‭交‬‭流‬‭で‬‭き‬‭る‬‭イ‬‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト‬‭の‬‭会‬‭員‬‭制‬‭サー‬‭ビ‬‭ス」‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭(NTT‬‭西‬‭日‬‭本‬
‭ホー‬‭ム‬‭ペー‬‭ジ‬‭よ‬‭り)‬‭こ‬‭こ‬‭で‬‭の‬‭SNS‬‭は、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ、‬‭LINE‬‭、‬‭instagram‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭含‬‭む。‬
‭＊‬‭5‬‭…‬‭ス‬‭マー‬‭ト‬‭フォ‬‭ン‬‭を‬‭所‬‭有‬‭す‬‭る‬‭20‬‭歳〜‬‭69‬‭歳‬‭の‬‭男‬‭女‬‭29,350‬‭人‬‭が‬‭対‬‭象。‬

‭MMD‬‭研‬‭究‬‭所‬‭の‬‭「‬‭2023‬‭年‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭の‬‭利‬‭用‬‭実‬‭態‬‭調‬‭査」‬‭＊‬‭5‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬
‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭の‬‭「サー‬‭ビ‬‭ス‬‭内‬‭容‬‭を‬‭知っ‬‭て‬‭い‬‭る」‬‭と‬‭回‬‭答‬‭し‬‭た‬‭人‬‭は‬‭全‬‭体‬‭で‬‭25.8‬‭％‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭。‬‭特‬‭に‬
‭20‬‭代‬‭で‬‭は、‬‭45.0%‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭そ‬‭の‬‭認‬‭知‬‭度‬‭の‬‭高‬‭さ‬‭が‬‭伺‬‭え‬‭る‬‭[図‬‭1‬‭］‬‭。‬

‭[図‬‭1‬‭］‬

‭さ‬‭ら‬‭に、‬‭そ‬‭の‬‭サー‬‭ビ‬‭ス‬‭内‬‭容‬‭理‬‭解‬‭者‬‭の‬‭う‬‭ち、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭を‬‭「現‬‭在‬‭使‬‭用‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る」‬
‭「過‬‭去‬‭に‬‭利‬‭用‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た」‬‭と‬‭答‬‭え‬‭た‬‭人‬‭の‬‭割‬‭合‬‭は、‬‭20‬‭代‬‭で‬‭は‬‭50%‬‭を‬‭超‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭[図‬‭2]‬‭。‬
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‭[図‬‭2]‬

‭ま‬‭た、‬‭現‬‭在‬‭の‬‭パー‬‭ト‬‭ナー‬‭と‬‭出‬‭会っ‬‭た‬‭場‬‭所‬‭や‬‭手‬‭段‬‭の‬‭調‬‭査‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭20‬‭代‬‭で‬‭は‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬
‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭を‬‭利‬‭用‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭が‬‭2‬‭位‬‭と‬‭なっ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭[図‬‭3]‬‭。‬

‭[図‬‭3]‬

‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭現‬‭代‬‭で‬‭は、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭を‬‭含‬‭む‬‭SNS‬‭を‬‭通‬‭し‬‭て‬‭パー‬‭ト‬‭ナー‬‭と‬‭出‬‭会‬‭う‬‭こ‬
‭と‬‭が‬‭一‬‭般‬‭化‬‭し‬‭つ‬‭つ‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭そ‬‭れ‬‭は‬‭す‬‭な‬‭わ‬‭ち、‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭が‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭こ‬
‭と‬‭が‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬

‭　‬‭次‬‭に、‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭の‬‭性‬‭質‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭述‬‭べ‬‭る。‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬
‭は、‬‭「共‬‭在‬‭性」‬‭が‬‭実‬‭現‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭の‬‭質‬‭が‬‭対‬‭面‬‭時‬‭と‬‭異‬‭な‬‭る。‬
‭　‬‭論‬‭文‬‭「共‬‭在‬‭性‬‭が‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭に‬‭与‬‭え‬‭る‬‭影‬‭響:‬‭発‬‭話‬‭の‬‭重‬‭な‬‭り‬‭に‬‭注‬‭目‬‭し‬‭て」‬‭(田‬‭代・‬‭佐々‬‭木,‬
‭2018)‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と、‬‭共‬‭在‬‭性‬‭は、‬‭Clark‬‭&‬‭Brennan‬‭（‬‭1991‬‭）‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭「二‬‭者‬‭が‬‭同‬‭じ‬‭物‬‭理‬‭的‬‭空‬‭間‬‭を‬‭共‬‭有‬
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‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭対‬‭面‬‭会‬‭話‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭指‬‭す。‬‭会‬‭話‬‭の‬‭参‬‭加‬‭者‬‭が‬‭同‬‭じ‬‭環‬‭境‬‭に‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と、‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭お‬‭互‬
‭い‬‭が‬‭何‬‭を‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭か‬‭何‬‭を‬‭見‬‭て‬‭い‬‭る‬‭か‬‭を、‬‭見‬‭た‬‭り‬‭聞‬‭い‬‭た‬‭り‬‭で‬‭き‬‭る‬‭状‬‭況。‬‭他‬‭の‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭で‬‭は‬‭不‬‭可‬‭能‬‭で‬
‭あ‬‭る。」‬‭と‬‭定‬‭義‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭　‬‭田‬‭代・‬‭佐々‬‭木‬‭（‬‭2018‬‭）‬‭は、‬‭共‬‭在‬‭性‬‭が‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭に‬‭特‬‭有‬‭な‬‭性‬‭質‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る。‬
‭そ‬‭の‬‭根‬‭拠‬‭は、‬‭二‬‭者‬‭間‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭8‬‭つ‬‭の‬‭制‬‭約‬‭条‬‭件‬‭（‬‭Clark‬‭&‬‭Brennan,1991‬‭）‬
‭で‬‭あ‬‭る。‬‭ど‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭手‬‭段‬‭を‬‭選‬‭択‬‭す‬‭る‬‭か‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭そ‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭手‬‭段‬‭が‬
‭持‬‭つ‬‭制‬‭約‬‭条‬‭件‬‭も‬‭変‬‭わ‬‭る。‬‭（こ‬‭れ‬‭を、‬‭田‬‭代・‬‭佐々‬‭木‬‭が‬‭表‬‭に‬‭し‬‭た‬‭も‬‭の‬‭を‬‭[図‬‭4]‬‭に‬‭引‬‭用‬‭す‬‭る。）‬‭そ‬‭の‬‭な‬
‭か‬‭で‬‭共‬‭在‬‭性‬‭は、‬‭唯‬‭一‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭だ‬‭け‬‭が‬‭持‬‭つ‬‭特‬‭徴‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭つ‬‭ま‬‭り、‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬
‭ショ‬‭ン‬‭と‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭と‬‭の‬‭間‬‭に‬‭は‬‭明‬‭確‬‭な‬‭性‬‭質‬‭の‬‭差‬‭異‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬

‭[図‬‭4]‬

‭　‬‭共‬‭在‬‭性‬‭を‬‭伴‬‭う‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭で‬‭は、‬‭視‬‭線‬‭の‬‭動‬‭き‬‭や‬‭細‬‭か‬‭な‬‭表‬‭情‬‭変‬‭化、‬‭動‬‭作、‬‭相‬‭づ‬‭ち‬‭な‬‭ど‬
‭の‬‭非‬‭言‬‭語‬‭情‬‭報‬‭が‬‭共‬‭有‬‭で‬‭き‬‭る。‬‭こ‬‭れ‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て、‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭で‬‭は、‬‭そ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭非‬‭言‬‭語‬
‭情‬‭報‬‭を‬‭共‬‭有‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭難‬‭し‬‭い。‬‭例‬‭え‬‭ば、‬‭メッ‬‭セー‬‭ジ‬‭の‬‭や‬‭り‬‭と‬‭り‬‭で‬‭は、‬‭言‬‭語‬‭化‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭テ‬‭キ‬‭ス‬‭ト‬‭情‬‭報‬
‭の‬‭み‬‭が‬‭伝‬‭達‬‭さ‬‭れ‬‭る。‬‭比‬‭較‬‭的‬‭対‬‭面‬‭と‬‭条‬‭件‬‭の‬‭近‬‭い‬‭ビ‬‭デ‬‭オ‬‭通‬‭話‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭も、‬‭非‬‭言‬‭語‬‭情‬‭報‬‭の‬‭読‬‭み‬‭取‬‭り‬‭が‬‭困‬
‭難‬‭に‬‭な‬‭る‬‭た‬‭め、‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭の‬‭取‬‭り‬‭に‬‭く‬‭さ‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭示‬‭唆‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭（狩‬‭野・‬‭布‬
‭井,‬‭2020‬‭）‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭と‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭で‬‭は、‬‭伝‬‭達‬‭で‬‭き‬‭る‬
‭情‬‭報‬‭量‬‭に‬‭差‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭　‬‭以‬‭上‬‭よ‬‭り、‬‭要‬‭因‬‭１‬‭で‬‭の‬‭論‬‭証‬‭を‬‭ま‬‭と‬‭め‬‭る。‬‭ま‬‭ず、‬‭近‬‭年、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭サー‬‭ビ‬‭ス・‬‭ア‬‭プ‬‭リ‬‭を‬‭含‬‭む‬‭SNS‬
‭や‬‭イ‬‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト‬‭を‬‭通‬‭じ‬‭て、‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭が‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る。‬‭非‬‭対‬
‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭の‬‭性‬‭質‬‭と‬‭し‬‭て‬‭共‬‭在‬‭性‬‭が‬‭な‬‭い‬‭た‬‭め、‬‭視‬‭線‬‭の‬‭動‬‭き‬‭や‬‭細‬‭か‬‭な‬‭表‬‭情‬‭変‬‭化、‬‭動‬‭作‬‭な‬‭ど‬
‭の‬‭非‬‭言‬‭語‬‭情‬‭報‬‭が‬‭共‬‭有‬‭で‬‭き‬‭な‬‭い。‬‭こ‬‭の‬‭点‬‭で、‬‭非‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭情‬‭報‬‭か‬‭ら‬‭つ‬‭く‬‭ら‬‭れ‬‭た‬‭相‬‭手‬‭へ‬‭の‬‭イ‬‭メー‬‭ジ‬‭と、‬
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‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭情‬‭報‬‭か‬‭ら‬‭受‬‭け‬‭る‬‭相‬‭手‬‭の‬‭印‬‭象‬‭と‬‭の‬‭間‬‭に‬‭は、‬‭ギャッ‬‭プ‬‭が‬‭生‬‭じ‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め、‬‭マッ‬‭チ‬‭ン‬‭グ‬‭ア‬‭プ‬
‭リ・‬‭サー‬‭ビ‬‭ス‬‭を‬‭は‬‭じ‬‭め‬‭と‬‭す‬‭る、‬‭イ‬‭ン‬‭ター‬‭ネッ‬‭ト‬‭や‬‭SNS‬‭を‬‭介‬‭し‬‭た‬‭非‬‭対‬‭面‬‭で‬‭の‬‭恋‬‭人‬‭と‬‭の‬‭出‬‭会‬‭い‬‭方‬‭で‬
‭は、‬‭対‬‭面‬‭し‬‭た‬‭と‬‭き‬‭に‬‭相‬‭手‬‭の‬‭些‬‭細‬‭な‬‭行‬‭動‬‭に‬‭違‬‭和‬‭感‬‭を‬‭感‬‭じ‬‭て‬‭恋‬‭愛‬‭感‬‭情‬‭が‬‭冷‬‭め‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭り‬‭や‬‭す‬‭い‬‭と‬
‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭し‬‭た‬‭がっ‬‭て、‬‭現‬‭代‬‭社‬‭会‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て、‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭出‬‭会‬‭い‬‭方‬‭が‬‭非‬‭対‬‭面‬‭の‬‭方‬‭向‬‭に‬‭変‬‭化‬‭し‬‭つ‬
‭つ‬‭あ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭発‬‭生‬‭を‬‭増‬‭加‬‭さ‬‭せ、‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭を‬‭も‬‭た‬‭ら‬‭し‬‭た‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬

‭３‬‭−‬‭２‬‭．‬‭要‬‭因‬‭２‬‭　‬‭SNS‬‭を‬‭介‬‭し‬‭た‬‭情‬‭報‬‭拡‬‭散‬‭と‬‭新‬‭概‬‭念‬‭の‬‭形‬‭成ー‬‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬
‭　‬‭公‬‭益‬‭財‬‭団‬‭法‬‭人‬‭ハ‬‭イ‬‭ラ‬‭イ‬‭フ‬‭研‬‭究‬‭所‬‭の‬‭大‬‭学‬‭生‬‭を‬‭対‬‭象‬‭と‬‭し‬‭た‬‭調‬‭査‬‭に‬‭よ‬‭れ‬‭ば、‬‭若‬‭者‬‭が‬‭流‬‭行‬‭や‬‭ト‬‭レ‬‭ン‬‭ド‬‭に‬
‭つ‬‭い‬‭て‬‭の‬‭情‬‭報‬‭源‬‭と‬‭し‬‭て‬‭最‬‭も‬‭参‬‭照‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭の‬‭は‬‭SNS‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭[図‬‭5]‬‭。‬‭し‬‭た‬‭がっ‬‭て、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭と‬‭い‬‭う‬‭言‬‭葉‬
‭も、‬‭SNS‬‭を‬‭通‬‭じ‬‭て‬‭流‬‭行‬‭し‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭[図‬‭5]‬
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‭　‬‭続‬‭い‬‭て、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭が、‬‭SNS‬‭を‬‭介‬‭し‬‭て‬‭ど‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭広‬‭まっ‬‭た‬‭か‬‭を‬‭論‬‭じ‬‭る‬‭［図‬‭6‬‭］。‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭「言‬
‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭は、‬‭先‬‭に‬‭述‬‭べ‬‭た‬‭通‬‭り、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭を‬‭体‬‭験‬‭し‬‭た‬‭と‬‭い‬‭う‬‭事‬‭例‬‭や、‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭情‬‭報‬‭が‬‭増‬‭加‬‭す‬
‭る‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る。‬‭SNS‬‭上‬‭で‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭が‬‭拡‬‭散‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭と、‬‭自‬‭身‬‭が‬‭持‬‭つ‬‭恋‬‭愛‬‭体‬‭験‬‭を‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭に‬‭投‬‭影‬‭し‬‭て、‬
‭共‬‭感‬‭す‬‭る‬‭若‬‭者‬‭が‬‭増‬‭え‬‭る。‬‭そ‬‭の‬‭体‬‭験‬‭が‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭SNS‬‭で‬‭共‬‭有‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭情‬
‭報‬‭が‬‭増‬‭加‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と、‬‭す‬‭な‬‭わ‬‭ち‬‭流‬‭行‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭共‬‭感‬‭と‬‭共‬‭有‬‭の‬‭連‬‭鎖‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭り、‬‭よ‬‭り‬‭大‬‭き‬
‭な‬‭流‬‭行‬‭に‬‭つ‬‭な‬‭がっ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬
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‭　‬‭ま‬‭た‬‭こ‬‭の‬‭と‬‭き、‬‭個々‬‭に‬‭異‬‭な‬‭る‬‭恋‬‭愛‬‭体‬‭験‬‭が、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭と‬‭い‬‭う‬‭１‬‭つ‬‭の‬‭言‬‭葉‬‭に‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭い‬‭た。‬‭こ‬‭れ‬‭に‬
‭よっ‬‭て、‬‭多‬‭様‬‭な‬‭意‬‭味‬‭を‬‭持っ‬‭た、‬‭新‬‭し‬‭い‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭概‬‭念‬‭が‬‭形‬‭成‬‭さ‬‭れ‬‭た‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭４‬‭．‬‭結‬‭論‬
‭　‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭流‬‭行‬‭を‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭と‬‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭の‬‭２‬‭つ‬‭の‬‭側‬‭面‬‭に‬‭分‬‭け、‬‭そ‬‭れ‬‭ぞ‬‭れ‬‭の‬‭流‬‭行‬‭を‬‭も‬‭た‬
‭ら‬‭し‬‭た‬‭要‬‭因‬‭を‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た。‬
‭　‬‭要‬‭因‬‭１‬‭で‬‭は、‬‭近‬‭年‬‭恋‬‭愛‬‭に‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭が‬‭関‬‭わ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭増‬‭え‬‭て‬‭い‬‭る‬‭事‬‭実‬‭を‬‭挙‬‭げ‬‭た。‬
‭そ‬‭こ‬‭で‬‭は‬‭非‬‭言‬‭語‬‭情‬‭報‬‭の‬‭伝‬‭達‬‭が‬‭困‬‭難‬‭で‬‭あ‬‭り、‬‭対‬‭面・‬‭非‬‭対‬‭面‬‭間‬‭で‬‭得‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭情‬‭報‬‭量‬‭に‬‭差‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭た‬‭め、‬
‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭り‬‭や‬‭す‬‭く‬‭な‬‭る。‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭が、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭発‬‭生‬‭を‬‭増‬‭加‬‭さ‬‭せ、‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭の‬‭一‬‭因‬
‭と‬‭なっ‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭論‬‭証‬‭し‬‭た。‬‭ま‬‭た‬‭要‬‭因‬‭２‬‭で‬‭は、‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭が‬‭主‬‭に‬‭SNS‬‭を‬‭通‬‭じ‬‭て‬‭流‬‭行‬‭し‬‭た‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭前‬‭提‬‭と‬
‭し、‬‭多‬‭く‬‭の‬‭若‬‭者‬‭が‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭体‬‭験‬‭に‬‭共‬‭感‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭そ‬‭れ‬‭に‬‭関‬‭連‬‭す‬‭る‬‭情‬‭報‬‭が‬‭再‬‭度‬‭SNS‬‭上‬‭で‬‭共‬‭有‬‭さ‬
‭れ、‬‭流‬‭行‬‭す‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭連‬‭鎖‬‭が‬‭起‬‭こ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭述‬‭べ‬‭た。‬‭多‬‭様‬‭な‬‭個‬‭人‬‭の‬‭恋‬‭愛‬‭体‬‭験‬‭が‬‭新‬‭し‬‭い‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭概‬‭念‬
‭を‬‭形‬‭づ‬‭く‬‭り、‬‭よ‬‭り‬‭大‬‭き‬‭な‬‭規‬‭模‬‭で‬‭の‬‭流‬‭行‬‭を‬‭も‬‭た‬‭ら‬‭し‬‭た。‬

‭　‬‭い‬‭ず‬‭れ‬‭の‬‭要‬‭因‬‭も、‬‭SNS‬‭の‬‭発‬‭達‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭若‬‭者‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭手‬‭段‬‭が‬‭変‬‭化‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬
‭背‬‭景‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る。‬‭昨‬‭今‬‭の‬‭蛙‬‭化‬‭現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行‬‭に‬‭は、‬‭単‬‭な‬‭る‬‭若‬‭者‬‭の‬‭流‬‭行‬‭り‬‭言‬‭葉‬‭と‬‭し‬‭て‬‭だ‬‭け‬‭で‬‭な‬‭く、‬
‭そ‬‭う‬‭し‬‭た‬‭社‬‭会‬‭変‬‭化‬‭の‬‭表‬‭出‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭側‬‭面‬‭が‬‭あっ‬‭た‬‭と‬‭も‬‭捉‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭現‬‭代‬‭の‬‭若‬‭者‬‭た‬‭ち‬‭は、‬‭「デ‬‭ジ‬‭タ‬‭ル‬
‭ネ‬‭イ‬‭ティ‬‭ブ」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭よ‬‭う‬‭に、‬‭情‬‭報‬‭化‬‭社‬‭会‬‭に‬‭無‬‭自‬‭覚‬‭に‬‭適‬‭応‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭存‬‭在‬‭だ‬‭と‬‭み‬‭な‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭多々‬
‭あ‬‭る。‬‭実‬‭際‬‭に、‬‭若‬‭者‬‭は‬‭対‬‭面‬‭会‬‭話‬‭を‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭の‬‭一‬‭つ‬‭と‬‭み‬‭な‬‭し、‬‭他‬‭の‬‭非‬‭対‬‭面‬‭の‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭を‬‭含‬‭め‬‭て、‬‭そ‬
‭の‬‭場‬‭に‬‭適‬‭し‬‭た‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭手‬‭段‬‭を‬‭自‬‭由‬‭に‬‭選‬‭択‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭(小‬‭泉,‬‭2013)‬‭。‬‭し‬‭か‬‭し‬‭な‬‭が‬‭ら、‬‭人‬‭間‬‭の‬
‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭能‬‭力‬‭が‬‭実‬‭環‬‭境、‬‭す‬‭な‬‭わ‬‭ち‬‭対‬‭面‬‭状‬‭況‬‭に‬‭即‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭(石‬‭黒,‬‭2021)‬‭、‬‭と‬‭い‬‭う‬‭性‬‭格‬‭が‬‭変‬
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‭わ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は‬‭な‬‭い。‬‭若‬‭者‬‭の‬‭間‬‭に‬‭限‬‭ら‬‭ず、‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭と‬‭非‬‭対‬‭面‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭と‬‭の‬
‭性‬‭質‬‭の‬‭違‬‭い‬‭に‬‭よっ‬‭て、‬‭何‬‭ら‬‭か‬‭の‬‭違‬‭和‬‭感‬‭や‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭の‬‭歪‬‭み‬‭が‬‭生‬‭ま‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭は、‬‭こ‬‭れ‬‭か‬‭ら‬‭も‬‭避‬‭け‬‭ら‬‭れ‬
‭な‬‭い‬‭だ‬‭ろ‬‭う。‬‭使‬‭用‬‭可‬‭能‬‭な‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭が‬‭多‬‭岐‬‭に‬‭わ‬‭た‬‭る‬‭現‬‭代‬‭で‬‭は、‬‭こ‬‭の‬‭よ‬‭う‬‭な‬‭性‬‭質‬
‭を‬‭理‬‭解‬‭し‬‭た‬‭上‬‭で‬‭メ‬‭ディ‬‭ア‬‭を‬‭う‬‭ま‬‭く‬‭活‬‭用‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭求‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬

‭　‬‭「現‬‭象‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭は、‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭挙‬‭げ‬‭た‬‭も‬‭の‬‭以‬‭外‬‭に‬‭も‬‭流‬‭行‬‭に‬‭影‬‭響‬‭を‬‭与‬‭え‬‭た‬‭要‬‭因‬‭が‬‭存‬‭在‬‭す‬‭る‬
‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る。‬‭今‬‭後‬‭の‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は、‬‭そ‬‭れ‬‭ら‬‭の‬‭要‬‭因‬‭を‬‭明‬‭ら‬‭か‬‭に‬‭し‬‭た‬‭い。‬‭ま‬‭た、‬‭「蛙‬‭化‬‭現‬‭象」‬‭と‬‭い‬‭う‬
‭「言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行」‬‭を‬‭他‬‭の‬‭言‬‭葉‬‭の‬‭流‬‭行‬‭と‬‭比‬‭較‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭で、‬‭物‬‭事‬‭が‬‭世‬‭の‬‭中‬‭に‬‭流‬‭行‬‭す‬‭る‬‭仕‬‭組‬‭み‬‭を‬‭よ‬‭り‬‭詳‬‭細‬
‭に‬‭分‬‭析‬‭し‬‭た‬‭い。‬
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日本紙幣の変遷に見る歴史と思想

１．はじめに

　貨幣は、モノやサービスを交換する媒介物であるが、同時にその国の歴史や思想を反映した象徴という

側面を持つ。貨幣には今まで様々なデザインが描かれてきたが、中でも人物の肖像は、他のものにはあ

まり見られない貨幣特有のデザインである。紙幣肖像の研究は肖像の彫刻技術や偽造防止技術に関す

るもので、歴史的背景への言及は紙幣肖像の変遷に焦点を当てて、その背景には何があったのか考察

する。紙幣肖像の変遷には、①皇族やその臣下→政治家②政治家→文化人という2つのターニング・ポ

イントがある。

２．肖像はなぜ必要なのか　

そもそもなぜ肖像が紙幣に用いられているのか、肖像には主に三つの役割がある。

一つ目は偽造防止の役割である。植村峻著『紙幣肖像の近現代史』には「我々は子供の頃から、親子

親類縁者と外部の見知らぬ人を見分ける知的センサーを本能的に備えており、人物の識別が容易であ

る」とある。貨幣に人物の肖像を用いることで我々が真贋を判別できるようにしているのである。しかし、特

に日本の場合、偽造防止技術が進んでいるため、肖像を用いずとも貨幣の偽造は防げるのではないかと

私は考える。２０２４年７月３日発行の新紙幣に「３Dホログラム」という偽造防止技術が用いられた。この技

術の紙幣への使用は世界初であり、日本の偽造防止技術が最先端であることがよく分かる。また、１９６３

年の千円札の肖像の候補に挙がっていた渋沢栄一は、ひげがなく肖像画が複雑でないことで、偽造防

止の観点から不採用であった。つまり、渋沢栄一が２０２４年７月３日発行の新紙幣の肖像に採用されたこ

とは、偽造防止技術の発展を象徴する出来事と言えるだろう。したがって、本研究ではこの紙幣の持つ側

面は扱わない。

二つ目は人々に親近感をもたせるという役割である。通常、紙幣肖像にはその国で知名度があり、かつ

尊敬される人物が採用されている。その狙いとして、紙幣という無機質なものに愛着をもたせることが挙げ

られる。例えば、日本では一万円札のことを、長らく肖像として用いられてきた福沢諭吉をもじって「ゆき

ち」と呼ぶことがあり、これは紙幣肖像の親しみ深さが現れている事象だと言える。

三つ目は国内外に様々なメッセージを伝える役割である。例えば、世界の紙幣を見ると、肖像にはその

国の政治家、建国時の革命家、文化人などが用いられているが、特に君主制の国ではその国の国王・女

王を用いることが多く、これは先程述べた親しみやすさというよりも、国民に敬愛の念を抱かせるという効

果があると考えられる。しかし、日本では天皇が紙幣肖像に用いられたことはなく、これは極めて例外的な

事例である。また、紙幣はその国のシンボルでもあり、国際的なイメージにも大きな影響力を持っている。

例えば、伊藤博文が紙幣肖像に用いられた際、韓国から批判が殺到した。日本にとって伊藤博文は初代

内閣総理大臣を務め、日本の近代化を推し進めた偉人であるが、韓国にとっては植民地支配を推進した

中心人物の一人として捉えられており、こうした立場による評価の違いも考慮することも肖像を選ぶ一つ

の要素となっている。（もっとも、現在の一万円札の肖像である渋沢栄一は、朝鮮の鉄道網整備や国立銀

行を作り自らの肖像が入った紙幣を発行したことなどから、朝鮮半島に対する経済収奪を象徴する人物と

して韓国側から批判されているため、日本は韓国への配慮はさほど意識されていないようである。）

以上より、日本の紙幣肖像の変遷の背景には、

（１）紙幣に親近感をもたせる役割

（２）国内外に様々なメッセージを伝える役割

といったものがあるのではないかと考えられる。よって、これからこの二点を中心に置き、各ターニング・ポ

イントにおける歴史や当時の人々の思想を調べていくこととする。

３．天皇やその臣下から政治家への変遷

　日本の紙幣肖像が皇族やその臣下から政治家へと変わったのは第二次世界大戦後である。敗戦国と

なった日本はGHQ（連合国最高司令官総司令部）の支配下にあった。当時のアメリカは、戦時中に強い

精神性を発揮した日本人から、神道を完全に取り除こうとした。GHQは１９４５年１２月に「神道指令」を出

し、神道は軍国主義・超国家主義の象徴だとして公共機関などで教えることを禁じた。さらに、１９４６年に

「公職追放令」が出され、軍国主義的な人物が公職から追放された。これらの政策によって、日本は今ま

での精神性を失い、アメリカに従順な国となったのである。



また、この影響は紙幣肖像にも出ており、例えば、一円券の肖像として武内宿禰を採用することが認めら

れなかったことが挙げられる。武内宿禰は五代の天皇に仕えたという伝説的な忠臣であるため、GHQは

彼を軍国主義のシンボルであるとして承認しなかった。そのため、政府は急遽図柄を変更し、新たな肖像

として二宮尊徳が用いられた。二宮尊徳は篤農家であり、「報徳思想」（私利私欲に走るのではなく社会

に貢献すれば、いずれ自らに還元される）という考えを広めたことから、アメリカは二宮尊徳に民主主義的

な要素を見出し、政府に新たな紙幣肖像として用いるよう取り計らったのではないかと考えられる。また、１

９４６年、次期紙幣肖像の候補として２０人の人物をリストアップし、GHQに打診を行ったところ、戦前の紙

幣に登場した人物は聖徳太子以外認められなかった。（聖徳太子においても議論されたが、当時の一萬

田日銀総裁はGHQに対し、「聖徳太子は『和を以って貴しとなす』と述べるなど、軍国主義者どころか平

和主義者の代表である」と主張してその存続についてGHQを押し切ったと言われている。）そのため政府

は、承認された人物の中から聖徳太子と岩倉具視を採用した。１９５０年に聖徳太子のＢ千円券、１９５１年

に岩倉具視のＢ五百円券が発行された。ここから政治家肖像が増加し、１９５１年に高橋是清のＢ五十円

券、１９５３年に板垣退助のＢ百円券が発行された。つまり、①皇族やその臣下→政治家という変遷の背

景には、紙幣の（２）国内外にメッセージを伝える役割を利用して、日本国民から軍国主義的な思想を排

除し日本がアメリカに従順であるように仕向けたと考えられる。

　

４．政治家肖像の問題点

　日本の紙幣肖像が政治家から文化人へと変わったのは１９８４年である。この変遷の理由は主に三つ考

えられる。

一つ目は、政治家は不安定であるからである。政治家は、現役時代の政策や行動が賛否を生みやす

い。そして、先述した伊藤博文や渋沢栄一の事例から分かる通り、政治家の評価は立場によって異なる

ため、国民全体の支持を得づらい。（アメリカの分断統治下にあった日本ではなおさらであろう。）それに

対して、文化人は特定の政治的立場に立つことは少なく（「脱亜論」を唱えた福沢諭吉は侵略主義的だと

中国・朝鮮の顰蹙を買ったが）、中立性を確保することができるため、比較的用いやすい。また、１９７６年

の「ロッキード事件」という政治家の汚職事件があり、社会全体として政治家への印象が下がっていた。 こ

うしたことが変遷につながったと考えられる。

二つ目は、経済が安定していたからである。当時の日本は石油危機（１９７３）を乗り越え、安定成長期で

あった。経済の安定により生活に余裕が生まれ、芸術・文化志向が高まっていた。

三つ目は、世界の傾向であったからである。１９４６年のGHQへの新紙幣案の打診の際に、夏目漱石、

野口英世、福沢諭吉といった、後に文化人肖像に採用される人物たちがノミネートされていた。GHQもこ

の３人を承認しているため、政府の行動指針によっては、この頃に文化人肖像を採用することもできた。し

かし、この頃の日本はアメリカに従順であるため、紙幣肖像に政治家を用いる”アメリカ式紙幣”に則り政

治家肖像を採用している。その後、日本は国際連合への加盟で国際社会に復帰し、東京オリンピックの

開催のような実績を残し、国際社会で一定の地位を確立していった。その頃ヨーロッパでは、レオナルド・

ダ・ヴィンチの５０，０００リラ紙幣や、マリー・キュリーの５００フラン紙幣（どちらも１９６７年発行）など、ヨー

ロッパを中心として紙幣に文化人肖像の採用がされつつあった。こうした世界の傾向に合わせて、紙幣肖

像に文化人を用いる”ヨーロッパ式紙幣”に則り文化人肖像を採用しているのではないかと考えられる。紙

幣の（２）国内外に様々なメッセージを伝える役割を最大限に活かしているのが日本銀行券であり、日本

ならではの最先端の彫刻技術と美しい自然とともに形成された島国の文化を国外に伝え、日本の戦後復

興の歩みを国内に伝える、唯一無二のツールである。

以上より、②政治家→文化人という変遷の背景には

・政治家の不安定さと芸術・文化の高まりがあった。

・日本の戦後復興が世界で評価され、国際社会での地位を確立しつつある流れがあった。

５．結論

　紙幣肖像の変遷の背景には、日本が本来の精神性を失いアメリカに従順である状態から脱却し、国際

的な地位を確立しつつある一連の流れが読み取れる。

※（１）人々に親近感をもたせる役割に関しては、人間の出す親しみやすさというのは人物の職業ではな

く個人によって異なるものであるため、職業ベースで紙幣肖像の変遷をたどった本研究では考察に含め

ることができなかった。
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日本人の睡眠不足について

１．はじめに

　日本人の睡眠不足は深刻である。海外と比較してもいわゆる先進国の底辺であり、昔と比較しても睡眠

時間が激減している国が日本である。なぜ欧米化しているにも関わらず我々だけが睡眠不足に陥ってい

るのか。それについてまず人間が睡眠不足の原因となりうるものについて考察したのち、それでない日本

独自の原因を探る。

２．考察

＊日本の現状

　そもそも睡眠不足というものは、集中力・判断力の低下などをもたらす生命の危機的状況である。睡眠

不足は、睡眠の質・量どちらもを重要な要因として持っているが、本稿では量にのみ焦点を当てて論じる

こととする。

　まず欧米と比較すると、下図より平均睡眠時間にはなるがおよそ７０分から１００分少ないことがわかって

いる。(注１）また、最新の研究では人類に必要不可欠な睡眠時間は個人差はあれども、７〜８時間とされ

ている。（注２）これは日本人の平均がギリギリ満たしているラインである。さらに、睡眠時間の推移を見ると

ここ数年で睡眠時間が足りない人の割合が徐々に増えてきていることもわかっている。（注３）

　以上のことから、日本人にとって睡眠不足は非常に深刻な問題であることが読み取れる。



上が注１、下が注３

＊睡眠不足の原因

　睡眠不足の原因としては、睡眠時間の短縮と活動時間の増長の２つが考えられる。本稿では活動時間

の増長の観点からアプローチをしていく。また活動時間を、基本的に対価を求める労働と対価を求めない

娯楽に分けて考えることとする。

　まず、労働に関して考えていく。労働時間の各国のグラフを見てみると、日本は比較的少なめの位置に

いるように思える。（注４）



しかしここにはパートタイム労働者の増加と残業時間が加味されていないので、実際はもっと上位に位置

している。（注５，６）



　以上より単純に労働時間が増え家庭での時間が減っているため、睡眠時間も少なくなっていると考えら

れる。

　さて、ここで女性に関して論点を移す。近年女性の社会進出が進んできてはいるが、まだまだ専業主婦

もしくはパートタイム労働者の枠を超えない。（注５）これによりこれまでの性差による役割分担がなくなりつ

つあるが、やらなければならないこと（家事）は減っていない。そのため、休養時間において家事が占める

割合が両性とも増加しているのである。

　次に娯楽という観点に移る。下図（注７）は我々の休養時間は何に消えているのかを示している。これに

よるとスポーツなどの主に肉体を使う娯楽の割合は低いのに対して、テレビ、スマホ、パソコンを使用して

いる時間が長い（１，２次活動は除いている）。こういった電子機器は、ブルーライトなどの物理的な睡眠阻

害の他にネットやゲームには精神を興奮させる働きがあり、こういったことが直接的な原因と捉える



ことができる。

また間接的には、スマホによって情報で中毒になっているという説もある。（注８）

＊時間感覚

　これまで考えてきた事柄は、睡眠不足の原因として人類がなりうるものである。日本にこういった原因が

いち早く取り入れられただけであり、他の国でも同様のことが原因で睡眠不足におちいる可能性はある。

そこで日本独特の原因として「時間感覚」について考えていく。

　まず、日本の時間感覚の変化（主に時計を利用する前後）について触れる。『講座日本の民俗学』（注

９）では、時計が使われる以前は聴覚、視覚、生理的現象、その他五感によって時間を感じていただろう

とされている。つまりこれらは定量的に観察できるものではないのである。その後時計を一般的に使用し

始めたきっかけは、山での作業が行われたときに暗さに危険が伴うため、日の入りの正確な時間を知る必

要があったということであった。日本の時間の定量化の流れは労働での必要に迫られてであり緩やかなの

である。また現代でも

”物理的時間よりも、仕事の達成度に充足感を抱いてきたのが日本であり、それは民俗的な根拠のあるこ

とと理解できよう。”（同著）

とあるように、この感覚が長時間労働ひいては睡眠不足に繋がっていると考えられる。

　よく知られているように、西洋ではエジプト文明の頃から時間を計量する考えがあったため、日本と反対

に終業時間にきびしかったりといったことがあるのだろう。

　

３．結論

　ここまで見てきた通り日本人固有の睡眠不足の原因は時間感覚によるものである。そしてその時間感覚

は文化によるものである。だからこそ、西洋化が進むにつれて文化的ギャップが生じ、そのしわ寄せの一

つとして睡眠の問題が露呈している。

　

４．今後の展望

　解決手段の提示

　ほかの視点からのアプローチ



　韓国など周辺国家の睡眠不足の原因との比較

５．参考文献

注１https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/html/zuhyo/zuhyoc01-05.html

内閣府男女共同参画局

注２

クリスティアン・ベネディクト、ミンナ・トゥーンベリエル著　鈴木ファストアーベント理恵訳　熟睡者　サン

マーク出版

注３

https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka

/kekkagaiyou.pdf

P27図 39 １日の平均睡眠時間の年次推移（20 歳以上、男女計）（平成 17～27 年）より

注４

https://data.oecd.org/emp/hours-worked.htm

OECD　Hours worked

注５

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001orbi-att/2r9852000001orfa.pdf

厚生労働省　パートタイム労働者の推移

注６

https://www.openwork.jp/hatarakigai/vol_4

約6万8000件の社員クチコミから分析した‘残業時間’に関するレポート

注７

https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/pdf/youyakua.pdf

令和３年社会生活基本調査　生活時間及び生活行動に関する結果　結果の要約

注８

スマホ脳 アンデシュ・ハンセン、久山葉子訳　新潮社

注９

赤田光男、福田アジオ編集　講座日本の民俗学　⑥時間の民俗　雄山閣出版

https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r05/zentai/html/zuhyo/zuhyoc01-05.html
https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/kekkagaiyou.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzoushinka/kekkagaiyou.pdf
https://data.oecd.org/emp/hours-worked.htm
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001orbi-att/2r9852000001orfa.pdf
https://www.openwork.jp/hatarakigai/vol_4
https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/pdf/youyakua.pdf


なぜ日本は死刑制度を存続しているのか

１．はじめに

　死刑とは、凶悪な犯罪を犯した者が自らの死をもって罪を償うための刑罰である。2020年現在、すべて

の犯罪に対して死刑を廃止している国は108カ国、通常犯罪のみ死刑を廃止している国¹は8カ国、事実

上死刑を廃止している国²は28カ国、と大多数を占めており、その数は年々増加している。そんな中、私達

の住む日本は数少ない死刑存続国である。なぜ日本は死刑を存続しているのだろうか。

　本研究では、海外との比較、過去の歴史的なできごとからの考察を通して、世界的に死刑制度の廃止

の流れができているのにもかかわらず、日本が現在まで死刑を廃止しなかった要因について考えていく。

２．アンナ・カレーニナ

　デイビット・T・ジョンソンは、著書『アメリカ人のみた日本の死刑』の中で、

　　レフ・トルストイの小説『アンナ・カレーニナ』（1878年）は、次のような一説で始まる。　「幸せな家族はす

べて似かよっているが、不幸な家族にはそれぞれ不幸のかたちがある」。…　これは死刑についても同じ

ことがいえるだろう。なぜなら「すべての廃止国は似かよっている　が、死刑のある国はそれぞれに独自の

死刑存置の理由がある」からである。

と述べている。では、廃止国はどのような点で似かよっている特徴を持っているのだろうか。

３．独裁主義的指導者の失脚

　イタリア、ポルトガル、スペインの死刑廃止前の歴史的なできごとについて見てみると、似たようなことが

起こっている。いずれの国でも死刑廃止前に独裁主義的指導者が失脚しているのだ。（それぞれムッソ

リーニ³、サラザール⁴、フランコ⁵である）また、同様のことがクメール・ルージュ⁶崩壊後のカンボジア（1989

年）、マルコス⁷政権崩壊後のフィリピン（1987年）、インドネシアからの独立後の東ティモール⁸（1999年）な

どアジアの一部の国でも起こっている。ここから、死刑廃止のきっかけの一つとして、独裁主義的指導者

の失脚があると考えた。

　ここで、独裁主義とはすべての権力が一人、またはこの人のグループに集中する統治思想のことである

と定義する。そして日本にも同じく独裁主義的な政治があったとするなら、大日本帝国憲法下で行われて

いた天皇制がこれに近いと考えた。そして前述の例に習うなら、大日本帝国憲法が効力を失った1947年

以降死刑は廃止されるはずである。しかし死刑が廃止されることはなかった。

４．極東軍事裁判

　日本の戦後改革は連合国軍の手によって行われた。そして、1946年には極東軍事裁判が行われた。極

東軍事裁判とは1946年に開始された戦時中の日本の指導者を「戦争犯罪人」として裁くことを目的とした

軍事裁判である。この裁判の結果として、軍人、政治家ら28人が起訴され、このうちの７人が死刑判決を

受け、絞首刑が執行された。このことから、アメリカ当局がこの裁判で日本の「戦犯」たちに死刑を言い渡

したかったということが、死刑が改革課題とならず、廃止されなかった要因ではないかと考えられる。

５．ドイツと日本

　ここで疑問にあがるのがドイツの死刑廃止の流れについてだろう。ドイツも日本と同様、戦後の改革は連

合国軍によって行われた。さらに極東軍事裁判と並ぶ軍事裁判であるニュルンベルク裁判⁹が行われ、12

人に死刑が言い渡された。ここまでは戦後の日本とドイツは全く同じ道をたどっているように思える。しか

し、ドイツは1949年に死刑を廃止した。この差異が生まれたのは、日本とは違い、ドイツは戦時中ヒトラー



による独裁政治のなかで、罪のない多くの国民を処刑したという過去があり、その反省として死刑制度が

改革課題に挙がったことが原因だと考えられる。つまり、日本が死刑が改革課題となるようなできごとを持

たないことも、日本が死刑を存続している理由の一つであると考えられる。

６．まとめ

　日本において、今もなお死刑が存続されている要因の一つとして、第二次世界大戦後、アメリカ当局が

極東軍事裁判で日本の「戦犯」たちに死刑を言い渡したかったという敗戦国の政権に対する復讐心によ

り、第二次世界大戦後に死刑を廃止するチャンスを失ってしまったからということ、そして、日本がヒトラー

政権下に行われた非人道的な政策などといった、死刑が改革課題となるようなできごとを持たないことが

考えられた。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

¹軍法下での犯罪や、特異的な状況における例外的な犯罪におみ死刑を適用している国

²過去10年間執行されておらず、死刑を執行しないという政策があったり、死刑を適用しないという国際的

な公約をしている国

³イタリアのファシズム指導者。1883−1945

⁴全体主義体制を敷いた独裁者。1889−1970

⁵スペインの軍人。反共産主義を掲げ、独裁権力を握った。1892−1975

⁶カンボジア内戦における共産勢力。極端な独裁政治を行った。

⁷フィリピンの大統領として開発独裁の政治を進めた独裁者。

⁸インドネシアからの独立に反対し、インドネシアへの併合を主張する勢力が暴動を起こし、多数の独立派

が殺害された。

⁹ナチス・ドイツの戦争責任と犯罪を断罪するための国際軍事裁判。
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平安時代に多くの女性作家の文学作品が誕生し、現代にまで伝わる理由

1,はじめに

現代社会では女性の社会進出の重要性が謳われている。しかし報道等で取り上げられているのは国会

議員の数などの数字ばかりだと感じた。一方、政治に関わりのなかった平安時代の女性作家の文学作品

が数多く現代に残っている。特に、和歌では、小倉百人一首に掲載されている平安時代中期の歌十首

のうち九首は女性が詠んだ歌である。さらに、仮名散文では紫式部の「源氏物語｣があり、日記文学で

は、清少納言の「枕草子」、藤原道綱母の「蜻蛉日記」、菅原孝標女の「更級日記」がある。文学作品を通

して自己を表現した女性作家の誕生には、当時の貴族の基本的教養であった和歌が強く関わっている

ことが分かった。和歌という文化とともに、仮名文字、日記文学、教養についても触れ、平安時代に、現

代まで伝わる女性作家の文学作品が多く誕生した社会的な要因は何だったのかを考察する。

2,論証と考察

2-1,和歌

和歌とは平安時代以降の、主に五句・三一音で詠まれる短歌のことを指す。「和歌」とは、漢詩に対し

て、日本固有の詩歌という意味である。平安時代における和歌の位置づけは、貴族階級にとっての最低

限の教養であり、男女ともに貴族なら詠めて当然というものだった。歌合という催事もさかんであったこと

から貴族に愛される文化であったことがわかる。ここで、かな散文の発展につながった和歌のレトリックに

ついて述べる。和歌のレトリックの一つに「序詞」というものがあり、「序詞」は歌の場や環境に関わりのある

景物と心情とを結びつける形で表現される。

『序詞の発生について、土橋寛氏は、「序詞は、心情の「表現形式」ではなくて、始めに即境的景物を提

示し、それに寄せて（寄せる方法はいろいろある）陳思する、という発想上の約束ないし発想形式というべ

き性格のもの」（『古代歌謡論』）と規定している。序詞は、もともと心情を表現するためにあったのではな

く、「即境的景物」（歌の場や環境に関わりのある景物）と心情とを結び付ける形で表現する、古代的な発

想に由来するというのである。また鈴木日出男氏は、序詞だけでなく、古代の詩的表現の基軸に「心物対

応構造」‐物（事物）と心（心情）とが対応しながら表現されるあり方‐が見られ、これが後に、自然と心とを

自在に行き来するような、『源氏物語』など独自性豊かな仮名散文の発達にもつながっているのだと、文

学史的展開を見通した魅力的な見取り図をしめしている（『古代和歌史論』）。どちらの論に従っても、物

と心とを対応させる表現は、かなり根源的な形式であるらしい。』（「和歌とは何か」　渡部泰明　2009年）

とあるように序詞の中に描かれている事物は、まず複数の人々にとって共感可能なものであり、誰もがイ

メージしやすい周知の土地の風景、季節感あふれる情景、祭式などの信仰に関わる事物など、いかにも

他者と経験を共有できそうな風景が描き出されている。

「あしひきの山鳥の尾のしだり尾の長々し夜をひとりかも寝む」という和歌を例に挙げると、この和歌の序

詞は「あしひきの山鳥の尾のしだり尾の」であり、「長々し夜」を導いている。「山鳥の尾が長い」という景物

から「夜は長い」と連想し、「しみじみとする」という心情を導き出す。人間の心情、感情は、定型の事柄か

ら生まれる。人が死ぬと悲しいという定型を学ぶことで、悲しいという感情が生まれる。しかし、感情を言葉

で直接表現すると、人間の感情に結びつかない。序詞のような形で自然の景物を感情表現につなげる

手法が『源氏物語』ではよく見られる。光源氏が須磨に引き込もる場面が好例である。当時須磨といえ

ば、都から遠く離れた辺鄙な土地であった。このイメージから「わびしい」「寂しい」という心情が生まれる。

まさに場から心情表現へのつながりをあらわしている。このように和歌のレトリックが仮名散文の発展につ



ながっていたことが仮名を主たる記述媒体としていた女性たちにとって、自らの心情を散文で表現する大

きな動機づけとなった。

2-2,仮名文字

仮名文字は漢語では表しきれない心の機微を表現するのに最適であった。漢詩の美に魅了された紫式

部や清少納言*¹が仮名文字で文学作品を書いた理由はここにあるのではないかと考える。では、なぜ仮

名文字は心の機微を表現するのに最適だったのか。ここで、仮名文字の誕生について少し触れようと思

う。当時の文字といえば漢字。国の正式文書はすべて漢語で表記されていた。しかし漢字は画数が多く

書くのには時間を要した。そのネックを克服すべく漢字を崩した草書の要領で考案された。『草書は当時

の実用性から生まれた書体であった。しかしまもなく、文人士子たちが、この書体を自分の情緒を発する

のに最適な書き方として使い始め、それ以降、その実用性と芸術性の面で歴代にわたって議論されてき

た。』『各々の心の姿を尽くして初めて良い草書を書くことができる。』（　「草書の表現法についての考察」

　承　春先　2001 　）このように草書にも感情表現しやすいという特徴があった。

仮名文字は女文字とも言われており、女性が書く文字だという通念があった。多くの女性作家が仮名文

字で文章を書いたことで、結果として心情表現が豊かな文学作品が生み出されたと考えられる。

*¹渡邊大門監修、かみゆ歴史編集部編『平安時代と藤原氏一族の謎99』イースト新書　2023

2-3,教養

『平安時代中期、すなわち摂関政治の時代は、後宮が政治・文化の中心であったと言っても過言ではな

い。絶大な権力を握る摂政・関白が、多くの場合、天皇の母系尊属で血縁的に最も近い貴族から選ばれ

たから、誰が入内し、寵愛され、男子を産むか、すなわち後宮の動向は、貴族社会における何よりの重大

事であった。当然、摂関を望む上級貴族は娘を入内させるため天皇の愛情を得るために、あらゆる努力

をする。娘の教育、乳母の選択に始まり、貴婦人としての教養を身に付けさせることに奔走する。それと

平行して多数の女房の採用が行われた。本来は使用者であってもおかしくない良家の女子を女房として

雇用できれば大いに自家の名誉となったから、あらゆる手段を駆使して勧誘が行われた。もちろん若く美

しい女房達、機知に富む女房達、さまざまな文化的分野に格別の力量を有する女房達も集められる。魅

力のあるサロンを形成することで、天皇を引きつけようとしたのである。』（「藤原道長家の後宮サロンの実

態とその文学活動に関する研究」　池田尚隆　2010）平安時代には後宮サロンというものがあった。後宮

サロンとは後宮に住む女性、皇后や中宮が主催して、文学的活動を行う社交的な場のことである。もとも

と豊かな才能を有する女性たちが後宮サロンという場でより作品を洗練させた。また政治的に利用されて

いた後宮サロンが、結果として多くの上流貴族たちが教養を身につけ、文学的活動を行い、より優れた

文学作品を生み出す場として機能したと考えられる。

2-4,日記

『近現代の研究者達が、 日記文学をどのよう なものとして把握してきたかを整理してみると、 大別して

次の三つ の考えになるであろう。

（一）一般の人も普通に記すような日記のうち、結果として文学としての鑑賞に値するものを日記文学とい

う。



（二） 日記とは事実の記録の謂であって、 日付けは必要ではない。 日記文学とは、 日記であってさらに

文学的なものをいう。

（三） 記録としての日記と、 日記文学とを区別して考えようとする考え。

日記文学には日記の概念の拡大化が見られる。』（「日記文学史の可能性」　森田兼吉　1983）『男もすな

る日記というものを、女もしてみむとてするなり』（「土佐日記」　紀貫之）　とあるが、当時は儀礼や政務に

おける慣例をきちんと執り行うことが良い政治とされていたため、男性のほとんどが書いていた日記は

様々な行事の儀式や政務における慣例などについて記録し、あとの世代に正しいやり方を引き継ぐこと

が目的とされた。よって、それらが現代に文学作品として伝えられる可能性は低い。対して女性の日記は

和歌を用いて感情を表現したものが多く、結果として文学としての鑑賞に値する日記文学となった。例え

ば藤原道綱母の蜻蛉日記は大鏡で「うた日記」と表現されており、現代まで伝わる日記文学となってい

る。

３，結論

和歌文化の発展と、仮名文字の誕生が結果として多くの女性作家を誕生させた。また、後宮サロンが発

展したことにより、もともと豊かな才能を有する女性たちがより作品を洗練させることができた。政治的に利

用されていた後宮サロンであったが、結果として多くの上流貴族たちが教養を身につけ、文学的活動を

行い、より優れた文学作品を生み出す場として機能したと考えられる。これらの発展により、女性作家の

文学作品の数が増え、さらに優れた作品を当時の環境によって生み出せたことが現代に女性作家の多く

の作品が残っている要因であると言える。さらに、かな文字で書かれた日記の特性が、女性の日記文学

が評価され現代にまで伝わっている要因の一つになっているといえる。
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英語話者と日本語話者の「感覚」の違い

１．はじめに

　日本語の古典の助動詞に「つ」と「ぬ」がある。これらはどちらも完了を意味するが、使い方に区別があ

る。『体系古典文法』によると、これらは以下のように区別される。

「つ」は、人為的・意志的な動作を表す動詞につく場合が多く、「ぬ」は、自然的・無意志的な作用

を表す動詞につく場合が多い。

また、英語では完了を意味する〈have+過去分詞〉の表現がある。しかし、この表現に人為的かどうかで

区別されるような点は見られない。このことから、英語話者と日本語話者の「感覚」には違いがあると考え

られる。この違いについて３つの点から考える。

２．考察

1.時間的な感覚

　『日本人の英語』(マーク・ピーターセン、1988)によると、日本語と英語が重視する点の違いには次のよ

うなものがある。

どうして英語と日本語の間にこういう違いがでてくるかというと,いつも「時」のことばかり気にする英

語の特徴に対して,日本語は,「時」自体に関して特に気にせず,いつも「相」(aspect)のことばかり気

にするからである.それは簡単にいいかえれば,英語にとっては行動と状態の時(the timing of the

action or condition)がもっとも大事であるが,日本語にとっては行動と状態の完了の程度(the

degree of completion of the action or condition)がもっとも大事なのである.

　ここで、英語話者は「時」、行動と状態の時を重視する傾向があると考えられる。

『英語の歴史から考える英文法の「なぜ」』(朝尾幸次郎、2019)によると、現代英語の現在完了形〈have+

過去分詞〉の原型は古英語で他動詞を使った〈have+目的語+過去分詞〉である。

I have written a letter.（私は手紙を書いた）　[現代英語]

I have a letter written.（手紙が書き終えられた状態で存在している　[古英語]

上記の例文での主要な動詞はwriteではなくhaveである。現在形であるのは、手紙がいつ存在している

かという時間的な位置を示しているからだ。

　一方、日本語話者は「相」、つまり行動と状態の時間的な局面・様相を重視する傾向にあると考えられ

る。「〜する前に〜をした」という文章を考える。英語の場合は時制によって、以下のように何通りか表現

方法がある。

Before I do

Before I did

Before I had done

Before I have done

Before I will have done

　一方、日本語の場合は「〜する前」と一通りである。日本語で下線部を過去形にしないのは、「前」の

言葉から行動の時を問わず、まだ始まらない状態であると理解するからだ。

　以上より英語話者は「時」、日本語話者は「相」を重視する傾向があると考える。

2.自己の意識に対する感覚

　英語の一人称は等しく”I”であり、英語話者は他者との関係性のない状態で自己を確立できる。また

動詞の変化から、英語話者は、自身、自身の言葉が向かう対象である相手、第三者の3つの区分を明ら

かにしているとわかる。



　一方、日本語の一人称は立場によって様々である。『「英文法」を疑う　ゼロから考える単語のしくみ』

(松井力也、1999)にはこうある。

結局、日本人は、「私」「ぼく」等を使い分けたり、自分のことを「お父さん」「先生」等と呼んだりする

ことで、その場の関係性における相対的な自分の位置関係を規定しているようです。わたしたち

は、常に自身をその場の一部に組み入れ、諸関係系の一部、一要素として自己を位置づけるので

す。

このように日本語の一人称はその場における相手との「関係」であると言える。また、日本語話者は相手

との社会的な位置関係や場の状況などに自己規定を依存しており、何らかの関係性が与えられてはじ

めて自己として存在する。

　以上より、英語話者は日本語話者よりも自己の意識が強いと考えられる。

3.「物」「事」の感覚

　『にっぽん再鎖国論　ぼくらに英語はわからない』(岩谷宏、1982)によると、英語の名詞は「物」を指示

する。ここでの「物」はアル・ナイが成り立つ、存在物全般を意味する。

Didn't you go there,did you?(おまえは行かなかったんだな？)

ーNo.(はい)

例文から、英語話者は「行く」という動作の有無について答えていることがわかる。

　一方、日本語の名詞は「事」を指示する。「事」は事柄、その物事がみせる様子、と物体そのものでは

なくその状態を意味する。また、これは「物」と違ってアル・ナイが成り立たない。「ナイということがアル」

からだ。例文の日本語訳から、日本語話者は「その動作がなかったこと」が正しいかどうかについて答え

ているとわかる。

　このことから日本語話者には「ナイということがアル」という感覚があると考えられる。

３．結論

　英語話者は「時」を重視し、自己の意識が強く、「事」よりも「物」の感覚が強い。一方、日本語話者は

「相」を重視し、他者との関係性によって自己を規定し、「物」よりも「事」の感覚が強いと言うことができ

る。
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‭な‬‭ぜ‬‭警‬‭察‬‭の‬‭部‬‭署‬‭は‬‭閉‬‭鎖‬‭的‬‭な‬‭の‬‭か‬

‭１.‬‭導‬‭入‬
‭　‬‭平‬‭成‬‭１‬‭１‬‭年‬‭に‬‭､‬‭ス‬‭トー‬‭カー‬‭警‬‭察‬‭に‬‭訴‬‭え‬‭て‬‭い‬‭た‬‭女‬‭子‬‭大‬‭学‬‭生‬‭に‬‭対‬‭し‬‭て‬‭､‬‭警‬‭察‬‭が‬‭不‬‭適‬‭切‬‭な‬‭対‬‭応‬‭（虚‬‭偽‬‭公‬
‭文‬‭書‬‭の‬‭作‬‭成‬‭､‬‭捜‬‭査‬‭の‬‭停‬‭滞‬‭､‬‭捜‬‭査‬‭書‬‭類‬‭の‬‭決‬‭裁‬‭の‬‭遅‬‭れ）‬‭を‬‭働‬‭き‬‭､‬‭最‬‭終‬‭的‬‭に‬‭被‬‭害‬‭を‬‭訴‬‭え‬‭て‬‭い‬‭た‬‭女‬‭子‬‭大‬‭学‬‭生‬
‭が‬‭殺‬‭害‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭う‬‭事‬‭件‬‭が‬‭発‬‭生‬‭し‬‭た‬‭｡‬‭浦‬‭和‬‭地‬‭方‬‭裁‬‭判‬‭所‬‭（現‬‭さ‬‭い‬‭た‬‭ま‬‭地‬‭方‬‭裁‬‭判‬‭所）‬‭は‬‭､‬‭ス‬‭トー‬‭カー‬‭捜‬
‭査‬‭を‬‭担‬‭当‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭の‬‭行‬‭動‬‭が‬‭捜‬‭査‬‭怠‬‭慢‬‭で‬‭あっ‬‭た‬‭と‬‭認‬‭定‬‭し‬‭た‬‭｡‬‭当‬‭時‬‭の‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭長‬‭は‬‭長‬‭年‬‭鑑‬‭識‬
‭課‬‭に‬‭勤‬‭務‬‭し‬‭､‬‭捜‬‭査‬‭実‬‭務‬‭に‬‭従‬‭事‬‭し‬‭た‬‭経‬‭験‬‭が‬‭無‬‭かっ‬‭た‬‭｡‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭､‬‭捜‬‭査‬‭の‬‭ほ‬‭と‬‭ん‬‭ど‬‭を‬‭部‬‭下‬‭に‬‭任‬‭せ‬‭､‬‭自‬‭ら‬‭が‬
‭捜‬‭査‬‭を‬‭担‬‭当‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭回‬‭避‬‭し‬‭よ‬‭う‬‭と‬‭し‬‭た‬‭う‬‭え‬‭に‬‭複‬‭数‬‭い‬‭た‬‭他‬‭の‬‭課‬‭長‬‭と‬‭協‬‭力‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭も‬‭可‬‭能‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭状‬
‭況‬‭に‬‭あっ‬‭た‬‭に‬‭も‬‭関‬‭わ‬‭ら‬‭ず‬‭､‬‭互‬‭い‬‭に‬‭協‬‭力‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭怠っ‬‭た‬‭｡‬‭こ‬‭の‬‭事‬‭件‬‭に‬‭は‬‭､‬‭警‬‭察‬‭の‬‭部‬‭署‬‭同‬‭士‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬
‭り‬‭の‬‭弱‬‭さ‬‭が‬‭表‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭本‬‭研‬‭究‬‭で‬‭は‬‭､‬‭上‬‭記‬‭の‬‭不‬‭祥‬‭事‬‭が‬‭起‬‭こっ‬‭た‬‭刑‬‭事‬‭部‬‭門‬‭に‬‭焦‬‭点‬‭を‬‭当‬‭て‬‭､‬‭警‬‭察‬‭の‬‭部‬‭署‬
‭同‬‭士‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭を‬‭弱‬‭く‬‭す‬‭る‬‭要‬‭因‬‭を‬‭警‬‭察‬‭組‬‭織‬‭の‬‭文‬‭化‬‭や‬‭特‬‭性‬‭､‬‭日‬‭本‬‭で‬‭の‬‭社‬‭会‬‭集‬‭団‬‭の‬‭構‬‭造‬‭の‬‭２‬‭つ‬‭の‬‭観‬‭点‬
‭か‬‭ら‬‭考‬‭察‬‭し‬‭た‬‭｡‬

‭２.‬‭論‬‭証‬
‭1.‬‭警‬‭察‬‭組‬‭織‬‭の‬‭文‬‭化‬‭や‬‭特‬‭性‬‭か‬‭ら‬‭形‬‭成‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭意‬‭識‬
‭　‬‭ま‬‭ず‬‭､‬‭警‬‭察‬‭内‬‭部‬‭の‬‭文‬‭化‬‭に‬‭は‬‭､‬‭「専‬‭門‬‭家‬‭は‬‭尊‬‭敬‬‭さ‬‭れ‬‭､‬‭そ‬‭う‬‭で‬‭な‬‭い‬‭者‬‭は‬‭疎‬‭外‬‭さ‬‭れ‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭も‬‭の‬‭が‬‭存‬
‭在‬‭す‬‭る‬‭｡‬‭（古‬‭野‬‭ま‬‭ほ‬‭ろ‬‭著‬‭『残‬‭念‬‭な‬‭警‬‭察‬‭官‬‭　‬‭内‬‭部‬‭の‬‭視‬‭点‬‭で‬‭読‬‭み‬‭解‬‭く‬‭組‬‭織‬‭の‬‭失‬‭敗‬‭学』‬‭よ‬‭り）‬‭警‬‭察‬‭官‬‭の‬
‭平‬‭均‬‭的‬‭な‬‭キャ‬‭リ‬‭ア‬‭プ‬‭ラ‬‭ン‬‭は‬‭「中‬‭堅‬‭と‬‭な‬‭る‬‭時‬‭期‬‭に‬‭そ‬‭れ‬‭ぞ‬‭れ‬‭､‬‭『専‬‭務』‬‭と‬‭呼‬‭ば‬‭れ‬‭る‬‭専‬‭門‬‭分‬‭野‬‭（主‬‭に‬‭刑‬
‭事‬‭､‬‭交‬‭通‬‭､‬‭生‬‭活‬‭安‬‭全‬‭､‬‭警‬‭備）‬‭に‬‭登‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭､‬‭そ‬‭の‬‭部‬‭門‬‭の‬‭ス‬‭ペ‬‭シャ‬‭リ‬‭ス‬‭ト‬‭に‬‭な‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭も‬‭の‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭､‬‭特‬
‭定‬‭の‬‭専‬‭務‬‭に‬‭一‬‭度‬‭登‬‭用‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭と‬‭､‬‭他‬‭の‬‭専‬‭務‬‭へ‬‭の‬‭異‬‭動‬‭は‬‭､‬‭一‬‭部‬‭の‬‭例‬‭外‬‭を‬‭除‬‭き‬‭ほ‬‭ぼ‬‭無‬‭く‬‭な‬‭る‬‭｡‬‭警‬‭察‬‭は‬‭２‬‭４‬
‭時‬‭間・‬‭３‬‭６‬‭５‬‭日‬‭体‬‭制‬‭で‬‭の‬‭対‬‭応‬‭が‬‭求‬‭め‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭の‬‭で‬‭､‬‭事‬‭件‬‭を‬‭早‬‭急‬‭に‬‭解‬‭決‬‭す‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭は‬‭､‬‭専‬‭門‬‭家‬‭の‬‭集‬‭団‬‭を‬
‭上‬‭司‬‭が‬‭指‬‭揮‬‭す‬‭る‬‭方‬‭が‬‭合‬‭理‬‭的‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭い‬‭え‬‭る‬‭｡‬‭よっ‬‭て‬‭､‬‭部‬‭門‬‭を‬‭超‬‭え‬‭た‬‭警‬‭察‬‭官‬‭同‬‭士‬‭の‬‭つ‬‭な‬‭が‬‭り‬‭は‬‭弱‬‭く‬‭な‬
‭る‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭｡‬‭ま‬‭た‬‭､‬‭警‬‭察‬‭の‬‭犯‬‭罪‬‭捜‬‭査‬‭の‬‭特‬‭徴‬‭の‬‭一‬‭つ‬‭に‬‭「独‬‭立‬‭性」‬‭が‬‭挙‬‭げ‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭｡‬‭こ‬‭の‬‭独‬‭立‬‭性‬‭に‬‭つ‬
‭い‬‭て‬‭田‬‭村‬‭は‬‭､‬‭「警‬‭察‬‭の‬‭独‬‭立‬‭性‬‭と‬‭は‬‭､‬‭警‬‭察‬‭が‬‭他‬‭の‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭と‬‭連‬‭携‬‭す‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭な‬‭く‬‭､‬‭自‬‭ら‬‭の‬‭判‬‭断‬‭の‬‭み‬‭に‬
‭よっ‬‭て‬‭捜‬‭査‬‭を‬‭行‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭｡‬‭事‬‭件‬‭を‬‭誘‬‭致‬‭す‬‭る‬‭相‬‭手‬‭方‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭､‬‭公‬‭訴‬‭の‬‭提‬‭起‬‭と‬‭勾‬‭留‬‭請‬‭求‬‭権‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭検‬‭察‬
‭官‬‭と‬‭の‬‭連‬‭携‬‭は‬‭重‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭認‬‭識‬‭さ‬‭れ‬‭､‬‭一‬‭部‬‭の‬‭重‬‭要‬‭な‬‭事‬‭件‬‭で‬‭は‬‭､‬‭事‬‭前‬‭に‬‭連‬‭絡‬‭を‬‭取‬‭り‬‭､‬‭見‬‭解‬‭の‬‭調‬‭整‬‭を‬‭す‬
‭る‬‭こ‬‭と‬‭あ‬‭る‬‭が‬‭､‬‭そ‬‭れ‬‭以‬‭外‬‭の‬‭者‬‭と‬‭連‬‭絡‬‭を‬‭取‬‭り‬‭合‬‭う‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭想‬‭定‬‭し‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い。」‬‭（田‬‭村‬‭　‬‭2012‬‭　‬‭p.3-‬
‭p.4‬‭）‬‭と‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭こ‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭か‬‭ら‬‭､‬‭他‬‭の‬‭行‬‭政‬‭機‬‭関‬‭と‬‭同‬‭様‬‭に‬‭､‬‭事‬‭件‬‭の‬‭捜‬‭査‬‭を‬‭担‬‭当‬‭す‬‭る‬‭部‬‭署‬‭と‬‭事‬‭件‬‭と‬‭直‬‭接‬
‭的‬‭な‬‭関‬‭係‬‭の‬‭無‬‭い‬‭部‬‭署‬‭と‬‭の‬‭連‬‭携‬‭も‬‭想‬‭定‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭な‬‭い‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭｡‬

‭　‬‭2.‬‭日‬‭本‬‭人‬‭の‬‭「場」‬
‭　‬‭そ‬‭し‬‭て‬‭､‬‭日‬‭本‬‭人‬‭は‬‭資‬‭格‬‭の‬‭相‬‭違‬‭な‬‭ど‬‭を‬‭問‬‭わ‬‭ず‬‭､‬‭一‬‭定‬‭の‬‭枠‬‭に‬‭よっ‬‭て‬‭一‬‭定‬‭の‬‭個‬‭人‬‭が‬‭集‬‭団‬‭を‬‭構‬‭成‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬
‭状‬‭態‬‭を‬‭指‬‭す‬‭「場」‬‭を‬‭重‬‭視‬‭す‬‭る‬‭傾‬‭向‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭｡‬‭（中‬‭根‬‭千‬‭枝‬‭著‬‭「タ‬‭テ‬‭社‬‭会‬‭と‬‭現‬‭代‬‭日‬‭本」‬‭よ‬‭り）‬‭警‬‭察‬‭の‬‭場‬
‭合‬‭､〜‬‭係‬‭や〜‬‭部‬‭､〜‬‭課‬‭な‬‭ど‬‭が‬‭「場」‬‭に‬‭相‬‭当‬‭し‬‭､‬‭個‬‭人‬‭の‬‭階‬‭級‬‭や‬‭役‬‭職‬‭が‬‭「資‬‭格」‬‭に‬‭相‬‭当‬‭す‬‭る‬‭｡‬‭警‬‭察‬‭は‬‭小‬‭集‬
‭団‬‭（〜‬‭部‬‭､〜‬‭課）‬‭が‬‭集‬‭まっ‬‭て‬‭大‬‭集‬‭団‬‭（〜‬‭署‬‭､〜‬‭警‬‭察‬‭本‬‭部）‬‭を‬‭構‬‭成‬‭し‬‭て‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭同‬‭じ‬‭資‬‭格‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭人‬‭間‬‭の‬
‭集‬‭ま‬‭り‬‭で‬‭あ‬‭れ‬‭ば‬‭､‬‭特‬‭に‬‭何‬‭も‬‭行‬‭わ‬‭な‬‭く‬‭て‬‭も‬‭集‬‭団‬‭に‬‭な‬‭り‬‭得‬‭る‬‭の‬‭に‬‭対‬‭し‬‭､‬‭異‬‭な‬‭る‬‭資‬‭格‬‭を‬‭持‬‭つ‬‭者‬‭の‬‭集‬‭ま‬‭り‬‭が‬
‭社‬‭会‬‭集‬‭団‬‭と‬‭な‬‭る‬‭た‬‭め‬‭に‬‭は‬‭､‬‭枠‬‭内‬‭の‬‭成‬‭員‬‭に‬‭一‬‭体‬‭感‬‭を‬‭持‬‭た‬‭せ‬‭る‬‭必‬‭要‬‭が‬‭あ‬‭る‬‭と‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭､‬‭小‬
‭集‬‭団‬‭の‬‭閉‬‭鎖‬‭性‬‭の‬‭形‬‭成‬‭に‬‭は‬‭「感‬‭情‬‭的‬‭な‬‭結‬‭び‬‭つ‬‭き」‬‭が‬‭重‬‭要‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭､‬‭日‬‭本‬‭の‬‭小‬‭集‬‭団‬‭内‬‭で‬‭は‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭の‬‭成‬
‭員‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭一‬‭体‬‭感‬‭が‬‭重‬‭視‬‭さ‬‭れ‬‭て‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭例‬‭え‬‭ば‬‭､‬‭産‬‭労‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所‬‭が‬‭２‬‭０‬‭１‬‭９‬‭年‬‭度‬‭に‬‭調‬‭査‬‭し‬‭､‬‭発‬‭表‬‭し‬‭た‬
‭「２‬‭０‬‭２‬‭０‬‭年‬‭　‬‭社‬‭内‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト・‬‭社‬‭内‬‭旅‬‭行‬‭に‬‭関‬‭す‬‭る‬‭調‬‭査」‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭と‬‭､‬‭会‬‭社‬‭内‬‭で‬‭開‬‭催‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬
‭の‬‭実‬‭施‬‭目‬‭的‬‭は‬‭「コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭促‬‭進」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭目‬‭的‬‭の‬‭割‬‭合‬‭が‬‭「新‬‭年‬‭会・‬‭仕‬‭事‬‭は‬‭じ‬‭め」‬‭や‬‭「歓‬‭送‬
‭迎‬‭会」‬‭な‬‭ど‬‭の‬‭１‬‭６‬‭項‬‭目‬‭で‬‭最‬‭も‬‭高‬‭かっ‬‭た‬‭｡‬‭警‬‭察‬‭の‬‭部‬‭署‬‭内‬‭で‬‭も‬‭飲‬‭み‬‭会‬‭が‬‭開‬‭催‬‭さ‬‭れ‬‭る‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭あ‬‭り‬‭､‬‭そ‬‭の‬‭飲‬
‭み‬‭会‬‭の‬‭実‬‭施‬‭目‬‭的‬‭も‬‭部‬‭署‬‭内‬‭で‬‭の‬‭コ‬‭ミュ‬‭ニ‬‭ケー‬‭ショ‬‭ン‬‭促‬‭進‬‭の‬‭た‬‭め‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭｡‬



‭社‬‭内‬‭イ‬‭ベ‬‭ン‬‭ト‬‭の‬‭実‬‭施‬‭目‬‭的‬‭と‬‭実‬‭施‬‭効‬‭果‬‭　‬
‭出‬‭典:‬‭産‬‭労‬‭総‬‭合‬‭研‬‭究‬‭所‬‭（２‬‭０‬‭２‬‭０）‬‭　‬
‭https://www.e-sanro.net/research/research_jinji/shanaiseido/shanai_event/pr2101.html‬
‭ま‬‭た‬‭､‬‭警‬‭察‬‭官‬‭は‬‭競‬‭合‬‭他‬‭社‬‭が‬‭ほ‬‭と‬‭ん‬‭ど‬‭い‬‭な‬‭い‬‭業‬‭種‬‭で‬‭あ‬‭り‬‭､‬‭警‬‭察‬‭の‬‭責‬‭務‬‭は‬‭「個‬‭人‬‭の‬‭生‬‭命‬‭､‬‭身‬‭体‬‭及‬‭び‬‭財‬‭産‬
‭の‬‭保‬‭護‬‭に‬‭任‬‭じ‬‭､‬‭犯‬‭罪‬‭の‬‭予‬‭防‬‭､‬‭鎮‬‭圧‬‭及‬‭び‬‭捜‬‭査‬‭､‬‭被‬‭疑‬‭者‬‭の‬‭逮‬‭捕‬‭､‬‭交‬‭通‬‭の‬‭取‬‭締‬‭そ‬‭の‬‭他‬‭公‬‭共‬‭の‬‭安‬‭全‬‭と‬‭秩‬‭序‬‭の‬‭維‬
‭持‬‭に‬‭当‬‭る‬‭こ‬‭と」‬‭（警‬‭察‬‭法‬‭第‬‭２‬‭条‬‭１‬‭項‬‭よ‬‭り‬‭一‬‭部‬‭抜‬‭粋）‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭の‬‭で‬‭､‬‭取‬‭り‬‭扱‬‭う‬‭も‬‭の‬‭は‬‭個‬‭人‬‭の‬‭プ‬‭ラ‬‭イ‬‭バ‬
‭シー‬‭や‬‭秘‬‭密‬‭に‬‭わ‬‭た‬‭る‬‭も‬‭の‬‭が‬‭多‬‭い‬‭｡‬‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭､‬‭仕‬‭事‬‭の‬‭こ‬‭と‬‭を‬‭気‬‭兼‬‭ね‬‭な‬‭く‬‭話‬‭す‬‭こ‬‭と‬‭が‬‭で‬‭き‬‭る‬‭者‬‭が‬‭少‬‭な‬
‭く‬‭､‬‭そ‬‭の‬‭中‬‭で‬‭も‬‭互‬‭い‬‭の‬‭仕‬‭事‬‭内‬‭容‬‭を‬‭特‬‭に‬‭理‬‭解‬‭し‬‭､‬‭毎‬‭日‬‭顔‬‭を‬‭合‬‭わ‬‭せ‬‭る‬‭同‬‭じ‬‭部‬‭署‬‭の‬‭者‬‭同‬‭士‬‭で‬‭の‬‭結‬‭束‬‭が‬‭強‬‭く‬
‭な‬‭る‬‭｡‬

‭3.‬‭部‬‭署‬‭内‬‭で‬‭の‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭の‬‭構‬‭築‬
‭　‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭､‬‭日‬‭本‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭､‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭の‬‭強‬‭弱‬‭は‬‭実‬‭際‬‭の‬‭接‬‭触‬‭の‬‭長‬‭さ‬‭や‬‭激‬‭し‬‭さ‬‭に‬‭比‬‭例‬‭す‬‭る‬‭傾‬‭向‬‭に‬‭あ‬‭る‬‭｡‬‭そ‬
‭の‬‭た‬‭め‬‭､‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭内‬‭の‬‭メ‬‭ン‬‭バー‬‭と‬‭の‬‭接‬‭触‬‭期‬‭間‬‭が‬‭短‬‭い‬‭､‬‭い‬‭わ‬‭ゆ‬‭る‬‭「新‬‭入‬‭り」‬‭は‬‭ヒ‬‭エ‬‭ラ‬‭ル‬‭キー‬‭の‬‭最‬‭下‬‭層‬
‭に‬‭い‬‭る‬‭｡‬‭（中‬‭根‬‭千‬‭枝‬‭著‬‭「タ‬‭テ‬‭社‬‭会‬‭の‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭　‬‭単‬‭一‬‭社‬‭会‬‭の‬‭理‬‭論」‬‭よ‬‭り）‬‭ま‬‭た‬‭､‬‭警‬‭察‬‭に‬‭は‬‭「警‬‭部‬‭補‬‭以‬
‭下‬‭の‬‭階‬‭級‬‭の‬‭者‬‭は‬‭管‬‭理‬‭職‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭警‬‭部‬‭を‬‭激‬‭し‬‭く‬‭値‬‭踏‬‭み‬‭し‬‭､‬‭『使‬‭え‬‭な‬‭い』‬‭､‬‭『頼‬‭れ‬‭な‬‭い』‬‭､‬‭『知‬‭ら‬‭な‬‭い』‬
‭と‬‭判‬‭断‬‭す‬‭る‬‭と‬‭公‬‭然‬‭と‬‭悪‬‭口‬‭を‬‭言‬‭う‬‭ほ‬‭ど‬‭に‬‭な‬‭り‬‭､‬‭勤‬‭続‬‭年‬‭数‬‭が‬‭長‬‭い‬‭ほ‬‭ど‬‭そ‬‭の‬‭傾‬‭向‬‭が‬‭強‬‭く‬‭な‬‭る」‬‭と‬‭い‬‭う‬‭文‬
‭化‬‭も‬‭存‬‭在‬‭す‬‭る‬‭｡‬‭（古‬‭野‬‭ま‬‭ほ‬‭ろ‬‭著‬‭「残‬‭念‬‭な‬‭警‬‭察‬‭官‬‭　‬‭内‬‭部‬‭の‬‭視‬‭点‬‭で‬‭読‬‭み‬‭解‬‭く‬‭組‬‭織‬‭の‬‭失‬‭敗‬‭学」‬‭よ‬‭り）‬‭つ‬
‭ま‬‭り‬‭､‬‭別‬‭の‬‭部‬‭署‬‭か‬‭ら‬‭異‬‭動‬‭し‬‭て‬‭く‬‭る‬‭警‬‭察‬‭官‬‭は‬‭､‬‭異‬‭動‬‭先‬‭の‬‭部‬‭署‬‭の‬‭警‬‭察‬‭官‬‭に‬‭とっ‬‭て‬‭､‬‭ヒ‬‭エ‬‭ラ‬‭ル‬‭キー‬‭の‬‭最‬‭下‬
‭層‬‭に‬‭位‬‭置‬‭す‬‭る‬‭「新‬‭入‬‭り」‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭｡‬‭導‬‭入‬‭で‬‭挙‬‭げ‬‭た‬‭ス‬‭トー‬‭カー‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭女‬‭子‬‭大‬‭学‬‭生‬‭殺‬‭害‬‭事‬‭件‬‭を‬‭例‬‭に‬‭と‬‭る‬
‭と‬‭､‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭に‬‭異‬‭動‬‭し‬‭て‬‭き‬‭た‬‭直‬‭後‬‭で‬‭捜‬‭査‬‭実‬‭務‬‭の‬‭経‬‭験‬‭が‬‭無‬‭く‬‭､‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭の‬‭「新‬‭入‬‭り」‬‭で‬‭あ‬‭る‬
‭当‬‭時‬‭の‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭長‬‭よ‬‭り‬‭も‬‭､‬‭当‬‭時‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭で‬‭の‬‭捜‬‭査‬‭経‬‭験‬‭が‬‭最‬‭も‬‭長‬‭かっ‬‭た‬‭警‬‭部‬‭補‬‭の‬‭方‬‭が‬‭､‬‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭内‬‭で‬
‭強‬‭い‬‭権‬‭力‬‭を‬‭持っ‬‭て‬‭い‬‭た‬‭｡‬‭こ‬‭の‬‭警‬‭部‬‭補‬‭は‬‭以‬‭前‬‭か‬‭ら‬‭仕‬‭事‬‭に‬‭対‬‭す‬‭る‬‭意‬‭欲‬‭が‬‭阻‬‭喪‬‭し‬‭て‬‭お‬‭り‬‭､‬‭長‬‭期‬‭間‬‭古‬‭い‬‭事‬‭件‬
‭を‬‭抱‬‭え‬‭こ‬‭み‬‭､‬‭新‬‭し‬‭い‬‭事‬‭件‬‭捜‬‭査‬‭を‬‭積‬‭極‬‭的‬‭に‬‭引‬‭き‬‭受‬‭け‬‭な‬‭かっ‬‭た‬‭｡‬‭そ‬‭の‬‭う‬‭え‬‭､‬‭部‬‭下‬‭で‬‭あ‬‭る‬‭巡‬‭査‬‭長‬‭が‬‭事‬‭件‬‭捜‬
‭査‬‭を‬‭担‬‭当‬‭す‬‭る‬‭際‬‭に‬‭､‬‭上‬‭司‬‭と‬‭し‬‭て‬‭の‬‭指‬‭導・‬‭支‬‭援・‬‭助‬‭力・‬‭助‬‭言‬‭を‬‭行‬‭わ‬‭ず‬‭､‬‭警‬‭部‬‭補‬‭自‬‭身‬‭が‬‭担‬‭当‬‭す‬‭る‬‭事‬‭件‬‭の‬
‭捜‬‭査‬‭の‬‭手‬‭伝‬‭い‬‭を‬‭巡‬‭査‬‭長‬‭に‬‭安‬‭易‬‭に‬‭指‬‭示‬‭し‬‭て‬‭い‬‭た‬‭｡‬‭そ‬‭の‬‭結‬‭果‬‭､‬‭警‬‭部‬‭補‬‭は‬‭職‬‭制‬‭や‬‭階‬‭級‬‭を‬‭超‬‭越‬‭し‬‭､‬‭実‬‭質‬‭的‬‭な‬
‭刑‬‭事‬‭二‬‭課‬‭の‬‭支‬‭配‬‭者‬‭と‬‭なっ‬‭た‬‭｡‬‭こ‬‭の‬‭例‬‭に‬‭見‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭よ‬‭う‬‭に‬‭日‬‭本‬‭警‬‭察‬‭に‬‭お‬‭い‬‭て‬‭､‬‭職‬‭制‬‭や‬‭階‬‭級‬‭に‬‭関‬‭係‬‭な‬‭く‬
‭「新‬‭入‬‭り」‬‭の‬‭権‬‭力‬‭は‬‭弱‬‭く‬‭､‬‭さ‬‭ら‬‭に‬‭警‬‭部‬‭で‬‭あ‬‭れ‬‭ば‬‭警‬‭部‬‭補‬‭以‬‭下‬‭の‬‭警‬‭察‬‭官‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭値‬‭踏‬‭み‬‭の‬‭対‬‭象‬‭に‬‭も‬‭な‬‭る‬‭｡‬
‭そ‬‭の‬‭た‬‭め‬‭､‬‭外‬‭部‬‭か‬‭ら‬‭来‬‭た‬‭者‬‭と‬‭の‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭の‬‭構‬‭築‬‭に‬‭は‬‭時‬‭間‬‭を‬‭要‬‭す‬‭る‬‭｡‬



‭３.‬‭結‬‭論‬
‭警‬‭察‬‭の‬‭部‬‭署‬‭の‬‭閉‬‭鎖‬‭性‬‭が‬‭強‬‭く‬‭な‬‭る‬‭要‬‭因‬‭に‬‭は‬‭､‬‭警‬‭察‬‭独‬‭自‬‭の‬‭文‬‭化‬‭や‬‭特‬‭性‬‭､‬‭日‬‭本‬‭社‬‭会‬‭の‬‭小‬‭集‬‭団‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭人‬‭間‬
‭関‬‭係‬‭の‬‭構‬‭造‬‭に‬‭よ‬‭る‬‭も‬‭の‬‭が‬‭大‬‭き‬‭い‬‭と‬‭考‬‭え‬‭ら‬‭れ‬‭る‬‭｡‬

‭４.‬‭参‬‭考‬‭文‬‭献‬
‭古‬‭野‬‭ま‬‭ほ‬‭ろ‬‭　‬‭『残‬‭念‬‭な‬‭警‬‭察‬‭官‬‭　‬‭内‬‭部‬‭の‬‭視‬‭点‬‭で‬‭読‬‭み‬‭解‬‭く‬‭組‬‭織‬‭の‬‭失‬‭敗‬‭学』‬‭　‬‭光‬‭文‬‭社‬‭新‬‭書‬‭　‬‭2016‬
‭古‬‭野‬‭ま‬‭ほ‬‭ろ‬‭　‬‭『警‬‭察‬‭手‬‭帳』‬‭　‬‭新‬‭潮‬‭新‬‭書‬‭　‬‭2017‬
‭中‬‭根‬‭千‬‭枝‬‭　‬‭『タ‬‭テ‬‭社‬‭会‬‭と‬‭現‬‭代‬‭日‬‭本』‬‭　‬‭講‬‭談‬‭社‬‭現‬‭代‬‭新‬‭書‬‭　‬‭2019‬
‭中‬‭根‬‭千‬‭枝‬‭　‬‭『タ‬‭テ‬‭社‬‭会‬‭の‬‭人‬‭間‬‭関‬‭係‬‭　‬‭単‬‭一‬‭社‬‭会‬‭の‬‭理‬‭論』‬‭　‬‭講‬‭談‬‭社‬‭現‬‭代‬‭新‬‭書‬‭　‬‭1967‬
‭警‬‭察‬‭の‬‭組‬‭織‬‭と‬‭行‬‭動‬‭の‬‭特‬‭性‬‭と‬‭他‬‭機‬‭関‬‭連‬‭携‬‭の‬‭た‬‭め‬‭の‬‭施‬‭策‬‭に‬‭つ‬‭い‬‭て‬‭　‬‭田‬‭村‬‭正‬‭博‬‭　‬‭2012‬
‭WasedaKyoikuHyoron_26_1_Tamura‬
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